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〈お断り〉

本作品を電子化するにあたり一部の漢字および記号類が簡略化されて表現されている場合が

あります。

〈ご注意〉

本作品の利用、閲覧は購入者個人、あるいは家庭内その他これに準ずる範囲内に限って認め

られています。

また本作品の全部または一部を無断で複製（コピー）、転載、配信、送信（ホームページな

どへの掲載を含む）を行うこと、ならびに改竄、改変を加えることは著作権法その他の関連

法規、および国際条約で禁止されています。

これらに違反すると犯罪行為として処罰の対象になります。



まえがき──不可視の王国

　エロ漫画（１）というジャンルには意外と知られていない事実があ

る。

　三流劇画最盛期には月に八十誌以上の雑誌が量産されていたこと。

　美少女系エロ漫画の最盛期には月に百点以上の単行本が発売されて

いたこと。

　九〇年代中期以降、女性作家が増加し、雑誌によっては描き手の過

半数が女性作家というケースもあること。

　無数のサブジャンルを内包していること（２）。

　無数の画風が覇を競っていること（３）。

　多くの人気漫画家にエロ漫画の制作経験があること（４）。

　前衛的、実験的な漫画の発表の場であったこと。

「萌え」の震源地の一つであること。

　マチズモとヘテロセクシズムの崩壊過程が如実に反映されているこ

と。

　考えつく限りのセクシュアリティとエロティシズムが表現されてい

ること（５）。

　同人誌、やおい／ＢＬ、一般誌それぞれに太いパイプがつながって

いること。

　要はエロ漫画と接したことがない読者が予想している以上に、間口

も奥行きもある面白いジャンルだということである。

　全く関心のない読者にまで押しつけようとは思わないが、少なくと



も漫画好きを自認する読者、本書を手に取るような好奇心に溢れた

人々、もちろん多彩なエロティシズムの森に分け入ろうという探求心

に満ちた諸氏ならば、エロ漫画を知らないと損だぞ！　と断言しよ

う。

　そんなに面白いジャンルがなぜ今まで見過ごされてきたのだろう

か？　もちろん、それには幾つかの理由がある。

　まず、日本の総出版部数の半数以上を支えるという巨大な漫画産業

の中では、ごくささやかな規模のジャンルにすぎないということだ。

中小零細の版元が多く、発行点数が多いとはいえ、単行本一冊ごとの

発行部数は一万部平均だ。人気作家でも五万部程度である（６）。と

うてい全国津々浦々の書店に配本することはできない。書店での棚面

積も狭く、返本までのサイクルも短い。確実に手に入れようと思った

らネットで新刊情報をキャッチしてウェブ通販か大都市の漫画専門店

を利用するしかない。

　その上、制度的にその存在自体を見えにくくされてきた経緯があ

る。九〇年代初頭の大バッシング以降、自主規制としての「成年コ

ミック」マークが導入され、当初の自主的な区分陳列が後には強制力

を持った条例によって強化された。近年、書店の棚はさらに縮小し、

大手のコンビニチェーンでマーク付きのエロ漫画単行本を見かけるこ

とはまずないはずだ。

　ジャンルの狭小さと規制という二重の制約も大きいのだが、それ以

上に大きいのは私が「エロの壁」と名付けた見えない境界線である。

漫画研究者や評論家のほとんどがエロ漫画を顧みなかったのも、二重

の制約以上に彼ら（彼女ら）の中にある「エロの壁」が目隠ししてい



たのではないか？

「エロの壁」とは、「エロティシズムを含む表現は、／三流の表現で

ある／汚い／語るべきものではない／語るに値しない／触れたくない

／評価したくない／許せない／ヒドイ／子供に見せられない／恥ずか

しい／人間性を冒瀆している」などのネガティブな反応を核とするバ

リアである。性にかかわること、エロチックなことを隠蔽し、抑圧

し、特権化する装置である。人はこの壁の前で判断停止に陥り、目を

背ける（素振りをする）。冷静に考えれば合理性のない禁忌としかいい

ようがない反応である。エロ漫画の側に立つ者としては、偏見と差別

に異議申し立てを行うべきであろう。まずは「エロ漫画」が蔑称とし

て使われることを指摘することから始めてもいい。

　だが、そんなことで「エロの壁」は崩れはしない。何故なら、エロ

漫画を楽しむ読者、エロ漫画産業に携わる漫画家、編集者、評論家の

心の中にも「エロの壁」があるからだ。かくいう私自身も偏見から完

全に逃れているわけではない。しかも逆説めくが禁忌であることが存

在理由の一つだと言えなくもないのである。

　何故「エロの壁」があるのか？　私たちが「性とエロス」の前で、

何故平静ではいられないのかと考察してみるのは無駄ではない。しか

し、その試みから簡単に解答が得られるわけでないし、解答を得られ

たからといって、ただちに「エロの壁」を打ち壊せるわけでもない。

そんなことは誰にもできないのだ。しかし、壁の高さを測り、足がか

りを見つけることはできる。エロ漫画に抵抗のある人も、偏見を持っ

ている人もとりあえずは壁の向こうに拡がるエロ漫画の小王国を眺め

て欲しい。



　本書は、不可視の王国を眺め、越境し、探索するための手引き書で

ある。

（１）　「エロ漫画」とは「エロチックな要素を含む漫画」である。ただ、

すべての漫画作品には何らかの形でエロチックな要素が含まれているし、何

をエロチックと受け取るかは読者それぞれに異なる帯域幅がある。狭く定義

しておくとすれば「性的な、またはエロチックなテーマで描かれた作品」と

「性的な、またはエロチックなモチーフが重要な位置を占める作品」のこと

だ。

（２）　ラブストーリー、ラブコメ、ＳＦ、ファンタジー、ミステリー、ホ

ラー、アクション、コメディ、パロディ、時代劇、戦争物と、一般誌にあっ

てエロ漫画にないジャンルを探した方が早い。

（３）　児童漫画系、少年漫画系、少女漫画系、青年漫画系、劇画系、アニ

メ系、ゲーム系とあらゆるスタイルとタッチが投入されている。

（４）　能條純一、中島史雄、山本直樹、みやすのんき、雨宮淳、唯登詩

樹、平野耕太、甘詰留太、介錯、もりしげ、大暮維人、ＯＫＡＭＡ、文月

晃、天王寺きつね、藤原カムイ、岡崎京子、白倉由美、うたたねひろゆき、

佐野タカシ、山田秋太郎、天津冴、ぢたま 、花見沢Ｑ太郎、朔ユキ蔵……

数え挙げればきりがない。ペンネームを使い分けている作家になるとさらに

増える。

（５）　男と女のカップリングだけでも無数のバリエーションが存在する。

対等な恋愛関係、一方的な凌辱、男性優位、女性優位。恋人同士、夫婦、生

徒と教え子、主人と召使い、大人と幼児、幼児同士、高齢者と若年者等々、

思い付く限りの組み合わせが試みられている。これが「男女ペア・ノーマ

ル」部門以外となると、一対複数の集団凌辱や乱交があり、近親相姦（兄

妹、姉弟、母子、父子）、ロリコン、同性愛、少年愛、サドマゾヒズム、ス



カトロジー、異性装、コスプレ、無数のフェティシズム、萌え……という風

に、まるで通俗セクソロジー事典の項目を並べたような百花繚乱の多形性倒

錯的な景色が拡がる。

（６）　例えば伊駒一平は平均五万部を売り、累計で百万部を突破してい

る。
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増補　エロマンガ・スタディーズ
「快楽装置」としての漫画入門



第一部　エロマンガ全史



前説　～ミームが伝播する～

　エロ漫画の歴史は決してリニアではない。「外部」からの影響もあ

れば、エロ漫画が一般の漫画に影響を与え、それがまたエロ漫画に反

映されるというフィードバックもある。今や三流劇画の時代ではない

が、三流劇画も生き残っている。ロリコン漫画も主流ではなくなった

が、サブジャンルとして一定のファンを集めている。

　断っておくがここで正史を書くと強弁するつもりもない。マクロな

視点で大きな流れを捉えると同時に、必要に応じてミクロな視点にま

で降りて行く。エポックメーキングな作家や作品にも、例えば森山塔

（山本直樹）の『よい子の性教育』がエロ漫画の地図を塗り替えただ

とか、そういう駄法螺を吹くつもりはない。たしかに森山塔は現代漫

画史的にも重要な作家でその影響力は手塚級、大友克洋級かもしれな

いが、だからといって、エロ漫画家全員が森山スクールに属するわけ

ではない。

　エロ漫画の歴史は重層的である。ＡというスタイルがＢというスタ

イルにメインストリームの座を譲ったとしても、Ａというスタイルが

根絶されるわけではない。規模は縮小されても、スタイルそのものは

残っていく。つまり歴史が続く限りスタイルが増えていく。それどこ

ろか、オールドスタイルが再ブームになったり、類似したスタイルが

新しいものとして登場したりすることになる。これはモチーフとなる

性のスタイルも同じことだ。

　ここでは、八〇年代初期から現在に至るオタク系あるいは美少女系



と呼ばれる事実上の「現代エロ漫画」を視座の中心に置き、そこにな

にが流れ込み、現在の姿に至ったのかということを注視したい。そこ

には、想像と模倣、伝承と反逆、大勢と分岐、断絶と発見、およそあ

りとあらゆるものが現代エロ漫画に流れ込んでいる。現代エロ漫画の

大地の下には想像を絶する地層が積み重なっている。

　大袈裟ではなく、人類が獣脂の灯火を頼りに石窟に野牛や
かも

羚
しか

羊を描

いた時からエロ漫画の歴史が始まったのである（１）。

　描くことの快楽。

　表現することの快楽。

　見せることの快楽。

　感動を、畏怖を、エロスを他者に伝える快楽。

　とはいえ、アルタミラの洞窟から話を始めたのでは、いつまでたっ

てもエロ漫画に辿り着かないだろう。なぜなら絵画史は、文化史の一

側面であり、文化史は歴史の一側面であるからだ。一枚の絵画には、

絵画技術のみならず、その時代その時代の文化的背景、政治、社会、

宗教、思想、工業技術が常に影響し、反映されている。それ故に一枚

の絵画から一冊の本を書くことなどたやすいことだし、実際にも美術

研究の専門領域ではありふれたことだ。もちろん、本書ではそこまで

大風呂敷を拡げるつもりはない。ただ、ここで一つ、憶えておいて欲

しいのはリチャード・ドーキンスのいうミーム（meme：文化遺伝子）

という発想である（２）。

　ミームについて書き始めるとこれまた前説が終わらなくなるので、

ここではシンプルに「文化の伝達や複製の基本単位である」（ドーキ

ンス）という程度に捉えて欲しい。大袈裟に言えば、エロ漫画にかか



わるミームはアルタミラに始まり、三万年にわたって文化の遺伝子

プールに蓄積されたということになる。

　以上のことを念頭において、話を一気に二〇世紀後半にもっていこ

う。

　現代エロ漫画の遺伝子プールを眺めると、強い影響関係にあるジャ

ンルが次のような遺伝子のクラスター（集合体）として浮かび上がっ

てくる。

ジャンル的なクラスター

　・児童漫画から来たミーム

　・少年漫画から来たミーム

　・少女漫画から来たミーム

　・青年漫画から来たミーム

　・青年劇画から来たミーム

　・三流劇画から来たミーム

　だが、こうした商業誌のジャンル区分に依拠した分類だけでは、多

くの遺伝子の出自が不明になるだろう。そこで、違う角度から遺伝子

プールを検索すると、次のようなクラスターが見えてくるはずだ。

流通形態別のクラスター

　・商業出版から来たミーム



　・同人誌及び独立出版から来たミーム

別の表現形式のクラスター

　・アニメーションから来たミーム

　・ゲームから来たミーム

　・ウェブから来たミーム

　もちろん、他にも、写真、映画、文芸、マルチメディア、音楽、報

道から流れ込んでくるミームもあるだろう。それらについては必要に

応じて召還するかもしれないが、網羅するつもりはない。

　遺伝子プールを眺める時、注意すべきはミームの伝達方向が一方向

とは限らないということだ。エロ漫画の遺伝子プールは漫画の遺伝子

プールと重なっており、文化全体の遺伝子プールとも重なっている。

つまり、エロ漫画は常に他のジャンルからミームを取り込むと同時

に、新しいミームを供給し続けている。特にジャンル成立以降は、エ

ロ漫画からのミーム供給（改変されたミームの再供給を含む）が増大

し、それにしたがって漫画全体の遺伝子プールが豊穣なものになる一

助ともなっている。影響は時として相互的であり、互恵的である。

　さらに付け加えておけば、文化遺伝子の伝播は、単純な「影響」の

形をとるとは限らないし、川の流れのように上流から下流へ向かうも

のでもない。どこにも源泉はないし、あらゆる場所が源泉だともいえ

るだろう。

　ミームは産みの親の意図を裏切る形で、東浩紀的な表現を借りれば



誤配され（３）、遺伝子コードを誤読され、複製され、組み換えら

れ、連鎖を形成し、束になり、再び誤配されることすらある。

　そもそもはロリコン漫画誌のために、あけすけな表現でいえば読者

の実用のために描かれたはずの町田ひらくの作品が、漫画好きの女性

読者たちに誤配され、共感を呼ぶという現象はその好例だろう

（４）。純粋にエロ漫画をオナニー用のポルノグラフィと見れば、大

きな誤読が起きていることになるわけだが、町田ひらくがロリコン向

けエロ漫画の中に埋め込んだ暗号は正しくデコードされたということ

もできるだろう。

　もう一つ付け加えておくとすれば、ミームの伝播は概ね時系列的に

説明することができるが、たとえ古い作品であっても参照が可能であ

れば、中間の回路を飛ばしてショートカットすることもできる。

　つまり、手塚治虫の作品を読めば、そこに含まれるミームに直接ア

クセスし、取り込むことができるというわけだ。例えば田中圭一の

『神罰』（図１）に含まれるエロチックな手塚パロディは、原典から

ミームを直接取り込むと同時に、エロチック・パロディという手法に

よって、手塚作品そのものに内在するエロティシズムを浮き彫りにし

て見せる。そして、それが発表された瞬間、田中圭一作品もまた参照

の対象となり、田中圭一作品の持つミームも遺伝子プールへと還流さ

れる。





　あくまでもミームは仮想の遺伝子であり、比喩でしかない。だが、

こうした仮想遺伝子、遺伝子プール、ＤＮＡ暗号といった「比喩」を

脳内のツールボックスに格納しておけば、新しい視野が開けることも

ある。

　例えば、往年の少女漫画ではおなじみの愛らしいリボンやフリル

が、エロ漫画に導入されたとたんフェティッシュとして男性のリビ

ドーを刺激する。この視点を保持したまま少女漫画を再読すれば、少

女漫画をエロチックな表現物として「誤読」することができる。さら

に、かつての少女漫画における性的な抑圧が、過剰な装飾性として噴

出していたのだと「解読」することもできる（５）。

　こういう話はある人にとってはとんでもない話かもしれない。しか

し、エロ漫画に限らず、あらゆる表現物は作者の意図を超えて多面的

だ。作者がこの時代のこの杜会に生きている以上は時代性と社会背景

が投影されるし、作者と読者それぞれの深層意識を浮かび上がらせも

する。

　もちろん、ここで読者にありとあらゆる読みを要求するつもりはな

い。

　ただし、既成概念は一度捨てていただきたい。

　なぜなら、その方が楽しいからだ。

　なぜなら、これから分け入るエロ漫画の森は、時として常識の通用

しないタガの外れた場所だからだ。

（１）　ホグベン『洞窟絵画から連載漫画へ──人間コミュニケーションの万

華鏡』（岩波文庫・一九七九）というそのものズバリなタイトルの本もある。



（２）　リチャード・ドーキンス『利己的な遺伝子〈増補新装版〉』（紀伊國

屋書店・二〇〇六）

（３）　東浩紀『存在論的、郵便的』（新潮社・一九九八）

（４）　町田ひらくのサイン会に集まるファンの半数が女性読者である。

（５）　このあたりの議論は「性的抑圧と漫画表現」というテーマで一章を

立てたいところだが、これはまた後日ということにしておこう。



第一章　漫画と劇画の遺伝子プール

【一九四〇～五〇年代】

ゲノムキング・手塚治虫

「エロ漫画：エロチックな表現を含む、コマによって構成された漫画

作品」という極めてユルい定義に則して考えるならば、エロ漫画の歴

史は清水崑、小島功、杉浦幸雄に代表される旧世代の大人向けお色気

漫画まで遡ることができるだろう。エロ漫画の遺伝子プールの底を探

れば清水崑の『かっぱ天国』（一九五三～五八）の筆運びから色っぽい

女河童のミームが
さら

凌えるかもしれない。

　個人的な漫画語りが許されるならば、我が生涯最初期のエロスとし

て清水崑の河童漫画を語りたいところであるが、現在のエロ漫画とは

一〇〇％無関係である。探せば一人くらいは「清水崑の河童に衝撃を

受けてエロ漫画を描き始めた」という奇特なエロ漫画家もいるかもし

れないが……と考えたが、まあ、いないでしょうな。一万歩譲って、

いたとしても、現代エロ漫画とはほとんど無関係の世界である。

　後世の美少女系エロ漫画に対する影響力という意味で、やはり無視

できないのは手塚治虫だろう。私はなんでもかんでも「手塚が最初

だった」という風な神格化に与するつもりはない。現代漫画の源流が

手塚一人に集約されないことも知っている。だが、エロスに関してい

えば、手塚がやってしまったことはあまりに大きいし、今もって巨大

なノード（結節点）であることは間違いないだろう。

　手塚治虫の実質的な全国区デビューは四七年に上梓された単行本



『新寳島』（酒井七馬・原作）である。これが、なんと四十万部を売り

切るというスマッシュヒットだったのだから驚きだ。面白いことに同

年、山川惣治は和製ターザン物の絵物語『少年王者』で五十万部のベ

ストセラーを記録している。片や新時代の到来を告げる新しいスタイ

ルの漫画であり、片や戦前の少年文化の、そしてまた「大東亜共栄圏

幻想」の最後の光芒としての秘境冒険談である。五〇年前後が旧時代

と新時代の分水嶺だと見ることもできるだろう。

　その後の手塚の活躍はいうまでもないが、絵物語は山川惣治の『少

年ケニヤ』をピークに下り坂を歩み、絵物語の遺伝子伝承は一度途絶

えてしまう。このミームを辛うじて受け継いでいくのが後に登場する

劇画であり、大幅に復活させたのが漫画家としては擬古典主義者とで

もいうべき宮崎駿だった（１）。

　異論、異説はあれど、ここから手塚治虫の快進撃が始まり、手塚と

その影響を多分に受けた石森（石ノ森）章太郎、赤塚不二夫、藤子不

二雄、水野英子を中心とするトキワ荘グループが『少年』（光文社・

四六創刊）、『漫画少年』（学童社・四七創刊）などを舞台に活躍し、

後の児童向け漫画の王道が築かれていく。

　児童漫画とエロスは関係ないと思われがちだが、そうではない。幼

児から前思春期にかけての児童にもエロチックな快感は存在し、性器

に局所化される以前の性的な欲望もある。「快／不快」に敏感な時代

である。児童が児童漫画からエロチックな信号を受信し、無意識にそ

うした「商品」を選択したとしても不思議でもなんでもない。

　手塚の絵はウォルト・ディズニーのミームを多量に取り込んだ元祖

アニメ絵である。他に田河水泡や大城のぼるの遺伝子をも受けていた



わけだが、この手塚系児童漫画のアニメ絵調が脈々と継承され、つい

には八〇年代に至って、エロ漫画ジャンルの主流になる。早い話、手

塚漫画で育った世代がエロ漫画家になっているのだから、これもまた

当然といえば当然の話である。

　手塚治虫の作品は同時代の他の漫画家、福井英一などの初期のライ

ヴァルたち、弟子筋と呼んでいいであろうトキワ荘世代の漫画家と比

べても、エロチックさでは群を抜いていた。

　手塚ヒューマニズムとまで神格化されていた生前には手塚漫画の性

的な側面について語ることはタブーだったが、『キャプテンＫｅｎ』

の女装にドキドキし（図２）、『白いパイロット』の拷問シーンになん

ともいえないエッチを感じ（子供なのでサドマゾヒズムという言葉を知ら

なかった）、『リボンの騎士』（五三）の両性具有性とタイツ姿に性的

興奮を覚えた昭和三〇年代の子供にとって「手塚漫画はエッチ」とい

うのは当たり前の話だった。当時はまだ、無性人間の迫害と叛乱を描

く『人間ども集まれ！』（六七）も、愛と性を描く『アポロの歌』

（七〇）も、性教育志向の『ふしぎなメルモ』（『ママァちゃん』七〇

七一改題）も、同性愛と淫楽殺人と陰謀が渦巻く『ＭＷ』（七六）も

描かれてはいない。それでも手塚漫画はエッチだった。





　手塚作品のエッチさについて斎藤環はこう述べている。

　谷山浩子氏が『アトム』についていみじくも指摘していたように、

手塚キャラクターの可憐さは、きわめて『エッチな』、つまり性的な

魅力によるところが大きい。性的なものの導入はあまりにも無造作に

なされ、それゆえ多形倒錯的で、しばしば指摘される両性具有傾向や

性同一性の混乱などもその一部に過ぎない。小児愛、同性愛、服装倒

錯、フェティシズム、そうしたものの一揃いが手塚漫画の魅力のかな

りの部分を構成する。繰り返すが、それはあまりにも無造作になされ

ており、それゆえに誘惑的だった。谷山氏同様、私も手塚アニメを両

親と共にみることがいたたまれなかった。自らの性的欲望のありかを

見透かされることをおそれたためだ。

（「『教養』から『神経症』へ──手塚治虫の現在形──」『文藝別冊　総特

集・手塚治虫』河出書房新社・九九所収）

　斎藤が列挙した「倒錯」の数々は、面白いことに、そのまま現在の

美少女系エロ漫画全体についてもあてはまる。

　これは美少女系エロ漫画の前段階である三流劇画にも見ることがで

きるものの、はるかにその幅も量も小規模のものだった。

　ここで多形倒錯的であるという共通項を論拠に手塚が美少女系エロ

漫画の父だと言い募るつもりはない。重要なのは、多形的エロスの

ミームが手塚漫画ですでに用意されていたということである。



　ではこのミームは手塚始原のものだろうか？　戦後児童漫画という

限定においては正しい。しかし、あえて遡れば、手塚が終生愛し続け

た宝塚歌劇とディズニーアニメにもエロチックなミームが埋め込まれ

ていた。

　ウォルト・ディズニーは性的な描写を嫌悪したと伝えられている

が、果たしてどうだろうか？　性的な要素の導入について、手塚が

「無造作」（斎藤環）だったとすれば、ディズニーは周到だったと見

ることもできる。特にディズニー・クラシックと呼ばれる初期アニメ

作品を見ればわかりやすいだろう。もっとも有名な例としては、

『ピーター・パン』（五三）に登場する小妖精ティンカー・ベルのプ

ロポーションが当時のセックスシンボルだったマリリン・モンローの

データをベースにしていたという伝説だ。この一点だけでも、少なく

ともディズニーはエロチックなキャラクターのアイキャッチ性は充分

に理解していたし、興行成績を上げるためならば、ためらいなく投入

してきたという推測は成り立つ。

「ティンカー・ベル≒モンロー」説は氷山の一角に過ぎない。注意深

い観客ならば、ディズニー・クラシックが巧妙に性的なシンボルやエ

ロチックな記号を使っていることにも、深層心理に触れるようなイ

メージ操作が可能な原作を選んでいることにも気付いているはずだ

（２）。

『白雪姫』（三七）、『眠れる森の美女』（五九）はともにネクロフィ

リアック（死体愛好）のモチーフを含んでおり、『ピノキオ』（四〇）

では噓をつくという恥ずかしい行為の代償として鼻がペニスのように

伸びる。フリーキーな造型の子象がアルコール幻覚に陥り、ピンクの



象の大群を見るという『ダンボ』（四一）や『ふしぎの国のアリス』

（五一）に至ってはサイケデリック・ムービーの先駆である（３）。

　その上、実写フィルムをトレースした、あの気持ち悪いほど滑らか

なフル・アニメーションだ。ディズニーがどこまで自覚的だったかは

別として、この滑らかすぎる動きによってキャラクターのみならず草

木に至るまで過剰なまでの生命感を付与されたエモーショナルな映像

はそれだけでもエロチックだろう。「animation」の語源が「animate」

（生命を与える）であることを実感するには最適なサンプルである。こ

れらがサブリミナル（意識下の）映像のように、観客の快楽中枢を刺

激しているとしても不思議ではない。

　ディズニーに憧れた手塚が漫画でやろうとしたのは、よく言われる

「映画的表現」という以上に、丸っこいアニメ調の絵で、紙の上にア

ニメを再現することだったのかもしれない。この静止画化されたアニ

メ調漫画が、後の手塚のリミテッド・アニメーションにフィードバッ

クされることになる。アニメ的な漫画を描いていた作家が漫画的なア

ニメを作ることになったわけだ。

　手塚のエロチック遺伝子のもう一つの源泉である宝塚歌劇について

は多言を要すまい。女性が男性をも演じる両性具有性、ジェンダーの

混乱、装飾過多なコスチューム、これらはストレートに手塚作品に反

映されている。

　両性具有性に着目すれば、初期作品『メトロポリス』のヒロインで

あるミッチイの存在が大きい。彼／彼女はボタン一つで性転換可能な

両性具有ロボットだった（図３）。手塚特有のスター・システムを見る

と、ミッチイは『火星博士』（四七）で少女役でデビューしており、



正体は女性ということになるのだろうが、『メトロポリス』での役柄

が、後に精神的な両性具有者であるサファイア王子／王女に継承され

（『リボンの騎士』）、手塚キャラの代名詞であり当初は少女ロボット

として企画された『鉄腕アトム』の原型となり、さらにミッチイ自身

がアトムの母親役まで演じている。





　意図的にエロチックな遺伝子暗号を作品中に埋め込んだのではない

だろうが、そこには手塚自身を含む「時代と社会」の制度的抑圧が作

用してはいただろう。当時、児童漫画でセックスを描いてはならない

というタブーは厳然として存在し、「健全な」手塚漫画ですら、昭和

三〇年代の悪書追放運動ではＰＴＡや進歩的知識人たちによって俗悪

のレッテルを貼られた時代である。しかし、タブーを回避するための

性的要素の暗号化とはとても思えない。当時の悪書追放運動では、漫

画というだけで俗悪な悪書であり善意の岡っ引きどもはその中身を精

査する必要すら感じていなかったのだ。

　手塚はあくまでも自分の好きなように描いていた。正直に自らの多

形倒錯を反映させてしまった。そこには計算はない。斎藤環のいうよ

うに「無造作」であり、今の目で見ればあからさまなのである。

　初期の児童漫画には、トキワ荘グループをはじめ、無数の手塚の

フォロワーたちが存在したが、エロティシズムを継承した者は皆無と

いっていい。手塚の性的な、エロチックなミームは、むしろ隔世遺伝

的に伝播していくことになる。

（１）　永山薫「セクスレス・プリンセス～漫画『風の谷のナウシカ』の性

とフラジャリティを巡って～」『宮崎駿の世界』（竹書房・〇四所収）

（２）　知的所有権に厳格なアメリカ合衆国の中でももっとも厳しいディズ

ニーが目を光らせているにもかかわらず、インターネットで検索すれば未だ

に三月兎やマッドハッターとセックスする『ふしぎの国のアリス』や、七人

の小人と乱交する『白雪姫』といったエロチック・パロディイラストが見つ

かるし、『白雪姫』のコスチュームのセクシー版はアダルトショップで販売

されている。



（３）　ピンクの象（ピンク・エレファント）はアルコール・薬物中毒者を指す

スラングの一つ。

カウンターとしての劇画

　五〇年代以降も「手塚＝漫画の神様」の時代が続き、デファクト・

スタンダードとなっていく。しかし、スタンダードが固定化されれ

ば、それからこぼれてしまうスタイルや、それを受け入れられない作

家と読者も発生する。五〇年代に登場した「劇画」はその意味で反手

塚スタイル、あるいは非手塚スタイルだった。「劇画」の揺籃となっ

たのは辰巳ヨシヒロ、さいとう・たかを、佐藤まさあきらによるグ

ループ〈劇画工房〉だった。劇画は児童漫画よりも上の世代を読者対

象とする貸本漫画の世界から生まれた。貸本漫画読者はこれまでは

「若年ブルーカラー層」と考えられていたが、最近の研究では、児童

漫画の読者層とも大きく重なることが実証されている。子供はいつの

時代でも貪欲なのだ。

　頭身の高いキャラクター、シャープな線、荒っぽいタッチ、効果線

の多用、コントラストの効いた陰翳といったものが、実際にリアルな

のかどうかは検証する必要があるだろうが、少なくとも、劇画の登場

によって「子供向きではない新しい漫画のスタイル」が確立したこと

は間違いない。劇画は手塚流の児童漫画がやらないこと、できないこ

とを表現し、新たな市場を開拓することにある程度成功し、後の世代

にも影響を与えていく。当然、その延長線上には「大人の娯楽として

のエロ劇画」というジャンルが出てくることになるのである。



　媒体の方を見てみると五〇年代には漫画と実話とヌードグラビアが

売り物の「低俗週刊誌」として指弾される雑誌が登場する。『土曜漫

画』（土曜通信社）や『週刊漫画TIMES』（芳文社・五六）、『漫画天

国』（芸文社・六〇、二〇〇三復刊）などがそうだった。この当時の

「低俗週刊誌」はエロという意味では後のエロ漫画誌の遠い先祖と言

うことができるだろう。しかし、直接的な影響関係は皆無に近い。現

在の美少女系エロ漫画から、この時代の「低俗週刊誌」の文化遺伝子

の痕跡を見つけることさえ困難である。もちろん、そこには歴史的な

価値はあるだろうが、もはや研究者と骨董好きの好事家の世界であ

る。この三誌は後の劇画ブームの頃、しぶとく劇画誌へと変貌してい

くことになる。

【一九六〇年代】

『ガロ』と『ＣＯＭ』と青年劇画

　六〇年代に入ると、劇画が開拓した「大人が読む漫画」の市場はさ

らに拡大する。娯楽としてもあるいは六〇年安保の「敗北」を経験し

た青年たちの「自分の中にある鬱勃たる情念」（呉智英『現代マンガの

全体像［増補版］』史輝出版・九〇）を表現する形式としても劇画はク

ローズアップされていく。

　六四年には白土三平の『カムイ伝』を掲載するための媒体として

『月刊漫画ガロ』（青林堂）が創刊され、これが後に、商業主義とは

別のチャンネルを形成し、貸本漫画の水木しげる、つげ義春、池上遼



一などの異才に活躍の場を提供し、つげ忠男、佐々木マキ、林静一、

安部慎一、鈴木翁二、古川益三（後に「まんだらけ」を立ち上げる）、

川崎ゆきおなどの個性派漫画家、後には奥平イラ、平口広美、ひさう

ちみちおといった三流劇画誌で活躍する作家を世に送り出すことにな

る（図４右）。





　六六年には手塚治虫が『ＣＯＭ』（虫プロ商事）を創刊する。こち

らは手塚治虫の『火の鳥』を掲載するための雑誌だったわけだが、非

商業主義的な実験作の掲載、全国的なファンダムの組織化、新人発掘

にも力を注いだ（図４左）。

　対抗心の強い手塚治虫の性格から考えると、劇画系の『ガロ』に対

して、正統派漫画のカウンターという図式化も可能だろう。劇画の出

自が手塚治虫へのカウンターだったわけだから、カウンターへのカウ

ンターである。

　しかし、実際に『ＣＯＭ』が世に送った漫画家の中には、青年劇画

の鬼才・宮谷一彦（図５）、エロ劇画を経て麻雀劇画の巨匠となる能條

純一、後の宮 事件を予感させるようなペドファイル青年の鬱屈した

日常を描いてデビューした青柳裕介（ＳＭ劇画を描いていた時期もあ

る）などの劇画系も数多く、誌上でファンダムの面倒を見ていた漫画

評論家・峠あかねこと劇画家・真崎・守（『はみだし野郎の子守唄』）

のアシスタントからは貴志もとのり（松文館社長）、宮西計三、中島

史雄、ふくしま政美といった後の青年劇画や三流劇画の人気作家がデ

ビューしている。

　もう一つ重要なのは、『ガロ』『ＣＯＭ』の二誌がいずれも読者の

ジェンダーをセグメントしない漫画誌だったという点だ。特に『ＣＯ

Ｍ』はその色彩が強く、少女漫画二四年組に影響を与えた矢代まさ

こ、社会派の樹村みのりなどに活躍の場を与え、個性派の岡田史子や

竹宮惠子をデビューさせ、少女漫画史的にも無視できない足跡を残し

ている。エロ漫画中心史観で眺めればこの『ＣＯＭ』によるジェン

ダーフリーの先取りは、男性漫画読者（及び漫画家志望者）が少女漫画



に目を向ける契機の一つになり、後にはエロ漫画が少女漫画ミームを

大量に取り込む素地を作ったともいえるのである。

　六〇年代中期は『漫画アクション』（双葉社・六七）、『ヤングコ

ミック』（少年画報社・六七）、『週刊漫画ゴラク』（創刊時は『漫画娯

楽読本』／日本文芸社・六四）、『ビッグコミック』（小学館・六八）、

『プレイコミック』（秋田書店・六八）などが続々創刊され、劇画ブー

ムがピークを迎える。日活無国籍アクション映画とも重なる不良文化

としての貸本劇画から、大学生や若いサラリーマン層が読む青年劇画

へと変化した時代といえるだろう。

　当時をリードしたヤンコミ三羽ガラス（宮谷一彦、真崎・守、上村一

夫）をはじめ、青年劇画は性の領域にも大胆に踏み込んでいた。しか

し、彼らは決してエロ劇画家と呼ばれることはなかったし、それは現

在でも同じだろう。エロ劇画と呼ぶには「芸術性」「文学性」「問題

意識」が高く、エロの冠をかぶせるには今一つ猥雑な娯楽性が足らな

かったのだ。





　当時、エロ劇画家と呼ぶことができたのは五八年に『土曜漫画』で

デビューし、『漫画天国』『漫画アクション』で活躍した笠間しろう

（図６）、ＳＭ誌の挿し絵でも活躍した椋陽児、『週刊漫画ゴラク』な

どで活躍した歌川大雅である。しかし、残念ながら彼らの文化遺伝子

は美少女系エロ漫画の遺伝子プールにはほとんど届いていない。まい

なぁぼぉいのタッチに椋陽児を感じるという風な例外はあるとして

も、やはり旧世代の産物なのだ。

ハレンチな少年漫画

　美少女系エロ漫画から逆しまに歴史を見る限り、手塚直下のトキワ

荘グループのエロチックな影響力は手塚のそれに比べると大幅に見劣

りする。

　もちろん、トキワ荘グループとその世代の漫画家たちの作品にエロ

ティシズムが含まれていなかったというわけではない。手塚の作った

現代漫画のフォーマットが踏襲され、アニメーションを取り込んだ動

き、ディフォルメ、フォルム、そして線そのものの持つエロティシズ

ムは型として継承されていく。

　石森（石ノ森）章太郎も『サイボーグ００９』（六四）の初期の頃ま

では、明確に手塚風であり、私はフランソワーズ・アルヌール（００

３）に恋をし、新幹線の屋根に嬉しそうに便乗する島村ジョー（００

９）の愛らしさに心をときめかせたものである。その当時の石森のキ

ヤラは充分に色っぽかったのだ。残念ながら石森は手塚の型以上に出

なかったし、後に『００９ノ１』などの大人向け漫画でお色気方面に

も踏み出すとはいえ、エロティシズムのセンスは常識の枠内に止まり



続けた（１）。

　しかしながら、トキワ荘世代の漫画家たちは、「物心ついた時から

身の周りに漫画があった」最初の漫画世代の偶像であり、その影響は

思わぬところにまで及んでいる。

　例えば中田雅喜は子供時代に横山光輝の『伊賀の影丸』の拷問シー

ンに遭遇した時のエロチックな衝撃を漫画『ももいろ日記』で、次の

ように語っている（図７）。

それは、忘れもしない昭和三六年少年サンデー二十六号

駄菓子屋の店先で………

生まれてはじめて、ゴーモンシーンを見た!!

もちろん『ＳＭキンバク』なんてまったく知らないころだった

だけど、私は直感的に悟った！

これは、いやらしい!!

（「＃15・逆さ吊り水責めして～～」より。『ももいろ日記　上』所収）

　作者の意図とは別にエロティシズムは発生し、新たな遺伝子が遺伝

子プールに蓄積される。これに類する現象は他でも散見することがで

きる。





　例えば藤子不二雄の児童漫画（最近の『ドラえもん』にいたるまで）に

は膨大にして分厚いファン層が存在し、その中には藤子漫画がエロ

ティシズム体験の最初だったという読者も多いのである。

　だが、後のエロ漫画への影響を考えると、トキワ荘世代の次に位置

する永井豪の登場が大きかった。

　六七年に『目明しポリ吉』（『ぼくら』講談社）でデビューした永井

豪は翌六八年には『ハレンチ学園』の連載を開始（『週刊少年ジャン

プ』集英社［図８］）、一気にブレイクする。





　少年誌という制約の多い場所で、バイオレンスとエロスの限度枠を

使い切った永井作品は、多くの年少読者のトラウマとなり、永井が蒔

いた種が十数年後にオタク系エロ漫画として狂い咲くことになる……

とまで言ってしまうといささか大袈裟だが、八〇年代エロ漫画の描き

手の多くが豪ちゃん世代であり、永井豪遺伝子を乾いたスポンジが吸

い込むようにして育ったことはまぎれもない事実だろう。

　永井豪作品には「お笑い」や「お色気」というエクスキューズの下

に、サドマゾヒズム、同性愛、両性具有性、アンピュティ（四肢欠

損）、異性装、ヌーディズム、性的拷問、フェティシズムが盛り込ま

れていた。永井は石森章太郎のアシスタント出身だったが、多形倒錯

ぶりは師の師である手塚治虫ばりといえるだろう。これは竹宮惠子

が、石森の影響を強く受けながら、手塚作品の両性具有性や同性愛傾

向をさらに深化させたのにも共通する。特にこの二人に関しては手塚

のエロチック遺伝子の隔世遺伝による発現といえるだろう（２）。

　ただし、永井作品の多形倒錯は手塚のそれとはかなり意味が違う。

手塚が無造作にエロスをばらまいたのに対し、永井はずっと自覚的

だった。

　初期のコメディ作品では、かなりきわどい艶笑に踏み込み、『バイ

オレンスジャック』『デビルマン』では性と暴力の限界領域にまで踏

み込んだ（図９）。読者に何がエッチとうけとられるか、読者が何を

エッチと気付くかという、どこまでやったらＰＴＡに叱られるかとい

う綱渡りをワクワクと楽しんでやっていた。タブー領域の周辺をぐる

ぐると廻りながら寸止めの拳を繰り出していたといえばいいだろう

か？





　永井のトリックスター的なフットワークを保持させるために、当時

の担当編集者は永井に女遊びをさせなかったという伝説が残ってい

る。現実のセックスを知ってしまえば、妄想力が生身の女性に固定化

される。少年誌のエロチック・ファンタジーはセックス志向ではなく

エッチでなければならないのだ。単なるセックスではなく、セックス

の重力圏ギリギリのところで性交を封印し、それ以外のエロチックな

妄想のみを高めて行く。この寸止めによるエロスの倍加というテク

ニックは少年誌エロコメの基本技術の一つとして末永く継承されてい

くことになるわけだし、永井豪を読んで育ったエッチな漫画少年たち

が、永井豪が少年漫画及び青年漫画のエリアでやってのけたことを、

そのまま美少女系エロ漫画で再現し、なおかつ、永井が描かなかった

セックスそのものをも描くようになるのである（３）。

（１）　むしろ、石森にとっては余技だった『ジュン』（六七）などの「漫画

による映像詩」が、岡田史子に刺激を与え、岡田を経由して高野文子や

ニューウェーヴに流れ込み、八〇年代以降のエロ漫画にも遠い影響を与えた

ということもできるだろう。

（２）　ここでは手塚 石森 という隔世遺伝を採り上げたが、手塚 赤塚

でも似たようなことが起こっている。つまり、とりいかずよし『トイレッ

ト博士』におけるスカトロジー、古谷三敏『ダメおやじ』における女性恐怖

（嫌悪）とサドマゾヒズムという風に……。しかし、ギャグ系オンリーだった

フジオプロでは艶笑の域を出ることができなかった。永井豪の凄さは艶笑か

ら入って、多形的なエロティシズムをシリアスな作品にまで持ち込んだ点で

ある。

（３）　美少女系エロ漫画における、永井豪リスペクターとしては上藤政樹



がその代表格だろう。

【一九七〇年代前期】

石井隆と榊まさるに始まる

　本格的な、そして現存のエロ漫画の直系の先祖が登場するのは七〇

年代である。

　これ以降、青年劇画 三流劇画 ロリコン漫画（美少女系エロ漫画）

という大きな流れが漫画史上に出現する。

　ただこれはあくまでも時系列で見た場合の話であって、現在の美少

女系エロ漫画が、どれほどの遺伝子を例えば石井隆から受け継いでい

るかといえば、ほとんどゼロに近い。むしろ青年劇画 三流劇画の中

で培われた土壌、すなわち「性表現へ踏み込んだ市場の開拓」と「漫

画による性表現の自由化」というインフラ整備が大きかった。この土

壌がなかったら美少女系エロ漫画の出現はもっと遅くなったに違いな

い。

　さて、七〇年安保の敗北（すでに六九年に勝負はついていたが）は当時

の青少年の精神に大きな影を落とした。世代的に運の悪い人にとって

は六〇年、七〇年のダブル敗戦である。太平洋戦争の敗戦がアプレ

ゲールというシニカルでニヒルな世代を生んだように、二度の安保闘

争敗北は膨大なニヒリストを生み出した（１）。

　七〇年代は六〇年代中後期に続々と出現した青年劇画誌の定着と降

盛の時代だった。当然、エロティシズム表現もさらに進む。『ヤング

コミック』では宮谷一彦が『性蝕記』（七〇）を発表し、『漫画アク



ション』では上村一夫の代表作『同棲時代』（七二）の連載が始ま

り、『漫画天国』ではベテラン佐藤まさあきの背徳大作『堕靡泥の

星』（七一）が開始される。そして七三年には『漫画エロトピア』

（ＫＫベストセラーズ ワニマガジン社）が登場する。同誌は「最初のエ

ロ劇画誌」と呼ばれることもあるが、現在の目でながめれば「かなり

エロに傾斜した青年劇画誌」というイメージである。執筆陣を見ても

他の青年劇画誌と重なる部分が多い。上村一夫、平野仁、政岡とし

や、高信太郎、はらたいら、篠原とおる、谷岡ヤスジ、かわぐちかい

じ等々の名前だけ見れば、「どこがエロ？」という疑問さえ覚えてし

まう。はっきりとエロ系なのは沢田竜治、ケン月影などだ。そんな中

で目を引くのが、先年カムバックを果たしたふくしま政美の『女犯

坊』（原作：滝沢解・七四）だ。エロスとバイオレンスとグロテスクを

これでもかと盛り込んだ大長編ピカレスクである（図10）。興味のある

人は復刻版（太田出版・九七～九八）、または電子書籍版を読んで欲し

い。





　ふくしまが劇画界に屹立する孤立峰だとすれば、もう一人の大物、

榊まさるはエロ劇画リアリズムによってエロ好き読者の下半身を直撃

し、無数の模倣者を生むことになる（図11）。いうならば、榊まさるの

スタイルは、青年劇画誌ブームの次に来る三流劇画のテンプレートと

なったのである。それ故、現在では復刻版で読むことのできる榊まさ

るの劇画が、ある意味ベタなエロ劇画そのものに見えるのも当たり前

だ。





　そしてもう一人の先駆者、石井隆が『ヤングコミック』に登場する

（図12）。石井のデビューは七〇年の『事件劇画』（芸文社）だった

が、やはり全国区的にブレイクしたのは『ヤンコミ』登場以降だろ

う。『ヤンコミ』読者だった私は、それ以前の石井作品は知らなかっ

た。〝マンガエリートのための〟『ＣＯＭ』を一所懸命に読んでいた

地方の漫画少年にとって石井作品は遥か彼方の大人の世界から聞こえ

てくる遠雷に過ぎなかったのである。しかし、『ヤンコミ』という全

国区に躍り出た石井作品『天使のはらわた』（七二）は読者のみなら

ず、同業者、編集者、文化人にとってはブロックバスターだった。

　それがどのくらい物凄いものだったかは、『別冊新評　石井隆の世

界』（新評社・七九）の目次に、小中陽太郎、都筑道夫、松田政男、赤

瀬川原平、団鬼六、曽根中生、佐藤忠男、橋本治、実相寺昭雄といっ

た「漫画関係者」ではない「錚々たる文化人」の名前が並んでいるこ

とを見るだけでも実感できるだろう。

　石井隆のどこが凄かったのか？　正直にいうが、遅れて来た者であ

る私には実感としては判らない。なぜなら『別冊新評　石井隆の世

界』で語られる石井隆の「新しさ」「深さ」は、私と私より後の世代

にとっては「すでに達成ずみ」のことだったりするからだ。石井作品

の面白いところは、実はセックス描写やＳＭの過激さではなく、むし

ろ、そうした行為の激しさにもかかわらず、読者にポルノグラフィ的

なカタルシスを与えなかったところかもしれない。といって、物語性

でもない。「想い」や「心」という言葉に還元されるわけでもない。

ありがちな場末の、性を含めた日常のリアルといってもいい。そし

て、もう一つ確実なのは、多くの「インテリ」に多面的な「読み」を



提供したということである。

（１）　シニカル・ニヒリズムは後に第一世代オタクの主な属性として語ら

れることが多いが、実は敗戦から始まって現在に至る、若い世代共通の精神

風景なのだ。「大きな物語」は常に若年層を裏切っていく。大東亜聖戦敗北

からバブル経済崩壊に至るまで、「何も信じるな」というテーマを延々反復

しているように見えないか？



第二章　三流劇画の盛衰、または美少女系エロ漫画前夜祭

【一九七〇年代中期】

三流劇画ブーム

　一九七〇年代中期、青年劇画誌ブームを横目で見ていた中小零細出

版社が「これは確実に儲かる」と踏んで、一斉に劇画誌市場に参入し

た。劇画誌、漫画誌は低予算で確実にペイできることが認知されたか

らである。もちろん大手出版社からみればささやかな薄利にすぎない

が、薄利多売の言葉通り、一社が何冊もの劇画誌をキャラメル商法

（箱が変わっても中身は似たようなもの）で量産すれば確実に儲けが出

た。摘発の危険を分散する意味も含めて、分社化し、あるいは下請け

編集プロダクションに発注し、次々と創刊した。

　後に怒濤の七五年と呼ばれる一年間だけでも『漫画ダイナマイ

ト』、『漫画アイドル』（辰巳出版）、『漫画ポポ』（明文社）、『漫

画大快楽』、『漫画バンバン』（檸檬社）、『漫画大悦楽号』、『漫

画ユートピア』（笠倉出版社）、『漫画エロジェニカ』（海潮社）、

『激画ジャック』（大洋書房）、『劇画艶笑号』（せぶん社）、『漫画

ジャイアント』（桃園書房）、『漫画スカット』、『漫画バンプ』（東

京三世社）、『劇画悦楽号』（サン出版）、『漫画ラブ＆ラブ』（セブ

ン新社）が創刊されている。

　これが世に言う三流劇画ブームの始まりだった。



「いわゆる三流劇画＝エロ劇画と呼ばれる劇画誌は月刊で五十～六十

誌ぐらい発行されている。この数に驚いてはいけない。これは本誌だ

けで、本誌増刊、別冊、別冊増刊といった調子で発行されることもあ

り、八十～百誌になるのではないだろうか。一誌五～二十万部といわ

れているので少なくても五百万部が街にでまわっていることになる」

（「三流劇画オンパレード」より。『別冊新評　三流劇画の世界』新評社・

七九所収）

　これが七九年当時、即ち最盛期のデータである。

　三流劇画ブームとほぼ同時にブームとなったのが自販機雑誌とビニ

本だった。

　当初、雑誌自販機には、一般の週刊誌、漫画誌、グラフ誌が詰め込

まれた。だが、これでは利が薄いし、書店流通との差別化も難しい。

キオスクで買える雑誌をわざわざ自販機で買うわけがない。そこで登

場するのが、自販機専用に編集出版された自販機雑誌だった。自販機

雑誌は既存の書籍雑誌取次（日販、東販）流通には乗せられない代わ

りに、流通コストを低く抑えられるため、零細出版社でも参入が容易

だった。

　しかも一社で何誌も出すのは当たり前。それどころか、一人の編集

長がカメラマン、ライターを兼任して何冊もの雑誌を並行して編集

し、オーバーフローする部分を外部の人間に依頼するのである。薄利

多売であり、粗製濫造だった。使い廻せるものは使い廻し、流れ作業

のように作っていく。造作も安っぽいし、かかわっている人間は駆け



出しの若造ばかりだ。しかし、そこには大手出版社にはない「自由」

があった。そんなものは幻想にすぎないのだが、外部スタッフにして

みれば「文句を言われるほどのギャラはもらっていない」から、かな

り勝手がきいた。ルーティンワークと割り切って、飛ばし仕事をしよ

うが、前衛的なことをやろうが、オーケーなのだ。

　そんな中から高杉弾編集の超前衛エロ雑誌『Ｘマガジン』（エル

シー企画・七八）、山口百恵宅のゴミ箱あさりで悪名を馳せた『Jam』

（同・七九）が登場する。当然、三流劇画誌も自販機で販売された。

中でも御三家の一つである『劇画アリス』（アリス出版）は自販機専

門で書店流通に乗っていない。

　アダルトショップ流通のビニ本は直接的にはエロ漫画と関係がない

わけだが、資本、編集者、カメラマンには交流があり、またビニ本で

貯えた資金によって、後には八〇年代エロ漫画の版元としても活躍す

る出版社も生まれてくる。

　この七〇年代中期のあらゆるエロ系メディアの鉄則は、

「エロがあれば何をやってもいい」

　に尽きる。

　それは三流劇画誌においても同じだった。三流劇画以前の大手系青

年劇画があくまでも「劇画」志向だったのに対し、三流劇画は、自ら

を、一流でもなく、中途半端な二流でもなく、三流と位置づけること

によって明確に「エロ」を志向し、「エロ」であるというアリバイの

下で「自由」や「デタラメ」や「前衛性」というものを獲得したわけ

だ。

「三流劇画御三家」と呼ばれた亀和田武編集の『劇画アリス』、高取



英編集の『漫画エロジェニカ』、小谷哲と菅野邦明編集の『漫画大快

楽』は、単にエロティシズム表現の過激さだけで目立ったのではない

（図13）。三人の編集長はそれぞれに論が立ち、戦闘的で、お祭り好き

で、「面白いもの」に対する感度が抜群だった。





　彼らには、ありがちな日陰者意識はさらさらなく、テレビにも出演

するわ、互いに論争するわ、実際に鉄拳は飛ぶわ（劇作家の流山児祥が

プロレス評論家の板坂剛を殴る）で、七〇年安保の憂さを晴らすかのよ

うに暴れまくった。

　若き劇画家たちのパトスもすさまじく、ダーティ・松本、中島史

雄、清水おさむ、あがた有為、宮西計三、小多魔若史、羽中ルイ、福

原秀美（豪見）、村祖俊一、間宮聖児、冨田茂、土屋慎吾、前田俊

夫、飯田耕一郎、井上英樹、山田のらといった個性の強い面々が、そ

れぞれに「俺のエロティシズム」を誌面に叩き付けたのである。

　今から見れば団塊・全共闘世代の最後の一暴れだった。

　その二十年後、

「当時は皆さん、個性強かったですね」

　という私の発言に、ダーティ・松本はこう答えた。

「だって、今と違って、真似しようにもお手本がないんだよ」

　単純明快な回答であった。その時は、なるほどと納得したのだが、

ここまで読み進めてきた読者ならば「お手本」がゴロゴロしているこ

とに気付いているだろう。石井隆でも榊まさるでも、パクろうと思え

ばパクれただろうし、実際に模倣者は多かった。ただ、印象に残る描

き手は一目でその人と判別できる絵と世界を描いていた。冷酷ないい

方になるが、記憶に残らなかった作家・作品というのは、それだけの

ものだったということだ。

　ダーティ・松本のバレエ、タイツ、レオタード、トゥシューズに対

するフェティシズム、男女の性器を交換移植したり、全身に針で糸を

通して吊り上げるなど、凄まじいアイディアとバイオレンスの奔流。



宮西計三の 廃と耽美とゲイ・テイストと、ハンス・ベルメールにイ

ンスパイアされたエッチングのようなキリキリとした細密描写（図

14）。レモンセックス派と呼ばれた中島史雄のどんどん洗練され、し

かもアクチュアルな美少女像（図15）。それこそ竹久夢二にまで遡れそ

うな美少女画の系譜に連なる村祖俊一のファンタジーホラー。痴漢劇

画家・小多魔若史の下品リアリズム。ナンセンスの極みという他ない

福原秀美。そこには私にとっての秘宝が燦然と輝いていた。





　三流劇画の世界をさらに彩り豊かにしたのが、『ガロ』系の若手た

ちだ。中でも印象に残ったのは漫画界最初期の無国籍テクノ・ポップ

だった奥平イラ（図16）、暴力と狂ったルサンチマンと臭うような生々

しさの平口広美（図17）、ロットリングで描いたようなフラットなライ

ンで一九世紀末ヨーロッパから現代までを舞台に、高踏的なゲイ趣味

から露出趣味、下世話なワイドショーパロディまでを描いた異才ひさ

うちみちおの三人は私のフェイバリットだ。この他にいわば編集者の

ワイルドカードとでもいうべき非エロ系の作家たち、すなわち、いし

かわじゅん、いがらしみきお、いしいひさいちという後のビッグネー

ムが最先端のギャグを描いていた。





　想像して欲しい。

　ベーシックなピンクと抜きに徹した下世話なエロ劇画があり、当時

は性倒錯とされた様々な性向をエイヤと描く個性派の作品があり、最

先端の笑いがある。

　これを読まずにいられるか？

　三流劇画の門を入ったら、当初の目的であるオナニーをすませ、つ

いで妖しい幻想に満ちた小部屋を巡り、最後はニヤニヤゲラゲラで送

り出される。

　エロティシズムのテーマパークである。

　ここで強調しておかなければならないのは御三家はあくまでも氷山

の一角にすぎないということだ。マスコミ露出も多く、時代の脚光を

浴びていた御三家以外の数十誌のエロ劇画誌の編集者たちは、高杉弾

の『Jam』を横目で見ながら地味な量産型自販機雑誌に携わっていた

私同様に、羨望と「エロのマジョリティを支えているのはコチラ」だ

という屈折したプライドを背負って日々の仕事をこなしていたのであ

る。

　あからさまないい方をすれば御三家はインテリ層でも受け入れるこ

とのできるエロ劇画誌であり、それ以外はマニアとブルーカラーが購

読する「実用系エロ劇画誌」だった。その意味でも実用系編集長の一

人である塩山芳明の『現代エロ漫画』（一水社・九八）は貴重な証言の

詰まった一冊といえるだろう。なにしろ中途半端なインテリ読者だっ

た私が見たことも聞いたこともないようなエロ劇画家の名前が幾つも

見つかるのだから。

　どちらが本物でどちらが偽物という話ではない。先鋭的な御三家が



あればこそ、一つの時代を築き得たわけだし、大きな裾野を形成する

「その他」があってはじめて御三家も存在しえたのである。相互補完

のバランスが絶妙だったわけだ。

二四年組、ネコ耳付き：七〇年代少女漫画黄金時代

　三流劇画が大爆発する少し前、少女漫画の世界では大きな波が起き

ていた。いわゆる「花の二四年組」の台頭である（１）。

　当時の状況を竹熊健太郎は端的にこう語っている。

　この頃のマンガを語る上で見逃すことができないのは、やはり「男

が少女マンガを読むようになった」ことである。七〇年代とは、なに

よりも少女マンガの時代だった。当時マンガ好きを自称する男で、少

女マンガを読まない奴はモグリとまで言われたものである。

（『見る阿呆の一生』TINAMIX（２））

　実際、私が少女漫画をよく読んだのもこの時期で、漫画好きなら

ば、萩尾望都は読んでいて当たり前だった。余談になるが、昔、友人

たちと荒俣宏の家に遊びに行った時、少女漫画の話になって、私が、

「萩尾望都とか竹宮惠子が好きです」

　というと、荒俣は、

「それは普通の漫画好きですね」

　と切り返し、ニヤリと笑ってこういった。



「少女漫画好きならば木原敏江ですよ。ドジさまを読まねば

（３）！」

　もちろん漫画好きという点では三流劇画の描き手たちも、編集者た

ちも負けてはいない。例えば中島史雄は、アパート住まいの頃、上階

の女性がゴミ出しの日に捨てる少女漫画雑誌を拾って愛読していたそ

うである。ある日、その女性が中島の部屋を訪れ、「よろしかったら

どうぞ」と少女漫画誌の束を手渡したという。それだけでも「ちょっ

とイイ話」だが、その女性が実は山岸凉子だったというオチは「かな

りイイ話」というか、ほとんど「伝説」の範疇ではあるまいか？

　ジャンルは違っても、漫画の新しい未来を開拓するという意味では

若き日の中島も山岸も同じ戦場に立っていたともいえるだろう。

　三流劇画家たちの中には、単に少女漫画を読んで楽しむだけではな

く、積極的に少女漫画の遺伝子を取り込んでいく者もいた。なぜな

ら、登場人物の心理描写、恋愛感情の表現、画面処理、ファッション

などに関しては少女漫画の方に一日の長があったからだし、女性キャ

ラクターの美しさ、愛らしさという点では通常の劇画的スタイルでは

太刀打ちできなかったからだ。そもそもエロ劇画は女を魅力的に描け

てナンボではないのか？　その目で見ると劇画的にローカライズされ

ていても、清水おさむやダーティ・松本の描く女性キャラたちには少

女漫画遺伝子をはっきりと窺うことができる。

　しかし、少女漫画遺伝子の受容という意味では、三流劇画よりも美

少女系エロ漫画の方が遥かに貪欲だった。美少女系エロ漫画にとって

魅力的なキャラとは「見た目の可愛らしさ」であることがその大部分

を占めている。劇画には「美しい」「色っぽい」「セクシー」という



ミームは存在しても「可愛い」は存在しない。「可愛い」ミームは子

供向けとされてきたジャンル限定の必殺技であり、少女キャラに絞っ

てみれば少女漫画がその宝庫だったからだ。美少女系エロ漫画の中で

見つかる可愛いミームは少年漫画や幼年漫画（学年誌）から伝播した

ものもあるわけだが、それすらも大元は少女漫画から始まっているわ

けだし、さらに遡れば恐ろしいことに手塚治虫にまで辿り着いてしま

う。穿った表現をすれば、手塚の生んだ可愛い遺伝子が少女漫画ジャ

ンルでよりよく保存され、ブラッシュアップされて、同年代に男性向

けとされるジャンルへとフィードバックされたということになる。

　二四年組とエロ漫画の関連で重要なのは、彼女たちが従来の少女漫

画以上に愛と性に踏み込んだ表現を行ったということである（図18）。

その多くは男子同性愛（少年愛）をモチーフにしており、それが、後

に『JUNE』（サン出版・七八［図19］）という形で作家・中島梓（栗本

薫）らとともに「女性向けファンタジーとしての男子同性愛表現」の

基準を形づくり、さらに後のやおい／ＢＬの原点の一つとなる。

JUNE／耽美／やおい／ＢＬは男子禁制のアジールであると同時に、

いやアジールとして閉鎖的だったが故に、独自の文化として発展・熟

成し、やがて臨界に達したかのごとく周辺文化への大幅な越境を行う

ことになる。







　では、なぜ、七〇年代後半に、少女漫画家たちは男子同性愛をモ

チーフとして選んだのだろうか？　少女漫画ジャンルにおける性タ

ブーを回避するために「描き手も読み手も直接関係のない男性間同性

愛だから」というエクスキューズを置いたと見ることも可能だろう。

だが、単純に男女間の性を代替しただけ、あるいは同性愛に対する窃

視的な興味、またはマイナー志向こそ良しとするオタク的ナルシズム

というレベルならば、女性向けカルチャーの中でJUNE／耽美／やお

い／ＢＬがここまで巨大にして重要な領域を占めることはなかったは

ずだ。

　彼女たちは、麗しい男子同士の恋愛劇を宝塚歌劇や歌舞伎を眺める

ように愛でると同時に、登場人物に自己投影し、ファンタジーの中で

性別を越境し、性的ファンタジーをファンタジーとして楽しむことを

覚えたのである（４）。

　女性たちが発見した「やおい的快楽」は創作と作品の享受だけに止

まらなかった。原作（漫画、小説、映画、アニメ、ＴＶドラマ、実在のス

ポーツチーム）の読み替え（やおい読み）や、パロディ、パスティー

シュ、キャラクター引用を含む「二次創作」として脱構築することに

もまた新たな喜びを見いだしていく。リスペクト、オマージュとして

の二次創作という建前を掲げつつ、二次創作行為そのものの快感、即

ち原テクストを読み替え、意図的に誤読し、解体することへの知的興

奮という本音の部分での快楽もまた大きかった。

　男女間のリアルな性ではなく、「描き手も読み手も直接関係のない

男性間同性愛だから」というエクスキューズを置いたと否定的に見る

べきではない。ここで注目すべきは、たとえエクスキューズ付きでは



あっても、作者と読者が性表現に踏み込み、性表現に触れ、性表現に

対するアレルギー、フォビア（忌避、恐怖）が格段に緩和されたとい

うことである。

　二四年組から始まる「性と文化の革命」が、JUNE／耽美／やおい

／ＢＬ同人誌の隆盛、商業誌へのオーバーグラウンド化という止めよ

うのない潮流となるとは誰が予測しただろうか？　そして、その潮流

が、やがて、九〇年以降には女性作家の男性向けエロ漫画ジャンルへ

の大量越境という事態にまで発展することになるとは、漫画の神様で

も想像すらできなかっただろう（５）。

　美少女系エロ漫画は、これ以外にも少女漫画から多くの遺伝子を受

け継いでいる。内面描写や、内省的なテーマもその一つだし、リボ

ン、フリル、レース、チュール、コスチュームの数々といったフェ

ティッシュもそうだし、現在でも重要な萌え要素の一つであるネコ耳

にしたって元を正せば大島弓子の『綿の国星』のヒロイン、諏訪野チ

ビ猫が嚆矢ではないか（６）（図20）。





　また、漫画の構造から見た場合、少年漫画のラブコメについても同

じことがいえるのだが、八〇年以降顕著になるラブストーリー系のエ

ロ漫画は乱暴にいえば少女漫画のラブコメと共通するフォーマットを

使用し、ゴールがノンセックスかセックスかの違いにすぎない。さら

に先の話としては、少女漫画、やおい、ＢＬ、レディスコミックで性

的な表現を獲得した女性作家が八〇年以降、男性向けエロ漫画の領域

に大幅に参入し、それまでの「エロ漫画は男性作家による男性読者の

ためのジャンル」という既成概念を破壊し始めることになる。本書の

守備範囲からは外れることもあり詳述は避けるが、三流劇画で活躍し

た男性作家が、後に性描写が過激化したレディスコミックのジャンル

に女性名で参入していることも付け加えておこう。

（１）　中核は昭和二四年生まれを中心とする、いわゆる「大泉サロン」に

集まっていた若手作家、即ち萩尾望都、竹宮惠子、大島弓子、山岸凉子たち

を指す。他に木原敏江、樹村みのり、山田ミネコ、ささやななえ（こ）がい

た。また、彼女たちの後輩格にあたるのが伊東愛子、佐藤史生、奈知未佐

子、坂田靖子、花都悠紀子である。二四年前後生まれでは他に岡田史子、一

条ゆかり、里中満智子、大和和紀がいる。

（２）　『ゴルゴ13はいつ終わるのか？　竹熊漫談』（イースト・プレス・〇

五）に収録。TINAMIXのウェブ公開は終了している。

（３）　八〇年前後、荒俣宏が『帝都物語』でブレイクする以前の話であ

る。ちなみに荒俣は少女漫画家志望の漫画少年で、そのプロ級（現在でも通用す

るレベル）の腕前の一端は『漫画と人生』（集英社文庫）で窺うことができる。

（４）　二四年組の少年愛志向については、大泉サロンのリーダーであり、

竹宮惠子の原作者でもあった増山のりえ（現・作家）の影響が大きい。（増山の



りえ＋佐野恵「キャベツ畑の革命的少女マンガ家たち」『別冊宝島２８８　70年代マンガ大

百科』宝島社・九六所収）。

（５）　JUNE／耽美／やおい／ＢＬに関しては榊原史保美の『やおい幻論』

（夏目書房・九八）、中島梓『タナトスの子供たち』（筑摩書房・九八）は必読。

JUNE／耽美／やおい／ＢＬの全体像を知るためというよりは二人の著者の間

にある立ち位置の偏差から、複雑にして豊穣なJUNE／耽美／やおい／ＢＬ世

界の一端を垣間見ることができる。ここでは、漫画を中心に見ているが、

JUNE／耽美／やおい／ＢＬでは、森茉莉を先駆とし、栗本薫をゴッドマザー

とする耽美小説の流れもまた大きいことを指摘しておこう。

（６）　先に『伊賀の影丸』の拷問シーンに出会って「コーフン」した少女

（中田雅喜）は、その後、漫画家となって『綿の国星』や二四年組少女漫画を

モチーフとしたエロチックパロディの傑作『桃色三角』（タイトルから萩尾望都

の『銀の三角』のパロディ）を描き、ＢＬを描き、小説を書くようになる。

エロコメの源流はラブコメだっちゃ

　では一方の少年漫画はどうか？

　永井豪の多形的エロティシズム以降はどうなのか？

　もちろん、山上たつひこ（山上龍彦）の『がきデカ』や、鴨川つば

めの『マカロニほうれん荘』（七七）の重要性はわかっている。漫画

史として語るのならば何ページも割いて語るべきだろう。たしかに美

少女漫画の遺伝子プールには二人のミームが間違いなく入っている。

しかし、美少女系エロ漫画のスタイルを左右するほどの影響力は持っ

ていなかった。

　最大の功労者は高橋留美子である。

　年季の入った美少女系エロ漫画読者なら、これはもはや単なる常識



だろう。

『うる星やつら（１）』（七八）はスラップスティックＳＦをベースと

したラブコメとして優れていただけではなく、手塚作品が性的であっ

たのと同じように性的な魅力が存分に盛り込まれていた。そもそも男

女の関係性をエンジンとするラブコメディである。痴話喧嘩のドタバ

タの延長線上には決して描かれることはないがセックスが用意されて

いる。しかも、ラムの虎皮ビキニというデフォルトのコスチュームと

ティンカー・ベル的なプロポーション（図21）、他の女性キャラクター

のビザールな、あるいはフェティッシュなコスチューム……。男装の

美少女（藤波竜之介）も、白衣の保健医兼巫女（サクラ）も、ロリータ

（ラン）もいる。見事に多形的ではないか？





　さらに重要なのは高橋が美少女系エロ漫画の一つの型を作ってし

まったということだ。

　これまで『うる星やつら』類型が美少女系エロ漫画二十数年の歴史

の中で、何回描かれて来ただろうか？　異界（宇宙、異次元、海底、未

来、過去、裏社会、超上流社会、幻想世界、天国、地獄、あの世）からやっ

てきた異能を持つ女の子（異星人、未来人、アンドロイド、妖精、女神、

天使、悪魔、吸血鬼、ギャング、ヤクザ、ギャンブラー、天才、獣人、幽

霊、大富豪、王女、メイド）が主人公の住居に押し掛け女房のように居

着いて、主人公を振り回したり、逆に振り回されたりするというパ

ターンである。「女ドラえもん」と呼ばれるように、男性読者にとっ

て極めて都合のいいファンタジーだが、浮気者の主人公と彼を愛する

異界から来たヒロインという基本パターンさえ押さえておけば、あと

は互いのライヴァルを次々投入するだけで話は転がっていく。連作短

編集を作るには実に重宝なフォーマットなのだ。

　例えば、アパートの屋根と天井を突き破ってコスプレ美少女が落ち

てきて、

「ごめんなさ～～い♪　次元転移のエネルギーが切れておっこっ

ちゃった♪」

　とワケのわからんことをいって、主人公のパンツを脱がし、

「エネルギーを少しわけていただきますぅ♪」

　と押し倒すワケだ。ここでセックスが「オルゴン・エネルギー」の

補給に必要だとしてもいいし、単純に精液が「高濃度エネルギー資

源」でもいい。いや、そこまで説明しなくたって、多少はエロ漫画を

読んだことのある読者なら脳内データベースから適当な説明を呼び出



して無意識的に補完してくれるだろう。

　エネルギー補給後は、今度は壁でも突き破って退場させればよろし

い。

「えがった～～～～」

　と余韻に耽る主人公の背後に、怒り心頭に発し爆発寸前のアパート

の大家でも立たせておけば充分なオチとなるだろうし、

「それから彼女がどうしたかというと……」

　をラストページ前の最後のコマに入れ、ラストページで、

「実はまだいるのです」

「今度は次元転移エンジンが壊れちゃった、てへっ♪」

　という『李さん一家』（つげ義春）的なオープン・エンドにしてお

けば、後は人気投票次第で続編も可能というわけだ。

　なんといい加減な！　と怒る向きもあろうかと思うが、そういう中

からも傑作、佳品が生まれるから油断できない。具体例は第二部で言

及するとして、こういうのが実に多かったのである。

　高橋留美子が定着させたＳＦラブコメの類型ほど目立ちはしない

が、同じようにベーシックな遺伝子形を提供したのが、やはり七〇年

代後半からブームとなった少年誌ラブコメだ。

　柳沢きみおの「翔んだカップル』（七八［図22］）から始まるこの

ブームは、黄金時代と呼ばれる七〇年代少女漫画から間接的にも直接

的にも影響を受けていた。先に述べた二四年組はもとより、『りぼ

ん』（集英社）を中心に活躍した陸奥Ａ子、岩館真理子、田渕由美子

らのオトメちっくラブコメのミームが少年漫画の遺伝子プールに大量

に流れ込んだのだ。遺伝子どころか、少女漫画誌に描いていたあだち



充が『みゆき』（八〇）をひっさげて少年誌（『少年ビッグコミッ

ク』）に参戦し、サブジャンルとして完全に定着する（図23）。少女誌

で『ボクの初体験』などのエッチコメディを描いていた弓月光が『み

んなあげちゃう』（八一）で青年誌に参入するのもこの流れだろう。





　いうまでもなく少年誌も少女誌も、セックスそのものはＮＧだっ

た。シリアスだろうが、ラブコメだろうが、ピュアなラブストーリー

だろうが、エッチコメディだろうが、セックスはタブーであり、ギリ

ギリのところで寸止めしなければならないし、ほのめかしにとどめな

ければならない（２）。エロ漫画にはそういう制約がないにもかかわ

らず、ラブコメやラブストーリーの枠組みはちゃっかりと伝承されて

いるのが面白い。少年漫画、少女漫画のその先を見たい読みたいとい

う読者が漫画家になって「その先」を描いたという側面もあれば、あ

るものはなんでも利用するバイタリティといってもいい。

（１）　『うる星やつら』は約十年にわたって『週刊少年サンデー』（小学

館）に連載され、テレビアニメは四年間、劇場用アニメは六本制作されてい

る。中でも八四年公開の押井守による『ビューティフル・ドリーマー』は、

「終わりなき学園祭（または夏休み）」というオタクの核心に触れるテーマを描

いた傑作だった。おそらく十年も続いた原作に対する批評的な文脈もそこに

はあったのだろうが、象徴的な作品である。考えてみれば、八〇年代美少女

系エロ漫画で延々繰り返される『うる星やつら』類型は、夏休みを終わらせ

まいとするオタク第一世代の無意識の欲望を反映しているのかもしれない。

（２）　例えば、先の少女漫画二四年組の項とも重なるが、山岸凉子は『グ

リーン・カーネーション」（七六）でベッドシーンを「ギシ」という擬音一つ

に凝縮させた。これが当時としては限界ギリギリであった。

同人誌というオルタネイティヴな回路

　七〇年代中期で、もう一つ重要なのは、七五年の第一回コミック



マーケット開催である。無論、規模は現在と比較のしようもないわけ

だが、三流劇画の「激動の七五年」と見事にシンクロしているのが面

白い。この通称「コミケット」または「コミケ」の存在が、漫画界の

構造そのものを変えてしまう。同人誌はトキワ荘世代の頃から「肉筆

同人誌」という形で存在し、その後も全国に散らばる漫画サークルや

学生の漫画研究会、同好会（学漫）の、作品発表と研鑽の場だった。

　コミケをはじめとする同人誌即売会の出現は、それまでサークルの

成員とその周辺にのみ配布されていた同人誌が、インディーズ出版の

側面を獲得していく上での大きな契機となった。同人誌即売会という

市場があれば、売る側も買う側も利用できる。同人誌が売れれば制作

資金を回収し、次号の制作資金を調達することも可能になるわけだ。

もちろんそれまでの、素人の趣味の世界、漫画家の卵たちの修業の場

としての同人誌がなくなったわけではないのだが、商品としての価値

を年ごとに高めていくことになり、後には即売会の収入で生計を立て

たり、マンションの頭金を作ったりする「アマチュア作家」が出現す

る。それどころか、やがて、自分では漫画も小説も書かずに編集にの

み専念するフリーエディター（編集同人）も現れ、作家に原稿を依頼

し、原稿料を支払うという、ミニ商業出版みたいなことも珍しくなく

なる（１）。極端な言い方をすれば、商業誌に一切執筆することな

く、漫画家として喰っていけるのである。既存のプロの作家にとって

も同人誌は、商業誌の制約を外した作品が描ける上に、現金収入源と

して大いに魅力的なメディアとなった（２）。そこには上下意識はな

い。それどころか、同人誌が本業で、商業誌は同人誌を売るための

ショーケースと言い切る作家まで登場する。現在では、もはや同人誌



という言葉は形骸化し、むしろ自主制作書籍と呼んだ方が正しいだろ

う。

　さて、七五年から八〇年代初期にかけて、コミケ及び同人誌界がエ

ロ漫画にどんな遺伝子をもたらしたか？　ということを考えてみよ

う。まず、三流劇画に対してはほとんど貢献していない。なぜなら、

発生時期はほぼ同時とはいえ、三流劇画のビッグバンぶりに比べれば

第一回コミケは極めてささやかであり、コミケが倍々ゲームで膨張し

ていくのは八〇年代に入ってからだ。現象面だけを見れば、コミケと

完全にシンクロしているのは八二年にジャンルが成立する美少女系エ

ロ漫画であり、八五年に『キャプテン翼』（図24）同人誌で大爆発を起

こすやおい系である。この背景にはコミケ準備会の岩田次夫が指摘す

るように、同人誌印刷が七〇年代末から八〇年代前半にかけて急速に

発展し、商業誌並のクオリティに達し、なおかつ低価格競争の時代に

突入したことも大きかった（３）。





　コミケット代表の米澤嘉博が三流劇画誌にもかかわっていたこと、

三流劇画末期にロリコン同人漫画家が三流劇画誌でプロデビューして

いたことを考えると、三流劇画と同人誌が完全に無縁だったというわ

けではないが、大きな相互関係はなかったと見るべきだろう。

　急速に成長する市場の中で、同人誌が初期の「内輪のネタ」から、

「売れる商品」へと急激に変質していったのも当然といえば当然の帰

結だろう。その中で即戦力となったのはエロとパロディだった。

　エロチックな表現を加えたパロディ、即ちエロパロ同人誌の登場が

いつの時点であったかは定かではない。しかし、七〇年代後半のロリ

コン同人誌の中にはすでにエロパロが登場していた。もちろん売るた

めだけにエロやパロに傾斜したわけではない。それ以上に半ば禁じ手

であったエロやパロを描けるという楽しさの方が先行した。中には眉

を
ひそ

顰める向きもあったろうが、若い描き手にとってタブー侵犯や権威

への茶々入れは快楽であり、他人の作ったキャラクターを好きなよう

にカスタマイズし、エロチック化し、ギャグ化する楽しみはオリジナ

ル作品制作とはまた違った喜びをもたらしたのだ。

　他人が創造した認知度の高いキャラクターの意匠を流用するパロ

ディ同人誌については様々な論議がある。だが、実際には原著作権者

が黙認または黙殺するケースがほとんどだ（４）。

　これはパロディ同人誌が、原著作権者に金銭的な損害を与えること

がないというのが大きいだろう。パロディ同人誌は偽ブランド商品で

はない。読者はパロディであることを知って……というよりはパロ

ディだから買うのである。

　パロディの出来不出来、内容によっては原著作権者やその作品の



ファンの逆鱗に触れることもある。だが、それについてアクションを

起こさないことが美徳とされてきた。漫画の場合、原著作権者自身が

同人誌では他人の作品のパロディ（自作パロディすらある）を描くこと

が多々あり、お互い様の部分もある。

　原著作権者が公式にパロディ同人誌にお墨付きを与えることはあま

りないが、パロディ同人誌が人気のバロメーターであることは今や漫

画・アニメ・ゲーム業界の常識である。コミケットに行けば、商業誌

でどの漫画が人気を集めているのか、どのアニメが受けているのか、

どのゲームが当たっているのかをお手軽に知ることができる。逆にパ

ロディ同人誌が作られることを計算に入れて商業誌作品が描かれ、ア

ニメやゲームが作られることも珍しいことではない。

　商業のエロ漫画サイドから見れば、パロディを含むエロ系同人誌

は、新人作家発掘のためのファームであり、商業誌にはない新しい試

みをチェックし、流行を知るためのアンテナだった。

　もちろん、大手出版社が有力な新人を一本釣りする場合もあるが、

先物買いはエロ漫画系の出版社や編集プロダクションの方が素早くか

つマメなのだ。大手出版社にしても、無駄な先物買いに走るよりは、

エロ漫画で習練し、ある程度育ってからスカウトした方が効率的だ。

古いタイプの編集者は、エロ漫画同人作家やエロ漫画家をエロコメ要

員としてしか見てこなかったが、最近の編集者にその意識は薄い。

　面白いことに、プロデビューした後も多くの漫画家は同人誌に描き

続ける。それどころか、それまで同人誌経験のなかった商業誌作家が

同人誌界に参入するという「逆転現象」さえ起きている。エロ劇画家

の大家であるダーティ・松本が、ベテラン少女漫画家の柴田昌弘



（５）が、親子ほども歳の離れた若者たちと机を並べて自作の同人誌

を売っているのだ。繰り返しになるが、同人誌は商業漫画の下部構造

ではない。むしろオルタネイティヴな、もう一つの漫画界であり、商

業漫画界と大きく重なりながら、同時に別世界でもあり続けているの

である。

（１）　編集同人の中には同人編集で獲得した人脈を資産として編集プロダ

クション化し、商業誌編集に携わる者も出てくる。

（２）　即売会の後を追うように漫画専門の書店が登場し、同人誌を扱うよ

うになったのも無視できない。九〇年代後半には商業誌では年収二億円と伝

えられる少年誌漫画家が五百万円の制作費で同人誌を出版し、千五百万円を

売り上げ、打ち上げパーティで五百万使ったという噂もある。

（３）　岩田次夫『同人誌バカ一代～イワえもんが残したもの～』（久保書

店・〇五）

（４）　トラブルはゼロではない。ロリコン漫画初期（八〇年代初頭）には牧村

みき（現・EL BONDAGE）などが堂々と『うる星やつら』ネタを商業誌に描いて

いたが、法的にはともかく、大手出版社の編集部からの苦情、抗議もあり、

「商業誌では、おおっぴらにやんないこと」が不文律となっていった。その

結果、牧村みきの初期単行本には初版バージョンと改訂版の二種類が存在す

る。また、やおい同人誌で『キャプテン翼』がブームになった時、掲載誌で

ある『週刊少年ジャンプ』八七年九号では、編集部から全体の八割を占める

「ポルノまがい」の同人誌に対する批判と自粛を訴える異例の呼びかけがな

された。とはいえ、法的手段に訴えた例は、九九年の「ポケモン同人誌事

件」くらいだろう。この事件は京都府警が福岡在住の同人誌作家を著作権侵

害容疑で逮捕したわけだが、かなり見せしめ的な立件という印象だった。漫

画家や出版社ならばそこまではやらなかっただろう。



（５）　『狼少女ラン』『サライ』などで知られる柴田昌弘はサークル恐慌

舎を主宰。同人誌『RED EYE』はメイド本だったが、流石にクオリティが高

かった。ダーティ・松本は元アシスタントの萩原一至（『BASTARD!!』）に誘

われてコミケに行き、若い女の子が「自分より過激な作品を描いている」こ

とに衝撃を受け、自らも参加するようになったそうだ。

【一九七〇年代末期】

三流劇画の凋落と美少女の出現

　生者必滅の
ことわり

理というべきか、七〇年代中後半に盛りを迎えた三流

劇画にも、やがて凋落の時がやってくる。

　原因は幾つかある。まず、雑誌の数自体が過飽和状態に陥り、作品

の量を確保するために質が低下したことが考えられる。人気作家は無

理な量産（月産三百枚！）を行い（あるいは行わされ）、それでも間に合

わなければ、以前ならば掲載されなかったような凡作、新人の穴埋め

原稿、人気作家の旧作品を掲載してページ数を確保する。そんなこと

をやっていれば読者が離れても不思議ではない。

　もう一つは規制の波だ。

　七六年：東京地婦連が自販機雑誌の販売停止を求める運動を開始。

　七七年：青少年対策本部が自販機に関連した青少年の意識調査を行

う。

　七八年：「ポルノ雑誌自動販売機」問題が衆院文教小委員会で討

議。



　七八年：『漫画エロジェニカ』十一月号が刑法一七五条「わいせつ

図画頒布」で摘発。

　七九年：『別冊ユートピア／唇の誘惑』（笠倉出版社）摘発。

　八〇年：ＰＴＡ全国協議会が、有害図書の自販機販売規制、青少年

に対するワイセツ図書販売の禁止の立法を求める請願運動を開始。

　八〇年：ビニ本一斉摘発。芳賀書店常務逮捕。

『エロジェニカ』摘発は、編集長がテレビの深夜番組『11ＰＭ』で当

局を挑発したからだという説がある。たしかにありうる話だが、前後

の推移を見れば遅かれ早かれどこかが見せしめ的にやられることは自

明だったはずだ。取締当局及び規制推進陣営の目的は自販機とビニ本

というゲリラ的な出版物を抹殺することだった。

　自販機が絶滅したわけではない。だが、引き潮は早かった。私の記

憶では自販機オリジナル雑誌自体は八〇年代中期までは存続したが、

自販機自体が表通りから駆逐されて激減すれば、オリジナルを刊行す

る旨味もなくなってしまう。これは自販機オンリー、あるいは販路の

一部を自販機に頼っていた三流劇画誌にとっては大きなダメージに

なった。

　さらに考えに入れておくべきなのは最初から先を考えたビジネスで

はなかったということである。

　元々が零細出版社が目先の現金を獲得して、今日を生き延びるため

の手段だった。大きなビジョンを描くとか、出版革命を起こそうと

か、戦略的にどうこうというレベルではない。単純にいってしまえ

ば、原稿料の安い漫画家と安い給料の編集者でコストを切りつめた雑



誌を作るというだけの話だ。劇画誌だから広告収入も少ない。基本的

に読み捨てである。単行本でもう一度儲けるという発想がなかった

し、あっても取次の口座を持っていなかったり、単行本を出す余力が

なかったりする。

　衰退の理由は他にも様々あったろう。どれが致命傷だったというよ

りは、複合的にそれぞれが「効いた」のだと思う。

　しかも、後から見れば、すでにエロ漫画の次の時代、すなわち「美

少女の時代」がエロ劇画の内部においても始まっていたのである。

　とはいえ、エロ劇画自体が消滅したわけではない。御三家やそれに

連なる「インテリ」系が減少し、漫画読みの読者が離れ、全体的に縮

小しても、そこには残存者利益が発生する。安価なエロ物件を必要と

する一見さんはいつの時代にも存在する。こういう時に、最初から漫

画マニアやインテリを勘定に入れていない「実用系」は強い。現在で

も『漫画ボン』（少年画報社 大都社）、『漫画ユートピア』（笠倉出

版社・〇九年二月号で休刊）、『漫画ローレンス』（綜合図書）などけっ

こうしぶとく最長不倒距離を稼ぎ続けている。

　当然ながら作家も生き残っている。

　生き残っているだけではなく、突如、再ブームになって、新刊が出

るわ、復刻版は出るわで、オールドファンを熱狂させ、無能な評論家

を「な、なんで今頃」と慌てさせることになってしまった。

　中でも有名なのが九〇年代後半のケン月影ブームだろう。ほとんど

「月刊ケン月影」の勢いで怒濤のように刊行された（図25）。このブー

ムの余波か、エロ度をアップした青年劇画誌の老舗『プレイコミツ

ク』（秋田書店）に登場し、なおかつ看板作家として同誌を牽引する



ことにまでなってしまったのである。





　クールなＳＭ路線で鳴らす間宮聖児はＣＧ導入によって、さらに

クールさを底上げし、原作との相乗効果もあいまって、毎月のように

文庫をリリースしていた（図26）。個性派でいえば、北条司風の絵柄と

徹底した下品さで根強い人気を誇るおがともよしも熟女ブームで再び

注目を集め、それまでおがともよしという有毒物質を知らなかった漫

画マニアを地獄に叩き込む（図27）。猟奇エロ画家の早見純も、マニア

の手で発掘され、悪食な漫画読みの間では一気にアイドル化すること

になる。





　そこまで当たらずとも、ねむり太陽はスペインで単行本がリリース

されて、イベリア半島の巨乳好きを熱狂させたし、桃園書房ではコン

スタントに熟女系エロ劇画を刊行中だ（図28）。評論家やインテリが評

価しようがしまいが、生き残るものは生き残る（１）。

　そういうことだ。

（１）　三流劇画リバイバルは九〇年代末～二〇〇〇年代初期にかけてブー

ムとなったが、その後、中心となった版元の倒産などにより沈静化した。本

書初版時に存命であった『漫画ユートピア』も二〇〇九年に休刊している。



第三章　美少女系エロ漫画の登場

【一九八〇年代前半】

ロリコン革命勃発

　八二年。最初のロリコン漫画誌と呼ばれる『コミック　レモンピー

プル』（あまとりあ杜）が創刊された（図29）。創刊号の月号は「八二

年二月号」だが月号表記は先付けであり、実際には八一年末に書店に

並んでいたわけだが、これが世にいう「ロリコン漫画ブーム」の始ま

りである。





　劇画調の三流劇画から、漫画・アニメ調のロリコン漫画へ。パラダ

イムシフトは予想以上の速度で進行した。この背景には、大きな時代

の流れ、あるいは文化史的なうねりを見て取ることもできる。中でも

特徴的なのはフラジャリティの復権、または再評価という流れだろう

（１）。フラジャイルとは「壊れやすいもの、繊細なもの、小さきも

の、幼いもの、か弱きもの、不完全なるもの、断片的なもの、愛らし

いもの、歪んだもの、病んだもの、儚きもの……」といった、男性原

理あるいはマチズモとは対極的な「もの／状態」を
いつく

慈しむ文化であ

る。フラジャリティ文化は相対的にマイナーであっても決して特殊で

はないし、脆弱でもなかった。戦前戦中の軍国主義的で抑圧的な文化

状況下でさえ、「女子供」のための娯楽として生き延びてきたのであ

る。

　大日本帝国の敗戦によってマッチョな価値観が崩れ始め、戦前・戦

中派の力が弱まるにつれて、もはや歴史的必然であるかのようにフラ

ジャリティが増殖し始める。「女子供」文化の領域ではいつしかサン

リオに代表される「ファンシー」が浸透し、「かわいい」というコト

バが「美しい」「好ましい」「素敵な」「優れた」というコトバたち

を吞み込んでオンナコドモ領域から溢れ始める（２）。漫画・アニメ

という「子供文化（とされてきたもの）」の読者／観客年齢の上限がど

んどん上がっていく。七〇年安保で敗北した団塊世代の全共闘戦士た

ちが、シニカルな苦笑を浮かべながらモーレツサラリーマンとなって

馬車馬のように働き、どんどんニッポンは豊かになっていく。三流劇

画をリードした編集者も作家も団塊の戦士たちだ。マチズモはフラ

ジャイルを抑圧する。しかし、その圧力はどんどん弱まっていく。



　団塊の世代に続く「狭間の世代」「シラケの世代」は七〇年安保に

間に合わず、しかも先輩たちの華麗すぎる転身ぶりや凋落ぶりを目撃

した分、マチズモにはいい加減うんざりしていた。さらに、その下の

オタクと新人類の世代に至ってはマチズモはパロディのネタだった。

　カワイイものが好きだ。

　それのどこが問題なんでしょうか？

　オタク／新人類は「生まれた時からテレビもアニメも漫画週刊誌も

普通にあった」世代であり、カワイイが大好きであることを公言して

憚らない最初の連中であった。そして要するに八〇年代前半とはバブ

ル景気（八五年一一月～九一年二月）前夜祭の別名であり、「消費は美

徳」の子である彼と彼女が可処分所得を持つようになった時期だった

のである。彼らの物欲を搔き立てる『monoマガジン』（ワールド・

フォトプレス）と、彼女たちのカワイイ系スタイルを刺激する『オ

リーブ』（平凡出版）が『レモンピープル』と同じ八二年創刊なのは

偶然ではない。もはや、単に当たり前に必然的にそういう時期にさし

かかったということである。

　ロリコン・ブーム自体は写真界とグラフ誌の世界では八〇年以前か

ら始まっていた。先駆的な少女ヌード写真集としては剣持加津夫の

『ニンフェット　12歳の神話』（ノーベル書房・六九）、沢渡朔『少女

アリス』（図30）が存在したが、ブームの台風の目となったのは清岡純

子である。彼女はヌード写真集『聖少女』（フジアート出版・七七）を

皮切りに、各地のデパートで展覧会を開催し、写真集を次々に出版し

た。





　そして、これまた「運命の八二年」に、清岡はキオスクでサラリー

マン相手にバカ売れしたという伝説の残る『月刊プチトマト』（図31）

の刊行を開始する。美少女ヌードを見る（主に男性の）視点はフラ

ジャイルな少女美 成人ヌードの代用品の二極を彷徨っていた

（３）。乱暴に分類すれば沢渡がオタク的な前者の、清岡が団塊的な

後者の視線を主に引き受けていたともいえる。

　もちろん、美少女写真のブームがストレートにロリコン漫画革命を

準備したわけではない。しかし、この時期に美少女嗜好文化がコマー

シャリズムの中で突出し始めた証左にはなるだろう。

　より大きなうねりは、ファンダムで起きていた。当時のファンダム

はＳＦを中核に、漫画、アニメ、映画、写真、演劇、文学、美術に広

がっていた。例えばアニメ誌『月刊ＯＵＴ』（みのり書房）八〇年一

二月号では米澤嘉博が連載コラム「病気の人のためのマンガ考現学」

第一回として「ロリータ・コンプレックス」を採り上げているが、そ

こで触れられているのはロリコン系エロ漫画だけではなく、陸奥Ａ子

のオトメチック・ラブコメであり、高橋留美子『うる星やつら』であ

り、山本隆夫撮影の少女写真集『リトル・プリテンダー～ちいさなお

すまし屋さんたち』（ミリオン出版・七九）だった。やはりアニメ誌の

『アニメック』十七号（ラポート・八一年四月）では宮崎駿の『ルパン

三世　カリオストロの城』に登場するクラリス姫を筆頭とするアニメ

の美少女キャラ特集「〝ろ〟はロリータの〝ろ〟」が組まれ、ロリコ

ン同人誌やアニメ同人誌も俎上に上げられている。漫画サイドでは

『ふゅーじょんぷろだくと』（ふゅーじょん・ぷろだくと・八一年一〇月

号）が「特集：ロリータあるいは如何にして私は正常な恋愛を放棄し



美少女を愛するに至ったか」を組んでいる。

　ＳＦとアニメとロリコンの蜜月の好例として挙げられるのが八一年

のＳＦ大会『DAICON 』である。同大会は後のオタキング・岡田斗

司夫、武田康廣（現・GAINAX取締役統括本部長）らが主催し、「ＳＦ

まんがを語る部屋」には手塚治虫、村上知彦、高信太郎、いしかわ

じゅんとともにロリコン漫画の旗手でもあった吾妻ひでおが登場し、

そこから生まれた企画が美少女アニメの原点ともいえる『DAICON 

オープニングアニメ」であり、庵野秀明（監督『新世紀エヴァンゲリオ

ン』九五他）、山賀博之（現・GAINAX代表取締役社長、監督『オネアミス

の翼』八七他）、赤井孝美（元・GAINAX取締役、イラストレーター、ゲー

ムクリエイター）らが制作に携わっている。

　もちろん当時のファンダムがペドファイルの巣窟だったわけではな

い。フラジャリティを愛好するマイナー文化の中から美少女嗜好が浮

上し、一般性を獲得していく過程で、アニメや漫画を含めて同時進行

的にコトが起こっていたのである。

　同人誌界でも八〇年を境に「ロリコンファンジン」と呼ばれていた

ロリコン同人誌が増殖し、原丸太の『ロリコンファンジンとはなに

か？　その過去・現在・未来』（『ふゅーじょんぷろだくと』八一年一〇

月号）によれば八一年後半には数十誌の規模に拡大していた。その中

でも吾妻ひでお主宰の『シベール』（七九創刊）、千之ナイフ主宰の

『人形姫』（八〇年創刊）、蛭児神建の『幼女嗜好』（図32）が人気を

集め執筆者の多くが初期ロリコン漫画誌の描き手あるいは編集者と

なっていく。





　こうした文脈を現在の視点で眺めれば、ロリコン漫画が手塚系漫画

絵の復権運動だったと位置づけることもできる。当時のロリコン漫画

の描き手の多くが三流劇画誌の描き手でもあったため「反劇画」とい

う旗幟は必ずしも鮮明ではなかったものの、要は「オレたちはアニ

メっぽい、漫画っぽい絵でエッチな漫画を読みたい」ということであ

る。

　この「かわいい」運動のイコンが「美少女＝ロリータ」だったと考

えれば理解しやすいだろう。別にロリコンである必然性はなかった

が、当時は「ロリコン」が旬であり、営業しやすい売れ筋の企画と

ネーミングだったわけだ。

　学園祭でテーマをでっち上げて、盛り上がるのと似た構造だが、違

うのは、「ロリコン祭」を支え、展開した初期オタクたちの背後に

は、巨大なマーケットとなるオタク世代が控えていたことだ。オタク

世代が、大学生となり、あるいは社会人となって可処分所得が増加す

るのと並行してマーケットは倍々ゲームで膨らんでいく。文字通り

「終わりなき学園祭」の時代が始まったのだ。

（１）　松岡正剛『フラジャイル　弱さからの出発』（筑摩書房・九五／ちくま

学芸文庫・二〇〇五）

（２）　島村麻里『ファンシーの研究　「かわいい」がヒト、モノ、カネを

支配する』（ネスコ・九一）

（３）　この他、八〇年前後には石川洋司、近藤昌良などがグラフ誌に美少

女ヌードを発表し、続々と安価な美少女写真集をリリースし、荒木経惟をは

じめとする大物写真家も幼女～少女ヌードを撮っていた。もちろん、ペド

ファイル人口が劇的に倍加したというわけではない。ロリコン・グラフ誌



『Hey! Buddy』終刊号（白夜書房・八五年一一月号）の読者アンケートを見るまで

もなく少女ヌードの購買層のほとんどは、普通の大人たちだった。ヘアヌー

ドさえ許されない時代である。彼らは取り締まり側が「生殖器」と見なさ

ず、規制の対象外だった無毛のワレメに走ったのである。これもまた欲動に

対する抑圧が生んだ奇怪な文化状況といえるだろう。そんな中で興味深いの

は、青山静男のモノクロ写真のような街撮りで、少女たちの日常的なリアル

と自然体の愛らしさを捉えようとするフラジャイルな視点が存在し、読者の

支持を得ていたということだ（『少女たちの日々へ　１』飛鳥新社・〇五）。ちなみ

に『Hey! Buddy』が終刊に追い込まれたのは、海外の幼女ヌードを扱ったグ

ラフ誌を輸入販売（リプリント販売）しようとした業者が税関と争った「モペッ

ト裁判」で、幼女のワレメも性器と認定する判例が出たためだった。

初期ロリコン漫画

　ロリコン漫画がファンダムの中から生まれ、その影響下に出現して

いることをよく示しているのが「メカと美少女」と呼ばれるＳＦ志向

である。単純にいえば「オレタチの好きなもの」を並置しているわけ

だが、美少女の愛らしさがメカを引き立て、メカの無骨さ、非人間性

が美少女のやわらかさ、生命感をより際立たせることによって一世を

風靡した。考えてみれば、このあたりからすでに物語性よりも、ムー

ド、キャラクター、デザイン、設定重視という、後の「萌え」概念の

形成につながる形式が自立していたのである。当時の「ロリコン漫

画」のエロスはセックス描写以上に、キャラクターの愛らしさ、体

型、動作、コスチューム、シチュエーションなどに対するフェティシ

ズムに負うところが大きかった。阿乱霊作品のシャープなキャラ造



型、谷口敬の陰影の深い少女像、牧村みき（現・EL BONDAGE）のア

ニパロ・キャラの崩れた魅力について語られることはあっても、今時

のように修正の薄さやセックス描写が論議の対象になることはなかっ

た。

　ではもっとも成功したロリコン漫画家・内山亜紀はどうか？　内山

は『レモンピープル』以前に野口正之名義で七九年にデビューしてい

る。初単行本『つらいぜジュリー』（やまさき十三原作・双葉社・八

一）は妻に捨てられた草野球オヤジと娘を描くコメディだったが、表

紙からミニスカでパンツ丸出しの少女（完璧に内山キャラ）が登場して

おり、元々好きだったんだなーということがよくわかる。八二年、内

山亜紀はオムツをした幼女アンドロイドが活躍する『あんどろトリ

オ』を『週刊少年チャンピオン』（秋田書店）に連載し、その頃の青

少年の心に多大なる性的トラウマを刻みつけた。しかし、内山作品の

核心となるのは「男女の性交」ではなく、常にオムツ、幼女パンツ、

オモラシといったフェティッシュだった（図33）。





　三流劇画の情念などはどこにもない。あるのは汗の匂いのしないデ

オドラントで人工的な肢体であり、セル画のような段々影の「キャ

ラ」だ。漫画というよりは、現実には存在しないが作者の脳内に存在

するエッチなアニメをコミカライズしたメディアミックスと捉えた方

がいいかもしれない（１）。

　中島史雄や村祖俊一といった三流劇画出身者についても同じような

ことがいえるが、ロリコン漫画シーンでは、それが「少女」によって

行われていることが重要であり、具体的な性行為も、数あるエロティ

シズムの一つに過ぎなかったのである。彼らの作品が「ロリコン漫

画」と呼ばれるのはヒロインが幼女か少女であり、エッチシーンがあ

り、たかだか「ロリコン漫画誌」に掲載されていたからにすぎない。

　ペドフィリアックな幼女嗜好を原動力として描かれたホンモノの匂

いのする、あるいはよりディープなエロスの深淵に迫る「ロリコン漫

画」が登場するのは、むしろブームが去った後の話になる。

（１）　森野うさぎ、阿乱霊、破李拳竜、計奈恵が「メカと美少女」の代表

格だが計奈恵＆狐ノ間和歩は後にアニメ『くりいむレモンPART3　ＳＦ・超

次元伝説ラル』（創映新社）のキャラクターデザインを行うという形で脳内メ

ディアミックスを現実のものとする。

【一九八〇年代後半】

二人のキーパーソン



　実質的なロリコン漫画ブームは、商業誌ではせいぜい八二～八四年

の二年間程度のものにすぎなかったが、漫画絵・アニメ絵の愛らしい

少女キャラクターという図像はそのまま継承されていく。

　ロリコン漫画ブーム衰退の理由は単純に読者にも作者にもホンモノ

の幼児性愛者がいなかったからにすぎない。絶対多数派は、少なくと

も第二次性徴期以降の「女性」でないと「可愛い」とは感じられて

も、エロスの対象としては捉えられなかったということだ。

　このロリコン漫画衰退期に二人のキーパーソンが登場する。一人目

は若手編集者だった大塚英志だ。大塚は当時、劇画誌として創刊され

ながら、まったく数字の出せなかった『漫画ブリッコ』（白夜書房［図

34右］）の編集長に就任し、彼のいう「美少女まんが誌」へと大改造

を行う。現在のエロ漫画を「美少女漫画」と呼ぶのは、ここから始

まっているといってもいいだろう。大塚の凄味はあくまでもエロ漫画

というタテマエを守りつつ、実質的にはニューウェーヴ革命を推進し

てしまったことだろう。藤原カムイ、岡崎京子、ひろもりしのぶ（別

名みやすのんき）、故かがみ♪あきら（別名あぽ）、白倉由美など、同誌

からデビューまたはブレイクした漫画家は数多いが、その多くは一般

の漫画誌へと活動の中心を移していくことになる。フリーだった大塚

は同誌と並行して、執筆者がほとんど重なるエロ抜きのアンソロ

ジー・シリーズ『プチアップル♥パイ』（徳間書店［図34中］）の編集に

も携わり、新しい感覚の漫画とその作家たちを売り出していく（大塚

の「同根の商品をアダルトと非アダルトに分割しつつ同時進行させる」とい

う戦略が、九〇年代後半に今度は大手資本による「萌え」と「抜き」の分離

という形で反復されることになるのだが、その点については後述しよう）。



また同誌のコラム欄では竹熊健太郎や中森明夫が健筆を
ふる

揮っていた

が、中森のコラムで揶揄的に使用された「おたく」という言葉が論議

を呼び、大塚英志と論争になるという前代未聞の展開によって「おた

く／オタク」という言葉が急速に一般化していくことになる。





　大塚が編集を離れた後、同誌は斎藤Ｏ子に引き継がれ、リニューア

ルされ、最終的に『漫画ホットミルク』（図34左）として、一時代を形

成する。大塚の敷いたハイセンスで今日的な路線は、彼の育てた作家

陣とともに、エロ漫画界からスピンオフし、一般誌へとその版図を拡

大していくことになる。

　大塚がエロ漫画界を去ることによって、三流劇画論争 ロリコン漫

画革命 ニューウェーヴ運動と連なる「運動としてのエロ漫画史」は

終焉を迎えたといっていいだろう。とはいえ大塚の「遺産」即ち「カ

ワイイ」「泥臭くない」「オシャレな」「先進的な」スタイルは、後

述する「ハイエンド系」や「萌え」という形で美少女系エロ漫画に影

響を与えていく。

　大塚が「運動」を仕切るプロデューサー的編集者の代表格だったと

すれば、もう一人のキーパーソンである森山塔（塔山森、山本直樹）

は、ポスト三流劇画及びポスト団塊世代の時代精神を象徴する最大の

作家だった。参戦する前に七〇年安保の敗戦を体験し、団塊＝全共闘

世代の転身ぶりを目撃してしまったシラケの世代、後に新人類やオタ

クと呼ばれることになる世代の倦怠感、無力感、シニシズム、ニヒリ

ズム、アナーキズム、既存の価値とリアルに対する不信と反感を森山

ほど体現して見せた作家は他にいなかった。

　そこでは旧世代的なパトスは徹底して排除される。ヒロイズムもマ

チズモも尊厳もクソもない。激しい性行為が描かれるとしても、その

行為の原動力となる愛も欲望もそこにはない。そんなものはおちゃら

かしの対象にすぎないし、唾棄すべき人間主義だ。ただただ犯し、犯

され、殺し、殺される。森山塔の世界では男女の区別なく人間は消耗



品である（図35）。





　その世界は暗く深い絶望に閉ざされているか、さもなければ殺伐と

したユーモアとシニカルな笑いによって彩られている。例えば「プロ

ローグ・デマコーヴァ　SOFT VERSION」ではトーケンズの脳天気な

「ライオンは眠っている」をＢＧＭに惨劇が繰り広げられる。アマゾ

ンに修学旅行に来た女子高生たちが、食人族に捕らわれて、犯され、

殺され、食され、「女の子って捨てるところがないんだよね」と髪や

骨に至るまで、まるで絶頂期の捕鯨産業の如く徹底的に利用されてし

まうのだ。森山の痛烈なシニシズムは、時としてほとんどデタラメな

ギャグという形を取ることすらあった。あたかも、漫画という表現形

式自体を、いや、それどころか漫画家としての自分を嘲笑するかのよ

うなニュアンスさえそこにはあった。こうした、森山のアナーキーな

スタイルは、現在ではさらに洗練され、凄味を増しているが、当時は

当時でやはりかっこよかったのである。

　そんな森山塔の作家活動を『ペンギンクラブ』（辰巳出版）を創刊

することで支えたのが、エロ漫画業界最大の編集プロダクション・コ

ミックハウスの社長・宮本正生だった。『ペンギンクラブ』は『ホッ

トミルク』とともに、作家性の強い作家群を供給し、八〇年代後半の

美少女系エロ漫画黄金時代を築き上げていくことになる。

黄金時代

　エロ漫画は大きくエリアを拡大した。

　ロリコン漫画は起爆剤として有効だったが、ありがたいことに偏狭

なロリコン原理主義はほとんど存在しなかった。元々、「ロリコン」

は「お祭りのテーマ」にすぎなかったからだ。祭りが終われば、御輿



は倉庫に収納される。ロリコン漫画ブームはたかだか二年も続かずに

下火になってしまう。とはいえ、ロリコンは充分に役目を果たした。

漫画読者の注目を集め、新しいエロ漫画の可能性をプレゼンテーショ

ンすることができた。

　雑誌が増え、作者が増え、読者が増えれば、ありとあらゆるものが

拡大していく。

　元々ペドファイルでもなんでもなかった読者の九九・九％は、あっ

さりと次の波に乗る。すでにロリコン漫画ブームから進んでいた選択

肢の多様化はさらに進行していた。オシャレでデオドラントなニュー

ウェーヴもあれば、森山塔に代表される作家性の強い描き手たちもい

る。気楽に愉しみたいのなら、わたなべわたるに代表される脳天気な

までに明朗な「童顔巨乳」のラブコメが主流になりつつあった（図

36）。





　絵柄もまたあらゆるものが揃っていた、劇画、幼年漫画、少年漫

画、少女漫画、大友克洋や藤原カムイ経由のバンド・デシネ（フレン

チコミック）、アニメなど、漫画界に存在する画風は総てエロ漫画

ジャンルにも存在した。読者の幅が拡がったということも言えるし、

ダイナミックレンジの広い読者が増えたということも言えるだろう。

　エロ漫画の歴史ということを考える上で、重要なのは「一度生まれ

たモード、スタイル、テーマ、モチーフ、趣味趣向、傾向は盛衰が

あっても決してなくならない」ということだ。どんなに時代が進んで

も、相変わらずベタなロリコン漫画は存在するし、明朗巨乳ラブコメ

もなくならない。年を追うごとに、エロ漫画は多様化し、細分化し、

幅と奥行きが拡がり、交雑し、越境し、浸透し、拡散することを繰り

返すことによって豊穣な土壌を形作っていく。

　だが、世の中は甘くはない。

　いつまでも右肩上がりは続かない。ピークが過ぎれば、次は下り坂

の時代がやってくる。それは必然かもしれないが、エロ漫画の場合、

ピークを前にして、首の皮一枚を残して圧殺されてしまうことにな

る。

　八八～八九年に起きた連続幼女誘拐殺人事件（１）を伏線として、

八〇年代末期から九〇年代初頭にかけての「冬の時代」がやってきた

のだ。

（１）　この事件の犯人として宮 勤が逮捕された直後にテレビニュースで

放映された、彼のビデオテープと漫画で埋まった自室の光景が世間に衝撃を

与えたことを記憶している読者も多いだろう。あの光景がオタクに対する偏



見と差別、そしてメディア（ホラー映画、漫画、アニメ、後にはゲーム）規制に大き

な口実を与えてしまった。この映像が恣意的に作られたヤラセであったこと

は以前から一部には知られていたが、ブログ『格闘する読売ウイークリー編

集部』（現在は閉鎖）〇五年一一月一二日付の記事「いったいどうなっている

のか」において、『読売ウイークリー』デスク（〇五年当時）である木村透

は、宮 容疑者の部屋に一番先に入った読売新聞記者として当時を振り返

り、民放のテレビクルーが見えない位置にあったエロ劇画『若奥様のナマ下

着』を目立つ位置に置き直したことを証言し、ブログ界で議論を呼ぶことに

なる。問題の記事は現在では同サイトより削除されており、参照不能となっ

ている。（補註：『読売ウィークリー』は〇八年に休刊。休刊後、木村透副編集長は読売

新聞社編集局地方部次長、教育支援部長などを歴任）。

【一九九〇年代前半】

冬の時代

　九〇年の弾圧は官と民とマスコミが一体となって、ジャンルとして

の「エロ漫画」のみならず、漫画のエロティシズム表現全体を叩き潰

そうとした戦後最大の大弾圧事件だった。

　和歌山の市民団体が、青少年向けのエロチックな漫画を野放しにし

ていいのか？　と警察にねじ込んだことがコトの発端とされている。

民主主義体制だから、まず民意ありきというわけだ。特に表現・言論

という政治的な部分に官が踏み込むためにはそれなりの前提が必要な

のだ。さて、どこまで民意だったのか？　ということを突っ込んでも

どうしようもない。これまでなら、「表現の自由」を旗印に擁護に

廻ったであろうリベラルから左の陣営も、「性の商品化」「女性蔑



視」という新しい論理によって腰砕けになり、中には未だに尾を引く

「擁護すべき漫画と擁護しないでもいい漫画がある」という、珍説を

唱える学者まで出る始末だった。そんな騒動の中で、朝日新聞の「貧

しい漫画が多すぎる」という社説（１）はまさにトドメの一撃だっ

た。比較的リベラルだと思われていた朝日が、「低俗なエロ漫画は抹

殺してよし」というゴーサインを出したわけである。

　後はもう思い出すのもウンザリするような過程を経て、落としどこ

ろとしての「成年コミックマーク」なるものが編み出されて、エロ漫

画は明確に自主規制ジャンルとして確立させられてしまったのだ。

　私は、貧しいのは漫画ではなく、「表現」も「自由」も真摯に考察

してこようとはしなかった、進歩的知識人やリベラルと称する人々の

知能だと思っている。自分にとって不快な表現であっても、不快感を

表明するのはともかく、少なくとも抹殺することに手を貸してはなら

ない。これがリベラルや進歩派や民主派を名乗る以上、最低限の認識

だろうと思うのだが、我が国では全然違うようである。

　実際に市民運動家たちが指弾したのは狭義のエロ漫画ではなく（そ

もそも存在自体認識していなかったと思われる）、少年誌のエロチックな

ラブコメ群であり、矢面に立たされたのが上村純子と遊人だった（図

37）。重要なのは、劇画タッチのエロではなく、漫画絵が問題になっ

たということである。上村純子も遊人も後に問題とされた作品を成年

マーク付きで復刊することになるのだが、上村は学年誌系少年漫画の

絵柄であり、遊人の画風のベースは江口寿史、即ち漫画絵からニュー

ウェーヴを経た後の萌え系にも連なる路線である。





　規制強化を訴える人々が非難したのは「子供が読む少年誌でエロを

やった」ということに対してだったが、実は「子供漫画と同じ絵でエ

ロをやった」ということが大きかったのではないか？　そう考えると

少女漫画の絵でセックスを描いたり、ちっちゃいお友達に親しみ深い

アニメっぽい絵柄で「アブノーマル」な行為を描いたりする狭義のエ

ロ漫画はもってのほかということになる。大手誌のエロ担当要員が叩

かれた次には「もっとヒドイものがある」とばかりに標的がシフトす

るのも当然の話だった。もちろん、その頃には、子供が少部数の、ほ

ぼ漫画マニア寄りの「エロ漫画」をどれだけ読んでいるか？　なんて

ことは誰も考えなくなっている。もはや表現そのものが問題なのだ。

　この大弾圧事件によって、弱小資本のエロ漫画出版は壊滅的な打撃

を受ける。私は当時から、発行されるエロ漫画単行本を総てチェック

するという仕事をしていたわけだが、それまで月に二十冊程度の単行

本が出ていたのが、〇～十二冊程度にまで減少した。単純計算でも千

円×一万部×二十冊×六カ月＝十二億円という金銭の流通がストップし

た（印税でいえば一億二千万円である）。それでも、エロティシズム描

写を徹底的に抑えることで雑誌を続けることはできたので、餓死者や

自殺者は出さずにすんだ（２）。しかし、単行本印税があってようや

く生活が成り立っていた作家たちにとってはまさに「冬の時代」であ

り、中にはガス代が払えず、真冬なのに暖房どころか湯も沸かせない

生活に追い込まれた作家もいたという。

（１）　九〇年九月四日朝刊。今、読み返してみても漫画とエロティシズム

表現への偏見と不勉強さに溢れた社説である。例えば手塚治虫の展覧会に触



れて「ユーモアと人間性、そして文明の将来を憂える哲学など、改めて学ぶ

ことは多かった。その理想と創造力を後輩作家がもう少し受け継いでいたな

らば、『漫画亡国』の批判も起こらなかったろうに」と書いているのには驚

愕した。手塚治虫作品がかつて「悪書追放運動」（五五年）の矢面に立たさ

れ、「子どもたちの敵」と吊し上げられた歴史的事実すら知らずに書いてい

るのである。「低劣であることを理由に、法律や条例で規制するべきではな

い」と釘をさしてはいるが、この社説のロジックがそのまま「規制強化」の

論理に流用されてしまった。その後、九七年に朝日新聞社主催の手塚治虫文

化賞が創設されたのは、「漫画界に対する謝罪」が何％か含まれていたのか

もしれない。当時、私は選考委員である米澤嘉博に「あの朝日に協力するの

か！」と詰め寄ったものだ。さらにその後、同紙〇六年一二月一日夕刊のコ

ラム欄『時評圏外』に小川びいによる『エロマンガよ永遠なれ』を掲載し、

本書を紹介した。外部筆者のコラムとはいえ冒頭で、「Ｈな題材を扱ったマ

ンガを『低劣』『貧困』と非難した、あの社説をきっかけとして、九〇年代

はじめに『有害コミック騒動』が起きたのだ」と明記している。これは間接

的に同紙が非を認めたということなのかもしれない。

（２）　ある作家の自殺の原因がこの大弾圧だったという未確認情報はあ

る。

【一九九〇年代後半】

成年マーク・バブルの時代

　成年コミックマークは大手同体が先導し、中小零細団体が受け入れ

たわけだが、大手版元の「成年コミック」は九〇年代末以降は一冊も

発行されていない（図38）。中小零細系は一部の例外（エロ漫画誌掲載の



ギャグ漫画など）はあるもののマーク貼付率は限りなく一〇〇％に近

い。大手は直接的な性描写を抑制することによって、中小零細はマー

クを付けて各都道府県の「青少年条例」の対象外にすることによって

「安全」を買ったということになる（後の松文館事件までの話だが）。

従って当時に限っていえば全般的にエロティシズムに関しては大手系

がおとなしく、中小零細系が過激だと見ることができる。ただし、何

をもって過激とするかという判断基準は主観的かつ曖昧であり、単純

に論じることはできない。





　大弾圧によって表現をめぐる政治地図は大きく塗り替えられた。市

民団体、地方自治体、警察を中心とする規制推進派の発言力が増し、

逆にリベラル＝規制反対派という図式は脆くも崩れ去った。

　しかし、皮肉にも規制が飢餓商法を演出した。経営的に追い詰めら

れたはずの中小零細出版各社は、成年マーク登場後、一気にバブルに

突入する。次の弾圧がいつくるかわからない。そんな危機感が読者の

購買意欲に火をつけた。規制前は月産二十～三十冊だった単行本の発

行点数が、たちまち元のレベルに復帰し、五十冊を超え、ピーク時に

は百冊を超えた。驚くべきことに、年間千冊超の出版ラッシュがほぼ

九〇年代中後半期にわたって続いたのである。一時的な飢餓市場の域

を超えていた。明らかに市場規模（読者層）が拡大し、「成年コミッ

ク」が漫画読者の間で一定の市民権（漫画専門店のワンフロアを占める

というようなことだが）を獲得したといえるだろう。その意味で九〇年

代後半は安定期あるいは充実期だった。もちろん量の増加が質の向上

を意味するわけではない。だが、スタージョンの法則に従えば良質の

一〇％にあたる絶対数もまた増加したことは間違いないし、必然的に

エロ漫画界の地勢図も描き換えられた。

ショ夕、女性作家の台頭

　九〇年代中期のエロ漫画バブルは、一部の作家・編集者に危機感を

抱かせた。古参の編集者は「長くは続かない」と次代を探り、若手編

集者・作家は八〇年代の拡大再生産に閉塞感を抱いていた。志は違っ

ていても、三流劇画 美少女系エロ漫画に続く新しいエポックを待望

していた。結論から言ってしまえば、「次」が立ち現れることはな



かったが、多くの試みがなされ、新しいミームが導入され、一部は定

着し、一部はエロ漫画界内部に止まらず浸透・拡散していった。

　まず、九〇年代中期にショタ（美少年趣味）路線のアンソロジーが

ミニブーム化したことは注目に値する。三流劇画時代以前から同性愛

や少年嗜好を描く作品がなかったわけではないが、男性系でサブジャ

ンルとして成立したのはこれが最初であり、「エロ漫画とは男女の性

愛を描くものである」という図式にひび割れが生じた。

　無論、自然発生的にショタが流行ったわけではない。三流劇画時代

からの「エロさえあればなんでもいい」というアバウトな業界体質

が、本来的に多形的なエロティシズムの受け皿となり、様々な性とエ

ロスのカタチを描くことが容認され、時にはスパイスとして「変態」

を描くことが称揚されてきたという歴史がある。直接的な影響関係で

いえば九〇年代末期の白夜書房、桜桃書房のビザール系（ＳＭ、身体

改造、ハードロリ、女装美少年、巨乳）テーマアンソロジーの成功が前例

になるだろう。

　元々は女性向けジャンルのやおい／ＢＬのサブジャンルであった

ショタ路線が、男性向けジャンルに登場することができたもう一つの

理由は、エロ漫画出版を手がける中小零細出版社の多くが、同時に女

性向けやおい／ＢＬ漫画誌や同人誌アンソロジーを出版していたから

だ。たとえそうでなくても、下請けの編集プロダクションやフリー編

集者のレベルでは同人誌アンソロジーを軸に「女性向けサイド」とは

交流があり、まったくゼロからの試みではなかった。人材はやおい／

ＢＬと美少女系の両方から集めることができる。おまけに制度的には

美少女系ではないので成年マークを付ける必要もない（１）。女性に



も男性にも売ることができる。「男性向けショタ」とは美少女系から

の見え方であり、やおい／ＢＬ系からは版元の営業戦略としての「男

性向け／女性向け」といったセグメントは見えにくかっただろう。

　この男性向けショタ・ブームが九〇年を境に増加した女性作家の流

入現象に拍車をかけたことも見逃せない。かくして司書房、桜桃書

房、コアマガジンから次々と次代を担う女性作家たちが登場すること

になる。これは単にショタ・ブームが契機になったというよりは、彼

女たちが主戦場としていた商業誌、同人誌を問わず、また、少女漫画

でも、やおい／ＢＬ系でも、性とエロティシズムにかかわる意識と表

現技術が飛躍的に高まったことが大きいだろう。もはや、具体的な性

描写を封じられた少女漫画家がベッドの軋む音ひとつ「ギシ」で総て

を表現した時代ではない（山岸凉子『グリーン・カーネーション』）。受

け入れ側のエロ漫画サイドは元々アバウトであり、ぶっちゃけた話

「エロさえ描ければ男だろうが女だろうが宇宙人だろうが関係ない」

世界だった。女性作家がペンネームに男性名や中性名を使おうが、女

であることを売り物にしようがしまいが、それは各作家の自己プロ

デュースの範疇だった。むしろ「女であること」を前面に出したのは

女性名を使う男性作家の方だったりするから面白い（２）。

　女性作家と、彼女たちが携えてきた少女漫画ややおい／ＢＬのミー

ムはエロ漫画界全体に浸透し拡散し、その結果、境界はますます曖昧

化していく。もはやエロ漫画を単純に「男が描いて男が読む男のため

のジャンル」と定義することは困難だろう（図39・40）。





（１）　二〇一〇年以降、ＢＬへの有害／不健全指定は定着し、コンスタント

に指定されるようになってしまった。

（２）　同人誌即売会に身代わりの女性を立てた作家もいる。テレビ番組に

女性パートナーを出演させたまではよかったが、彼女がエロ漫画作家である

ことを「自嘲」したために業界の顰蹙を買った作家もいた。

洗練化の波とハイエンド系

　女性作家の大量越境という事態は九〇年代中後半のエロ漫画界に少

なからぬ影響を及ぼした。最新の少女文化ミームが注入され、美少女

系エロ漫画はますます愛らしくデオドラント化され、洗練されてい

く。

　同時に、唯登詩樹が率先して導入したＣＧ技法の浸透とインター

ネットの普及、隣接関係にあるゲーム・グラフィック界（１）やアニ

メ界との交流を通じての相互的な影響など、様々な要因がからんでエ

ロ漫画のスタイルが大きく変化していく。

　いや正確にいえばオタク系メディアにおけるヴィジュアルの洗練化

という大きな流れの一翼をエロ漫画もまた担っていたというべきだろ

う。同人誌界ではＣＨＯＫＯ、ＳＨあＲＰに代表されるデザイン志向

の強い一群の作家たちが注目を集め、九四年には、やがてオタク系の

牙城となるメディアワークスが『コミック電撃大王』（図41右）を、エ

ロ漫画と一般誌の中間領域に立つワニマガジン社の漫画部門は、表紙

に村田蓮爾を起用したハイセンスな『COMIC 快楽天』（図41中）を創

刊させる。エロ漫画誌『COMIC 阿呍』（ヒット出版社［図41左］）で



は、鮮度の高い若手作家たちがゲームのテイストを採り入れた新鮮な

デザインと言語感覚に溢れた作品を発表する。その流れの中で、当時

コアマガジンの若手編集者だった更科修一郎が先進的な感覚をもった

一群の新進漫画家たちを「ハイエンド系」と呼んだことからいわゆる

「ハイエンド論争」に発展する。これは大塚英志が牽引したかつての

エロ漫画におけるニューウェーヴ運動の反復であると同時に、世代間

闘争の側面を持っていた。残念ながら「ハイエンド系」の持つ意義を

プレゼンしきれないまま「運動」としては不発に終わってしまったわ

けだが、エロ漫画のハイセンス化、ハイクオリティ化、さらには若い

世代の台頭を象徴する事件だった。





（１）　例えば、ゲーム原画家であるみさくらなんこつが『五体ちょお満

足』（桜桃書房・〇一）、『ヒキコモリ健康法』（コアマガジン・〇三）をヒットさ

せたのがその代表だろう。従来の漫画の枠に囚われない圧倒的なゲーム絵と

謎の「みさくら語」の氾濫は衝撃的だった。

新しい表現と回帰する表現

　洗練、あるいは変化したのは何も画風やスタイルだけではない。例

えば古典的なコマの流れ、すなわちページ単位で右上から左下へ視点

を誘導するという文法を無視し、見開き全体で一つの瞬間（あるいは

ごく短い時間）を表現するという技法が登場する。コマが割られてい

てもそこには時間の流れはなく、各コマは同時に起きていることの

ディテールだったり、別のアングルからの描写だったりする。ビデオ

（パソコン）ゲームのマルチスクリーン（ウィンドウ）がそのまま紙の

上に移植されたことを想像するとわかりやすいだろう。筆者はこれを

「マルチスクリーン・バロック」と命名してよろこんでいたわけだ

が、もちろん作品全体を通してマルチしているわけではない。ストー

リー展開は古典的なコマ割りで進行し、セックスシーン、それも３Ｐ

や乱交シーンが始まった瞬間マルチに切り替わるのだ。師走の翁の

『シャイニング娘。』シリーズなどは見事なマルチっぷりの代表だろ

う（図42）。読者によっては違和感を覚える表現だが、ゲーム世代に

とっては当然の帰結であり、すぐさま対応できるはずだ。





　この他、読者が見本誌をサッと眺めて購入するか否かを決定する同

人誌即売会に最適化したアイキャッチ性の高いイラストをシーケン

シャルに並べたような「グラビア・コミック」の流儀がおかもとふじ

おによって商業誌にも持ち込まれたり（図43）、以前からアニパロとい

う形で存在した既存のキャラクターや要素をサンプリングする手法が

一般化したり（アニメ『新世紀エヴァンゲリオン』ブームの頃にはエロ漫画

にヒロイン綾波レイと同じヘアスタイルのキャラクターが続出した）と注目

すべき表現上の変化は数多い。





　しかし、九〇年代後半、もっとも大きな潮流となったのは「ネオ劇

画」に代表される表現の過激化だった（図44）。「過激さ」は曖昧な概

念に過ぎないが、ここでは、ギリギリの性器描写、暴力的な性のカタ

チ、限りなく無修正に近い自主規制、劇画的描写が目立つことを「過

激」と呼ぶことにしよう。このハード路線の先頭を走ったのが第一期

『コミック夢雅』（桜桃書房）と、同編集部がスピンオフして立ち上

げたティーアイネットの『コミックMUJIN』である。多くの編集部も

これに追随した。過激なだけの波ではなかったが、まず露出度と過激

さに注目する、いわば「抜き」目的の顧客に対しては充分な訴求力を

持っていた。

「ネオ劇画」系の伸張は美少女系エロ漫画がロリコン漫画時代から抱

えていた矛盾、即ち「『萌え』と『抜き』の相克」を一層露わにする

ことになる。

「萌え」の時代

　では「抜き」に対する「萌え」とはいったい何を意味するのだろう

か？

「萌え」という言葉がオタク界隈で囁かれ始めたのは、九五年前後の

ことだった。奇しくも美少女系エロ漫画市場がピークに達した時期で

ある。

「萌え」は八〇年代初期に最初の用例が見られるものの、九三～九五

年のアニメファンの半ばクローズドなコミュニティ（主にファンＢＢ

Ｓ）というあたりに集中しており、ほぼこの時期を開始点と見るのが

妥当だろう。つまり、当時の「萌え」の主体は男性アニメファンであ



り、対象は女性（少女）アニメキャラクターとアニメ声優だった。生

身の人間である声優（１）はともかく、作品内存在であるアニメキャ

ラクターを、実在のアイドルであるかのように愛し、賛美する。これ

は言い換えれば作品内からキャラクターを切り出し、キャラ化し

（２）、パーソナル化し、所有しようという欲望である。これがいわ

ゆる「キャラ萌え」である。

　この消費スタイル自体は「萌え」誕生以前から存在した。ちょうど

十年前の八五年にはやおいジャンルで『キャプテン翼』同人誌が大

ブームとなったし、それ以前の七〇年代末～八〇年代初頭はロリコン

漫画ジャンル誕生を含む「美少女の時代」の開幕期である。やおいと

アニパロの勃興はそこからさらに数年遡ることができるだろうが、そ

れらの「温床」となったコミケットの第一回が開催された七五年を大

きな歴史の転換点としてマークしておきたい。なぜなら、それまで主

に送り手側の手の内にあった作品からのキャラクターの分離（キャラ

化）という消費／再生産／商品化システム（３）が、無数の個人消費者

の側に「解放」された年だからだ（図45）。





　コミケ誕生から二十年後に登場した「萌え」は、それまでは「カワ

イイ（可愛い）」という全文化的広がりを持つ言語表現をオタク的に

動詞化した言葉として認知され、またたくまに浸透していき、「キャ

ラ萌え」からはコスチューム（メイド服、ゴスロリ、巫女、各種制服）、

ヘアスタイル（ツインテール、アホ毛［図46］）、装身具や衣服の一部

（眼鏡、ソックス、リボン）、身体的特徴（スレンダー、巨乳、貧乳、猫

耳、尻尾、エルフ耳）などの外見への萌えが分化する。これらの「萌え

要素」は特定のキャラを示す「換喩」であると同時に、キャラ本体を

必要としないフェティッシュな側面をも持っていた。こうした「キャ

ラ萌え」の分節化は、ヴィジュアル表現のみならず、職業、地位、身

分、性格、境遇、続柄、言葉遣いといった設定にまで踏み込んでい

く。「萌え要素」は複数のキャラの共通項の場合もあれば、特定の

キャラとは無関係なところから引用されることもあり、出自不明のま

ま漂着したミームがいつのまにか登録されていたりする。東浩紀が指

摘するように逆にバラバラの「萌え要素」を集めて、でじこ（４）の

ようなキャラを作ることも可能であり、文字通りのデータベース型消

費（５）といえるだろう。





　九〇年代の「萌え」と現在の「オタク的な『好意」『愛情』『愛

着』『執着』を示す流行語」として浸透・拡散した「萌え」とは必ず

しも一致しない。ただ元々「萌え」はオタク的幻想共同体内で「好

意」のニュアンスを伝える言葉であり、曖昧度が高く、百人いれば百

人分の「萌え」のニュアンスがある。筆者の体感からいえば「萌え」

は「ゆるいフェティシズム」であり、「限りなく愛に近い感情」であ

る。しかし、イズミノウユキ（泉信行）が『萌えの入口論（６）』冒頭

で論証したように語義として「萌え」と「好き」がイコールだとして

も厳密には代替不可能だと考えている。

　問題は言葉の意味ではない。なぜ、「好き」でも「愛」でもなく

「萌え」が使われるのか？　ということを考えなければ「萌え」の核

心には接近できない。「萌え」をストレートな愛情表現として使用す

る者もいれば、逆にまったく興味がない対象に使用する者すらいる。

両者の間にはなだらかなグラデーシヨンが描かれるが、発話者がどこ

に立っているかは自己申告に任され、その真偽を質すことなく了解す

ることがオタク的コミュニティにおける暗黙の了解事項である。互い

の趣味嗜好を尊重し、必要以上に相手の内面に踏み込まないことが最

低限のルールなのだ。これは端的にいってしまえば傷つきたくないと

いう意思表示である。「萌え」は婉曲表現であり、対象を指し示しな

がら、実はそれが実体ではないかもしれないという含みを巧みに持た

せている。「萌え」はカミングアウトではなく、あくまでも対人関係

というゲームを円滑に運ぶためのフラグである。

「好き」や「愛」と同等に「萌え」の根源もまたエロティシズムだ

が、「萌え」においては、欲望に煙幕が張られ、曖昧にされ、韜晦さ



れる。「萌え」の根底には性（性的な欲望やエロティシズムとその表現）

に対する漠然とした忌避とフォビアがあることが見て取れる。

　こうした「萌え」のありさまはロリコン漫画ブームの構造と酷似し

ている。ロリコン漫画読者の九九％以上はペドファイルではなく「可

愛いもの」が好きな若者たちだった。ロリコンも「祭」に参加するた

めのフラグだったわけだし、当時の読者たちが、三流劇画を拒否し、

可愛いデザインのロリコン漫画を歓迎したのは、リアルであからさま

な性表現とエロティシズムに対する忌避が大きく働いていたからでも

ある。何しろ、ハードな性描写を入れると読者から「○○ちゃんにヒ

ドイことしないで！」という抗議のハガキが舞い込んだ時代なのだ。

当時は「仮にもエロ漫画に対してそれはねーだろ!?」と吹き出したも

のだが、後に「萌え」と呼ばれることになる「可愛い嗜好」は性交や

性器の描写を必ずしも必要としない。性的な要素は「可愛いミーム」

の中に巧妙に隠されている。逆説的にいえば、隠蔽され、抑圧されて

いるからこそエロチックなのだ。

　とはいえ、読者は一枚岩ではない。漫画絵を許容する劇画好きの読

者、絵柄とは無関係にハードな性描写を求める「抜き」系の読者、可

愛ければ「抜き」は二の次という読者、とまあ様々な読者がいたわけ

だ。

　美少女系エロ漫画は「萌え」と「抜き」の絶妙な補完関係の上に成

り立ってきたと見ることもできるだろう。それが弾圧を差し挟みつつ

九〇年代半ばまで十数年間続いたということ自体が、奇跡なのかもし

れない。

「萌え」がオタク用語として成立し、流通し、一般化するに従い、バ



ランスが狂い始める。平成大不況がジワジワと財布の紐を固くしてい

く。逆にネットと携帯電話の通信費が膨れあがる。

　その上、美少女系エロ漫画以外のジャンルで「萌え」が有力な商品

として展開されていく。中でも九三年春に「電撃」を冠した雑誌五誌

を同時に創刊したメディアワークスの快進撃が大きかったわけだが、

この波が同社以外にも波及する。オタク系文化全体が「萌え」化した

ということもできるだろうし、オタク系文化の本質であった「萌え」

が名前を与えられることによってその正体を現したと見るべきかもし

れない。

　端的にいってしまえば、多くのオタク系読者の求めるエロチックな

コンテンツが、「性器」「性行為」といった夾雑物抜きで手に入る状

況になったのである。ならば、萌え系読者が美少女系エロ漫画にこだ

わる必然性は薄れてくる。九〇年代末期の抜き系の台頭は、萌え系読

者の減少分を抜き系読者で補完しようという戦略でもあったろう。実

際、このいわば「エロ漫画の王道は『抜き』」戦略は収益的にも実績

を上げた。「抜き」と一言で括っても実は幅が広い。一方で使い捨て

に徹した実用作品があるかと思えば、激しい性描写で「抜き」を担保

しつつ物語性や内面性を重視する作品も生まれたし、優れた作家も見

いだされている。だが、劇画的な激しさを嫌う萌え系読者はますます

美少女系エロ漫画から足が遠のくことになる。

　また九〇年代後半は漫画に対する規制が徐々に本格化していった時

期でもあった。

　九五年のオウム事件がオタク世代の犯罪であったこと、九六年、ス

トックホルムで開催された「第一回子どもの商業的性的搾取に反対す



る世界会議」において日本が無根拠に児童ポルノの原産国として指弾

されたこと、九七年の神戸連続児童殺傷事件が漫画の影響と報道され

たことなどを背景に、九八年、与党児童買春問題等プロジェクトチー

ムが絵画表現を含む「児童買春、児童ポルノに係る行為等の処罰及び

児童の保護等に関する法律案」要綱を発表。児童の人権保護を目的と

する高邁な立法理念に実在児童の人権とは無関係な絵画・漫画表現へ

の規制を抱き合わせて法制化しようとする動きに対し、児童人権団

体、出版団体などから批判の声が上がり、九九年の立法化では絵画表

現を除外した形で成立することになる。ひとまずは、漫画表現規制に

歯止めがかけられたわけだが、附則に定められた「施行後三年を目途

の見直し」を睨んでの攻防は二〇〇〇年代へと引き継がれていく。

（１）　語源説の一つに「声優・長崎萌」説がある。声優も生身の人間であ

ると同時に「キャラ」として消費される側面もある。

（２）　伊藤剛の提唱する「キャラクターとキャラの分離」（『テヅカ・イズ・

デッド』ＮＴＴ出版・〇五）は極めて示唆的である。伊藤は「キャラクター」を

作品内存在とし、「キャラ」を作品から乖離しても自立する存在として、切

り分けて考察する。あくまでも漫画表現論として限定された言説だが、受け

手側の「読み」のスタイルや、商品戦略にも敷衍することができる考え方だ

ろう。

（３）　作品内存在としてのキャラクターをキャラとして商品化するという

ビジネスモデルの歴史は古い。手塚以前にも漫画やアニメから派生したキャ

ラクター商品は無数に存在した。手塚が範としたハリウッドのスター・シス

テムはシャーリー・テンプルをはじめとして「生身の俳優」と「キャラク

ター」と「キャラ」を分節化し、商品化するシステムだということもできる



だろう。また、分離されるべき作品世界を持たない、最初から自立している

「ハローキティ」のようなキャラも存在する（アニメ化はその後だ）。ちなみに

「ハローキティ」は七四年生まれである。

（４）　ショップ「ゲーマーズ」のマスコット・キャラ「デ・ジ・キャラッ

ト」の通称。

（５）　東浩紀「動物化するオタク系文化」（東浩紀・編著『網状言論Ｆ改』青土

社・〇三）。

（６）　『萌えの入口論』〇五（http://www1.kcn.ne.jp/~iz-/man/enter01.htm）

【二〇〇〇年以降】

浸透と拡散と退潮と

　明けて二〇〇〇年代初頭、表現全体の規制を盛り込んだ「メディア

三法案」（「青少年有害社会環境対策基本法」「個人情報保護法」「人権擁

護法」）が相次いで登場する。いずれも文句のつけにくい大義名分の

下にメディア規制、表現規制を断行しようという、「児童ポルノ法」

同様のきな臭い法案だった。しかも〇二年の「児童ポルノ法」見直し

が目前に迫っていた。この間、漫画家、読者、評論家有志によりメー

リングリスト「連絡網ＡＭＩ」が設立され、〇一年、横浜で開催され

た「第二回子どもの商業的性的搾取に反対する世界会議」で規制反対

をアピールする。「児童ポルノ法」に絵画表現規制を盛り込む形での

「見直し」は回避されたものの、コンビニから成年誌を事実上閉め出

すことになる改正都条例の施行に代表される地方条例レベルでの規制

強化、〇二年の松文館事件（漫画に対する初の刑法一七五条適用）など、



エロ漫画は外堀を埋められ、目立たないゲットーへと押し込まれてい

く（図47）。「抜き」に徹して修正を甘くし、ハードな描写に頼れば刑

法一七五条が立ちふさがる。成年マーク付きでは大手コンビニに置け

ない。しかも「萌え」の中軸はエロ漫画のジャンル外へと移動してい

る。





　この厳しい状況が現在も持続しており、出口はまったく見えてこな

い（１）。

　不景気風は吹きやむこともなく、休廃刊が相次ぎ、出版社も倒産し

たり、経営権を譲渡したりするところが出てきた。編集者も守りに入

り、九〇年代以上に保守的になり、先例を踏襲し、冒険を避ける傾向

が強い。よしんば編集者と作家が新しいことを試みようにも、営業部

の判断、さらには取次会社の判断という壁が立ちふさがる。

　とはいえ出版戦略や表現に関して新しい試みがなされなかったわけ

ではない。

　例えば、コアマガジン系に見られる「萌え」と「抜き」の融合は、

「過激なオタク系」として注目すべきだろうし、最先端の画風とハイ

センスな装幀で「萌え」系読者を取り込もうとするロリコン漫画誌

『COMIC LO』（茜新社［図48］）の展開も見逃せない。また、世紀末

に一度は絶滅したかに見えたショタ路線が息を吹き返し再ブームとな

り、美少年と年上女性のカップリングによるショタ×オネ、童貞もの

といった受動的な男性キャラの定着など見るべき作品、作家は少なく

ない。ただ、それぞれが大きな潮流を生む核となるほどのものではな

い。ブームを作るというよりは、むしろ、趣味・嗜好を洗練純化させ

ることによってニツチを確実に掌握しようという動きに見える。





　かつての「エロさえあればなんでもあり」というエロ漫画の魅力が

薄れてきた。昔ならエロ漫画誌しか発表の場がなかった作品も、浸透

と拡散によって多チャンネル化し、少年誌、青年誌、少女誌、ＢＬ

誌、マニア誌、オタク＆マニア誌へと選択肢が拡がっている。なにも

狭い意味でのエロ漫画に操を立てる必要はどこにもないのだ。事実、

八〇年代黄金時代を支えた作家たちの多くは、成年マーク市場よりは

高年齢層をセグメントしている青年誌で活躍しているし、ジェンダー

やセクシュアリティをテーマにすることはどのジャンルでもタブーで

はなくなっている。

　こうした流れの中で成年マーク付きのエロ漫画がどうなっていくか

は簡単に予想ができるだろう。全体的な規模を徐々に縮小させなが

ら、一方ではハード路線に力を注ぎ、他方では限られた読者だけを対

象とするニッチ化、マニア化が進行するだろう。もちろん、その中か

ら魅力的な作家と作品が登場することは間違いないし、気合いの入っ

た漫画読みの注目を集め続けるだろう。だが、黄金期の鮮度、バブル

期の右肩上がりの成長を取り戻せるかといえば、それはないはずだ。

むしろ、漫画界全体に薄く広くエロティシズム表現が拡がっていくと

見るのが妥当だろう。

（１）　こうした規制に関連する記録、論点、情報は、『マンガ論争勃発　

２００７─２００８』『マンガ論争勃発２』（永山薫・昼間たかし、マイクロマガ

ジン社）、ミニコミ誌『マンガ論争』３～10（ｎ３ｏ 福本義裕事務所）に詳し

い。また漫画表現規制の歴史的論考としては長岡義幸『マンガはなぜ規制さ

れるのか　「有害」をめぐる半世紀の攻防』（平凡社新書・一〇）が必読。



第二部　愛と性のさまざまなカタチ



前説　～細分化する欲望～

　お湯を沸かすには熱源と水と容器が必要だ。考えてみれば単純な話

である。ところが、容器のみに限ってみても我々は無数の商品に取り

囲まれている。二リットルのアルミのヤカンがあれば大抵の用は足り

るだろうに、大量に麦茶を作る大ヤカンもあれば、囲炉裏で使いたい

ような南部鉄瓶もある。底に銅のコイルを巻き付けて熱効率をアップ

したヤカンもあれば、注ぎ口に鳥のミニチュアを配したピーピー・ケ

トルもある。ヤカン一つとって見ても、ことほどさように材質も容量

もデザインも様々だ。

　これは、ほとんどの商品についてもいえることだろう。原初のカタ

チから分岐し、分節化し、逸脱し、先祖返りし、様々な順列組み合わ

せを試し、多機能化し、逆に機能を絞り込み、気が付けば我々は無数

のバリエーションに取り囲まれている。

　まるでそれは欲望と商品の無限に続く輪舞のようだ。

　エロ漫画もまた、およそ考えうる限りの欲望に対応する作品＝商品

を生み出して来た。これは三流劇画に始まり、当初はロリコン漫画と

呼ばれた美少女系エロ漫画において爆発的に拡大する。

　それはまるで我々の欲望が多形的であることを映し出す鏡であるか

のように。

　ここでは、エロ漫画が映し出す様々な欲望のカタチを、「ロリコン

漫画」「巨乳漫画」「妹系と近親相姦」「凌辱と調教」「愛をめぐる

物語」「ＳＭと性的マイノリティ」「ジェンダーの混乱」の全七章に



区分けして見ていくことにする（１）。

（１）　ここでの区分けはエロ漫画のサブジャンルそのものではない。そも

そもテーマないしはモチーフによるジャンル分けは無秩序に増殖する欲望の

カタチを商品化する過程で版元／作者／読者が共犯して行う商業的な介入に

他ならない。あくまでも後付けの分類だから、遺漏もあれば齟齬もきたす。

例えば少女で巨乳で妹というキャラクターが出てくるとして、どれに重きを

置くかによって全然違うジャンルの箱に投入してしまうことになる。山本夜

羽音の「ろりづま。」（『ラブ・スペクタクル』宙出版・〇五所収）のヒロインは、

四十歳で新婚の人妻だが小柄＆童顔でどう見ても小学生でメガネでスパッツ

着用でコスプレ喫茶のバイトウェイトレスで性格は小悪魔だ（図１）。この

キャラ設定自体が批評的であり、メタ的だが、ここまでくると分類学者だっ

て分類できないぞ。





第一章　ロリコン漫画

　まず、最初に、我々がエロ漫画に限らず創作物と向き合う時の視点

が最低二つあることを再確認しておこう。

　第一の視点は神の視点であり窃視者の視点である。第三者として作

品を見通し、登場人物が気付かないことまで知っている特権的な視点

である。

　第二の視点は自己投影によってシミュレートされた登場人物の視点

である。自己投影は必ずしも固定的ではなく、主人公以外にも振り向

けられるため、第二の視点には複数の視点が含まれる。

　重要なのはこの二つの視点が「読み」という行為において同時に進

行するという点である。しかも同一化が登場人物個別に行われるだけ

ではなく、その間を揺れ動き、スイッチングし、濃度の差異を刻々と

変えながら複数の登場人物に対して行われるのである。

　こんなことを改めて述べるのは、これから語ろうとするロリコン漫

画というジャンルが常に「何が描かれているか」のみをあげつらわ

れ、「どう読まれているか」という側面を恣意的に無視されてきたか

らである。

ロリコン漫画とは何か？

　ロリコン漫画を字義通りにとらえれば「ロリータ・コンプレック

ス」をテーマとした漫画ということになる。ロリータ・コンプレック

スはウラジミール・ナボコフの小説『ロリータ』、さらにキューブ



リックの映画化作品から生まれた言葉だ。大雑把にいえば小悪魔的な

美少女に振り回されたいという男の欲望である。

　日本では、「ペドフィリア（小児性愛）そのものではないが、成人

女性よりも未成年の少女に愛と性欲をより強く感じる、（主に）男性

の欲望」という定義が一般的だろう。もちろんロリコン漫画の愛読者

の中にはペドファイル（小児性愛者）も存在するだろうが、その比率

は、全人口に占めるペドファイルの比率と大差はない。いや、それど

ころかペドファイルを、

「少女にしか性欲を感じない性向の人」

　と定義した場合、対全人口比よりも対ロリコン漫画読者の比率は下

がるはずだ。なぜなら、漫画に描かれる「ロリータ」は現実に存在し

ない架空のキャラクターであり、記号表現の集合体でしかないから

だ。漫画の少女では現実の少女の代替物にはなりえない。敢えて代替

物として愛好する人々が皆無だとまではいわないが、キャラクターは

現実存在の代理ではなく独立した欲望の対象である。

　さて、欲望の対象である少女キャラには大きく分けて二つの要素が

含まれている。一つは少女のイコン（少女を指し示す図像）であり、も

う一つが少女のイデア（「少女」という単語を枠組みとする概念の集合

体）である。ここで重要なのは、読者にとっては最初にイコンありき

ということだ。イデアはイコンを読み解くことによって、あるいは読

者が脳内補完することによって、さらに漫画作品内におけるイコンの

役割を解読することによっておのずから明らかになっていく（１）。

　ここではイデアをも含んで初めて「ロリコン漫画」だということに

しよう。さもないと話がややこしくなるからだ。その場合、基準とな



るのはヒロインの年齢設定である。未だに一般社会ではヒロインが十

八歳未満なら自動的にロリコン漫画と認定しかねないので要注意だ

が、漫画読者的には中学生以下、マニア的には小学生以下の少女が

「ロリータ」ということになっている。マニアックな読者ならば「初

潮前」を絶対条件に入れたいだろうし、よりペドフィリアックな読者

ならば「ストライクゾーンは幼稚園児」ということになるだろうが、

ここでは中学生以下ということにしておきたい。

　先に述べたように初期のロリコン漫画はある意味「ネタ」だった

（２）。

　では、なぜ、幼女の図像が強力な「ネタ」になったのか？　幼女

キャラを、非力な男性でも支配・所有できる「より非力な存在」であ

り、身勝手な男のファンタジーが産んだクリーチャーと見なすことは

一面の真理には違いないが、それだけでは「神の視点」と「成人男性

キャラへの自己投影視点」しか想定しない表層的な見方ともいえるだ

ろう。

　我々の視点はそれだけにとどまらない。我々は意識的にも無意識的

にも複数の視点で漫画を読み、我々の脳は「動き」や「ディテール」

を自動的に補完し続ける。さらに我々の視覚は図像の中からフェティ

シズムのインデックスを拾い上げ、体験と知識の詰まった脳内アーカ

イヴから必要な情報を取捨選択し、「時間」と「物語」を補完し、新

たなファンタジーを編み直す。そもそも、キャラクターとは紙の上に

描かれたカタチにすぎず、そこには真の意味での性別はないからだ。

胸や性器の形状によって属性のタグを割り当ててあるだけの話であ

る。だから、意図的な誤読によって、同じ一枚の絵からまったく別の



シチュエーションや物語を創作するのも容易なのである。

「幼女の図像」もまた性的対象であると同時に、意図的あるいは無意

識的な自己投影の器であり、さらに脳内楽園を構築するためのイン

デックスであり、誤読するための仮設定なのである。

「可愛い少女キャラを愛したい／抱き締めたい／犯したい／虐待した

い」という判りやすい所有と対象化の欲望の裏側には、時として「可

愛い少女キャラになりたい／愛されたい／抱き締められたい／犯され

たい／虐待されたい」という同一化の欲望もまた隠されている。こう

したジェンダーに触れる議論に対して拒絶反応を示す人が意外と多い

ようだが、少女キャラへの同一化の欲望は所有欲の延長線上にあるわ

けだし、また実際のトランスセクシャルとは重なる部分もあるが完全

に合同というわけではない。だいたい、我々のジェンダーなるものは

多くの部分が後天的であり、男性だと自認しているアナタも実は「ペ

ニスと精巣を持つ人間は基本的に男装しなければならない」という社

会規範に基づいて強制的に男装させられている「人間」にすぎないの

だ（３）。

（１）　こうした基本構造は解体も可能である。既視のイコンが読者の解読

を裏切らないとは限らない。そういうメタ的な遊びが好きな作家もまた多い

のである。例えば、「女子小学生」が「大人の男」と「街頭」で「セック

ス」をしているところに「警察官」が飛んでくるという展開があるとする。

しかし、「女子小学生」が実は小柄な「男子大学生」のコスプレで、「大人

の男」が彼の大柄な妹の男装で、「街頭」が実はラブホテルの書き割りで、

「警官」も部屋を間違えて闖入したコスプレイヤーなのかもしれない。こん

なオチに出会った読者がどう反応するか？　イデアを重視する読者ならば



「これはロリコン漫画ではない」と拒否するだろう。しかしイコンを重視す

る読者にとっては「小さくて可愛ければオーライ」なのである。とはいえイ

デア重視の読者もまた、最後のオチさえ見なかったことにして、意図的に誤

読して、脳内補完してしまえば平気なのかもしれないが。

（２）　ロリコン写真集ブーム、さらにはアニメ『ルパン三世　カリオスト

ロの城』のクラリスや『未来少年コナン』のラナに代表される美少女キャラ

（いずれも宮崎駿監督だ）人気に、アニメ／ＳＦ／漫画ファンダムが相乗りして

祭を始めた。自己申告の世界だから「オレもロリコンでーす」「ぼくもぼく

も」と盛り上がったのだ（このあたりは九〇年代後半から始まる「萌え」ブームとも共

通している）。祭が終わった後もロリコン漫画が持続し得たのは読者の欲望が

多形倒錯的だったからである。ペドフィリアックな欲望は、他の欲望同様に

あらゆる読者のチップセットの中に含まれている。幼児性愛者の場合、本

来、多形倒錯的であるはずの欲望が、一つの対象（ペドファイルの場合は幼児）に

固着してしまうことが悲劇なのである。

（３）　以前、劇画家のダーティ・松本に「女性キャラを描いている時、自

己投影しますか？」と質問したところ、その場では一笑に付されたのだが後

日「実際に描いてて気付いたけど、女を描いている時は女に感情移入してま

すね！」と訂正された。よくいわれる話だが、漫画家は登場人物の表情を描

く時、自然と自分の表情もそうなっている。

初期のロリコン漫画

　最初は全部ロリコン漫画だった。

　ロリコン漫画を語る上で、まず、二〇〇五年に『失踪日記』（イー

スト・プレス）でカムバックした吾妻ひでおの名を挙げておかなけれ

ばならない。吾妻が画期的だったのは、それまではつげ義春、宮谷一



彦といった劇画作家が得意とした不条理文学的な表現や、三流劇画の

専売状態だったエロティシズムを、児童漫画の丸っこい絵で描いてし

まったことだ。当時はそれだけで強烈な異化効果があり、「児童漫画

のエロパロディ」として誤読することも可能だった。

　欲望の細分化はすでにこの時期から進行しており、それこそ一人一

派ともいえそうなほどだった。八〇年代前半の『レモンピープル』と

『漫画ブリッコ』のラインナップをざっと眺めるだけでも、吾妻ひで

お（ＳＦ／ミステリー／不条理／アニメ／パロディ／児童漫画）、千之ナイ

フ（ホラー／人形愛／寺山修司／少女漫画）、内山亜紀（ＳＭ／フェティシ

ズム／ウェット／ファンタジー／パロディ）、破李拳竜（ＳＦ／格闘／特

撮）、村祖俊一（耽美／ファンタジー）、谷口敬（文学／耽美／コメディ

［図２］）、森野うさぎ（ＳＦ／メカ）、計奈恵（ＳＦ／メカ）、あぽ゠

かがみ♪あきら（ＳＦ／ロマンス）、五藤加純（コメディ／ラブコメ）、

中森愛（コメディ）、西秋ぐりん（メルヘン）、寄生虫（ＳＦ）、早坂

未紀（コメディ／ロマンス）、藤原カムイ（ＳＦ／コメディ／ニュー

ウェーヴ）というふうに、ＳＦに偏りつつ、それぞれの作家の属性は

バラバラで、初期のロリコン漫画は「美少女さえ出てくれば何をやっ

てもロリコン」と認証されていたわけだ。エロス以上に「可愛い少女

キャラ」が最優先で、エロスは主に内山、村祖、中島史雄らの三流劇

画経験者が担当していたが、それとても具体的で露骨な性的行為描写

は抑えられており、現在の目で見れば一般青年誌の方がよほどセク

シャルに映るだろう。なにしろ当時はレイプやハードなセックス場面

があると読者から「ひどいことしないで下さい」という抗議が来たほ

どで、読者の側が求めていたのも実はセックスシーン満載のエロ漫画



ではなく、可愛くてエッチな漫画だったわけだ。





　そもそも初期のロリコン漫画の中核にあったのは手塚ミームの「か

わいい」と「エロティシズム」であり、「セックス」は「かわいいエ

ロティシズム」に奉仕する構成要素の一つでしかなかったのだ。

　セックス志向であれば三流劇画を読めばいい。しかし、三流劇画は

結果的にポスト団塊／ポスト全共闘世代のスタンダードにはなれな

かった。端的にいえば、劇画は漫画じゃなかったからだ。アニメ絵っ

ぽくなかったからだ。可愛くなかったからだ。

　後にオタクと呼ばれることになる六〇年代生まれの世代は劇画のエ

ロティシズムに官能するような「大人」にはならなかった。セックス

そのものではない、セックスの周辺にもやもやと甘く切なく愛らしく

漂うなにものかを求めていた。

　エロ漫画におけるネオテニー（幼形成熟）と呼んでもいい。手塚漫

画やアニメ絵の、つまり「幼児形態」を保ちつつ、性的刺激をもたら

すこと。倒錯した表現になるが、初期ロリコン漫画の登場こそが、真

の意味で「大人が漫画を読む時代」を確定したともいえるだろう。

罪という名の補助線

　ロリコン漫画を見ていく時に、仮に「罪」という補助線を引いて見

るとわかりやすい。そもそもロリコン漫画とは通常のエロ漫画以上に

「いけないこと」をあえて描き／読み、「ロリコン者」を身振ること

から始まっているからだ。

　その上でなおかつ初期ロリコン漫画のイデア重視は「罪の意識」を

回避するためだったと見ることもできるだろう。

　性表現がどんなに解放されようともロリコン漫画は「罪を巡る物



語」として読むことができる。いや、そうあり続けることがアイデン

ティティというケースさえあるだろう。これはあらゆるポルノ的な表

現形式においてもいえることではなかろうか？　セックスとエロスが

禁忌の側面を持ち続ける以上、「罪」はいつまでもつきまとうのであ

る。

　無論、フィクションであるエロ漫画の中で成年男子と十三歳未満の

少女、あるいは幼女の間に恋愛感情が芽生え、現実の法では禁止され

ている性行為（現行法では同意の上でも強姦罪が成立する）に至ったとし

ても、淫乱な少女が男を漁って次々と交わろうと、凶悪なレイパーが

通園バスを襲撃しようとも、虚構は虚構である。重要なのは創作物と

して、あるいは商品として優れているかどうかにすぎない。だが、た

とえフィクションであっても、描く側、読む側の意識として、それを

現実と完璧に切り離せるかといえばそうではない。また、幸か不幸か

我々には法とは別次元の倫理観というものがある。私ですら「こんな

ちっちゃな子にこんなヒドイことしちゃう漫画を他人様にオススメし

ちゃっていいのか、人として？」という脊髄反射を起こしそうになる

ことだってある。

　何をヒドイこと、許せないことと感じるかは個人の価値観である。

ただ、ロリコン漫画の特殊性は、処女性の侵犯、性差別、無垢なる者

への侮辱、弱者への虐待など読者の多くが抵抗を感じるであろう要素

が、その他のジャンルと比べても多いという点にかかわってくる。

　さらにややこしいことには、世間からの圧力がある。

「ロリコン漫画なんか読んでる（描いている）よ、アブナイんじゃな

いの」



　と白眼視され、差別されることへの恐怖がある。頭の痛いことだ

が、同業者でもロリコン漫画を「人間として許せない」と非難する連

中もいる。エロ漫画家同士ですら差別は存在するのだ。まあ、馬鹿は

どこの世界にもいるということだが、それじゃすまないのが対人関係

である。

　にもかかわらず、ロリコン漫画は滅びない。九〇年代初頭の大弾圧

後、しばらくは低調だったが、また復活した。「禁忌」と「抵抗」が

あればこそ、それらを侵犯した時のカタルシスもまた大きいわけだ。

言い訳は読者のために

「罪」という補助線を引いて真っ先に浮かび上がるのが一連の言い訳

系の作品群だ。この手の作品は、言い訳にならない言い訳を用意する

ことによって「罪の意識」を回避または緩和しようとする。

「少なくとも僕の側には愛があったんです」

「最後には彼女も気持ち良くなっていたから結果として和姦ですよ」

　という強姦犯の月並みな言い訳がここでも援用される。

　さすがにここまであからさまな言い訳は説得力が弱いため減ってい

るが、決してなくなりはしないだろう。世の中は、

「くだらん奴隷道徳は捨てたらどうだ？」

　とうそぶくことのできる高踏派の精神貴族だけでできているわけで

はない。

　読者側に言い訳のニーズがあれば、作者もそれに応える。

　相思相愛だから、向こうから誘ったから、合意の上だから、援助交

際だから、相手が淫乱だから、だから、だから、だから……。法的に



は全然オッケーじゃないにしても、「だから」でなんとなく救われた

ような気分になる。学級委員長的な倫理観でいえば、

「そんなの卑怯だと思います」

　なのだが、言い訳があれば作者も読者も多少は気が楽になる。

　例えば、九〇年代初期のロリコン漫画危機時代に孤軍奮闘した和田

エリカには「さやかちゃんの予約席」（『アリス狩り』所収）という作

品がある。身体の弱いさやかちゃんが大好きなロリコン医師が、転居

する直前に診察に訪れた彼女のお尻に媚薬を注射し、しっかりと性器

を愛撫して、

「今のさやかちゃんを　心の中にとどめておきたいんだ……」

　と身勝手な台詞をつぶやきながら、処女を奪い、少しずつ快楽へと

導いていく。これが現実の世界の出来事なら、十三歳未満の少女に薬

物を用いてレイプしているわけだから強姦罪の最高の量刑は免れない

ところだろう。ところが、この医師は驚くべきことに、

「でも　彼女に悪いことしたなァ……」

　というレヴェルの罪の意識しかないのだ。

　しかもその罪の意識さえ、彼女からの、

「あの時の先生は　すごいエッチだったけど　そこが最近たまらなく

なりました（略）　先生を大好きなさやかより」

　という手紙で完璧に救済されてしまうのである（図３）。





　エロ漫画の冬の時代という事情を考えても、結果オーライでいいの

か、ホントに？　と思うし、身勝手だし、ご都合主義には違いない。

しかし、それが解っていても、こういうファンタジーを必要としてい

る読者もいるのである。罪の意識が帳消しにならずとも、少女が少し

でも気持ち良くなること、わずかでも愛を感じてくれること、幸せに

なってくれることに救いを見いだしたいのである。

　しかし、ここまで男を救済してしまう展開はリアリティを保ちづら

い。

　もう少し巧妙になると、男の責任を最初から軽減しておく。

　要するに自分だけに責任があるわけではないという言い訳だ。

「法的には問題があるけど、お互い納得の上の共犯関係ですから」

　という言い訳だ。それさえ確保できれば、

「相手が抱かれたがってんだから、ヒドイことしなきゃＯＫ」

　というワケだ。

　かくして、貧しかったり、好奇心が強すぎたり、セックスが大好き

だったり、ブラザー・コンプレックスだったりというワケありの彼女

たちがロリコン漫画界に大量に投入される。

　例えば、九〇年代中期に人気を集めたきのした黎作品の場合はどう

か？　短編集『平成にんふらばぁ　弐』（図４）を見てみよう。登場す

る少女は成人男性に抱かれるべき必然性を背負わされている。





　男の側からの、あからさまな強制はない。せいぜいちょっとした誘

惑や金銭授受だ。面白いことに、男の側の内面はほとんど描かれな

い。男は常に据え膳を喰う立場である。小心な癖にチャンスがあれば

少女を喰う。一応「愛情」はあるようだが、ほとんどの場合は「欲

望」が優先する。ステロタイプな「普通に」ズルイ男たち。そうでな

ければ読者が落ち着かない。だってこの場合の男キャラは読者のペニ

スの延長だからだ。ペニスだから都合良く少女と「恋愛／性交」す

る。そう、ペニスに罪はない。抱かれたがっているのは常に少女の方

なのだ。

虚構は虚構

　一方的な被害者としての少女キャラと対照的なのが、男性読者には

了解不能なミステリアスな少女像だ。過去の類型に準じていえば「運

命の女」、あるいは「小悪魔」である。彼女たちは無垢でコケティッ

シュで邪悪な魅力を振りまき、男を惹きつけ、破滅させる。ナボコフ

の描く『ロリータ』にもっとも近いのが彼女たちである。多くの作家

たちがこの類型を描いている。

　これもまた作者と読者の罪の意識を軽減するための責任転嫁装置だ

と見ることもできるだろうが、それだけにとどまるわけではない。

　例えば
わん
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打の描く『ROUND SHELL～ランドセル～』に登場

する少女たちを見てみよう。彼女たちは底知れないところがあり、な

りは小さいが男たちを堕落させることにかけてはいっぱしの悪女だ。

同書に収録された「まゆとちさと」のヒロイン・まゆはエレベーター

内で（スリルを味わうために）オナニーに耽っている。そこに主人公で



ある半ズボン少年・ちさとが入ってくるのだが、まゆは慌てず騒が

ず、オナニーを続行し、「見たいの？　見てもいいよ」とちさとを誘

惑し、見られていることに興奮して、失禁しながら絶頂に達するのだ

（図５）。はじめて読んだ人はビックリするだろうが、ここまでは導入

部にすぎない。まゆはちさとの半ズボンから勃起したペニスを引っ張

り出して、フェラチオし、最後は騎乗位で合体してしまうのだ。さら

に続編ではアンモラルな小学生である二人のプレイはエスカレート

し、ちさとに女装させて電車内痴漢プレイ、車内セックスにまで至る

のである。





　注目すべきは、まゆの性器が幼女の形であるのに対し、女の子みた

いな美少年ちさとのペニスが成熟した大人なみの形とサイズに描かれ

ている点である（図６）。これは、いかようにも解釈可能だろう。ヴィ

ジュアル的な効果を狙っているともいえるし、「子供同士のセック

ス」に対する忌避が働いているのかもしれないし、大人である男性読

者のアイデンティティをペニスに集約していると見ることもできよ

う。いずれにせよ未熟で愛らしい身体と しいペニスの組み合わせは

イマジネイティヴであり、現実の代替品ではないことを明示する。読

者はちさとという仮想の身体に自己投影することによってはじめて、

仮想の幼女であるまゆとプレイすることができるのである。

　まゆは男の都合でどうとでもなる幼女という性的役割を背負ってい

ない。能動的であり、男性読者の中の受動願望と破滅願望を強烈に刺

激する。この場合はまゆに自己投影するというある意味マニアックで

高度な読み方は不要だ。男性読者はちさとに憑依したまま破滅的で麻

薬的な性愛ファンタジーに身を委ねることができる。

罪の悦び

　ロリコン漫画に登場する「都合のいい幼女」「運命を狂わせる小悪

魔」などは、作家と読者の脳内ワンダーランドに住むアニマの無数に

ある類型の一つである。要するにカタチこそ違え、男性側の願望の投

影図なのだ。

　では、少女を物のように扱い、少女の意思とは無関係に「犯す」と

いう凌辱路線、鬼畜路線はどうか？　デンジャラスなハードロリや鬼

畜ロリはタブー侵犯にこそ力点が置かれている。罪の意識があればあ



るほど罪を（仮想的に）犯す悦びは大きくなる。そこではほとんどの

場合、男は絶対悪であり、少女は虐待され、蹂躙される哀れな犠牲者

である。

　きのした黎が男と少女の間に設定する都合のいい双方向性もここに

はない。男と少女の間は完全に切断されており、少女にとって男は外

部から侵入する
まが

禍
まが

々しい暴力が具現化したものにすぎない。慈悲も嘆

願も通じない怪物である。少女たちは非現実的なほど、おとなしく、

弱々しく、従順で、哀れだ。

　男性の中に潜むミソジニー（女性嫌悪／憎悪＝ウーマンヘイト）のス

トレートな現れと読むこともできるだろうが、ただそれだけかという

と、そうではない。

　これはロリ系に限ったことではないのだが、面白いことにレイプを

モチーフとした作品で、男がレイプの気持ちよさを謳歌することはほ

とんどない。あってもそれはステロタイプな形式にすぎない（１）。

　あくまでも主役はレイパーではなく被害者である。壊すことによっ

てフラジャリティを確認／愛好する。この傾向は必ずしもセックスに

収斂しない。壊れ物としての少女を珍重し、それを破壊するサディズ

ム、あるいは少女キャラに憑依して、不条理な虐待を受け止めるマゾ

ヒスティックな快楽。サディズムとマゾヒズムはコインの両面であ

り、イジメるボクとイジメられるボクは同時に存在し、可哀想な少女

は、愛情の対象であると同時に「可哀想な愛されるべきボク」なので

ある。

　番外地貢やシン・ツグルなどの初期ロリコン漫画家から現在に至る

まで「可哀想な少女」のモチーフは一貫してそのポジションを保持し



続けており、そこにはレイプすらも哀れさを強調する迫害の一つとし

て機能する。

　この一方的な凌辱パターンを極端にまでエスカレートさせ、圧倒的

にマッチョでフィジカルなイメージを叩き付けるのが風船クラブであ

り、不条理性とニヒリズムがなんともバッドテイストなのが「学校占

領」（『蹂躙』桜桃書房・九八）時代のもりしげであり、クールに少女

の身体と心を壊すのがゴージャス宝田の『おりこうぱんつ』だ（図

７）。





　もりしげは少女を凌辱したいだけとしか思えないニヒリスト軍団が

文字通り学校を占領するテラーを描き、池田小事件（〇一）やチェ

チェン独立勢力による学校占拠事件（〇四）を予言するという超危険

な領域にまで踏み込んでいるし、ゴージャス宝田は怜悧な悪徳教師が

教え子を淡々と支配し凌辱する様をなんの罪悪感もなく描くことに

よって、教育という行為の持つ権力性や非人道性まで考えさせてしま

うような異様な演劇的世界を構築して見せた。「悪」に徹すること

が、より深い意味を浮き彫りにするということもあるというわけだ。

　面白いことに、鬼畜に走れば走るほど、「いかにヒドイことを思い

付くか」「どこまでムチャができるか」という「非人間度コンテス

ト」へと逸脱し、暴力衝動と破壊願望と残酷描写が主役となり、被害

者が幼女であるのは、残酷度を高めるための道具立てにすぎなくなっ

てしまう。鬼畜路線については別項で改めて論じることにするが、
いき

閾
ち

値を超えた瞬間、別の位相に遷移してしまうのはよくある話である。

（１）　あらゆる「男×女」を描く男性向けポルノについていえることだが、

男性の快楽が描かれることはあまりない。上気し、喘ぎ、あられもない表情

で悦びを表現するのは女性の領分である。これには「男性向けエロ漫画（ある

いはアダルトビデオ）は男性が享受するものであり、男性は男性キャラクターに

自己投影する。実際のセックスでもセックスしている『自分』の姿は見えな

い。そのため男性像が具体的に描かれれば描かれるほど、かえって男性読者

の自己投影を妨げる。女性の反応を描くことによって間接的に男性の快楽を

表現すべきである」という意識が働いている側面が大きいだろう。だが、そ

れだけか？　ストレートに女性キャラクターに自己投影する「読み」もある

のではないか？　これは「男性の女性化願望」とは別の文脈、快楽における



性別の越境という文脈で考えた方が実りが多いだろう。また、アダルトビデ

オの分野では早くも八〇年代中期に代々木忠監督が「男がよがってもいい

じゃないか」というアンチテーゼのもと、男性側の快楽を描き始めている。

代々木監督の実験はチャネリングにまで至ることになるわけだが、性と快楽

を考える上で極めて示唆的だった。

内なるデーモン

　ロリコン漫画における「罪の意識」は、幼女に欲望を持つことに対

する罪悪感と、それを表現し、享楽することに対する罪悪感の二つの

位相から成り立っている。先に述べたように読者と作者の九九・九％

は非ペドファイルであろう。しかも、エロ漫画は現実の代替物ではな

い。だとすれば「罪の意識」を感じること自体の合理性を考察すべき

だろう。なぜ、我々は罪悪感を持つのか？　本能なのか？　制度がそ

れを強いているのか？　容易に解答は出せない。

　ただ、あらゆる欲望のカタチが、人間の脳内にあらかじめ用意され

ており、それが発現するかしないかの差異だという考え方もある。こ

れが正しかった場合、我々の「罪悪感」（ペドファイルに限ったことで

はないが）は、そうした生物の種の保存という目的から逸脱した欲望

を発現させないための抑止システムなのかもしれない。

　ロリコン漫画家の中には、自分の中に抑止すべきペドファイル的欲

望の存在を認知し、内なるデーモンとして対峙する作家もいる。

　その一人が町田ひらくである。

　町田ひらくは一般のエロ漫画誌ではなく、読者の中に恐らくガチン

コのペドファイルをも含むであろうマニア向けのロリコン雑誌からデ

ビューしている。出自から言えば生え抜きのロリコン漫画家と呼べる



だろうし、町田の描く少女の裸体は漫画的というよりはむしろ劇画的

にリアルであり、マニアも納得のプロポーションである。しかし、町

田はデビュー作『卒業式は裸で』以来、一貫してロリコンやペドファ

イルの読者に迎合したり、単純な代用麻薬を提供するようなことはな

かった。

　町田は冗談めかして、

「ぼくががまんしていることを、やってしまうやつがいることが許せ

ない」

　と語り、ペドファイル的欲望を絶対的な悪または呪うべき病として

描き続けている。『卒業式は裸で』は悪徳教師ものとしての表層的な

構造は後発の『おりこうぱんつ』と共通している。主人公の内藤は有

名進学校への合格請負人、高級個人教授だ。彼は、新しい生徒に筋弛

緩剤を飲ませて抵抗を封じた後、冷静沈着にレイプする。

　彼はこれまでに数十人の教え子を毒牙にかけている。少女の自由を

奪うのも、脱がすのも、犯すのも慣れたものだ。

　犯された後、

「言いつける　お母さんに……　けいさつにも」

　と泣きながらつぶやく犠牲者に内藤はこう答える。

「復讐したけりゃすればいい。但し僕が君をエリートに育てあげた後

にだ。今すぐ告発しても君に残るのは、男に汚された身体と、崩壊し

た家庭」「君のまっさらな性を思うまま蹂躙できたんだ。思い残す事

は何も無いさ」（図８）





　内藤にとって少女レイプは地雷原を歩くようなゲームだ。被害者が

内藤の論理を理解できる頭脳がなければ、破滅することになる。だ

が、少女たちが沈黙と未来の権力を引き替えた瞬間、二人の間には共

犯関係が結ばれる。そんな契約は欺瞞だし、大人の詐術にすぎないと

読むこともできるだろうが、内藤は総てを破壊する爆弾のスイッチ

も、未来の死刑執行令状も、被害者に手渡している。その場凌ぎでは

ない。内藤の指導によって少女が進学校に合格できなければ、少女の

憎悪や軽蔑が臨界に達したとすれば、一瞬にして崩壊する。卒業式ま

での勝負である。とはいえ重要なのは破滅と戯れる内藤の在り方では

なく、最終的な判断が被害者に委ねられるという状況であり、その判

断が可能なことを、少女たちの意志的な目が示している点だ。ロリコ

ンでなおかつレイプものというジャンルで、犯されるだけの人形では

ないキャラクターを造型したことは特筆に値するし、だからこそ、読

者として想定されていない女性層からの支持を受ける結果につながっ

ているのである。

私は私

　町田とは違った角度から現実と向き合う作家もいる。

　例えばEB110SSの場合だ。

　この人の描くロリコン漫画は常に日常的な世界を舞台にしている。

短編も面白いが、連作がさらに面白い。作者の語りたい欲求がいい形

で出ている。

　例えば『ＥＳＰ　エッチな少女パンツ』に収録された「子供料金シ

リーズ（１）」は、風俗店で働く青年が、裏風俗の集中するマンショ



ンに入居することになるというのが発端だ。そこでは東南アジアから

来た美少女が売春しているわけだが、ロリコン者の桃源郷というわけ

でもなければ地獄の娼館というわけでもない。母親が娼婦として稼

ぎ、娘もまた同じ仕事で稼いでいる（図９）。いうまでもなく立派な性

的搾取であり児童保護の精神に
もと

悖る悲惨な境遇なのだが、母娘にとっ

てはそれが「お仕事」であって、犯罪に荷担しているという意識は薄

い。そこで行われていることは、ちまちました家内制射精産業であ

る。子供も労働力として組み込まざるをえない産業革命以前の零細企

業と類似した構造だ。業種こそ違え『じゃりン子チエ』（はるき悦

巳、双葉社・七八～九七）の世界である。





　吞気な主人公も、出稼ぎ売春をせざるをえないアジアの貧困という

現実、児童の性的搾取・虐待という現実に対して無知ではない。しか

し、ヒロイックに行動したり、インテリのように苦悩したりはしな

い。マイッタな、犯罪だよな……と思いながらも少女が好きだし、客

として買ってしまうし、一人の男として少女に恋してしまう。ここに

は罪の意識にまみれた言い訳もなければ、タブー侵犯の快楽もない。

ファンタジーやギャグに逃げることもない。自分が少女が好きなのは

本当だし、買ってでも抱きたいし、本気で恋もしてしまう。法制度が

それを犯罪として摘発し、道徳が非人間的行為と非難するのならば、

それはそれで仕方がない。売る側も買う側もその点で一致している。

外圧に対しては反論も抵抗もしない。この制度との距離の取り方がリ

アルだ。制度は制度として、道徳は道徳として、なすべきことをなせ

ばいい。しかし、ワタシはワタシなのである。ノンシャランな、茫洋

とした画風でありながら、実は個人主義的アナーキズムに貫かれてい

る。こういう作品に出会うと、私は、ロリコン漫画という古典的な

ジャンルにもまだまだ斬新な切り口が生まれる余地があるのだなあと

感心してしまうのだ。

（１）　初期作品『カムカム雲雀荘』（メディアックス・〇二）のリメイク的な

作品である。『カムカム雲雀荘』では近親相姦裏ビデオを自作自演している

危ない父娘と、状況に流されやすい主人公の不思議な関係を描いている。

こどものせかい



　ロリコン漫画に大人が登場すると、どうしても罪の匂いが漂ってく

る。

　先に紹介した完顔阿骨打の『ROUND SHELL』の場合は少年のペニ

スを大きく描くことで、「疑似成人」を出してきたわけだが、この手

法は完顔阿骨打くらい上手くないと単なるグロか間抜けに見えてしま

う。

　むしろストレートに子供同士で描いた方が話は早い。

　もちろん子供同士の恋愛はともかくセックスはタブーだ。

　しかし、子供はそんなこと知っちゃいない。基本的にイノセント

（無垢＝無知）だから、「子供のセックス＝罪」という意識が刷り込

まれていなければそのままに、刷り込まれていてもやはり「恋愛＝

善」が「罪」を超える。

　例えば田沼雄一郎の『SEASON』（コアマガジン・九七～九八）とい

う二巻本の傑作がある。小学生同士の愛と性を巡る長編だ。セックス

まで踏み込んだ『小さな恋のメロディ』（イギリス映画。ワリス・フセ

イン監督作品・七一）といってもいいだろう。舞台はスーパーカーブー

ムの頃、七〇年代中頃の近畿地方。懐かしさの漂う風景と柔らかな関

西弁がドラマを優しく切なく包み込む。子供だって恋愛もセックスも

できる。大人の目から見れば未熟で無知で不道徳な逸脱行為だろう

が、未熟で無知で禁じられている分、大人同士の恋と性よりもなお切

実で、スリリングだ。もちろん、女子小学生がヒロインなので神の視

点からロリコン漫画として読むこともできるが、むしろそれよりは、

かつて在りしアルカディアを、理想化された黄金の幼年時代を夢見る

ための物語である。しかし、田沼は、これを甘やかなファンタジーに



終わらせなかった。詳細はここでは書かないが、人は否応なく成長

し、大人になり、子供の王国からは追放されてしまうのだというビ

ターな結末と、単行本化に際して描かれた後日談にかつて子供だった

読者は目頭が熱くなるはずだ。

　田沼は子供同士の恋愛という問題を詩情豊かに、しかもアクチュア

ルに描いて見せることによってロリコン漫画やエロ漫画というジャン

ル的視点を超えてしまったわけだが、やはりそこまでいってしまうの

は稀有な例だろう。

　子供同士のセックスまで描いてしまうこと自体は、実はさほど珍し

いわけではない。

　多くの作家が、まさに窃視的ロリコン漫画として子供同士、中学生

同士のセックスを描いている。凡作もあれば秀作もある。

　そんな中で注目して欲しいのが、ほしのふうただ。

　田沼が少年漫画的な文体で思春期の心と身体を描いたのに対し、ほ

しのは小学館の学年誌に掲載されても違和感のないような児童漫画的

な画風で愛らしいエロ漫画を描く。作品集にも『なかよしちゃん』な

んて児童漫画ノリのタイトルがつけられていたりする（図10）。





　ほしのの絵はゲーム系でも、アニメ系でも、キャラ・デザイン志向

の強い流行りの萌え系でもない。手塚や藤子不二雄のミームを束にし

て継承した古典的に丸っこい児童漫画そのものの絵だ。ほしのは大人

と子供のセックスも描く。しかし、一番の見所はやはり子供同士の

エッチだし、そこで描かれるのは小学生同士のスカートめくりやお医

者さんゴッコと、あくまでもその延長としての「エッチ」である。田

沼の『SEASON』の登場人物たちが、いずれは大人になる子供であ

り、事実、描き下ろしの後日談では成長した姿が描かれるのに対し、

ほしののキャラは成長しない。田沼の描く子供はやがて大人になり中

年になり老人になり死ぬ運命を背負っているが、ほしのの描く子供は

永遠の子供だ。ここでは読者は神の視点で子供たちのエッチを窃視す

ることになる。もちろん、少年や少女に自己投影する読みも可能だ

が、自己投影の器となるのは『SEASON』のような大人と地続きの子

供ではなく、子供属性を帯びたネバーランドに住む永遠の「子供」で

あり、我々のノスタルジーと「大人になりたくない」という退行的幻

想の結晶なのである。ある種、理想化された仮想の思い出といっても

いい。もちろん、どちらが優れているという問題ではない。子供同士

のセックスというモチーフで描かれた作品にもこれだけの広がりがあ

るということだ（１）。

（１）　さそうあきら『コドモのコドモ』（双葉社・〇四～〇五）はエロ漫画で

はないが、小学生の妊娠と出産を描く痛快な長編。現在の子供たちを取り巻

く状況、教育現場の問題も描かれるが、中心になるのはあくまでも等身大（少

なくとも読者が納得できる意味での）でアクチュアルな子供の世界である。エロ



ティシズムでも、問題提起でも、異議申し立てでもない形で、このテーマを

描く方法もまたあるのだ。

ロリコン漫画ふたたび

　二一世紀に入ってロリコン漫画は再び勢いを取り戻した。特にロリ

コン漫画専門誌『COMIC LO』（茜新社）の創刊（〇二）以降、二一世

紀初頭の小ブームといってもいいだろう。ベテラン、中堅に加え、今

風の洗練された画風の新人も次々と登場している。規制強化が続く中

での、この活況はいったいどうしたことだろうか？

　描けるうちに描こう、出版できるうちに出版しよう、買えるうちに

買っておこう。そうした切羽詰まった意識も作用していることは否め

ない。だが、それだけでは説明がつかない。

　もちろんペドファイル人口は増加しない。減りもしないだろうが、

実写の代替品として漫画を選ぶマニアだけでは市場を支えきれない。

　恐らくロリコン、またはロリコン漫画に対する読者の意識が変わっ

たのだろう。初期ロリコン漫画のイデアとしての美少女はほぼ死滅し

た。第一世代インテリ・オタクの屈折した衒学趣味は跡形もない。い

や、美少女とロリコンにかかわるイデアとペダントリーのミームが消

えたわけではない。一度、遺伝子プールに蓄えられたミームは消滅は

しない。ただ、発現しなくなってしまったのだ。

　もちろん、現在でも罪とタブーと仄暗さは健在だ。例えば八的暁は

画風からして三流劇画末期とロリコン漫画初期にまで先祖返りして、

戦前や戦中の暗鬱な世界を描く。三浦靖冬はレトロフューチャーな荒



廃した鉄錆色の世界を舞台に壊れかけた少女ロボットと孤独な少年の

絶望的な恋愛を謳い上げる。わんぱくは洗練されたイラストレーター

的な絵柄で、少女たちの鬱屈した世界と気分を紙面にしみこませる

（図11）。あえていえば第一世代オタク的で、七〇年代的で、文学的で

批評家好みの作家たちといえるだろう。





　また、ぷにぷにした少女を描き続けるあらきあきら（図12）、八〇年

代ロリコン漫画の香りを残すあ～る・こが（図13）、凌辱される幼女を

描きつつ、現代の教育に痛烈な皮肉の刃を向ける
にし

西
いおり

安といったベテ

ラン陣も人気を持続しているし、中堅では劇画的な男どもと漫画絵の

少女たちの対比が特徴的なおがわ甘藍の活躍が目立つ。





　群雄割拠である分、全体像が見えにくいが、大きな流れとしてはイ

デアよりもイコン重視だということはできる。またもう一つ重要なポ

イントとしては九〇年代後半からの「萌え」というトレンドが大きく

作用しているということだ。「萌え」については第一部で触れ、ま

た、最終章でも詳述するのでここではキーワードとして置くにとどめ

るが、例えばねんど。（図14）や國津武士（しまたけひと）の作品に登

場する頭身の低い幼女たちは、むしろヌイグルミや小動物に近いキャ

ラである。現実の幼女の代替物ではなく、あくまでも「小さくて愛ら

しい」キャラとして自立しているのだ。キャラが架空の記号的表現だ

とすれば、どんな荒唐無稽な話だろうが、鬼畜な凌辱だろうが、それ

はただの面白い、あるいは刺激的なネタにすぎない。虚構を虚構とし

て現実と峻別できるからこそ「萌え」られる。虚構を享受する上で、

「罪」など考慮する必要はどこにもないのだ。



第二章　巨乳漫画

　男性の多くがなぜ女性の乳房に惹かれるのか？

　女性性と母性（包容力、豊穣さ）の象徴だから、女性を示すもっとも

明解な記号だから、幼時口唇性欲の直接的な対象だったから、男は基

本的にマザコンだから、生物学的にそうなっているから、恐らくＹ染

色体に未知の乳房好きプログラムが書き込まれているから、オッパイ

の大きい女の子は頭が弱いので御しやすいという偏見が今もって生き

ているから、男は乳房を愛するものという文化的ないしは社会的な圧

力が働いているから……。

　酒場の与太話から生真面目な学術会議に至るまで、様々な見解と学

説が披露されているわけだが、それぞれに一長一短があり、「そうも

いえるが……」というのが正直なところだ。生物学で総てが解けるわ

けでもなければ、文化的な要因のみに答えを見いだすこともできな

い。

　今、現在、もっとも無難な解答とは「生物学的な初期設定と文化的

社会的政治的な規範が複雑に関与した生理と心理の結果であって個人

差も大きい」という感じだろうか？

　現在の美少女系エロ漫画界のみならず漫画界、アニメ界に氾濫す

る、明らかに巨大すぎる乳房の群を見るにつけ、疑問はいや増すばか

りだ。

　なぜ、オッパイなのか？

　なぜ、みんなオッパイが好きなのか？



ロリコンから童顔巨乳へ

　巨乳はエロ漫画のデファクト・スタンダードである。

　オッパイ星人の魔手は一般誌にも波及し、松山せいじ『エイケン』

（秋田書店・〇一～〇四）のように、巨乳がウリの漫画が少年誌を賑わ

せている。

　現在のエロ漫画では巨乳キャラを描くことはむしろ普通であり、一

般的な乳房を描くことの方が少数派になっている。むしろ貧乳キャラ

にこそ作家の思い入れや計算や趣味性が感じられる今日この頃だ。た

しかに巨乳に慣れた目には貧乳は新鮮で、抑制された女性性がユニ

セックスなエロスを強調してくれる。

　昔からこうだったわけではない。三流劇画の時代もそれなりに誇張

はあったが、今ほどではない（１）。巨乳がスタンダードとなったの

がいつかは未確定だが、童顔巨乳ブームが最初だとすれば八〇年代半

ばということになる。そう、ブームとしてのロリコン漫画は意外と短

命だったのである。ジャンル名としての「ロリコン漫画」は定着した

ものの、内実は「幼女／少女キャラ」 「童顔巨乳キャラ」へと急速

にシフトしていった。その結果、エロ漫画業界内部とエロ漫画読みの

間では大塚英志の唱導した「美少女まんが（２）」の影響もあって

「美少女系」「美少女コミック」などの呼称が主流となっていったの

に対し、業界外では長々と実態を伴わない「ロリコン漫画」がひとり

歩きしていく（３）。

　この幼女キャラから巨乳キャラへの軸足移動は必然的に起きた現象

だった。ごく一部の作者／読者を除いて幼女キャラである必要はどこ



にもなかった。男性読者のほとんどすべては現実生活おいても、性的

ファンタジーの世界においても、ちゃんと快楽の信号をフィードバッ

クしてくれる成熟した女性像を求めていたからだ。

　しかし、だからといって劇画的な意味での成熟というイコンに回帰

したわけではない。あくまでも手塚ミームを継承した愛らしい「漫画

絵」が求められていた。

　ロリコン漫画と童顔巨乳との差異はさほど大きいものではない。

元々ロリコン的な図像には巨乳のミームが含まれていたからだ。ディ

ズニーの『ピーター・パン』に登場するティンカー・ベルがマリリ

ン・モンローのプロポーションを雛形としていること。ディズニーの

模倣が手塚治虫の出発点だったこと（４）。ただし、ディズニー 手

塚ラインでは巨乳が顕在化していない。むしろ手塚の流れを受け継い

だ宮崎駿と高橋留美子というロリコン漫画ブームの二大スターの時代

に至って、オッパイの存在が露わになる。『うる星やつら』のラムは

ティンカー・ベルの遺伝子を受け継ぎ、しかもビキニ姿がデフォルト

である。『ルパン三世　カリオストロの城』のクラリスも少女にして

大きな胸をしているし、『風の谷のナウシカ』のナウシカも成熟した

乳房の持ち主だ。童顔巨乳の原型は彼女たちに遡るべきだろう。

　童顔巨乳は首から上はロリータ、首から下は成熟したグラマーとい

う漫画の記号表現でしかあり得ないハイブリッドなキャラクターだ。

いくらＣＧ技術が進歩してもリアリズムで押せば押すほどグロテスク

な戯画と化す。顔で愛らしさやフラジャリティを担保しつつ、セック

スしたってどこからも文句の出ない成熟した女体に接ぎ木した、いわ

ば「セックス・オーライのロリータ」である。



　女性の乳房は女性性と母性と多産と豊穣と庇護と愛情のシンボルで

あると同時に肉体派、頭が悪い、過剰な女性性、淫乱などの幻想がつ

きまとうが、いくら童顔でも巨乳であればロリコン漫画の「罪／タ

ブー」は抹消される。かくして、ロリコンの安全パイでもある「童顔

巨乳」がエロ漫画界全体に浸透していく。

（１）　エロ劇画でも巨乳化が進んでいる。

（２）　大塚英志のいう「美少女まんが」と、エロ漫画の「美少女コミッ

ク」ではかなりのズレがある。大塚はむしろ「男も読める『少女まんが』的

なもの」を志向していた。

（３）　規制推進派の人々がオタク系のエロジャンルを「ロリコン漫画」

「ロリコンアニメ」「ロリコンゲーム」と呼ぶ場合には露骨な政治性を感じ

てしまう。ロリコン ペドファイル 性犯罪というミスリードではないの

か？

（４）　実際にはディズニーオリジナルではなく、ディズニーコピーのコ

ピーだったそうである。

最初から記号化された乳房『ドッキン♥美奈子先生！』

　初期の童顔巨乳漫画の代表といえば、わたなべわたる以外にはあり

えない。

　わたなべわたるの代表作である『ドッキン♥美奈子先生！』（白夜書

房・八七［図15］）は、その後も熱烈なファンの支持を集め続け、世紀

を超えて新作が描き続けられている。初出の『コミック・パンプキ

ン』から数えれば二十年以上たつわけだが、今もって美奈子先生は見



事な巨乳だ。





　デビュー以来一貫して、営々と同じ芸を継続し、同じキャラとテイ

ストで、シリーズを続けるのは、口でいうほど簡単ではない。もちろ

ん絵は否応なく上達するし、時代に合わせて性器の描写は露骨にな

る。しかし、根本的なテイストは微塵も揺るがない。

　それを実践できたのは、当時は「萌え要素」などという便利な言葉

はなかったが、わたなべのキャラクターが記号的なパーツの組み合わ

せによって出来上がっていたからだ。太くくっきりとした線で描かれ

た目、鼻、口、ヘアスタイルといったパーツはアニメキャラ的で、大

きく崩れない。それは乳房についてもいえる。まるで円定規を使った

ように真円に近いビーチボール形態で、そこに空気入れのバルブのよ

うな、あるいはボルトのように固く勃起した乳首が描かれる。こんな

乳房は現実にはありえない。重力はいったいどうなっているのだ？　

その記号化された乳房の鎮座する裸体像は誇張されたプロポーション

とフラットな陰影によって現実の女体の写し絵というよりは、まるで

全身がゴム製のダッチワイフかソフビのフィギュアのように見える。

　性的経験値の高い大人の目からは極めて人工的な造型に見えるだろ

うが、思春期に脳内ワープしてみれば「丸くて大きくて弾力のある

オッパイ」という第二次性徴期の幻想のオッパイがそのまま絵になっ

ていることが判る。

　しかも、ストーリーのベースが脈々と続く少年誌系学園エッチコメ

ディである。すなわち、一般少年誌でいえば九〇年代に非難の矢面に

立たされるという苦難を味わった上村純子の『いけない！　ルナ先

生』と同根の、脳天気なまでに明朗快活健康で、なおかつエッチとい

う、その昔オトコノコだったオトコたちの郷愁をも見事に刺激してく



れる。わたなべわたるはデビューした時からすでに郷愁の作家だった

のかもしれない。

巨乳の巨乳『BLUE EYES』

　童顔巨乳化という歴史的な流れはあっても「童顔巨乳漫画」という

ジャンルが確立したわけではない。モチーフそのものがイデアや物語

性を内包するロリコンというジャンルに対して、童顔巨乳はたかだか

ヒロインの属性にすぎず、作家と読者が葛藤するテーマ性にまでは至

らなかったからだ。

　だが、「童顔巨乳」の中から「巨乳」に特化した路線が突出する。

この背景にはエロ漫画ジャンルの規模の拡大による必然としての多形

化、細分化があるわけだが、もう一つ忘れてならないのは八〇年代中

期以降の中村京子（ヌードモデル、女優）を元祖とするアダルトビデオ

やピンク映画における「Ｄカップブーム」である。この一般にも波及

したブームと、さらに付け加えればアメリカのスキンマガジン系ヌー

ドグラビア誌『BACHELOR（バチェラー）』（大亜出版 ダイアプレ

ス・七七創刊）に代表される洋物ヌードグラビア誌の存在である。中

でも『BACHELOR』は巨乳に特化した洋モノグラフ誌として、現在

に至るまで海外巨乳モデルのヌードグラビアとその周辺情報をコンス

タントに送り続けた。

　日本では元々、洋モノの需要は少なく、洋モノ雑誌が「Ｄカップ

ブーム」に与えた影響は大きいとはいえない。しかし、これらの洋モ

ノ雑誌が、プランパー（デブまたは豊満な体型）、プレグナント（妊

婦）、シーメール、アンピュティ（四肢欠損）といった健康的巨乳ヌー



ドだけではない世界を垣間見せたことが、例えば北御牧慶の世界につ

ながっていく。

「巨乳漫画」ブームはアンソロジー『Ｄカップコレクション』（図16）

が刊行された頃から始まり、九一年のエロ漫画弾圧前までの期間に短

いピークを迎えることになる。ブームが去ったのは単純に言えば巨乳

が当たり前になってしまったからである。読者のニーズは「大きな

オッパイ」であって、「乳だけにこだわったマニアックス」ではな

かった。巨乳が行き渡ってしまうと、よほどのこだわりがないと差別

化は難しい。





　そんな中でひたすら巨乳を追求したのがにしまきとおるだった。

『Ｄカップコレクション』でデビューしたにしまきはその後も巨乳漫

画を描き続けることになる。その代表作が『BLUE EYES』（ヒット出

版社）だ。九六年に第一巻がリリースされて以降、初期には二年に一

度、その後年に一度のペースで続編が刊行され、第九巻（〇六）まで

出ている。物語は主人公・響野達也が幼なじみのヒロイン・聖園マリ

アと再会し、「十六歳になったらセックスしよう」という子供時代の

約束を果たす。これでハッピーエンドになれば話は続かないわけだ

が、この後、達也は中学時代の同級生・水野リサに誘惑されてエッチ

しちゃうのを皮切りに、かねてより憧れていたマリアの母・セシリ

ア、イギリスに渡って出会ったマリアの従姉・クレア（図17）、メイド

のアリス、クレアの母・セーラ……と、次々に立ち現れる巨乳キャラ

をバッタバッタと昇天させて、ハーレムを築いていく。ストーリーは

セックスするためのお膳立てか味付けにすぎず、串団子（１）のよう

にセックスが連なって行くため、話の展開はあってなきが如し。二〇

〇〇年刊行の第三巻から始まった「夏休み」が第八巻に至っても終

わっていないのだから、どれだけ濃密なサマー・セックスが繰り広げ

られているかは推して知るべしである。





　もちろん、登場する女性キャラは巨乳である。その巨乳ぶりたる

や、ビーチボールサイズは当たり前、クレアにいたってはあまりに巨

大すぎてブラで持ち上げる限界を超えており、着衣時は腹が膨らんで

いるように見えるほどだ。臨月の妊婦さんのお腹がもうちょっと上に

ある図を想像していただきたい。いくらなんでもデカすぎるだろうと

思う人も多かろうが、こういう人知を超えた、常識を凌駕する巨乳の

持ち主が実際にいたのである。それが『BACHELOR』にも登場した

タイタニック・ティナだ。ネットで検索すれば画像が見つかると思

う。これがもうとんでもないサイズ。一説によればバスト二メート

ル。一メートル超級の爆乳が子供に見えるくらいだ。さすがにこのサ

イズになると重力に負けて垂れてしまうのだが、ヘソが隠れちゃうん

だからたまりません。

　にしまきとおるの描く超巨乳美女たちのベースになっているのも、

リアルな垂れ加減から見て、恐らくはこのタイタニック・ティナだろ

う。女性キャラが一人を除いて金髪碧眼であることを見ても判るよう

に、作者の洋モノ志向は明確だ。しかも面白いことに、この和製洋モ

ノ巨乳漫画が、本場のアメリカでも出版されているのである。オッパ

イ星人に国境はないということだ。

（１）　竹熊健太郎は青年漫画エロコメを「回転寿司」に、勝負主体の少年

漫画を勝負が団子のように連なる「串団子」にたとえた（『サルでも描けるまん

が教室』小学館）。少年漫画ではさらにそこに敵が次々と強大化していくインフ

レーションが重なる。エロ漫画の場合、エロコメ系であれば回転寿司システ

ムはそのまま当てはまるが、作品によってはエロ度のインフレーションが起



きる。『BLUE EYES』の場合は乳のデカさがインフレ傾向を示している。

付加価値があっての巨乳

　先述のようにデフォルトとして巨乳キャラであっても独立した「巨

乳漫画」は成立しにくい。実際に巨乳といえば何人もデフォルト以上

のサイズの乳房を描く漫画家を思い浮かべることができるが、巨乳だ

けが売り物という作者は少ない。ちゃたろーの描くオッパイは大きく

美しいが、最大の魅力は作話の巧みさと乳房も含めたキャラの魅力だ

し、あずき紅も桁外れの超乳の描き手だが、メインキャラの淫乱さ、

激しいセックスが売り物だし、ゼロの者の乳はその独自の軟体生物や

ゴム氷囊を思わせるユルユル感が素晴らしいが（図18）、それだけで人

気を獲得したわけではない。





　ミルフィーユにしても、天誅丸にしても、エロティカヘヴンにして

も、しろみかずひさにしても、ドリルムラタにしても、祭野薙刀にし

ても、巫代凪遠にしても、じゃみんぐにしても、あうら聖児にして

も、河本ひろしにしても、NeWMeNにしても、LAZYCLUBにして

も、山本よし文にしても、HEAVEN-11にしても、吉良広義にして

も、ゆきやなぎにしても、ぽいんとたかしにしても、TWILIGHTにし

ても、海野幸にしても、もっちーにしても、悠理愛にしても……と挙

げていくとキリがないが「以下同文」である。巨乳＋凌辱、巨乳＋Ｓ

Ｍ、巨乳＋物語性＋感動、巨乳＋お笑い……などなど、総ては付加価

値（どちらが付加価値なのかは問うまい）あってのエロ漫画作品だ。

　もちろん、それにしたって乳房に向けられるフェチな視線はある。

しかし、それだけで読者を納得させるには、作者本人の嗜好がよほど

強いか巨乳フェティシズムだけで作品をドライブできるだけのスキル

がなければ不可能だろう。しかし、その方向性でいくとなると今度は

一般性がなくなってマニア志向の少部数商品になってしまう。例え

ば、巨乳の中でも太めの女性に嗜好を絞り込んだ白井薫範に代表され

るプランパー（１）路線は熱烈なファンに支持されながらも商業では

苦戦を強いられることになる。

　では、巨乳に焦点を絞った作品がないかといえばそうではない。そ

の好例として挙げられるのが琴義弓介の『触乳』（図19）だ。恋敵に

よって罠に落とされた爆乳人妻が、乳を責める「乳辱師」によって

「乳辱の館」に拉致監禁されて、徹底的に乳を嬲られるという長編。

物語の枠組み自体は脅迫調教物で、ヒロインは館から解放されても、

調教の二の矢、三の矢が放たれ、肉体的にも精神的にも追い詰めら



れ、否応なしに自らのマゾヒズムを開花させられていく。絵に描いた

ような定番だが、ソツのない展開といい、一般誌で鍛えた画力とい

い、心理描写の巧みさといい、リアリズムと破天荒さが同居する快作

である。だが、本作での見せ場は揉みしだかれ、握り締められ、ホル

スタイン用の自動搾乳器で母乳を搾られ、糸で縛られ、操られる乳房

の姿であり、重要なのは淫らな性拷問によって巨大なラグビーボール

のような乳房が揺れ、震え、紅潮し、鬱血する様であって、他はすべ

て副次的なデコレーションだといっても過言ではなかろう。乳辱師た

ちの目的は彼女を堕として淫乱な肉奴隷にすることだが、堕ちたか堕

ちないかの判断基準は「自分からペニスを求めるか否か」という一点

のみ。従って、全編にわたってエロチックな責め場の連続で、乳房の

みならずクリトリスや肛門も攻撃対象になるもののヒロインの性交は

皆無である。読者はヒロイン同様に乳房に意識を集中し、終わりなき

寸止めに悶えながらポテンツを高めていくのだ。もちろん、これは偶

然ではない。計算し尽くした上での「ヒロインに本番なし」でなおか

つ「読者を欲情させる」という実験である。本作の場合、ヒロインの

欲望を高めるために、すでに堕ちた女性が犯されて歓喜にむせぶ姿を

見せつけるシークェンスがあるので性交がゼロというわけではない

が、徹底すればノンセックスでもマニア以外をも納得させる「巨乳漫

画」への可能性を示して見せたということはできるだろう。ナニゴト

によらず固定観念を解体することは決して無駄ではない。ギリギリの

修正で性器描写に走るケースが多いだけに、性器に頼らないエロ漫画

がもっと出てきてもいいと思う。





（１）　直訳すればデブ。マニアにとってはエロ劇画の羽中ルイが描くよう

なデップリした体型まで行かないとプランパーとは呼ばないだろうが。ミ

ス・ピギーのような固太り、アングルの「トルコ風呂」の裸婦あたりでもプ

ランパーにカウントしてもいいかもしれない。本情ヒロシや破邪（Pa-Ja）など

もプランパーを描く。

巨乳の表現

　ある時、

「乳は筋肉がないからお尻よりも楽に描ける」

　と書いたら、知り合いの漫画家から、

「巨乳派を敵に廻す気ですか」

　と突っ込まれたというのは楽屋オチだが、尻よりも乳の方が記号化

しやすいのは事実だろう。はやぶさ真吾の描くたっぷんたっぷんした

乳も乳だし、わたなべわたるのビーチボールのような乳も乳だ。重力

を無視した砲弾形も、重すぎて巨大な氷囊のように垂れていても、乳

輪が掌ほどの面積で描かれても乳は乳だとわかる。

　エロ漫画全体を見ていけば、いかにエロ漫画家たちが乳の描写に工

夫を凝らし、発展させ、系統樹を分岐させていったのかということが

わかるし、乳の存在に仮託する意味性というのも見えてくる。

　巨乳が象徴する母性の延長線上にはみやびつづる『艶母』のような

母子相姦物が来る。巨乳のふくよかさを全身にいきわたらせば、本情

ヒロシや白井薫範のプランパーものになるわけだし、ペニスを生やせ

ば北御牧慶の巨乳巨根のシーメール（１）ものになる。貧乳／ナイチ



チ系は巨乳の裏返しということもできる。

　環境問題をベースに少年の乳房を膨らませることによって陽気婢は

性のフレキシビリティを描いて見せたし、ほりほねさいぞう（堀骨砕

三）は部屋一杯に膨らむ超巨乳を描いてエロとグロを超えて無意味

（ナンセンス）にまで至ったし、ぐれいすは狂牛病をネタに世界中の

女性が続々と巨乳化する「巨乳病」という傑作な漫画を描いた（オチ

もちゃんとネタを踏襲している［図20］）。





　セックスシーンの乳房の揺れの描写も巨乳化以降着実に進化してい

る。基本は縦揺れだが、そこに横揺れや斜め揺れが加わり、揺れの度

合いもマグニチュード一から八オーバーまで拡張され、「独立して揺

れることができるほど巨大」ということを示さんがために、アダルト

ビデオでもあり得ない左右交互揺れなる曲芸的なワザが開発され、ス

ローシャッターで捉えられたクルマのヘッドライトのように乳首が帯

状に流れる表現が加わり、妊婦かホルモン異常でもなければ起こりえ

ない乳汁噴出という過剰なテクまで登場した。

　しかし、私が見た中で一番過剰なのは美少女系ではなく劇画系のね

むり太陽の乳揺れである。ねむり太陽は丸い乳首の残像を数珠繫ぎに

して上下に激しく揺らしたり、上下運動に左右運動を加えた蛇行揺れ

まで開発した（図21）。もう、とてもではないが乳の揺れには見えな

い。初めて見る人ならば、「この胸の前に描かれたリボンのような、

のたくる軌跡はいったい？」と首をひねるに違いない。もはやエロを

突き抜けている。シュールレアリスムである。





　巨乳化することによって、ロリコン漫画では不可能だった性技も可

能になる。舐める。しゃぶる。吸う。嚙む。摑む。揉む。揉みしだ

く。押す。持ち上げる。頰ずりする。むしゃぶりつく。揺する。引っ

張る。絞る。縛る。平手で打つ。棒で叩く。拳で殴る。乳房の谷間に

ペニスを挟んで擦る（パイズリ）。パイズリとフェラチオを同時進行

する。ピアッシングする。ピアスに鎖をつける。マザコンからＳＭま

でありとあらゆる男の欲望を乳房は柔らかく抱擁する。

　エロ漫画に登場する男たちは、徹底的に乳房を愛し、弄び、最悪の

場合、破壊する。なぜそこまで乳房に呪縛されるのか？　他にもやる

ことはあるだろう？

　自分にはない豊かな乳房を象徴的に所有したいのだろうか？

　所有し、支配することが男の本能だとか、第二の天性だとか、そん

なのは噓っぱちだとか諸説はあるが、男たちが、そう思い込まされて

きたのは事実である。

「所有の極致とは対象と一体化してしまうことである」

　乳房にむしゃぶりつく男性キャラを見ていると、そんな考えも浮か

んでくる。

　これをストレートにエロ漫画の表現、エロ漫画の読みに短絡してし

まうのは問題が多いだろうが、深層心理ではありうる話ではない

か？　事実、男性漫画家の中には女性キャラを描く時には女性キャラ

に自己投影して、脳内に「女性としての自分」を起動し、女性として

の快楽をシミュレートする人もいる。無論、ここでは「男性に女性の

快感がわかってたまるか」という突っ込みは禁止である。なぜなら、

男性読者もまた「女性の体感」なんてわかってないからだ。男性が女



性向けの「やおい／ＢＬ」を指して「女に男性同性愛がわかるはずが

ない」というのと質としては同じである。それをいい始めたら、我々

にはそもそも共感能力はないのか？　ということになるだろう。

　我々はテレパスでもないしエンパスでもない。チャネリング・セッ

クスを実践しているわけでもない。しかし、我々は自分自身の身体感

覚を知っている。男性でも皮膚、粘膜、口唇、肛門、性器の感覚を

知っている。そして生まれてこの方、あらゆるメディアを通じて「快

楽表現」のミームのシャワーを大量に浴びている。だから、ほとんど

無意識的にシミュレーションを行うことができる。

　漫画を読むこともまたミームを受信する行為でもある。作中の快楽

の記号を解読し、快楽表現の遺伝子を受け取っている。現実の異性の

体感は理解できなくても作中人物の快感は充分に理解できるし、身体

だって反応するのだ。

　だいたい、漫画を読む時だけ巨乳の美少女あるいは美女に自己投影

してどこが悪いのか？

　崩壊しつつあるとはいえ、男性優位社会で男性としての特権を享受

するには、男性としての義務がつきまとう。優位のオスとして劣位の

メスを気持ち良くさせてやることもその義務に含まれる。それがマチ

ズモの基本だろう。男らしくあれ。男らしい男になれ。そうやってオ

トコは育ってきた。

　男性としての特権を捨てるつもりはないが、空想の中で気持ちよく

される側に廻ったって、誰もわからない。トランスセクシュアルやト

ランスヴェスティズムを奥深いところで内包しているかもしれない

が、切実に女性になりたいとか、女の服装をしたいというわけではな



い。

　性同一性障害を抱えている人からすれば身勝手な男の、都合のいい

妄想だろう。だが、妄想とはそもそも身勝手で都合のいい空想のこと

なのだ。

　このいわば「気持ちのイイ身体」妄想が、シーメール漫画の小ブー

ムへとつながって行くのだから面白い。これに関しては別章にて触れ

ることにする。

（１）　シーメールの最初の波は、八〇年代にアメリカのポルノシーンで起

きた。外見的にいえば、ペニス以外の身体（乳房、臀部、体毛）を女性的に改造

（ホルモン療法、外科手術）した両性具有的な存在である。睾丸の除去を行う場

合もあれば、残す場合もある。内臓的にも染色体的にも男性だ。心理的に

は、性同一性障害、女性化志向の強いメール・トゥ・フィメール（ＭＴＦ）の

トランスセクシュアル（ＴＳ）のプレ・オペレーション（プレオペ。完全性転換手

術前の状態）、トランスヴェスタイト（ＴＶ＝異性装者）の極端な形、身体改造趣

味など様々であり、セクシュアリティもヘテロセクシュアル、ホモセクシュ

アル、バイセクシュアルなど様々。日本でも人気を集めたアメリカン・ハー

ドコアムービーを代表するシーメール、スルカの場合は最終的に性転換手術

を行っているのでプレオペということになる。また「ゲイ」あるいは「ゲイ

セクシュアル」は男女ともに同性愛者を指す。シーメールだからといってゲ

イとは限らないし、シーメールとしてポルノ映画に出て、男優とセックスし

ていたとしても内面が女性である性同一性障害の場合は外観は同性愛行為だ

が、本人的にはストレートな男女のセックスということになる。



第三章　妹系と近親相姦

　二一世紀初頭のエロ漫画でもっともポピュラーなのが「妹系」と呼

ばれる一群だった。これは兄妹間の近親恋愛を描くもので、必然的に

近親相姦／近親恋愛に含まれるサブジャンルだと位置づけることがで

きる。厳密な統計作業を行っていないのであくまでも筆者の印象だ

が、「妹系＞妹系以外の近親系」であり、妹系が大きく突出してい

る。「妹系以外」では姉弟間と母息子間が多く、父娘間、叔母甥間、

叔父姪間がそれに次ぐ。姉妹間や叔母姪間も組み合わせとしてはある

ものの、多くはグループセックスの中でのセッションである（１）。

父息子間、叔父甥間、兄弟間は男性向けエロ漫画ではほとんど存在し

ない。

　本章では近親相姦という古典的なタブー（２）がエロ漫画でどう扱

われているのか？　また「なぜ妹系か？」ということを考えてみた

い。

（１）　グループセックスは特に章を立てないが、エロ漫画では男女一対一

のセッションだけではなく三人以上、つまり３Ｐから乱交にいたるまでの

セッションが盛んに描かれている。その中で近親相姦がからむことも多い。

（２）　民族、宗教、国と地域によって幅は様々だが、それぞれの道徳と法

によって近すぎる血縁関係の婚姻は制限されている。日本では三親等までの

制限で、従兄弟・従姉妹間までは法的にも容認されている。ただ日本で法が

介入しうるのは婚姻という制度的側面であり、性行為そのものを禁止してい

るわけではない。



愛さえあれば近親も辞さず

　近親相姦についてあなたはどう感じるだろうか？　よく耳にする答

えは「気持ち悪い」である。生理的な嫌悪感といっていいだろう。面

白いことに実際に兄弟姉妹のいる人ほどこの傾向が強い。「近親相

姦」と聞いた瞬間、身近な血縁者を思い浮かべてしまうのだ。

「リアル妹がいる人間からすれば妹系は理解不能！」

　とまで断言する漫画家もいる。

　私は一人っ子なので血縁姉妹との関係となれば、どう転んでも実行

は不可能なので、純然たるファンタジーということになってしまう。

では、母親に対する愛情はどうなのか？　元々は自分と一心同体だっ

た個体であり、男性にとっては生涯で最初に出会う異性である。エロ

チックな感情がゼロとはいえないだろう。一般論として「男はみんな

マザコン」といわれるが、それ以上（自分の内面に）踏み込むのは厳し

いものがある。私はトークライブ『網状言論Ｆ』で小谷真理が男子オ

タクの母子関係について言及した時、軽いパニックに襲われた。「何

もないこと」にしていた「何か」が記憶の奥底からわき上がってきた

のである。近親相姦願望と定義できるものではなく、もっと不可思議

な感情をともなう「何か」なのだ。

　近親相姦に対する生理的な忌避は、主に後天的に学習した文化的な

規則が骨がらみになっている。宗教上の禁忌、共同体の規範、法的規

制といったルールは、血縁関係に制限を設けて相続権などの権利の序

列と配分を明確にし、また近親婚による遺伝的な問題（１）を回避し



て血統による家系を存続させることによって社会と国家の秩序を維持

するという要請に基づいている。ただ最近の生物学の研究では、近親

交配を避ける遺伝子が発見されているそうだから、我々の近親相姦に

対する生理的嫌悪感もその他の性的タブーも、さらには「本能」と呼

ぶブラックボックスも、実は遺伝子レヴェルの「設計」に帰属するこ

とになるのかもしれない（２）。

　神の設計思想がどうあれ、人間とは天の邪鬼な存在で、禁じられて

いればいるほど、興味を持つ。実際にタブーを犯す人々は少なくて

も、フィクションでタブー侵犯の世界を覗き見る分には雷に打たれる

こともない。近親相姦の物語は、傍観し、窃視し、シミュレーション

しやすく、当事者以外には「身につまされる」ことの少ない安全牌な

のだ。

　近親相姦は神話や聖書にまで遡ることができる。それらは近代的な

意味でのフィクションではないかもしれないが、そこから生まれた

ミームはフィクションの中に流れ込んでいく。演劇でいえば、ギリシ

ア悲劇から始まって、ジョン・フォードのエリザベス朝血みどろ戯曲

『あわれ彼女は娼婦』（一七世紀。映画化『さらば美しき人』・七一）、

映画でいえばエディプス神話をベースにしたパゾリーニの『アポロン

の地獄』（六七）、小説では夢野久作の『瓶詰の地獄』（二八）、倉橋

由美子の『聖少女』（新潮社・六五）、漫画では古くは手塚治虫の『奇

子』（大都社・七三～七四）、上村一夫（原作・阿久悠）『悪魔のような

あいつ』（七五）、少女漫画では山岸凉子の『日出処の天子』（白泉

社・八〇～八四）が有名だ。他にも比古地朔弥の『神様ゆるして』（Ｂ

ＳＰ・九九）、吉田基已の『恋風』（講談社・〇二～〇四）、青木琴美



の『僕は妹に恋をする』（小学館・〇三～〇五）が話題を集めた。

　アダルト系では昔から近親相姦や義母物の小説が定番だった。官能

小説の漫画版でもあった初期のエロ劇画でも、三流劇画でも、近親相

姦を描くことは選択肢の一つだった（３）。ロリコン漫画ブーム以

降、現在の美少女系に至るまで当然の如く多くの漫画家たちが近親相

姦物を描いている。例えば、エロ漫画界で一エポックを作った森山塔

の近未来ＳＦエロ漫画『とらわれペンギン』（図22）は近親相姦姉弟

（クローンだから０親等）が主人公だ。同人誌界では三舞野かかし（商

業でも単行本化）の近親路線が有名だったし、飛龍乱も早い時期から

様々な組み合わせの近親相姦ものを描いていた。





　ここまでは当たり前の話である。では、エロ漫画では近親相姦はど

んな形で描かれてきたのだろうか？

　まず、神話、戯曲、小説、映画などで描かれてきた近親相姦にかか

わるミームは総じて流入していると考えた方が早い。つまり古典的な

禁じられた恋人たちの悲劇、背徳の一環として行われる近親相姦、血

縁者に恋してしまった人間の葛藤などといったパターンのほとんどは

踏襲されている。他のジャンルとの差異はエロ漫画があくまでもエロ

ティシズムとポルノグラフィ性を追求するジャンルだという点だ。つ

まり、純真な若い二人の悲恋だろうが、狂った父親による家庭内レイ

プだろうが、作家の問題意識や思い入れとは別の次元でエロチックで

なければならない。もちろん、漫画としての深み、人間描写へのこだ

わり、作者オリジナルの思弁による近親相姦についての考察、タブー

に対する疑義、そうしたものを含むこと自体に問題はない。ここでも

「エロさえあればノープロブレム」という鉄則は揺るがないのだ。

　近親物の第一人者と呼ばれる飛龍乱の『EDEN』は兄妹間の関係を

描いている。兄貴に想いを寄せる妹。彼女は幼児の頃、公園でおもら

ししてしまい、みんなに「汚い」とバカにされているところを兄にか

ばってもらったという恥ずかしい思い出があった。「私……キタナイ

よ、もうおウチにかえれない……」と泣きじゃくる彼女に兄は「平気

だよ。汚くなんかないって!!」といい聞かせ、汚く思っていない証拠

として妹の尿で濡れた性器を舐めて浄めたのだ。その記憶が邪魔をし

て思春期を迎えた現在では兄を意識しすぎて逆にツンケンしていた彼

女だが、ある日、電車内で痴漢に遭遇し、思わずおもらししてしま

う。その急場を救ったのがまたもや兄だった。かくして幼児期の甘



酸っぱいドラマが再現され、二人はついに結ばれ、優しく激しいセッ

クスに雪崩れ込んでいく（図23）。





　過去のトラウマと屈折と癒しというシナリオで、構造としてはステ

ロタイプだ。「失禁」の代わりに「レイプ」を持ってきても成立する

し、「兄」の代わりに「おさななじみ」でもいい。だが、他人から見

れば他愛ない「子供のおもらし」と「優しい兄」というセットが、妹

のキャラクターの適度な屈折感と愛らしさを演出している。このあた

りのちょっとしたツイストやトラウマを癒された妹の安堵の表情を愛

らしく見せるあたりはさすがである。ラストでは妹の将来を考えて、

なかったことにしようという兄に対し、妹は「神様にだって、お兄

ちゃんは渡さない!!」と誇らしく宣言する。セックスによって内面が

変化するという展開もステロタイプなら、タブーも世間体も愛の前で

は無力なのだ的なメッセージもまたそうである。これはすでに一つの

「型」なのだ。

　こうした恋愛至上主義、「愛があるなら血縁だって超えられる」と

いう発想は単にエロ漫画のオヤクソクという以上に極めて古典的であ

り、読者の意識にも近いだろう。特に日本の場合は近親婚の法的制限

が緩いこと、奈良時代以前は皇族と貴族の間では異母兄弟姉妹間の結

婚までは容認されていたという伝統、諸外国と比較して宗教色が薄い

ことなども手伝って、近親相姦に対する積極的全否定よりも、消極的

部分肯定の人の方が多いのではないか（４）？

　とはいえ愛と欲望の境界線は曖昧だ。魔訶不思議の『雛迷宮』に登

場する十七歳の
たくみ

鷹匠は、十一歳の妹・雛子に激しい性欲を感じてい

る。可愛いと思う気持ちにも、やりたいという欲望にも噓はない。鷹

匠は寝乱れた姿に欲情し、そっと性器を舐め、「ひな子に挿入たい」

と独白しながらも思いとどまり、ペニスを妹の股間にあてがって射精



する。頭の中では「妹とやりたいけど妹だからやっちゃいけない」と

いう葛藤が無限ループしている。夜ごと、繰り返される家庭内痴漢行

為はついに寝たフリをしていた妹にバレてしまう（図24）。だが、妹は

兄のペニスを握りしめ、「お兄ちゃんなら　ひな子　してもいいよ」

と応える。鷹匠は挿入しようとした瞬間「ひな子のあそこが広がっ

て…
な

膣
か

内が熱い!!」という快感と「いいのか!?　このきれいなあそこ

を汚していいのか　妹なんだぞ」という自制が同時に働き（５）、な

んと肛門に挿入してしまうのだ。しかし、これがきっかけで雛子はア

ナルセックスをせがむようになり、鷹匠は「妹の性器に挿入したいけ

ど妹だから性器にだけは挿入しちゃいけない」という第二段階の無限

ループに突入し、永遠に飢えと渇きから解放されない。つきあい始め

た彼女の名前もひなこであり、思いあまってデリヘルに電話して呼ん

でしまうのも「モミング娘のひなこ」（源氏名）だ。どちらのひなこ

とも性交するが鷹匠の渇きは癒されない。恋人の「ひなこ」とのセッ

クスは激しさを増し、学内でも、プールの更衣室でもところかまわず

性交し、剃毛プレイや露出プレイ、アナルセックスまでエスカレート

する。しかも、その間、妹ともアナルセックスを繰り返す。思春期の

物狂わしく昂進する性欲をここまでコミカルに濃厚に、なおかつ切な

く描き、さらには我々の「欲望」というものが決して満たされること

がない「永遠の渇き」であることまで踏み込んだ作品は稀だろう。





（１）　近代以前は経験則だろう。

（２）　デボラ・ブラム『脳に組み込まれたセックス　なぜ男と女なのか』

（越智典子訳・白揚社・〇〇）に登場する生物学者アーシュラ・グッドイナフによ

ると、「ブロッコリーには自分と似すぎたブロッコリーとの『交配』を避け

るための遺伝子が五十種類もある」そうだ。これは「両親の遺伝子がたがい

に似ていなければいないほど多様性が生まれ、遺伝子の損傷に対処する能力

も大きくなるし、欠陥遺伝子が受け継がれる可能性も低くなる」（同書）とい

う設計思想に基づいているのだろうか？

（３）　三流劇画の近親系といえば、ダーティ・松本の「幻視の肉体」（『血

の舞踏』久保書店・八七所収）が強烈。美少女と美少年の姉弟を誘拐し、互いの性

器をクロス移植してから性交を強いるという、凝った仕掛けになっている。

（４）　内藤良の性体験ルポ『ねえ、体験しない!?』（宝島社・八二）だったと

思うのだが、内藤が見聞した激しい近親恋愛のエピソードがあり、正直な

話、私は「子供さえ作らなければいいのではないか？　愛し合ってんだし」

と感じたものだ。

（５）　三コマにわたって二つのモノローグが並行する技法が効果的だ。

理想の母と淫乱な義母とリアルな母

　兄弟姉妹なら、消極的にでも部分肯定できるとしても、母子相姦や

父娘相姦となると一気にハードルが高くなる。特に男性漫画家が母と

息子の関係を描くとなると、否応なく自分自身と母親のことを考えざ

るをえないだろう。無論、男性読者だって他人事ではすまない。私と

て母親とのエロチックな関係をシミュレートすると考えただけで気分

が落ち着かなくなってしまうほどだ。



　そのあたりの危うさもあってか、母子物はさほど多くない。また描

かれるにしても、母親像は若く美しく優しい理想化されたキャラク

ターであることが多いようだ（１）。恋愛感情を持つにせよ、思いあ

まって凌辱するにせよ、「理想の母親」と性交したいというのは実に

わかりやすい。

　留萌純がデンジャラスな近親相姦作品集『ママにいれたい』の表題

作で描いたリアルな母親はむしろ例外かもしれない。まだ若い彼女は

バツイチで性欲をもてあまし毎日のようにオナニーに耽り、イラつく

時には子供に当たりもする。母子家庭を切り盛りし、頑張ってるんだ

けど淋しい女性である。一方、小学生の息子は母親のオナニー姿を覗

いたばかりにそれが脳に焼き付いてしまい、学校でも授業を抜け出し

てはオナニーに耽っている。そして、ついにある日、少年は裸になっ

て母親のオナニー現場に目に涙を浮かべて入ってくる……。

　共に夫と父という欠落を抱えた満たされない者同士が傷口を舐め合

うような、中途半端な癒しもなければ、カタルシスもない、なんとも

やりきれない母子の閉鎖系である（図25）。母親は息子と寝ることに

よって「代理の夫」を得たとしても、息子の方の欠落は埋まらない。

哀しい物語である……と考えてしまうのも、私の内面に「父（夫）と

母（妻）と子が揃うことが家族の最低条件」というような根深い「家

族幻想」があるからだろう（２）。こうして自分の家族観まで考えて

しまうのは深読みがすぎるかもしれないが、留萌純の家族を題材にし

た作品には色々と考えさせられる秀作が多い。





　しかし、エロ漫画に描かれる母親像はなにも理想像（理想を逆転させ

た淫乱系も含む）やリアリズムだけではないというあたりが面白い。田

中エキスの『幼なママ』に登場するママは理想もリアルも突き抜け

て、萌えキャラ化しているのだ。彼女はタイトル通り幼い顔立ちと体

型の持ち主で、実の息子より年下にしか見えない。現実には例外的に

しかありえない人物像だが、それをしれっと描けてしまうのが漫画の

強みである。しかも性格も子供っぽくて愛らしくて甘えんぼだ。男の

身勝手な願望からいえば理想の恋人像に近いだろう。しかし、母親な

のだ。年頃の息子としてはかなり複雑な心境に陥っているところに、

夫に放置されてヤケ酒飲んだママが迫る。酔うと見境なくエッチに

なってしまうというこれまた理想の設定で、息子もついつい愛情と欲

望に負けてしまう……。

　ここまでくると「理想化された母親」どころか「理想的な彼女が手

近にいた」という男の御都合主義の典型だ。いや、むしろ、ここでは

「母親」という属性さえ「かわいいママ」として萌え要素の一つと化

しているのである（図26）。





　母子相姦をさらに安全なポジションから楽しむのならば義母との関

係という「代理の母」を立てる手もある。血縁がない分、抵抗感は低

くなるし、若い女性が父親と再婚し……というパターンならば年齢差

も少ない。若くて美人だけど「母」というわけだ。

　この形式の代表作としてはみやびつづるの『艶母（完全版）』（司書

房・〇三）が挙げられる。父の後妻に恋情を燃やした高校生の息子

が、エロいイタ電から始めて、バイヴを送り付け、テレフォンセック

スにもちこみ、あの手この手を駆使して義母を肉奴隷に落とし、さら

には叔母までも陥落させるというピカレスク長編。義理の関係である

以上、近親色は薄められているもののヒロインが母になろうと努力を

している序盤はなかなかの気分である。後半は、夫（父）に隠れてや

る調教淫乱プレイの悪の愉しみとスリルの方が強くなり、「親子関

係」も一つ屋根の下にいる理由付け程度へと後退するのだが、エロ

ティシズムが止まるところなく上昇する。これはやはり名作というべ

きだろう。

（１）　現在のエロ劇画系では熟女系が専門誌を擁するサブジャンルとして

自立しているが、そこに登場する母親像はいずれも歳相応の外見を持ってい

る。いや、ことさらに老けた感じに描かれることも多い。

（２）　この家族幻想はストレートに父子家庭、母子家庭への同情をも含む

差別意識へとつながる。

愛もモラルもなく



　たとえいくら愛があっても近親相姦は世間的にカミングアウトでき

ない。こんなにユルユルの日本でも、決して明るいイメージでとらえ

られることはない。では、愛がなければどうなのか？

　愛もモラルも捨て去った果てのダークな世界を描くのが山田タヒチ

の長編『稜─RYO─』だ。母親の死後、父親が物狂いのように高校生

の娘を凌辱し、緊縛し、嬲り尽くす悪夢のような光景を毎日見ている

弟・稜の物語である。稜は姉だけは信じていたのに、姉に凌辱され

（図27）、さらには思い詰めて頼った女教師を父と姉に犯され、自分も

強制的に女教師とセックスさせられてしまう。実はこれは総て父親の

感情教育であり、稜はやがて父親と同じように「大切なモノを失って

まで快楽を手に入れようとする」悪魔的な人間へと成長していくこと

になる。後半部は稜を中心とした「非人道的な行為の数々」と、稜と

まったく同じ状況だった父親の少年時代の回想が描かれ、虐待の被害

者が後に虐待の加害者になるという絵に描いたような不幸の連鎖であ

ることが示される。救済も破滅もないオープンエンドのまま物語は結

末を迎える。ここでは近親相姦は常人ではなくなるための通過儀礼で

あり、背徳の底に降りていくための通過点に過ぎない。





　未完ながらカルトなまでの人気を保っている秋葉凪樹（人）の『空

のイノセント』（コアマガジン・九七～九八）の場合はどうか？　女だ

けの崩壊家庭に取り込まれた主人公の少年が、少年に固執する叔母、

サディスティックな従姉に凌辱され、マゾヒスティックな受動の快楽

を身体と心に刻みつけられる。快楽の蟻地獄と無垢な従妹（ヒロイン

の空）への一途な想いによって逃れられないまま物語は破滅の方向へ

とひた走る。オウムや連合赤軍が最後に陥った自滅的な閉塞空間がそ

のまま家庭という形で現れたような恐るべき長編である。アニメ『新

世紀エヴァンゲリオン』（九五～九六）以降の内省の時代を象徴する

作品の一つともいえるだろう。

　いずれの作品が描いているのも家庭という名の暗闇だ。我々は現実

の他人の家庭の内実を知ることはできない。それが露わになるのは事

件が起きた時だけだ。『稜─RYO─』の父子家庭も『空のイノセン

ト』の女系家族も外から見れば平凡で幸せな家庭なのである。

　同じくアンモラルな世界を描いていても明度が一八〇度違うのが

RaTeの『INCEST＋1』だ。

「うちの学校は女子校だからレズが当たり前です」

　と最初から頭痛いナレーションで幕を開け、でも男が欲しいという

恭子に親友のかすみが、

「あたしのカレシ紹介したげよっか？」

　と紹介してくれたのが……おちんちん丸出しの可愛い少年で、しか

も、

「あたしのカレシで弟のかずみ」

　というビックリなカミングアウト（図28）。しかし恭子は、



「そっかあ、かすみ近親してるんだぁ。やっるぅ～～っ」

　という脳が溶けそうな反応。で、三人でオーラルセックスの後、

「さあ、次はセックスよ」

「わーいセックスセックス──♥」

「恭子、バージンだけど……オマンコこんなに濡れてるし、いきなり
い

挿
れ

入ても大丈夫よね」

「うん、オナニーいっぱいしてるから痛くないと思う……」

　とまあ、あっけらかんというか、大馬鹿野郎な会話を交わしつつ近

親入りの３Ｐが展開されるのであった。





　RaTeの作風がまた極端なのだが、「人倫に悖る背徳」であり「神の

定めた律法に反旗を翻す大罪」であるはずの近親相姦が「やっるぅ～

～っ」ですまされちゃうのである。人類が営々と受け継いできた近親

婚タブーも、屈折した想いも、瞬時に破壊される。価値破壊的といえ

ばこれほど破壊的なこともないだろう。「近親相姦は暗い」という既

成の価値観が強ければ強いほど『INCEST＋1』の破壊力は高まる。

脳内妹との甘いロールプレイ

　最後に「妹系」について考えてみたい。

　妹系といういい方が広まったのは九〇年代後半からだが、実は非常

に幅の広い用語である。一般では「妹系のアイドル」「妹系ファッ

ション」というふうに、「妹っぽい」「かわいい」「ロリータ的な」

というイメージで使われる。

　エロ漫画では「兄妹の近親相姦関係を描く」作品を指すが、一般的

な用法も含んでいる。この仮の定義に従えば先に紹介した魔訶不思議

の『雛迷宮』をはじめ、ひんでんブルグの『兄妹愛』（図29）の表題作

（兄貴が失恋した妹を慰めているうちに盛り上がって……）も、鬼ノ仁の

『近親相姦』収録の「Be My Angel」（兄妹のセックスを濃厚に描く

（１）［図30］）も、作風も画風も異なるとはいえ、すべて「妹系」に

含まれる。





　ただ、「兄妹相姦」と「妹系」の間には微妙なズレがあることも事

実だ。明確な定義がないので、このニュアンスを伝えることは難しい

が、確実なのは「萌え」がオタク周りやエロ漫画読者の間で共通語と

なった九〇年代後半以降の作品で、萌え要素が多く含まれ、ヒロイン

である「妹」が読者にとって萌えの対象になることが仮の条件として

設定できるだろう。

　極論すれば、ここで読者が萌えるのは実体の代理や表象としての

「妹」ではなく、「妹」という「役割」を背負った「キャラ」に対し

てである。「兄」もまた「役割」にすぎない。読者はエロ漫画を読む

ことによって、あたかもロールプレイング・ゲームをプレイするよう

に、兄や妹と名付けられた役柄を脳内劇場で演じる。これに対し、

「そもそも創作物を鑑賞するタイプの芸術と娯楽は多分にロールプレ

イ性を含んでいるではないか？　ならば、どこが違うのか？」

　という反論もあるだろう。

　これに対しては、まったくその通りだが、よりロールプレイ性を純

化させたところに現代エロ漫画のエッジがあると答えておこう。もち

ろん現時点では厳密に論証することは不可能だが、私はそういう感触

を摑んでいる。

　創作物に対する読者の姿勢が、より自覚的になっているのではない

か？　以前のオタク批判では「現実と虚構の区別がつかない若者」と

いうのが常套句になっていたわけだが、現実はむしろ逆ではないか？

　オタク的読者は現実と虚構を明確に切り離した方がより快楽が得ら

れることを知っている。いや、正確にいえば現実と虚構が常に通底

し、現実が実は不確実で、虚構にもリアルがあることを知った上で、



敢えて別のものとしておいた方が、安全でより快適だということを

知っているのだ。残念ながら我々は映画館の銀幕に向かって発砲する

発展途上国の観客ほどイノセントでもピュアでもない。ならば徹底し

て虚構を虚構として愉しむしかないではないか？

　その意味ではゴージャス宝田の『妹ゴコロ。』は絶品といえるかも

しれない。なにしろ、兄が大好きな妹をレイプしてしまうけれど、実

は妹にとってはそれこそが夢の実現であり、相思相愛の二人は甘々で

ラブラブなハッピー・セックスライフを満喫するという「ありえ

ねー」と十回は叫びたくなるくらいベタなネタの長編なのだから（図

31）。





　ストーリーラインだけを見れば、ステロタイプで頭の悪い作品とし

か思えないだろう。あまりにもリアリティに欠ける御都合主義だとい

うことになる。

　ところが実際に読むとこれが読ませる。凡庸なネタでも料理人の包

丁次第というべきか、実に上手く出来ているのだ。

　妹の千波は「可愛い」「あどけない」「いじらしい」「一途」「け

なげ」なキャラで、時には嫉妬心も見せるし、兄一筋の自分のことを

「ヘンナコかな？」と自省もするが、基本的に前向きな性格の持ち主

でもある。

　兄の航一郎は一見「クール」「知性派」「大人」「傲慢」なのだが

実際は「鈍感」なくせに「自虐的」にウジウジ悩むタイプ。千波が

「理想的な妹キャラ」であるのに対し、航一郎は
そと

外
づら

面は優秀でも中身

は普通のダメ人間だ。航一郎のダメさ、ヘタレさは見事。妹をレイプ

する時点で、もう救いようがないくらいダメだし、レイプしてから反

省するというヘタレさがまたスゴイ。そもそもコイツの妹に対する意

識は、

「勝手に『
コイツ

妹くらいは俺の
モ

味
ノ

方か』って──」

　という情けないレヴェル。敵味方（内と外）二元論で味方すら物扱

い。だが、こうした内面吐露は同情をも生み、航一郎が御都合主義的

に妹とラブラブになっても、どこか安堵してしまうのだ。

　妹からは愛され、読者からは同情され、同級生にはズバ山くんとい

う変な理解者までいる。なんと幸せな男だろうか？　神の視点を持つ

ズバ山くんは、千波と航一郎の思いに気付き、認証まで与えてしまう

のだ。



「それがヤバイのって子供作る時だろ？　普通のカップルだって子作

りでＳＥＸするワケじゃねェし」

　この台詞の前にズバ山くんは、航一郎につきまとうガサツで異様に

テンションの高いボーイッシュな「自称・校内妹」のリロンに触れて

もう一つ重要なことを指摘している。

「『妹』ってたぶんリロンみてェのだよ。ちぃ（筆者註・千波）ちゃん

は別」

　つまり作者はここで千波は「妹」ではなく「妹キャラ」だと読者に

宣言しているのである。

　ゴージャス宝田の周到さは常に「外」と「内」を分け、学内（私立

の一貫校で編入生は「外の人」と呼ばれる。千波的には「外の人は乱暴」と

いう評価が定着しており、リロンも外の人）、家庭内、千波がオナニーす

るクロゼット、二人がセックスする音楽練習用の防音ボックスなど

「内側」の気持ち良さ、居心地の良さをさりげなく強調し、読者の内

向志向にシンクロさせる。

　妹系と関連して「脳内妹（２）」という言葉が流布したことを合わ

せて読み解くこともできるだろう。

　現実に妹がいなくても脳内妹なら持てるし、脳内妹だから自分専用

にカスタマイズしてもかまわない。自分の内側に「外の人」は入って

こない。そもそも『妹ゴコロ。』というタイトルは「妹の心」と「心

の妹」のダブルミーニングではないのか？

　そう考えると『妹ゴコロ。』はエロ漫画であると同時に脳内妹の仕

様書としても読み取れるだろうし、恐らく、そう読んでいる読者もい

るはずだ（３）。ここまでくると「妹」は脳内恋人の一属性に過ぎな



くなる。近親相姦という現実には深刻な問題もここでは脳内恋人が

「妹型」だから必然的に「近親相姦」になるだけの話なのだ。

　こうした事態を漫画家たちは敏感に感じ取っているのかもしれな

い。瀬奈陽太郎の『 !?～マルいも!?』では、なよやかな美少年であ

る「兄」が、それぞれにタイプの違う妹たちによって、翻弄され、玩

具にされ、凌辱される。ここでは近親相姦のハードルを積極的に越え

るのは妹たちだ。

　次々と登場する新手の妹たち（中には兄より年長にしか見えない姉タイ

プの妹もいる）はまさに脳内妹の逆襲である（図32）。妹系もエロコメ

もオネ×ショタ路線も全部まとめて裏返してパロディに仕立てたメタ

的なコメディだ。しかし、しぶとい読者たちはニヤリと笑って実用す

るところは実用してしまうのである。





（１）　「Be My Angel」というタイトルは元祖妹系ロリータアニメ『媚・

妹・Baby』（『くりいむレモン』シリーズ・創映新社）へのオマージュかもしれな

い。

（２）　脳内妹も結局は「自分自身」だから、極めてオートエロチックな構

造でもある。こうした構造はポルノグラフィそのものに内在しているのかも

しれないし、想像するという行為自体に内在しているのかもしれない。

（３）　脳内妹はあらゆる脳内存在同様にミームの束でできている。外側か

ら供給されるミームによってリアルタイムにアップデートされている。脳内

妹が「自分自身」だとすれば、自分自身もまたミームの束でできていてアッ

プデートされ続けているということになる。現代神秘主義者のスーザン・ブ

ラックモアは「われわれが意識的な自我と思っているものは、実はミームの

集団」「個人的な自我は、脳の情報処理系によって保持されている一束の

ミームにすぎない」（ジョン・ホーガン『科学を捨て、神秘へと向かう理性』竹内薫

訳・徳間書店・〇四）と語る。これと生物学者シェーンハイマーの「動的平衡」

説を併せて考えると極めて刺激的だ。シェーンハイマーについては福岡伸一

『もう牛を食べても安心か』（文春新書・〇四）に詳しい。



第四章　凌辱と調教

　エロ漫画といえば「凌辱」だ！　と思い込んでいる人も多いだろ

う。統計を取ったわけではないので、正確なところは不明なのだが、

実際、目立つこともたしかだ。ただ、昔にくらべれば、凌辱をテーマ

として絞り込んだ「純凌辱ネタ」はさほど多くはない。多いのは凌辱

的な要素、つまり「一方の明確な同意なしに他方が強制的に行う性行

為」の描写を含む作品だ。最後まで読んで、和姦だったとわかる作品

もあれば、被害者だと思っていたキャラクターが実は「加害者」に命

じていたなんて場合もあって、ややこしいことこの上ない。しかも九

〇年頃から女が男を凌辱する、ＡＶ用語でいえば「逆レイプ」が急増

する。好色な女教師が男子生徒をヤッちゃうなんてのはもはや定番の

一つに数えられるだろう。今時、「男は女よりも強くて能動的」なん

てオメデタイ迷信にしがみついていられるのはノンキなバカオヤジだ

けだし、エロ漫画全体を「レイプ漫画」だと思い込むのは実態を知ら

ないアンチの人々くらいだろう。

　とはいえ、エロ漫画に、テーマであろうがモチーフであろうが境界

領域であろうがビジュアルだけだろうが「凌辱もの」が多いのはなぜ

だろうか？　解答の一つとして挙げられるのが効率の問題だ。凌辱を

組み込むことによって十六～二十ページの基本フォーマット内で簡単

に激しいセックスシーンというアイキャッチとドラマチックな物語を

盛り込むことができるからだ。淡々とした日常の中で、ほのぼのとし

た平和なセックスを描くよりも簡単に読者のストライクゾーンに直球



を投げ込むことができる。身も蓋もない話だが、現実なんてものはえ

てしてそういうものだ。漫画家との打ち合わせで「二十ページ中十五

ページはエロシーンを入れて下さい」（数値はあくまでも仮だが）とノ

ルマを課す編集者はゴロゴロいる。

　しかし、それだけか？　というとそうではない。レイプモチーフを

含むエロ漫画が多いのには他にも様々な要素が考えられる。レイプ描

写が自己遺伝子を次世代に伝えようとする本能を刺激するという素朴

な見方もあるだろうし、現実世界では面倒な手続きが必要な性行為に

至るプロセスをファンタジーの中で一気にショートカットするための

便利な仕掛けだと見ることもできる。もちろん、異性に対するアンビ

バレントな感情や、マチズモもあるだろう。人間のダークサイドにあ

る欲望のガス抜きかもしれない。いずれにせよ、ヤル側／ヤラレル側

のいずれに自己投影するにしても、強制力行使による性行為はどこか

人間の根源的な部分を刺激し、レイプ表現は時として激烈な反応を呼

び起こす。エロ漫画バッシングの鉾先が常にロリコンとレイプに向け

られることは周知の事実だ。

　みやわき心太郎＆愛崎けい子の『THE レイプマン』（リイド社・八

七）は純レイプ物の「原点」と呼んでもさほど大外れではないだろ

う。主人公はしがない高校教師だが、裏の稼業は強姦請負人というデ

ンジャラスな物語で、要は毒をもって毒を制するレイパー版『必殺仕

掛人』か『ゴルゴ13』である（図33）。この作品の興味深いところは、

レイプという非常かつ非情の行為を要として読者の欲情に訴えると同

時に、制裁される「悪女」たちの実態を通じて、男性優位社会の抑圧

と矛盾まで描き出してしまった点にある。そのため、いかにレイプマ



ンが超絶的なテクニックでミッションをコンプリートしてもカタルシ

スは少なく、むしろ暗くドロドロとした澱が残る。決して単純マッ

チョなスーパーマンのレイプ礼賛漫画ではなかったのだが、女性団体

の抗議によって絶版に追い込まれてしまった（１）。





　もちろんレイプ礼賛漫画なら抗議されて当然だというわけではない

し、抗議行動の詳細を知らないまま脊髄反射するつもりもない。た

だ、まだまだマチズモの亡霊が歩き回り、ジェンダー的な抑圧が強い

この社会において、レイプという題材は、凡庸であろうがなかろうが

依然として劇薬であるということだ。

（１）　抗議 絶版とスピーディに進行してしまったのは一般青年誌『リイ

ドコミック』連載作品だったからだろうか？　九九年にリイド社系列のシュ

ベール出版から復刻。抗議自体は言論の自由だが、表現そのものを封殺す

る、絶版や回収や撤去の要求はその「言論」の正当性を大きく損なうだろ

う。それは未来の議論を封殺する要求にほかならないからだ。

凌辱、劇画とネオ劇画

　三流劇画とそれ以前の時代にはハードなレイプから、ちゃっかり

セックスしちゃう艶笑物に至るまで、凌辱系が幅をきかせてきた。こ

れがロリコン漫画時代に突入するとラブコメ系Ｈ漫画が前面に出て、

ハードなレイプ物が相対的に減少する。そう、オタクにとってはカワ

イイが一番でドエロはお呼びじゃなかったワケだ。ドエロを求めるな

らば衰退期とはいえ三流劇画が生き残っていた時代である。

　主導権争いから三流劇画が脱落した八〇年代後半、美少女系エロ漫

画が市場を拡大するにつれ、再びハードな路線が目立ち始める。悪く

ない戦略だった。旧世代の三流劇画難民を取り込み、新世代の「抜

き」志向読者を引っ張ることによって、同業他誌との競争力を強化で



きる。と同時に性表現に一歩も二歩も踏み込み始めた他ジャンルとの

差別化をはかることも可能になる。

　九〇年代前半にはこれを貼っておくと、少々過激で修正が甘々で

も、青少年条例による事実上の「事後検閲 発禁」を回避できる成年

コミックマーク（成年マーク）という黄色い楕円の魔法の護符が登場

し、過激度がアップする。

　この間、成年マーク・バブルと裏腹に、平成大不況が読者の可処分

所得を減少させていったわけだが、不況が厳しくなるにつれ、実用性

と即効性の高い、つまり過激でわかりやすい、より切実性の高い商品

から順番に売れていく時代へと移行する。

　ここで、面白い現象が起きる。手塚／漫画絵／アニメ絵ミームを継

承する美少女系エロ漫画の中から劇画的な方向へシフトする流れが見

えてきたのである。ここでいう劇画的とは、シャープなタッチ、大胆

なアングル、流線（効果線、スピード線）の多用ということだ。美少女

系の漫画絵／アニメ絵ミームの蓄積をベースに、一度捨てた劇画ミー

ムをリサイクルすると同時に当時の青年誌に持ち込まれていたＢ・Ｄ

（１）やアメコミのミームをも取り込み、「ネオ劇画」とでも呼ぶべ

きクラスターが形成されていく（２）。

　このクラスターには、劇画と美少女系を意識的に掛け合わせた先駆

者としての伊駒一平（３）、梶原一騎的ド劇画のパロディ同人誌を描

き、美少女系商業誌ではこれも別名義でアニメ調の画風でエロコメを

描くという流れを経て陰鬱な黒い画風に到達した山田タヒチ（４）、

富本たつや風の漫画／アニメ絵系美少女キャラと劇画系オヤジキャラ

という、まさにオタク系と劇画系のハイブリッドと呼べそうな鬼ノ



仁、一般誌でも活躍する甘詰留太（図34）、ＢＬの描き手でもあるバ

ロック感覚の狩野ハスミ、漫画絵に劇画的表現を強引に導入し独自の

世界を形成するスノーベリ（図35）、ビューティ・ヘア、ぺるそな、

The Seiji、オイスター……と挙げていくとどんどんその境界は曖昧に

なっていくのだが、九〇年代中盤以降、こうした新しいスタイルの作

家たちの多くが「売れるハード路線」を切り拓いていった。そこで描

かれるのは過激なセックス描写であり、ギリギリの修正を施した性器

のズームアップであり、透明のペニスに貫かれた膣内にカメラアイが

入って行く内臓描写である。描かれる題材も必然的に強姦、監禁調

教、近親相姦など強烈なものが中心になっていく。





（１）　フレンチ・コミック＝バンド・デシネの略称。日本ではメビウス

（ジャン・ジロー）の影響が大きい。直接影響を受けた大友克洋、藤原カムイな

どのニューウェーヴ経由、あるいはＢ・Ｄとアメコミの影響を受けた板橋

しゅうほう経由で遺伝子が導入された。

（２）　ネオ劇画と三流劇画は類似する要素が多いが、それは魚類の鮫が哺

乳類のイルカに似ているのと同じで、機能を追求した結果、フォルムが接近

したと見るべきだろう。ネオ劇画の激しい作品を読んだあとで三流劇画を読

むと、ほとんど牧歌的に思えるほどだ。

（３）　伊駒本人は「半劇画」と称している。

（４）　同人、美少女系は別のペンネームを使っている。

ルサンチマンとコミュニケーション

　我々も大脳皮質を一枚剝けば、そこには爬虫類の脳があり、食欲と

性欲と生存欲求というシンプルなプログラミングが無限ループしてい

る。それを考えると「レイプ表現を楽しむのは男の獣性のなせるワ

ザ」という素面で唱えるにはあまりにも間抜けな解答も一％くらいは

真理を含んでいるのかもなと思えてくる。たしかに男性に限らず人類

は愛と平和を希求しつつ、他人の不幸を笑い、裏切りを謳歌し、欺瞞

を常とし、隙あらば奪い、犯し、破壊し、殺し、自己の生存と快楽の

みを追求し、時には自滅すらを快楽する。要するに我々は悪魔ではな

いが、天使でもない。強制されるのも、強制するのも悦楽の内なの

だ。

　当然ながら嫌がる相手をねじ伏せる強制力がなければ凌辱すること

はできない。肉体的な暴力に脅迫、催眠、薬物、権力までが動員され



る。

　例えば鬼ノ仁の傑作短編「媚熱志願」は媚薬を使って女生徒を次々

と毒牙に掛けるハゲ校長が主人公だ。勝負も早い。冒頭からハゲ校長

が、

「魔羅の扱いも優等生だとはな」

　とメガネっ娘生徒会長にフェラチオをさせている。二ページ目で優

等生がこんな状態に陥ったのは強烈な媚薬が原因であることが示され

ると同時に挿入が開始される。

「ぐしょ濡れだな、ええ？」「ほぉら……先っちょ入ったぞ」「ほれ

ほれ全部入っちまうぞ……」

　三ページ目で生徒会長は完全に絶頂寸前になっている。

「いつも俺をバカにしやがる生徒会長が!!　ケツ振って泣いてやが

る!!　最高だ!!　最高だぞこの薬は!!」

　四ページ目でタイトルとハゲ校長の次なる生贄（ヒロイン）の全身

像が示され、五ページ目でヒロインがカレシと濃厚なキス、六ページ

目でこの二人はまだセックスまで行っていないことが示され、校内放

送が彼女「美樹本さん」を校長室に呼び出す。美樹本さんは、まんま

と媚薬を飲まされ、ハゲ校長に凌辱されてしまう……。





　短編とはいえ、様々な要素が注ぎ込まれていることがわかるだろ

う。中でもハゲ校長のキャラが素晴らしい。ハゲでデブで中年で下品

でスケベという非モテ系属性だけで造型されたようなステロタイプな

変態オヤジキャラだ（図36）。このハゲ校長と読者の間には世代格差が

あるものの、読者の内心のルサンチマン、即ち「どうせオレなんか、

美少女に愛されることなんかないんだ」「どうせオレはダメな人間

だ」「どうせオレは童貞だ」「どうせオレはブサイクだ」「どうせオ

レはコミュニケーションスキルが低い」的な気分を投影するには適当

なキャラなのだ。学内では最高の権力を持ちながらも女生徒たちには

軽蔑されている。通常の手段を用いていたのでは恋愛もセックスもあ

りえない。イヤなキャラだけどイヤな自分の投影図でもあるわけだ。

それに対し美樹本さんは若く、美しく、愛らしく、清純で、恋人もい

る。育ちも良さそうだし、成績も優秀だ。青春の光輝の中にいる。ハ

ゲ校長の手が届く存在ではない。ならば引きずり下ろすまでだ。「ヒ

トとヒト」として恋愛関係を結べないのなら、人間性を破壊し、肉で

できたモノに落とし、モノとして所有し、さらに破壊するまでのこと

だ。ルサンチマン発、ミソジニー（女性嫌悪、女性忌避）経由、レイプ

着というわけである。

　凌辱ネタは読者のストレートな性欲に対応すると同時に、読者のル

サンチマンの受け皿にもなっている。ルサンチマンの原点には性欲よ

り深い「愛したい／愛されたい」という欲求がある。それは社会の最

小単位である「ワタシとアナタ」との関係性において、互いに「ヒ

ト」として承認し合うということだ。だからギリギリに煮詰めていけ

ば「ワタシはヒトだ」という叫びになるだろう。ルサンチマンの強い



読者が現実に社会から拒否されているか否かはどうでもいい。本人の

脳内で「セカイから拒絶されている」というファンタジーが生起する

ことをルサンチマンと呼ぶのである。その根本にあるのがコミュニ

ケーション不全だが、このスキルを要求する社会的圧力自体がルサン

チマンの温床になる側面もあり、原因と結果が絡まり合っている。

　コミュニケーションという観点から眺めると「性欲モデル」以外の

部分が鮮やかに浮かび上がってくる。その好例が「愛するが故のレイ

プ」である。自分の愛情が上手く伝わらず、あるいは伝わっているの

かどうか確認できず、愛情が暴走し、性器をツールとして直接対話を

試みる。いわば個人間の砲艦外交である。「オレの言ってることがわ

からないのかッ！」と叫びながら不良少年を殴り倒す熱血先生と同じ

パターンだが（１）、愛のレイプの
ずる

狡いところは、セックスから対話

が始まらなくても、少なくとも当座の性欲は満足できるという点にあ

る。だが、対話を執拗に求めるレイパーも登場する。レイパー・ス

トーカーとでも呼ぶべきか？

　古事記王子の長編『クローバー』では変質者青年の情けない懇願に

負けて冒険してしまったヒロインが、それをネタにつきまとわれ、

セックスを強要される（図37）。だが、常軌を逸しているとはいえ、あ

まりにもまっすぐな青年の愛と執念にほだされたヒロインは、やがて

彼の存在を受け入れ、最終的には代理母的な立ち位置を築いていく。

レイプとストーキングから始まる恋愛もあるというわけだ。「そんな

ことは現実にはありえない」という指摘は無意味である。ありえるか

否かではなく、こうしたファンタジーが紡ぎ出されることについて考

えるべきではないか？　『クローバー』の醍醐味はその行為とは裏腹



に「攻め／受け」が逆転する部分にある。凌辱者だったものが許さ

れ、救済されるというファンタジーはどことなく宗教的な回心の物語

に似ている。これは凌辱物エロ漫画としては珍しいパターンではある

のだが、女性に母性を求めるという点では、極めて古典的ともいえる

だろう。





（１）　体罰も軍事侵攻も一種の凌辱であり、大きなトラウマを残す。ヴィ

クトリアン・ポルノにやたらとウィッピング（鞭打ち）、スパンキング（尻叩

き）が登場するのもパブリックスクールの体罰に起因する。軍事力の行使は国

家／民族間単位のレイプであり、中国、韓国（朝鮮）との領土紛争や靖国参拝

問題も、あるいは日本人のアメリカ合衆国に対するアンビバレントな感情も

レイプによるトラウマが大きいのではないか？　

レイプ・ファンタジー

　現実のレイプを巡る言説で常に指摘されるのが「レイプの神話」

だ。例えば「女は常にソレを待っている」「最初は抵抗してもやって

しまえばおとなしくなる」「たとえ最初は強姦でも、相手が感じてし

まえば和姦になる」「女が本気で抵抗すれば強姦は不可能」等々だ。

馬鹿げた「神話」だが、「ひょっとしたら……」と思わせる微妙さが

神話の神話たる所以なのかもしれない。そして神話を神話として娯楽

するのがフィクションである。これに対し「ポルノがレイプを準備す

る」という批判もあるだろうが、読者のリテラシー能力や、表現物受

容の多様性を無視した論議はなんら有効性を持たないだろう。ただ、

「ポルノ レイプ」論に見るべきものがあるとすれば、レイプ神話が

現在も延命し続けている男権社会そのものに対する批判となっている

点である。

　筆者が注目したいのは、レイプ神話の根底にある欲求である。先に

挙げた「神話」のいずれもが「レイプにはレイプされる側の暗黙の了

解（事後承諾を含む）がある（またはあるべきだ）」という妙に腰の引け



たコミュニケーション欲求と承認欲求を含んでいる。

　これは男性器と女性器の結合を「男性器の女性器への侵入」と捉え

る男性優位文化とも無関係ではない。アンドレア・ドウォーキン

（『インターコース　性的行為の政治学』青土社・八九）のように、「性

関係はすべて性差別」であり、総てのセックスは強姦であるとするラ

ディカルな指摘はマチズモが未だ機能する文化・社会においては、そ

の主張が間違っているとはいい難い（１）。ナイフ（ペニス）に切り裂

かれた傷口（ヴァギナ）というイメージが残存する間、多くの男性は

セックスに対する後ろめたさを払拭できないし、多くの女性がセック

スを攻撃的で侮辱的な行為と感じ続け、その結果、両性の「セックス

とエロティシズムはいけないこと」という漠然としたコンセンサスを

形成する。ポルノどころかエンタテインメントから広告や報道に至る

までエロティシズムにまみれながら、エロティシズムを忌避する異様

な「新ヴィクトリア朝文化」を構築する。一方、マチズモ文化は二〇

世紀中葉以降、なだらかな崩壊過程にある。コミュニケーション欲求

と承認欲求を抱えたレイパー像がその過程から生まれたとしても不思

議ではないし、「ヒロイックなヒーローがリアリティを保てなくなっ

ている」という意味の環望の証言とも照応する。

　読者はレイプ神話をあくまでもファンタジーとして楽しんでいる。

だから「レイプから始まる恋愛」や「愛するが故の強姦」を「現実に

はありえない」と批判するのは無意味である。作品の価値はそんなと

ころで決まったりはしない。

　この分野で注目すべき仕事を挙げるとすれば、月野定規の

『♭37℃』と『♭38℃』（コアマガジン・〇四）の長編二部作が最適だ



ろう。まず『♭37℃』は構造的には「男が女の弱味を握って奴隷にす

る物語」だ。舞台は共学校。優等生の鍵堂さんが変態少年の七瀬くん

に保健室でオナニー中の姿を盗撮されて、それをネタに脅迫されて

「奴隷」にされている。過去に何百回、いや、ひょっとしたら数千回

も描かれてきたステロタイプな枠組みである。月野定規の巧みなとこ

ろは徹底して二人のキャラを立てた点だ。鍵堂さんは従順な肉奴隷で

はない（図38）。弱味を握られているのでやむなく奴隷をやっている。

セックスプレイでは命令に従うが、日常まで売り渡したわけではな

い。主人であるはずの七瀬くんを毎回罵倒するし、時には暴力さえ振

るう。七瀬くんもマッチョではなくマイペースな文系男子で、プレイ

以外は鍵堂さんを放し飼い状態だ。頭から抑えつけずにじわじわと自

分のペースに鍵堂さんを巻き込んでいく。凌辱者というよりはまるで

誘惑するメフィストフェレスであり、教育者のようにすら見える。ど

こか中性的で透徹した視覚を持つ七瀬くんは、愛に満ちた使徒カヲル

くん（『新世紀エヴァンゲリオン』）のミームを受け継ぐ一人かもしれ

ない。非マッチョで知的でシニカルで風変わりな七瀬くんは今時の男

性読者の第一次自己投影キャラとして強力である。二人の関係はマス

ター＆スレイブというよりはまるでボケ＆ツッコミの夫婦漫才のよう

にも見える。





　だが『♭37℃』だけではまだ従来型の凌辱と支配の枠組みに収まっ

ている。鍵堂さんの快楽は喘ぎ顔に定評のある月野定規のペンによっ

て過剰なばかりに描かれるものの七瀬くんの快楽は見えてこない。よ

く言われることだが、ここでも「支配者が被支配者に奉仕し、支配者

は被支配者の快楽を観ることを快楽とする」という「支配／被支配」

の倒錯を見ることができるだろう。七瀬くんの「嫌いと好きとは同じ

ことなんだから」という『マクベス』の三魔女みたいな相対主義的な

台詞もよくこれを表している。「攻め」がじつは「受け」でもあると

いう真理。七瀬くんは神の視線を持つ読者の代理人として職務を遂行

する能吏であり、彼が揺るがない限り、神である読者は安全な位置か

らあらゆることを享受できる。

　続編『♭38℃』ではこの構造が大きく揺らぐ。こちらの男性読者用

第一次自己投影キャラは水島という七瀬／鍵堂コンビの後輩だ。小柄

で気弱で優しい美少年で巨根の持ち主でもある水島は双子姉妹のメグ

ミ／いつきによって性的玩具にされているのだが、ここでもメフィス

トとして登場した七瀬くんの囁きに乗せられて下克上を敢行する。前

作で七瀬くんの心理が一切語られることがなかったのに対し、水原は

巨根とパッションによって失地回復し、快楽を貪り、プチ・ハーレム

の主となりながらも逡巡し、葛藤し、自分は最低だと自己嫌悪の泥沼

であがく。この「受け／攻め」が反転する中でメグミ／いつきもまた

混乱し、互いに嫉妬し、激しい恋とセックスの駆け引きが展開され

る。そんな中、機械仕掛けの神のごとく「七瀬／鍵堂」コンビが降臨

し、自分たちの激しいセッションを見せつけ、七瀬くんの内面が語ら

れ、恋愛哲学が開陳される。凌辱という行為自体、たとえ相手が女だ



ろうが、男だろうが、許されることではない。しかし、ファンタジー

にここまでのリアリティを与え、読者に深い思索を提供することもま

た可能なのである。

（１）　「男権社会の権力構造自体がレイプを準備している」という考え方

自体は間違っていない。

調教と洗脳

　レイプ・ファンタジーの中でもっとも注目すべきなのは「セックス

によって心身が劇的に変化する」という幻想である。

　この「変化」のプロセスを下手な作者が短いページに圧縮すると

「処女がレイプで興奮」という笑い話になってしまう。しかしこの笑

い話こそが総てのレイプ・ファンタジーの基本構造なのだ。凌辱物で

は常に「受け」の変身を描くことにこそ力が注がれてきたようにすら

感じられる。「変える／変えられる」こと、「強制力行使によって支

配・所有する／される」ことの快楽。ここで重要なのはプロセスであ

る。

　凌辱調教長編の典型的なタイムテーブルは以下のようになる。

①レイプ。

②屈服１：「受け」も快感を得る。

③屈従：脅迫と持続的なレイプ（プレイ、訓練）で性感を開発する。

④屈服２：「受け」が従属的な快楽の虜になる。

⑤依存：「受け」が「攻め」に依存し、脅迫が不要になる。



　これを基礎として様々な変奏やツイストを加えていけばいくらでも

新しい調教ファンタジーを創作することができる。

　レイプと調教の描写が最大の見せ場になるのは当然として、その過

程で起こる「劇的な変化」をどうプレゼンテーションするかが課題

だ。では何がどう変わるのだろうか？

　まず、初期値はニュートラルであった二人の関係性が強制力を伴っ

た「攻め／受け」関係へと変化する。話の展開によってはストックホ

ルム症候群的な共感関係や共犯関係、恋愛関係、共依存関係へと変化

していく。

　この対人関係の変化と同時に劇的に変化するのは「受け」である。

　最初は「驚愕・恐怖・戦慄・嫌悪・憤怒・恥辱・苦痛」に襲われる

が、やがてそれらが肉体的快楽へと移行し、心身のアンビバレントな

反応に「困惑・混乱」しつつ身体的快楽に身を委ね、「犯されること

の悦び」に目覚め、あるいは自分の中にあったマゾヒズムに気付き、

総てを受け入れる。

　今時「女性には強姦願望がある」というレイプ神話を肯定すればた

ちまち袋叩きにされてしまうだろう。過激なレディスコミックのレイ

プ・ファンタジーからアナイス・ニンの肯定的発言まで「ありえない

こと」にされてしまう。そこには現実とファンタジーを切り分ける視

座は存在しない。現実に強姦されて悦ぶ人は圧倒的なマイノリティだ

ろうが、「強姦されてみたい」「ムチャクチャにされたい」とマゾヒ

スティックな妄想を楽しむ人は少なくない。それを「ありえないこ

と」にしてしまうのは「政治」であって、人間というものを舐め切っ

ている。性体験に限らず人間には何かを契機に自分を劇的に変えたい



という願望がある。あるいは、人間には誰かによって自分が劇的に変

えられることに対する期待と恐れがある。凌辱と調教のファンタジー

は表面上「『攻め』が『受け』を自分好みに改造する物語」だが、裏

パートでは「ワタシが新しいワタシへと変わっていく」という変身譚

が進行している。

　変身物語に注視する時、主体は常に「受け」である。これまでに

も、男性読者が女性キャラに自己投影する「読み」がありえるという

ことを述べてきたが、それはここでも有効だろう。神の眼を持った窃

視者の視点や「攻め」である男性の視点よりも、変えられていく、変

わっていく「受け」の視点の方がダイナミックでドラマティックだか

らだ。それは神秘主義のドラマに近い構造を持っている。日常という

迷妄の中にいる凡俗（受け）が、導師（攻め）の導きによって秘儀に参

入し（凌辱）、修業（調教）を経て覚醒する。抑圧のタガが外れ、偽り

の自我の殻を打ち破って真の自我が表面に浮上する。レイプと調教の

ファンタジーはその意味では「受け」が自我を再獲得していく物語だ

ということもできるだろう。

　これに対して山文京伝は「変えられてしまうことの恐怖」を繰り返

し描いている。山文が描く調教ファンタジーも構造的には他の漫画家

が描くものと同一である。だが山文は無邪気に覚醒を
こと

言
ほ

祝いだりしな

い。果たしてそれは「覚醒」なのか？　「洗脳」ではないのか？　

『Sein』（コアマガジン・九九）のヒロイン西條摂子（ニュースキャス

ター）は人身売買組織に誘拐され、夫と子供の命を守るために、牡犬

の恋人となることを強いられる。恐ろしいことにそれは、単なる獣姦

の強制ではなかった。摂子はマインドコントロールによって本心から



牡犬を愛する人格へ改変されていく。摂子は独房のベッドのマットレ

スを剝がし、板に爪で手記を刻みつける。自分の人格が強制的に改変

されたことを未来の自分に伝えるために。この物語の凄味は洗脳の恐

怖と同時に洗脳されることの快楽まで視野に収めている点だ。人が洗

脳されてしまうのは、それが気持ちいいからではないのか？　さらに

踏み込んでいえば我々もまた他者（国家、企業、メディア）によって洗

脳（レイプ）されているのではないか？　物語は終盤に至ってアジア

某国による謀略の一環であることが示され、日本国家と社会に対する

攻撃（凌辱）だったことが浮かび上がってくる。深読みと誤読を教唆

する多層構造は極めてポリティカルだ（１）。

　ここまでは主に心の「変化」について見てきたが、さらに絵として

も劇的なのが身体改造（body modification）である。ピアシング（耳、

鼻、唇、舌、頰、臍、乳首、性器）、タトゥ（刺青）、スカリフィケー

ション（２）、インプラント（３）、手足の指や四肢切断、性器の切除

や切開、さらには巨乳化、シーメール化などの整形手術など多岐にわ

たる。身体改造ジャンルには身体を素材とした芸術、異形の誇示、マ

ゾヒズム、自損欲求が混沌と参集している。

　ＳＭとも重なり合うので、ここでは軽く触れるにとどめるが、こう

した身体改造は早い時期から漫画家たちを魅了し、八九年にはすでに

別役礁の幻の傑作「ナース」（『ビザールコレクションvol.1』所収［図

39］）が発表されている。その後も多くの漫画家が、調教、ＳＭ、Ｓ

Ｆ、ファンタジーの文脈で身体改造（改変）を描いて来た。アイデン

ティティを問う、このどんとのＳＦ『奴隷戦士マヤ』（Ｋ．Ｋ．コス

ミック・八九 久保書店・〇五）、ポスト・エヴァンゲリオンの自己探



求漫画としても注目を集めたしのざき嶺の『もう誰も愛せない』（大

洋図書・九二 茜新社・REMIX版・九六）、白井薫範のマゾヒズムの究

極の形を描く作品群、巨乳と巨根と両性具有にこだわる魔北葵の作品

群、畜化改造を描く毛野楊太郎の『Oh! My DOG』（図40）、掘骨砕三

（ほりほねさいぞう）の『おにくやさん』（三和出版・〇一）などのダー

クファンタジーなどマニアックな傑作が目白押しになっている。乳首

や性器へのピアシング程度は凌辱、調教、ＳＭではもはや定番だ。凌

辱と調教のファンタジーは身体改造を導入することによって「より取

り返しのつかない変化」のバリエーションを拡げたともいえるだろ

う。ありがたいことに、いくら被害者に自己投影したとしても、我々

が傷つくことはないのである（４）。





（１）　山文はレジスタンスの女闘士が帝国の秘密機関に捕らえられ、凌辱

と洗脳の果てに帝国に忠誠を誓う走狗へと堕とされる様を克明に描いた同人

誌作品「ＩＤ─イド─」（後に単行本『10after』コアマガジン・九六に収録）を描いて

いる。

（２）　スカリフィケーションには、カッティング＝皮膚に傷をつけたり、

皮膚を剝いで傷痕で模様を描く、ブランディング＝焼き鏝や熱した金属で模

様を描くなどが含まれる。

（３）　皮下にステンレス、シリコンなどを埋め込む。ネジを切ったパーツ

をインプラントして、一部を露出し、ツノなどを装着する場合もある。

（４）　要するに「わたしは砂糖を味わいたいのだ。砂糖にはなりたくな

い」（ラーマクリシュナ）ということである。

鬼畜とヴァルネラビリティ

　凌辱ものの中にはコミュニケーションの希求、恋愛感情などとは無

関係に憎悪と破壊衝動だけに絞り込んだ作品群がある。これを仮に鬼

畜凌辱系と呼ぼう。

　ここでは男性＝「攻め」の場合を考えるが様々な要因がからんでい

る。

　まず男性優位社会では男性は支配的な性的役割を担っており、被支

配的な性的役割を分担する女性に対してはなにをやっても許されると

いう意識が根底にある。男（Man）だけが人間（Man）であり、女

（Woman）は良くてアパルトヘイトにおける名誉白人のようなものと

いうわけである。未だに「男の方が女より優秀」という意識を持って

いる人は男女ともに大勢いる。恋愛においても男性は能動的に「愛す



る」立場であり、女性は「愛される」という受動的立場であることが

望ましいとされる。だが、こうした前近代的な意識が年を重ねるごと

に通用しづらくなっているところに男性側の苛立ちと恐怖がある。既

得権がいつ失われるかわかったものではないという危機感、権力喪失

の予感がミソジニー、女性蔑視、女性恐怖へと結びつき、ファンタ

ジーの中で加速される。マチズモが崩壊する過程においては、「生意

気なクソアマ」のみならず、女性であること自体がヴァルネラビリ

ティ（vulnerability＝暴力誘発性）を帯びることになる。

　その極端な例が巨根による凌辱と限定なしの異物挿入を飽くことな

く繰り返すゴブリンの一連の作品だ（１）。ヒロインたちは一切人間

扱いしてはもらえない。「攻め」はまるでオナニーよりは気持ちのい

い生きた穴であるかの如く挿入し、悪ガキが藁しべを蛙の肛門に挿入

して腹を空気で膨らませるように、彼女たちの膣にバットから植木の

根っ子から立て札の杭まで、次々に突っ込んでいく。

　極端といえば矢追町成増の『KEEP OUT!』（桜桃書房・九三）以降

のカルト的作品群も凄まじい。ストーリーはほとんどないといっても

いいだろう。極端な屈曲姿勢に緊縛された少女たちを凌辱し、膣内に

大量の精液を流し込み、妊娠させ、局部に太く長い針（ニードル）を

ズブズブと刺していくという性拷問が淡々と繰り返される。すでにこ

こでは「攻め」の存在は可能な限り希釈され、ペニスやニードルがひ

たすら少女の身体に打ち込まれる。読者である「私」から見れば、こ

の感覚はパソコンモニターに浮かぶ３Ｄ人形を解体するのにも似てい

る。このフラットな破壊行為に「許して下さい……ああ……妊娠して

しまいます……死んでしまいます」という少女の台詞がエンドレスで



かぶさる。まるでミニマリズム音楽を聴くような酩酊感があり、ここ

までくるとエロ漫画というよりは漫画の形をしたドラッグといった方

がいいかもしれない（図41）。





　鬼畜系では救済はありえない。変わろうが変わるまいがゴブリンや

矢追町成増の描く「攻め」にとってはどうでもいいことだ。たとえ

「受け」の内部で変化が起こったとしても、それは次の凌辱、破壊を

より効果的にするために利用されるか、変化自体が嘲笑され、攻撃さ

れる。これに身体改造が加われば、破壊は取り返しのつかない事態へ

と至る。

　こうした鬼畜凌辱系を読者はどう受け止めているのだろうか？　綺

麗事ではなく、我々の心の内に暗い欲望があることを認めなければな

らない。隠蔽し、抑圧していてもそれは確実に存在する。作品に登場

する鬼畜たちは我々の代理として悪行に耽溺する。我々は、絶対安全

な位置から「悪」そのものをシミュレートして楽しむのだ。だが、果

たしてそれだけかというとそうではない。人間の心理はもっと複雑で

奇怪である。

　鬼畜凌辱ファンタジーを読む時、我々が感じるのは、現実ではまず

不可能な突き抜けた悪の快楽だけではなく、まぎれもない恐怖と嫌悪

である。絶対安全な位置にいるはずなのになぜに恐怖を感じるのだろ

うか？　一つには、そうした「悪」に快楽する怪物が自分の中にいる

という自分自身に対する恐怖だし、もう一つは我々の想像力のアンテ

ナが否応なく「受け」側の感覚を受信してしまうからだ。もし自分が

こんな目にあわされたとしたら、どう感じるか？　いやしくも漫画を

読むことができるだけの想像力の持ち主ならば想像したくなくても想

像してしまうだろう。氏賀Ｙ太の『毒どく猟奇図鑑』（図42）における

四肢切断、限度を超えた身体改造、身体の破壊に脳が痺れてくるの

も、加害者としての暗い悦びやカタルシスだけではなく、痛めつけら



れるヒロインの苦痛に自分の身体が細胞レベルで共振しているのだ。

柿ノ本歌麿の『崩壊の慟哭』（図43）のヒロインが数万人に輪姦された

り、心停止しても許されず、蘇生させられてなおも凌辱されるという

ブッ飛んだ超妄想は、神の視点を持った窃視者という立ち位置から眺

めているだけでは味わい尽くせない。





　極論すれば鬼畜凌辱ファンタジーでは、我々の内なる自滅、自損、

自傷、自殺への衝動がヒロインという鏡によって映し出されているの

かもしれない。

（１）　ゴブリンはベテランの描き手。別名ゴブリン森口、コブリンなど。

長らく人気が低迷していたが最後の一冊と思って出した『ブチ込め！』（一水

社・九九）がヒットした。『汁まみれ』（ティーアイネット・〇三）など単行本は

多数。ゴブリンは昔から「ここまでやるともはやギャグ」というくらいヒロ

インをヒドイ目にあわせ続けてきた。初期傑作の「それは自由」（『いきなり

バカ』一水社・八八所収）はヤクザの組長の娘が拉致監禁凌辱され、売り飛ばさ

れ、クスリを射たれ、客を取らされ、視力と聴力を奪われ、歯を抜かれ、刺

青を彫られ、裏ビデオを撮られ、一年後、ようやく救出されたもののすでに

エイズ末期……という、救いもクソもない地獄漫画だった。



第五章　愛をめぐる物語

　愛なきセックスと凌辱だけがエロ漫画ではない。

　実は恋愛は凌辱と並ぶエロ漫画の大きな柱である。

　古典的な霊肉二元論ならば、

「恋愛はココロの物語であり、セックスはカラダの物語である」

　ということになる。たしかにどちらか一方だけでも充分に成立す

る。愛がなくてもセックスできるし、セックスがなくとも愛し合うこ

とができる。セックスレスなラブストーリーもあれば、フィジカルに

セックスだけのエロ漫画もある。

　だがココロとカラダの境界は極めて曖昧だ。ホルモンの働き。言葉

とは別回路の化学物質のやりとりによる他者との交信。脳内物質の濃

度の変移。ココロの無意識がシステムのスイッチを入れているの

か？　それともカラダというハードがココロというソフトを引っ張っ

ているのか？　ココロの愛が高まれば性欲も昂進し、セックスすれば

さらに愛しさが深まっていく。

　外からは見えないココロがセックスとしてカラダで発話される。

　これほど漫画表現に最適な題材もないのではないか？

　石井隆以降、三流劇画の時代から恋愛はクローズアップされ、美少

女系エロ漫画ではさらに大きく扱われることになる。

　とはいえ「恋愛系」というジャンルがあるわけではない。ラブコメ

という形式はあるし、ラブ・ストーリー、ラブ・ロマンスとして括ら

れる一群の作品はあるが、それ以外のエロ漫画にも恋愛は溢れてい



る。

　例えば先に紹介した田沼雄一郎の『SEASON』（図44）は思春期前期

のイノセント（無知と無垢の両義を含む）な恋愛の過程と行く末を描き

切った力作だし、月野定規の『♭38℃』は愛と所有のボーダーレスな

関連をめぐる古典的な命題に果敢に踏み込んでいる。

　エロ漫画では様々な愛が語られてきた。純愛も悲恋もあれば愛に関

する省察もある。御都合主義的なファンタジーが先行することもあれ

ば苦痛に満ちた自己探求の旅もある。





　伊駒一平の『キャスター亜矢子』（平和出版・〇二～〇四）では屈折

に満ちた中年男の契約という形で束縛するしか術のない愛のカタチを

読み取ることができるし、山本夜羽音の『ラブ・スペクタクル』（宙

出版・〇五）に含まれるドメスティック・ヴァイオレンスを巡る諸作

は寸止めながら愛と暴力との微妙な側面を描き出している。

　師走の翁の大ヒット作『シャイニング娘。』シリーズ（ヒット出版

社）は「悪魔に魅入られた国民的アイドルグループの面々がファン軍

団に凌辱される」わけだが、それが悪魔の恋の形であり、物語を操る

悪魔が実はファンの集合無意識を反映しているとまで「誤読」すれ

ば、愛を煽り、愛を収奪するアイドル産業と、愛に飢え、愛を商品と

して消費するファンとの共犯関係が如実に浮かび上がる。

　一見、商業主義に徹した「抜けるハードなエロ漫画」ですら作者の

愛についての理想や思想や幻想がにじみ出てしまう。それどころかレ

イパーの存在そのものが透明化された鬼畜凌辱系ですら、底の底の底

まで潜っていけば、歪んで濁って甘い腐臭を放っていても「愛」のカ

タチは見つかるだろう。

　絶望は希望の裏返しであり、憎悪は愛情の土壌を必要とするのでは

ないか？

恋愛系エロ漫画の系譜

　恋に恋する、素朴なボーイ・ミーツ・ガール、幼なじみとの淡い

恋、狂気と妄執に至る激しい恋、悲恋、片想い、幸せな恋愛と結婚、

カサノバ的な恋の遍歴……。エロ漫画ではありとあらゆるカタチの恋

と愛が渦巻いている。エロ漫画ジャンルがセックスシーンの味付けで



はなくまともな意味で恋愛を描くようになったのは石井隆以降であ

る。その「恋愛を描く」姿勢は三流劇画を経てロリコン漫画で大きな

流れとなる。恋愛遺伝子の供給源は三流劇画だけではなく青年劇画、

少年漫画、少女漫画など多岐にわたっているわけだが、漫画絵による

恋愛テーマでは七〇～八〇年代初頭の少女漫画と少年漫画の存在が大

きかった。漫画専門誌『ふゅーじょんぷろだくと』（ふゅーじょん・ぷ

ろだくと）八二年三月号の特集が少年誌ラブコメブームを検証する「a

BOY meets a GIRL」だったことは象徴的だろう。そこにはあだち充、

村生ミオ、柳沢きみお、高橋留美子などの名前が並んでいる（１）。

　恋愛ミームの質量がもっとも多いのはいうまでもなく少女漫画だ。

竹熊健太郎は高校時代「ガンジーそっくりのオヤジ顔のその男が、

嬉々として『田渕由美子風』のイラストを堂々と教室で描いている事

実」に一驚する（自伝エッセイ「見る阿呆の一生」より。『ゴルゴ13はい

つ終わるのか？』イースト・プレス・〇五）。

　当時すでに少女漫画はプレ・オタクの趣味嗜好教養の範囲に入って

いた。漫画好きを自認する男子にとって二四年組少女漫画は必修科目

であり、マニアともなれば『ＣＯＭ』で活躍していた岡田史子、飛鳥

弓子、樹村みのり、二四年組の先駆である矢代まさこ、さらにトキワ

荘グループの一員で現代少女漫画の偉大なる母であり、七〇年代に

『ファイヤー！』（六九）で多くの男性読者を獲得していた水野英

子、よりデコラティヴな木原敏江、岸裕子、「おとめちっくラブコ

メ」「アイビー漫画」と呼ばれた陸奥Ａ子、田渕由美子、岩館真理子

あたりまでは視野に入っていたはずだ（２）。野口正之（内山亜紀）が

諸星菜理名義で陸奥Ａ子の画風をそっくりに真似て「おむつをはいた



シンデレラ」（図45）を描いたのは有名な逸話であり、エロ漫画のラブ

コメ受容には、少女誌ラブコメからの直接的導入と少年誌ラブコメか

らの導入という二系統が考えられる（３）。





　竹熊健太郎の指摘のように、おとめちっくラブコメ漫画が少年誌ラ

ブコメブームを用意したことは事実だが、男性向けジャンル総体を視

野に収めると、その系統樹は混沌としている。影響と模倣と引用とい

う意識的な伝播と同時に無意識的なミームの伝達も頻発する。しか

も、ジャンル間障壁が意外と低かったのか、内山亜紀も青年誌 三流

劇画誌 少年誌 ロリコン誌と短期間のうちに移動しつつ（一時期は

並行して）活動していたし、ひろもりしのぶ（みやすのんき）もロリコ

ン漫画から少年誌へ移行し、学園エッチコメディで人気を得ている。

弓月光とあだち充は元々は少女漫画家である。大塚英志が「男の子の

ための少女まんが」を推進し、あぽ（かがみ♪あきら）が私小説的なア

プローチで『ワインカラー物語』（図46）を描き（４）、少女漫画のパ

ロディがエロ漫画誌や同人誌に登場し、高橋留美子テイストなＳＦ＋

ラブコメ＋ロリコンが次々と描かれる（５）。後年、『週刊少年ジャ

ンプ』の女性読者率上昇が話題になるわけだが、営業的区分を横断す

る形で恋愛テーマとラブコメ（エロコメを含む）という「愛のジャン

ル」が大勢力となり始めたのはこの頃からだった。





　九〇年代のエロ漫画バブルを牽引したのはハードな凌辱系ではあっ

たが、他方では陽気婢という稀有な才能が登場して、思春期のみずみ

ずしくもフレキシブルな性と愛に踏み込み、ユナイト双児、米倉けん

ご、百済内創など女性作家が続々とエロ漫画界に進出することによ

り、少女漫画やＢＬから新たな恋愛ミームが雪崩れ込んできた

（６）。また、エヴァンゲリオン・ショック（７）後の内省重視の流れ

が、恋愛テーマをより深化させる上で大きかったことも事実である。

（１）　少年誌における恋愛テーマの作品としては七三～七六年にわたって

『週刊少年マガジン』に連載された梶原一騎作／ながやす巧画の『愛と誠』

がさきがけだった。念のために書き記しておけば最初のロリコン漫画商業誌

『レモンピープル』（あまとりあ社）の創刊は八二年二月号である。

（２）　個人的にはそうだった。これ以上のドがつくマニアになれば「女性

の少女漫画読者」と同じということになる。

（３）　内山亜紀は模写の名人でもあった。

（４）　楽屋落ち的とも言える。さらにその先駆といえば宮谷一彦の『ライ

ク・ア・ローリングストーン』（『ＣＯＭ』連載。未刊）がある。

（５）　八〇年代中期の人気巨乳エロ漫画家わたなべわたるも絵柄は高橋留

美子系で、物語は学園ラブコメだった。

（６）　ユナイト双児は複数のペンネームを持ち、美少女系エロ漫画、少女

漫画、ＢＬ、同人誌と八面六臂の活躍だった。米倉けんご、百済内創も複数

ジャンルで活躍している。

（７）　アニメ『新世紀エヴァンゲリオン』が同人誌界とエロ漫画界に与え

た衝撃は大きかった。エヴァの境界例的なキャラクター造型、葛藤と自己探

求、自己と他者の関係性、自己と世界との関連など主に個人の内面に踏み込

んだ表現、さらに完成を拒否する物語の断片化はエロ漫画との親和性が極め



て高かったのである。これは例えば、綾波と酷似したヘアスタイルのキャラ

が蔓延した（某誌で『アヤナミを探せ』という企画ネタをやったこともある）という表

層的な影響・引用関係だけではなく、エロ漫画と同人誌では既に始まってい

た全体の完成にこだわらない姿勢、物語のユニット化、読者の脳内データ

ベースを前提とした作品作りなどに、「商業でもこれがアリなのか」という

形で認証を与えたのである。

おとめちっくとラムちゃん類型

　おとめちっくラブコメの初々しさ、ほのぼの感、愛らしさ、幼さと

いった遺伝子はエロ漫画全体に薄く広く拡散していたが、依然として

「おとめちっく」が有効であることを、いや、元祖オトメから四半世

紀後だからこそ有効であることを示してくれたのが加賀美ふみをであ

る。画風からしてコメディ系少女漫画のラフなタッチである。陸奥Ａ

子からさくらももこまで結ぶ「ノートの端っこに描かれた、決して上

手くは見えないがかわいい絵」と共通の遺伝子形の絵だ。視点キャラ

を少女キャラに変換すれば、最近のエッチありの少女漫画誌ならほと

んど違和感がないだろう。とはいえ、あくまでも大枠は男性向けエロ

漫画である。女性キャラは恋愛の対象であり、男性キャラは読者の分

身である。陸奥Ａ子ならば「可愛く引っ込み思案なワタシ」とそれに

似合った「優しくてイイ人な彼」とのカップリングになるところが加

賀美の場合は「適度にダメだけど本質はイイ人なボク」と「愛らしく

けなげな彼女」というカタチになる。男女が逆転しているが、「卑下

と美化をバランスさせた等身大のワタシ」と「完璧な理想型ではない

が手が届く範囲のアナタ」の組み合わせという意味では共通してい



る。おとめちっくラブコメがごく僅かな変換を加えることにより、エ

ロ漫画サイドで再構築できるのも元々根っ子が同じだからである。

　加賀美の『girl friend songs』（九七）、『おんなのこ』（〇一）、

『かわいいね』、『だいすき』（〇二）、『りんごの唄』（〇三）、

『DREAM FITTER』（図47）と続く既刊単行本のタイトルだけ見れ

ば、ほとんど成年マーク付きのエロ漫画とは思えないだろう。初の連

作長編である『The Hard Core』（平和出版・〇四）のみポルノ的な表題

になっているが中身はいつもの加賀美節だ。ストーリーも愛らしい。

無口で他人とコミュニケーションをとるのが下手な女の子とお人好し

の彼氏のラブストーリー。彼氏は彼女の意を汲むべく一生懸命なのだ

が、彼女にとって、それがまたプレッシャー。「なんでも素直に表現

できた子供時代に戻れたら」と強く念じた瞬間、なんと彼女は幼児体

型に変身してしまう。素直な子供に還った彼女は積極的にセックスへ

と彼氏を誘導し、読者はロリコンなエッチを堪能できるというわけ

だ。それ以来、強い感情を持った瞬間、彼女は次々と変身する癖がつ

いてしまい……というスラップスティックＳＦ的なお笑いに乗せて物

語は展開していく。変身によってロリータ、メイド、ネコ耳、チャイ

ナ等々の萌え要素を付加していくことが大きなセールスポイントに

なっているのだが、それが単なる萌え要素の羅列に終わらず、彼女の

内心の表現形になっているというのが面白い。なにしろライヴァルの

出現に嫉妬し「彼を取られたくない」と強く思った瞬間、彼女の髪は

巨大な手の形になって彼を包み込み、そのまま拉致してしまうのであ

る。逆に「彼に顔向けできない……けど離れられない」と思うと小さ

な妖精に変身して物陰から彼を見守るということになる。彼女はコ



ミュニケーション不全と人間社会において「人間以上」の異類である

という二重のハンディを抱えているわけだが、それらを乗り越えるの

が何かというと、これがおとめちっくラブコメそのままの「愛し合う

心」であり「互いの信頼」なのである。新素朴派というべきか？　本

作ではＳＦファンタジーの要素が大きなモチーフとなっているが、Ｓ

Ｆやファンタジーの導入はロリコン漫画時代から伝統芸だった。





　その中でもっとも目立ったのは少女漫画系以上に少年誌系学園ラブ

コメのフォーマットにＳＦ＆ファンタジー的な異類キャラを投入する

という手法である。ＳＦからは異星人、異世界人、未来人、不死人、

超能力者、サイボーグ、アンドロイド、ファンタジーからは悪魔、魔

女、魔法少女、天使、女神、獣人、妖精、吸血鬼がやってきた。この

他、隠れ里からはくのいちが、異国からは王女様が、格闘ゲーム畑か

らは格闘家や武道家もやってきて、ＰＣ普及の波に乗ってＣＬＡＭＰ

の『ちょびっツ』（講談社・〇〇～〇二）とも通底する美少女型パソコ

ンが生まれ、フィギュアの精が登場し、ついには、みずきひとしの

『電子の妖精エポ子ちゃん』（三和出版・〇三）ではエポック社のカ

セットビジョンの妖精というゲーム系オタク以外には理解不能なヒロ

インまで登場してしまう。

　この分野での古典としてはまず、えびふらいの猫娘コメディ『夢で

逢えたら』（全三巻・富士美出版・九二～九三 蒼竜社九九～〇〇［図

48］）がある（１）。拾われた捨て猫が恩返しにネコ耳美少女に変身

し、主人公と一夜の契りを結ぶのだが、なぜか猫形態に戻れなくなっ

ちゃって……というシチュエーション・コメディだ。この種のＳＦラ

ブコメは異類キャラの日常とのズレで笑いを取り、その異能で見せ場

を作る。彼女たちは超常的な能力を持ちながらも日常生活では多くの

場合、無知な異邦人であり、生活者としては無能である。その点では

主人公が保護（または援助）しなければならない弱者であり、恋愛の

前段階としての「保護／被保護」の関係が設定されることもある。

「世界にただ一人のボクだけが守ってあげられる彼女」であることが

そこで強調される。彼女たちはラムちゃんの魅力とドラえもんの便利



さとオバＱの迷惑さという遺伝子の持ち主で、その遺伝子配合の比率

によって様々な「個性」を身に纏っている。この個性を含めたキャラ

設定がＳＦラブコメの要であり、それさえ成功すれば、後は自動的に

キャラが作品を牽引してくれるだろう。後は第一次自己投影キャラで

ある男性主人公の設定とヒロインとの関係性だけだ。主人公の設定は

ほとんどの場合ニュートラルに近い。『夢で逢えたら』の武士はフ

リーのイラストレーターだが売れっ子ではない。サバイバル・ゲー

マーであり、永遠の学園祭を生きているようなごくありふれたオタク

である。ただ普通よりは多少は機転がきくし、強くはないが彼女のた

めに身体を張ることができる。要は読者の日常性から乖離しすぎては

いけない。なにしろ主人公には「ヒロインに愛される」というその作

品世界最大最強の異能が付与されているからだ（２）。エロ漫画なの

で、スケベであればなおいい。あとは可愛げというか、何か応援して

やりたくなるような美質があればいい。一生懸命だとか、譲れない何

かを持っているとか、そういうことでいいのだ。「自分に噓をつけな

い」という浮気男の小狡い言い訳のような台詞も、美質のある主人公

の葛藤を経た上での発言ならばアリなのだ。





　とはいえラブコメとエロコメの間口は広い。表層は類似していても

ルーティンワークが透けて見える凡作もあれば、「型」をしっかり

守ったウェルメイドな秀作もある。

　例えば、みた森たつやの魔法少女物『さらく～る』（全三巻・Ｋ．

Ｋ．コスミック・九九～〇一［図49］）は魔法少女サラが主人公ハルマキ

の住むアパートに突然やってくるという、いかにもありがちな定型を

踏襲している。二〇〇〇年前後にはすでに「ベタであることもネタの

内」というメタ的な読みが確立しており、読み手の多くは「ほほう、

今時、イキナリやってくる魔法少女ですか」と身構えているのだから

大変だ。ベタベタな設定と展開でありながら、二人のキャラはしっか

りと立っている。ハルマキの気遣い、内省の描写が効いてくる。サラ

の奥行きも見えてくる。そして、話が進むに連れてハルマキの慟哭の

過去が明らかになり、サラの元いた世界の存亡の危機も見えはじめ、

そこに二人の愛の危機がしっかり関連づけられる。プロットは複雑化

しつつ無理なく展開し、個人の幸福と世界の修復が連携し、壮大なド

ラマへと進展していく。ここまでくるとセックスシーンはオマケにな

りかねないのだが、ここではセックスは物語と切り離されていない。

つまり漫画としてもエロ漫画としても秀作なのだ。古典的なラブコメ

という枠組みの中でもまだまだやれることがありそうではないか？





（１）　ネコ耳美少女はオタク系の定番中の定番。これも古典に近くなって

しまったが魔訶不思議の猫憑き娘『猫じゃ猫じゃ』（全四巻・大洋図書・九二～九

四 Ｋ．Ｋ．コスミック・九七）も記憶に残る。元々は大島弓子が第一作を七八年

に発表した『綿の国星』（白泉社・七八～八五）のヒロイン・諏訪野ちびねこ。

ルーズソックスの元祖でもある。

（２）　本命は最後まで取っておいてサブキャラをつまみ喰いできるという

カサノヴァ的快楽の煙幕を取り払えば「異性に愛されるボク」を疑似体験で

きるということが男性向けラブコメのキモだったのである。この「愛される

存在としてのボク」のミームはラブコメの男性キャラから、後の男性向け

ショタやオネ×ショタに登場する受動的な男性キャラまでシームレスに続いて

いる。

ピュアなラブラブ

　ピュアなラブロマンス分野での第一人者といえば、これはもう文句

なしに田中ユタカだろう。

　黄昏の地球を背景に死期の迫った少年がリプログラミングされた人

造少女と束の間の生を生きる長編ＳＦ『愛人』（図50）によって一般的

な知名度も高い。『愛人』は人間の生と死、愛と所有の問題など、

様々なことを考えさせられ、なおかつ純度の高い感動と、メッセージ

を提示する傑作だった。エロ漫画とジャンルこそ違え、田中ユタカが

描くことは常に一つである。





　田中ユタカもデビュー当時は凡庸なラブコメの描き手だった。例え

ば、男の子が女の子と一緒にいる時に必死で欲望を抑えて、妄想で脳

味噌がグルグル巻きになってもガマンする。でも結末は「いくじな

し」と罵られ、「女の子だってソレを待っているのよ」というよう

な、ステロタイプな、署名が誰であっても誰も困らないような漫画を

描いていた。

　ところが何かあったのか？　なかったのか？　そんなことはどうで

もいい。ある日を境に徹底した「愛」の短編を紡ぎ始める。ストー

リーは様々あれど、基本形は揺るぎもしない。少年と少女のカップル

が、障害（親の反対、互いの誤解、経済的な問題、進路の違い等々）にも

めげず、愛を育み、セックスする。メッセージは明確だ。「愛に生き

よ」である。それも「前向きに」「一生懸命に」である。今時、普通

なら照れてしまいそうな大原則を、田中ユタカは倦まず弛まず歌い続

ける。これが一時的なものならば、営業政策であり「芸」と見なされ

ただろうが、そうではなかった。ほとんど信仰に近い信念が愛を描か

せている。そうとしか思えない。

　それはストーリー展開だけではない。漫画自体が、そうなっている

のだ。驚くべきことに、田中ユタカの描く短編のほとんどが「彼と彼

女」しか登場しない。サブキャラが登場しても旅館の仲居とか機能

キャラが多く、重要度は極めて低く、時にはセリフだけの出演だった

りする。激しい恋もあれば、ほんわかラブラブな愛もあるが、結局は

登場人物二人のみの密室劇である。雨宿りした廃屋、露天風呂、ア

パートの一室で、二人が睦み合い、愛し合う姿は、時には成年マーク

なしで発刊されるほどのソフトコアでありながら、エロチックだ。田



中ユタカは愛おしむような柔らかいタッチで女の子を描く。

　上手いのは一人称映像の扱いである（図51）。田中ユタカの描くセッ

クスシーンでは読者の視点と男性キャラの視点が重なることが多い。

主人公の目でヒロインを見る。自分の腕の中に彼女がいる。もはやキ

ミしか見えない状態である。手法自体は手塚以前から存在する映画的

な「同一化技法」だが、田中ユタカの描き出す視覚はむしろビデオ映

像、それもアダルトビデオのハメ撮り映像の手法に近い。男優兼監督

がビデオカメラを担いだままセックスする。映像の中心は女優の表情

であり、揺れる乳房であり、モザイク修正のかかった結合部である。

無論、商業作品である以上、プライベートなセックス記録と同じでは

ない。より意識的な視点の移動によって演出と編集がなされている。

だが、実際にそこではセックスが行われているのもまた厳然たる事実

なのだ。当時のアダルトビデオ消費の中心になっていたのは十代後半

から二十代の独身者たちである。標準的なモデルを想定すれば、住空

間は六畳一間の学生アパートからコンパクトなワンルームマンション

である。再生機器は当時もっとも一般的な一四インチのテレビだと特

定しよう。なぜなら量産効果によって安価に入手できたし、独身者の

部屋でも邪魔にならないサイズだったからだ。ブラウン管と目の距離

は一メートル以下がほとんどだろう。この距離感ならば一人称映像で

捉えられた女優の顔のサイズは現実のセックス時の生身の彼女の見か

けの顔のサイズとほぼ同じということになる。田中ユタカが意図的に

アダルトビデオ的視線を導入したのかどうかはわからないが一人称映

像によるプライベート性の演出という意味ではほぼ等価である。





　主人公の目を通して描かれるキャラの属性は様々だ。子供っぽい、

凜々しい、夢見がち、上品、可憐……。だが、基本形は微動だにしな

い。
もろ

脆く
はかな

儚く、そして
つよ

毅い。主人公を待ち、受け入れ、癒し、励ま

し、生かす。少女であり母親である理想型である。発表順が逆とはい

え『愛人』のヒロイン「あい」の様々なバリエーションだともいえよ

う。主人公である少年もまた同じく、ダメ人間だったり、頑張ってた

り、迷ったり、屈折したりしていても基本は前向きたらんとし、常に

善の側にいる。男性読者から見れば、「手が届きそうな理想型」であ

り、自分の中にもいる純粋で善良なボクである。男性読者（少なくと

も私）が主人公にアイデンティファイすることはたやすいが、女性

キャラはあくまでもボクが愛情を捧げる対象であり、ボクを愛してく

れるキャラであり、彼女たちの中に入っていくのは難しい。これは心

優しきマチズモであり、ソフトな男根主義だともいえるだろうが、

（男性向けファンタジーとしては）そういう部分も含めて極めて完成度

が高い。

『愛人』で燃え尽きたかの如く休業した後、エロ漫画に復帰した田中

ユタカは迷いも逡巡も疑いもなく同じ歌を歌っている。愛らしく、気

持ち良く、前向きな幸せなセックスを描き続けている。田中ユタカの

世界が今後どういうカタチを取るのかはわからないが、『愛人』後の

作品を見る限り、さらに夾雑物を排除し、固有の物語性を剝奪するよ

うな方向性を取るのかもしれない。もし、そうであるならば、我々は

読者それぞれの想いによって補完されるべき素体としてのキャラ同士

によって演じられる様式化された演劇のような世界を見ることになる

だろう。これは突飛な発想だろうか？　私には「あい」が一旦リセッ



トされ、新たな人格をリロードされた「無垢」な存在であることが象

徴的に思えてならないのである。

保守的な恋愛観

　ピュアなラブ・ロマンスを描く方法論は一つではない。田中ユタカ

が成功したからといって、あのアプローチはよほどのスキルと信念が

ないと、正論に基づいているだけに凡庸な物語に終始してしまうだろ

う。

　これと対照的なアプローチに見えるのが、奴隷ジャッキーの『A

wish─たった一つの…を込めて─』である。こちらもまた、古典的で

正論的なピュアな恋愛のカタチを描いている。

　だが、ここには理想化された「キミとボク」は登場しない。主人公

の卓矢は小学生時代の性的なイジメが原因で女性恐怖症と性的不能に

陥っている。彼の憧れの的である美少女・霧島さんと言葉を交わすこ

ともできない。しかし、その霧島も幼いころの誘拐と凌辱というトラ

ウマによって複数の男性に輪姦されないと感じない心と身体の持ち主

なのだ。

　愛し合いながら、卓矢は霧島の欲望を満足させるために合意の上の

痴漢プレイや輪姦プレイに立ち会う。しかし見知らぬ男どもに犯され

る彼女を見守り、興奮しながらも卓矢は彼女に挿入することすらまま

ならない。

　カッコイイ展開は一切用意されていない。プレイではなくホンモノ

のレイパー集団に襲われた霧島は犯されながら否応なく感じてしまう

し、彼女を救おうとした卓矢もボコボコにされてヒーローになるどこ



ろか、淫乱女に惚れた間抜けなインポ野郎として嘲られ、迫害者に一

矢を報いることもできない。

　自罰と妄執の泥沼を這いずるように「完全なる結合」に向かって進

む二人の姿はまるで昔のスポ根漫画のように暑苦しくブザマで泥臭

く、しかも感動的だ。二人のマイナス札を一気に帳消しにするのが

「愛」であり「愛を貫く熱意」なのである（図52）。





　近年とみにカッコワルイ男、ダメなオトコノコが主役を張る作品が

増加傾向にある。前章で採り上げた古事記王子の『クローバー』の主

人公のようにいつ事件を起こして新聞記事に登場してもおかしくない

社会不適合なヒキコモリ青年というのは極端な例にしても、『エ

ヴァ』のシンジのように優柔不断で引っ込み思案だったりするのはも

はやデフォルトである。

　それはあたかも七〇年代のおとめちっくラブコメのヒロインの属性

がヒーローに憑依しているかの如き光景だ。
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（石森章太郎『マンガ家入門（１）』秋田書店・六五）

　という古典的な定義は通用しない。読者が納得しない。いや、よほ

どの力量がないと……と条件をつけておこう（いずれの時代にも「別

格」の作家はいる）。理想像の敷居が低くなっているし、理想よりも

「自分に似ている」ことが優先されることも多い。マッチョな価値観



はとめどなく崩れていく。

　しかし、ヒーローがどんどんダメ人間になろうが、ヒロインが天使

の座からすべり落ちようが、物語がどのような形を取ろうとも、ハッ

ピーエンドだろうが、恋愛悲劇であろうが、ラブロマンスという枠内

で愛が語られる時、その恋愛観は常に古典的で保守的だ。良い悪いの

問題ではなく、ラブロマンスとはそういうものなのである。

（１）　もっとも、才人の石ノ森らしいところは続けて「ぼくがマンガ家に

なるまえ、まだマンガファンだったころ。どのマンガを見てもヒーロー、ヒ

ロインはみな美男美女で、強くて正義を愛し……といった申しぶんのない人

物ばかりだったので、よしひとつマンガ家になったら、ブ男、シュウ女が主

人公のマンガをかいてやるぞと決心しておりました」と続くところだ。ちな

みに「ブ男、シュウ女が主人公のマンガ」は二一世紀ではもはや珍しくな

い。

愛の深淵

　恋愛テーマはラブコメやラブロマンスだけに限定されているわけで

はない。より深く、あるいはよりリアルに、あるいはネガティブな側

面まで、あるいはその不条理にさえ踏み込んで描く作家と作品も少な

くない。

　環望の『君がからだで噓をつく』は洋館に住む美しい病身の少年・

唯人とその世話をする少女メイド・更沙と彼女の同級生で少年の家庭

教師として雇われた語り手・長谷の三者関係を描く長編である（図

53）。





　ここには複数の関係性が絡まり合っている。唯人と更沙は公式的に

は「主人／使用人」の関係であり、プライベートでも性的な「マス

ター／スレイブ」関係である。ところが唯人は病弱で無力な子供であ

り、更沙の保護を必要とし、更沙はハイエナのような後見人たちに若

い身体を投げ与えることで少年と館の財産を守っている。

　母子的な「保護／被保護」関係でもあり、二人の「支配／被支配」

関係は状況に応じてスイッチングを繰り返す。更沙と唯人のセックス

を覗き見、更沙に誘惑されて関係を結んだ長谷は二人の共依存の閉鎖

系に引きずり込まれ、３Ｐ、さらには唯人との同性愛行為にまで及ん

でしまう……。詳述は避けるが、お手軽なカタルシスはここにはな

い。ここで描き出されるのは三者三様の「愛」のカタチであり、自分

の生命さえも愛する者に捧げる献身的マゾヒズムと、それよりもなお

深く、底の見えない情欲の世界である。

　このことは九〇年代の傑作の一つである氷室芹夏の『水の誘惑』

（全四巻・ワニマガジン社・九七～〇〇 大都社・〇五［図54］）にも共通

する。そこでは少年を虐待し、支配することによってしか愛情を表現

できない少女が物語を牽引する。





　ラブコメとてこうした屈折とは無関係ではいられない。むつきつと

むの『ぽちとお嬢さま』（図55）で描かれるのも、ワガママなお嬢さま

に内心抵抗を感じながらも逆らいきれずに忠誠を誓い、奉仕しつづけ

る少年の姿である。

　時代が進むにつれ、描かれる愛のカタチも、描かれ方もバリエー

ションが豊かになって行く。次章で述べるように、作者と読者のジェ

ンダー観も二十年前とは劇的に変化している。だが、古典的なものが

滅ぶわけではない。

　読者のニーズに対応して商品が多様化する。

　それだけではなく一人の読者の中にも複数のニーズがある。

　脳天気なラブコメをニコニコ読みたい日もあれば、古典的でピュア

なラブストーリーに感動したい日もある。妄執と屈折に満ちたヘビー

な愛と格闘したい日もまたある。

　セカイにも、エロ漫画にも、恋と愛と欲望が満ち満ちている。



第六章　ＳＭと性的マイノリティ

　我々のセクシュアリティとエロティシズムは流動的で重層的で多義

的でエネルギーに満ちたマグマである。これは到底ポルノなどという

狭い帯域幅では捉え切れない代物だ。この灼熱のマグマが地表に噴出

するのを抑制し、制御してきたのが男性優位の異性間性愛をスタン

ダードと定め、婚姻による家族制度を国民国家の礎とする近代のパラ

ダイムだった。構造的に見た場合、ポルノグラフィもまたこの制度を

補完するための制度であり、マグマから高熱のガスを抜き、表層を冷

却するための装置である（１）。パラダイムが有効な間は、自分がそ

の制約下にあることに気付くことはできず、オルタネイティヴな表現

もマニア向けの限定商品でしかない。ところが一旦パラダイムが揺ら

ぎ始めると、たちまち限定は解除され、妖怪変化と
ち

魑
み

魅
もう

魍
りよう

魎は一般

エリアへと浸透し、拡散する（２）。

　美少女系エロ漫画は公式的にはポルノグラフィ性を要求される商品

でありながら、ポルノを裏切ること、即ち、ポルノの枠組みから越境

し、逸脱し、異種交配し、融合し、取り込み、リンケージし、分節化

し、カオス化することによって帯域幅を拡げている。あたかもパラダ

イムの変化に対応するかのようにエロ漫画の周縁部にはラディカルな

スタイルが出現し、あるいは導入され、それがまた多様な「読み」を

誘発し、エロ漫画全体に浸透・拡散する。エロ漫画のエッジは漫画全

体のエッジとも重なっているため、浸透・拡散が漫画界全体に波及す

ることも少なくないし、その逆もまたある。エロ漫画にはありとあら



ゆるところから無数のミームが雪崩れ込んでくる。エロ漫画と漫画を

含む「表現界」のルート・ディレクトリには無数のミームが現れ、あ

るいは姿を隠し、隔世遺伝し、変異し、遷移し続ける。

　エッジからなにかが生まれる、あるいは侵入が始まるのはエロ漫画

に限ったことではない。ただ、エロ漫画界のルーズな体質が生んだ黄

金律「エロさえあれば何をやってもかまわない」のユルユル感があれ

ばこそ、美少女系エロ漫画のエッジは性とエロスと表現の実験場とな

り、そこから巨乳系、近親相姦、ＳＭ、シーメール、ショタといった

サブジャンルがエロ漫画全体へと浸透・拡散し、あるいは駕籠真太郎

や町野変丸に代表される作家性の強い漫画家に活動の場を提供するこ

とができたのである。

（１）　女性向けポルノグラフィの機能を持つレディースコミックに関して

は衿野未矢『レディース・コミックの女性学』（青弓社・九〇）、藤本由香里

『快楽電流』（河出書房新社・九九）に詳しい。ちなみに反ポルノ運動の旗手で

あるキャサリン・マッキノンの来日時、「日本のレディースコミックを女性

たちが買ってポルノとして使っているのをどう思うかと質問したところ、

マッキノンは、『女性向けのポルノというのは、実は男が男向けに作ってい

るのであり、その読者の九九％は男である』と答えて、会場にいた者を啞然

とさせた。」（森岡正博「女性学からの問いかけを男性はどう受け止めるべきなのか」

『日本倫理学会第五十回大会報告集』日本倫理学会編・九九）。彼女の不明を笑うのは

簡単だが、衿野が指摘するレディースコミックの制度補完性を併せて考える

と、無知に発する誤爆も「男が男向けに（マチズモ社会の維持のために）作ってい

る」という本質的な部分ではあながち的外れではない。

（２）　エロ漫画界では三流劇画の出現がモダンの終焉を告げた。エロ漫画



のポストモダン化はロリコン漫画の登場によってさらに加速された。

ＳＭ、あるいは演劇する身体

　ＳＭは狭小なサブジャンルで、最初から周縁部の住人だった。しか

し、ＳＭミームは核心をエッジに残したまま、他のジャンルに触手を

のばし、多くの作品を「ＳＭ風味」に仕上げている。例えば先述した

「凌辱系」における「調教」の文脈は「ＳＭ調教」とほぼ同じであ

り、差異は性交を重視するか否かという一点に尽きる（１）。

　サドやマゾッホの時代にはＳＭという概念は存在しなかった。しか

し、クラフト・エビングが命名する前から、残虐行為、残酷な見世

物、寝室での暴力、宗教的苦行による法悦は存在し、そのミームは

ヴィクトリアン・ポルノ（２）に流れ込み、スパンキングや浣腸と

いった密室の遊戯を洗練させ、「教師と生徒」「主人とメイド」など

のロールプレイを確立していた。さらに名付けられることによってＳ

Ｍは「欲望の形式」として同定され、その症候は自立し、ミームの流

通が活発になる。一九二〇年代のデ・カルロ（３）などのイラスト

レーターによるヴィジュアル化を経て、イラストレーター兼編集者

ジョン・ウィリーに代表される四〇～五〇年代のアメリカン・ビザー

ル（４）へと流れ込む。現在、日本においてボンデージ・ファッショ

ンと総称されるスタイルはこの間に確立されている（５）（図56）。Ｓ

Ｍがエロ漫画に浸透した理由はまずこのスタイルの全体と細部の持つ

視認性である。ＳＭに特徴的な、緊縛、拘束具、ボンデージ、コス

チューム、鞭、ハイヒール……等々、絵になるガジェットとフェ



ティッシュには苦労しない。





　とはいえＳＭがエロ漫画に浸透していったのは「絵」だけが理由で

はない。ＳＭプレイの空間では人は日常とは別の、主人、女王、貴

族、教師、聖職者、奴隷、ナース、囚人、メイド、幼児、犬、馬、豚

などの仮面＝衣装＝キャラクターをまとい、役柄を演じる。登場人物

が観客を兼ねる密室演劇であり、密やかなロールプレイである。キャ

ラクターの強調された役割と単純化された人間関係という「演劇性」

がかえって我々の中にある「リアル」を呼び覚ます。演技の「型」に

こそ真実が潜んでいる。我々もまた日常という舞台で与えられた衣装

をまとい、役割を演じているという凡庸な真実。

　いうならばＳＭ漫画は紙上演劇であり、読者は登場人物に自己投影

し、衣装のようにキャラクターを身にまとって物語の中に入ってい

く。これはＳＭ漫画に限ったことではなく、投影可能な人格と物語性

を持つ創作物全般についていえることだ。ただＳＭ的枠組みの中では

時にキャラクターは人格なきロールであることが要求される。これは

尺の短い漫画にとっては極めて「経済的」だ。冒頭にボンデージ風の

「女王様」が、「緊縛」されている「女子高生」の顔をハイヒールで

踏みつけながら「万引きなんかするからよ」といっているコマを置け

ば説明不要というわけだ。

　極端な例を一つ挙げよう。スノーベリの官能ＳＭ『女教師奈落の教

壇』（全三巻・平和出版・〇〇～〇二）では世間知らずの新任女教師

が、全員不良の生徒、悪辣な校長一味（要するに学校関係者全員）に、

嬲られ、犯され、虐待される様がエンドレスに描かれるが、登場人物

全員が役名でのみ登場する。無名性が徹底されたがために、逆に「女

教師」は我々の脳内データベースの「女教師」的存在総てのインデッ



クスと化し、あらゆるものを引き寄せ、自動補完してしまう。

　逆に、しろみかずひさの描く作品のヒロインは常に「麻理香」であ

る（６）。『嬲─なぶりっこ─』（全二巻・富士美出版・〇二［図57］）で

は、主人公（和博）は妹（麻理香）を奴隷として調教し、スレイヴ・

オークションに莫大な価格を付けて出品し続けている。落札者が現れ

たとしても麻理香が同意しない限りはオークションは成立しない。和

博にとって絶対安全な「プレイ」のはずだったのだが、会社社長の清

彦が九千万円と「生涯肉奴隷行使権」（生涯一人の肉奴隷しか飼えなく

なる）を使って麻理香を落札し、麻理香もこれを受諾してしまう。か

くして麻理香を軸に狂おしい妄執のドラマが展開していく。暴力的で

能動的なのは常に男たちだが、麻理香はオーソドックスなファム・

ファタルとして男たちを掌の上で弄ぶ。しろみかずひさは麻理香に、

男性が絶対的に理解しえぬ別次元の存在としての女性性を象徴させ

る。ここで描き出されるのは決して到達できない「究極の快楽」を求

め続ける「我々の妄執」の姿である。





（１）　サドマゾヒズムの革命性は、性器による交接（生殖）を特権化せず、

数ある享楽の一つという地位に貶めた点にある。

（２）　ヴィクトリア女王（在位一八三七～一九〇一年）治下の大英帝国最盛期。

ピューリタン的に過剰な道徳を要求する社会だったため逆に地下ではポルノ

の黄金時代が築かれていた。詩人田村隆一訳で知られる『我が秘密の生

涯』、スパンキング小説の傑作『わが愛しの妖精フランク』など邦訳多数。

すでにＳＭや異性装をモチーフとしているものが多く、現在のエロ漫画事情

とも通底する。ちなみにメイド漫画の代表作である森薫の『エマ』（エンター

ブレイン・〇二～〇八）もこの時代の英国が舞台。ちなみにクラフト・エビング

の生没年（一八四〇～一九〇二）はヴィクトリア朝に重なる。

（３）　デ・カルロは二〇世紀初頭に活躍。画集、小説本の復刻など、比較

的参照は容易。現在のボンデージ・ファッションの原型がすでに描かれてい

たことも確認できる。

（４）　画家、写真家、編集者のジョン・ウィリーが四六年に創刊した

『Bizarre』誌によって定着したアングラ文化。他に、写真家のアーヴィン

グ・クロウ、イラストレーターのスタントン、エネグなどがビザール文化の

代表格。また、クロウのモデルとしても有名だったのが五〇年代ピンナップ

の女王ベティ・ペイジである。蛇足ながら五〇年代アメリカはＳＦの黄金時

代であり、パルプＳＦのカバー・アートの中には多分にビザール的な作品が

存在する。

（５）　日本におけるＳＭミームの受容についても補足しておこう。戦前の

谷崎潤一郎などにその片鱗を窺うことができるだろうが、ＳＭが市場として

成立するのは戦後、五〇年代の風俗雑誌ブーム以降である。中でも『奇譚ク

ラブ』『風俗奇譚』『裏窓』の三大風俗誌は、四〇～六〇年代の欧米ビザー

ル文化を積極的に紹介した。また『奇譚クラブ』では、日本のＳＭ小説の代

表作である団鬼六の『花と蛇』、沼正三による稀代のマゾヒズム小説『家畜



人ヤプー』（後に石ノ森章太郎が漫画化）を連載し、後の和製ＳＭ文化へ大きな影

響を与えた。ここでのキーパーソンはやはり団鬼六だろう。官能小説に大幅

に緊縛や調教を取り込み、ヒロインの生理と心理をジワジワ追い詰めて行く

鬼六流の「ＳＭ官能小説」が後の官能劇画や現代エロ劇画にも継承されてい

く。団鬼六作品は七〇年代初期から前田寿安、沖渉二、笠間しろうを「絵

師」として劇画化されている。また石井隆が映画『花と蛇』を監督してお

り、団鬼六と劇画の縁は深い。

（６）　固定名スタイルの先達としては町野変丸の「ゆみこちゃん」を挙げ

ておく。

ＳＭ、制度への絶対的な帰依

　麻理香のように奴隷が選択権を持っていること自体倒錯しているの

だが、ルールは「遊び」であるほど厳守され、鉄壁の制度となってい

く（１）。本作のローカルルールである「生涯肉奴隷行使権」は主人

側を拘束し、「主人が奴隷に束縛される」という倒錯構造を強化す

る。この入り組んだ契約において、構造上、主人と奴隷は平等であ

る。男たちはこの制度的制約から逃れることができない。一方は契約

に固執し、一方は同じ肉から生まれた近親間の「純愛」（和博の台詞

である）を盾にする。ところが、麻理香は制度から半ばはみ出すこと

により制度を外側から操作する。麻理香にとっては契約も血縁も自分

の快楽のための方便にすぎない。男たちの目に映る麻理香は淫乱で可

愛い奴隷であると同時に得体の知れない不気味な存在だ。

　マゾヒストとしての快楽が制度への徹底的献身的な帰依であること

を明確に描いてみせたのが鬼薔薇（未由間すばる）の長編『露出マゾと



肉体女王様』だ。ここでは捨身とも言える絶対的帰依が描かれる。冒

頭から首輪を嵌められた全裸の少女が真夏の海岸で大の字に縛られて

晒し者になっている。彼女は野次馬に向かって自分が「変態マゾヒス

ト」の奴隷であると語り始める。彼女は女子高水泳部部長で、マゾヒ

ストでレズビアンだった。彼女は更衣室で後輩の水着に顔を埋めなが

らオナニーに耽っている現場を当の後輩たちに押さえられ、願望通り

奴隷へと堕とされる。彼女は「女王様」たちに嘲笑されながら、あら

ゆる辱めと性拷問を受けた揚げ句、命令通り全裸で終業式乱入を敢行

して人間を捨てる（図58）。彼女は退学となり、親にも見放され、最後

には女王様にも飽きられて捨てられてしまったのである。読者は語り

手である彼女に自動的に自己投影するが、彼女は「語る私」と「語ら

れる私」に分裂しているため、読者の意識は「目隠しされた登場人

物」と「神の視点を持った語り手」の二つの視点を同時に体験するこ

とになる。





　しかも、彼女の「告白」が真実か否かは、告白の現場に立ち会う野

次馬たち同様、読者にも検証のしようがない。すべてが自作自演の妄

想であり、実際には何も起きていないのかもしれない。本作には凌辱

者としての男性は一人も登場しない。彼女を虐待し、凌辱するのは全

員が見分けのつきにくい少女たちであり、嘲笑し、罵声を浴びせる野

次馬たちもほとんどが女性だ。

　とはいえ、ここで女性を特権化する視線を見るのは早計であろう。

マゾヒストにとって女王様は個別の存在でもなければ、全女性の象徴

でもない。自分を嘲弄し、罰し、虐待し、凌辱してくれる機能を完璧

に果たす機能であり、スノーベリが描いた名無しのキャラクターたち

同様に人格なきロールであり、脳内存在である。自分しか存在しない

世界で制度ではなく自分の欲望のみに絶対的に帰依する。これ以上の

倫理性はまたとないだろう（２）。

（１）　制度に内在するエロティシズムについては海明寺裕の、人を「犬」

として扱う社会を描いたパラレル・ワールド畜化ＳＭ『Ｋ９』（図59右）シ

リーズも重要。沼正三は小説『家畜人ヤプー』で日本民族の子孫を家畜人と

することによって「欧米文化によって凌辱された日本の近代～戦後」という

「現実」を批評したのに対し、海明寺は制度的な差別構造に潜むエロスを描

き出した。また毛野楊太郎は「選抜的に少年少女が家畜化される」近未来Ｓ

Ｆを描いている。畜化は身体改造と知能低下によって徹底的に行われ、もは

や後戻りはできない。これを制度への順応のカリカチュアと読むこともでき

る。「凌辱」の項で挙げた山文京伝の作品群にしてもそうだが、この種の主

題を突き詰めて行くと必然的に政治性を帯びる。いや、元々、表現行為その

ものに内在する政治性をこれらの作品が表沙汰にしてしまうと表現した方が



より正確だろう。

（２）　制度への帰依という観点からは海野やよいの『調教医師』（図59左）

も必読だろう。ここでは、マニアを対象にピアシング、クリトリス包皮切除

などを行う個人医院を舞台に、「家庭」「看護婦」「患者」の三つの物語が

交錯する。中でも象徴的なのが「看護婦」の物語で、フリーの奴隷である看

護婦の献身の対象はまだ見ぬ未来の御主人様であり、彼女の信仰はいうなら

ば、「彼女をかくあらしめているＳＭという制度」そのものへと向けられ

る。また「共同体」即ち医院を含むＳＭコミュニティがバックグラウンドと

して三つの物語全体を覆い、最終的にはあたかも自己修復機能か機械仕掛け

の神のように物語に介入し、悪人を懲らしめ、善人を救済するのだ。





性器から乖離する欲望＝多形的倒錯

　エッジの中にはありとあらゆる欲望の形式が細分化されて存在し、

表現もまた様々だ。そのありさまは欲望の実験場とでも形容するほか

ない。

　例えば桃山ジロウの一連の作品でなにより印象的なのは次々と繰り

出されるＳＭガジェットと性拷問のアイディアである。『羊達の悶

絶』（図60）一冊を取ってみても自転車のタイヤを取り付けた器具に犠

牲者をまたがらせ、タイヤを回転させて延々と股間をいたぶるマシン

やら、犠牲者二人をディルドー付きのシーソーに固定して、互いに昇

降させるマシンやら、耳搔き状の器具で膣内をくすぐるための中空の

格子状ディルドーやらが登場する。身体改造では犠牲者の膣に切除し

た腸の一部を繫ぎ、その一端を背中に
うが

穿った孔に繫ぐというトンネル

加工（背中に性器ができる）という無茶なアイディアを披露してくれ

る。いくら性行為が描かれても、この過剰なアイディアの奔流には勝

てない。快楽のための過程であるはずの「アイディア」自体が自己目

的化してしまうことが明確に示されている。





　自己目的化は極端な改造系の一群についてもいえることだ。氏賀Ｙ

太が蛭の遺伝子を組み込まれた少女の性器に巨大なガスボンベを挿入

したり、生命維持装置に繫いだ犠牲者を便器に改造する。
むかで

蜈蚣Melibe

が、少女漫画ベースに劇画性を加えた耽美的なタッチで口と女性器を

交換移植する。夭折した岡すんどめ（安宅篤）が『姫雛たちの午後』

（三和出版・〇三）一冊丸ごと使って四肢を切断されたダルマ少女たち

の世界を魂が震えるほど叙情的に描く。改造の過程を描こうが、改造

後の物語を描こうが物語の中心には恒星として「改造」が据えられて

おり、性器結合はその周囲を巡る惑星の一つということになる。

　我々はすでに性器結合が快楽のゴールではないことを知っている。

いくらセックスしても満たされない欲望の前で性交はその場凌ぎのピ

リオドである。そこで何よりも重要なのは何をエロチックと感じる

か、どういう状況に欲情するか、どんな相手に興奮するのかという心

理であって、性器結合や粘膜摩擦といった身体的な快感は心理の延長

上にある入出力端末のささやかな反応にすぎない。

　性交から乖離したエロスには露出、スカトロ、獣姦、ピグマリオニ

ズム、ネクロフィリア、同性愛そして各種フェティシズムが挙げられ

るがエロ漫画にはこのすべてが登場する。その多くはメインストリー

ムにも浸透・拡散し、スパイス的に使われたり、それぞれの性のカタ

チに対応する受容器を持った読者限定のアイキャッチとして埋め込ま

れたりする。また作者自身が意図しなくても「たまたまオシャレな靴

を描いただけなのに靴フェチの人気を集めた」ということもあれば、

一部の読者が意図的に誤読することもある。ミームはどこで、どう発

現するかわかったものではない。ただ単純化して語るとすれば、エッ



ジの外周に近づくにつれて、アイキャッチやスパイスではない、スト

レートな形が立ち現れてくる。

　例えば、多くのＳＭ系の作品で扱われる露出プレイは派手な見せ場

を演出する上では欠かせないものだ。自ら進んで行うにせよ、強制的

に晒し者にされるにせよ、人生を棒にふる戦慄があり、クライマック

スに持ってくるだけのインパクトがある。しかし、それでも、数ある

「プレイ」の一つにすぎず、露出をメインに据え、他が露出の惑星と

なるような露出漫画はやはり稀少である。その中の一人が……という

か、ほぼワン・アンド・オンリーの状態で長年この「露出と羞恥」に

取り組んで来たのがすえひろがり（末広雅里）である。すえひろがり

の繊細で上品なタッチはマニア臭が薄い分、読者の心理の襞に入って

くる（図61）。これに対し、もう一人の露出系として目立ってきたのが

きあい猫（きいろ猫）だ。こちらは少女たちのフラッシュ＆ダッシュ

の露出プレイを、羞恥以上にストリーカー的なカタルシスを含めて描

き出しており、すえひろがりとはまた違う世界を作り上げている（図

62）。





　フェティシズムに関しても同じことがいえる。レオタード、パンス

トといった一般性の高いものはすでに浸透・拡散しきっているが、オ

ムツや幼児服というかなりマニアックなフェティッシュとなると、エ

ロ漫画中心部と外縁部では扱いに極端な温度差が出てくる。ＳＭ、ス

カトロ、コスプレの文脈でオムツが導入されることはさほど珍しいこ

とではないが、オムツ・マニア、アダルト・ベビー（幼児装、幼児プレ

イ）系の人が納得できるだけのフェティシズムを担保しているのは内

山亜紀、水ようかん、ＤＡＳＨなど多めに見積もって五名以下だ。

　また、エッジには先に挙げた町野変丸や駕籠真太郎、あるいは三頭

身幼女たちが殺戮とスカトロと魔法による再生を繰り返すヘンリー・

ダーガーもビックリなたまきさとし（たまき聖、みなも黒蓮）のような

現代アートのエッジに接するような作家も存在するし（図63）、フェ

ティシズムとスカトロに傾斜しつつ、人間の深淵まで描く天竺浪人、

あらゆる倒錯を自家薬籠中のものとして、グロテスクで残酷でしかも

ほのぼのと牧歌的な掘骨砕三のように「一人一ジャンル」と呼ぶしか

ないほど作家性の強い作家も存在する。





第七章　ジェンダーの混乱

　エロ漫画のエッジから始まって、ＳＭクラスター同様にめざましい

動きを見せたのが、シーメール、フタナリ、女装（異性装）、ショ

タ、性転換といった互いに重なり合うサブジャンルのクラスターだっ

た。これが他の「エッジ発 浸透・拡散」と違うのは「男性キャラク

ター（遺伝子的）」をも欲望の対象としている点である。

　もちろん、男性への欲望を含むエロ漫画がこれまでになかったわけ

ではない。古くは貸本漫画時代に臣新蔵（現・とみ新蔵）が『美童

記』（図64）を描いていた。辰巳ヨシヒロ、上村一夫、宮谷一彦も同性

愛やトランス・ヴェスティズムを描いている。エロ劇画では石井隆の

代表作『天使のはらわた』の脇役にゲイの少年が配置されていたし、

三流劇画時代には宮西計三、ひさうちみちおらがゲイ濃度の高い作品

を描いていた。





　しかし、少女漫画が二四年組を中心に「少年愛」ブームを巻き起こ

し、JUNE／やおい／ＢＬという形で男性同性愛ものの巨大な市場を

成立させていくのに対し男性向けの作品はそれぞれが独立峰であり、

ブームやジャンル形成とは無縁だった。同性愛に限らず「異性間セッ

クス」以外は「特殊なマニア向け商品」としてごくミニマムな市場に

供給されるか、際物として扱われるかのいずれかだった（１）。

　この背景に男性のホモ・フォビアが働いていることは容易に理解で

きよう（２）。同性愛や異性装は「ホモ」「オカマ」としてギャグの

ネタにされてきた。恐怖と笑いは常に表裏一体であり、男性優位のコ

ミュニティほど、同性愛者を差別し、排除する傾向が強い。エロ漫画

における「欲望の対象としての男性キャラクターの定着」現象も、テ

レビ番組における「同性愛者、異性装者、女性的な男性に対する扱い

の変化」も、この差別構造の根幹にあるパラダイム、即ちマチズモが

揺らぎ、崩れ始めたからこそ起こりえたのである（３）。

　漫画界全体を今一度振り返るならば、その前兆は、女性向けジャン

ルでは女装美少年、少年愛、同性愛という形で七〇年代半ばから見る

ことができるし、男性向けジャンルに限っても（４）、少年誌では江

口寿史の女装少年ラブコメ『ストップ!!　ひばりくん！』（集英社・八

一～八三［図65］）を先駆として、青年誌では八八年デビューの奥浩哉

が『変』（集英社）シリーズで変性、男女の同性愛など、かつては

「男の危険領域」だったジェンダーとセクシュアリティに踏み込み、

なおかつ読者の支持を得ている。ロリコン漫画の領域では先駆者・吾

妻ひでおは早くから女装や同性愛をネタとして使い、愛らしい少年

キャラクターも登場させていたし、吾妻のアシスタント出身の沖由佳



雄は姉が弟を女装させて可愛がる短編を描いていた。また破李拳竜の

『撃殺！　宇宙拳』には、敵に捕らわれて性転換されてしまう王子様

のエピソードがある。そこにはディズニー 手塚治虫……と伝播され

た漫画絵／アニメ絵の中性的で多形的なエロスのミームを読み取るこ

ともできる。さらに少女漫画風の絵柄で女装美少年が女教師に可愛が

られるという雨宮じゅん（雨宮淳）の早すぎたオネ×ショタ「変態女教

師シリーズ」（『変態女教師　愛を夢みて…』久保書店・八五など［図

66］）の存在は見逃せないだろう。いや、そもそもロリコンという性

差の少ない幼児フォルムを欲望の対象として仮定するジャンル自体

が、最初からジェンダーに関しては揺らぎのただ中にあったというべ

きだろう。手塚原理主義者ならば「これは正しく手塚治虫ミーム、即

ち、アトム、サファイア、ロックが保持していた、中性的、流動的な

ジェンダー遺伝子の継承である」というだろうし、それはあながち的

外れな論議ではない。







　ロリコン漫画に登場する理想化され、記号化された美少女たちの総

てが後の田中ユタカの描く「あい」たちのように徹底して対象化され

ていたわけではないことに注目すべきだ。例えば谷口敬が『フリッ

プ・フロップ』（全三巻・久保書店・八三～八五）で描いた楽しげな女

の子たちの世界を男性読者がどう読めばいいのかということである。

少女を欲望の対象だと割り切るか、さもなければ女の子の一人に憑依

するしかないではないか。それはかがみ♪あきら作品についても、大

塚英志のいう「男の子のための少女まんが」という発想についてもい

えることだ。このジェンダーの揺らぎの子であるロリコン漫画の領域

から、「欲望の対象としての男性キャラクター」の最初の立て役者が

女性状のフォルムとペニスを持つシーメールだったことに注目した

い。

　シーメールはどのようにして男性向けエロ漫画に出現し、特殊な

ゲットーにとどまることなく浸透・拡散したのだろうか？　これを理

解するためにはエロ漫画の構造的な進化、または変化ということを考

えなければならない。ここで男性向けエロ漫画における構造の変遷を

整理しておこう。

Ⅰ　ピープ・ショウ型：ジェンダー・ロールは固定的で、第三者的な

外部の視点。

Ⅱ　感情移入型Ａ：ジェンダー・ロールは固定的で、読者の自己投影

の対象は主要男性キャラクター。視点も主要男性キャラクターに誘導

される。

Ⅲ　感情移入型Ｂ：ジェンダー・ロールは流動的で、読者の自己投影



の対象も性別、ジェンダーを問わない。

　大雑把にいって、Ⅰは最初期のエロ劇画、Ⅱが石井隆～三流劇画、

Ⅲがロリコン漫画～美少女系エロ漫画という区分になる。これは時系

列に従って並べただけで優劣を意味するものではない。時代が進むに

つれて表現と読みの多様化が進むということである。つまり、Ⅲ型が

現在の主流というわけではなく、Ⅰ～Ⅲの表現と読みが混在している

わけだ。

　田中ユタカ作品では徹底した読者と男性キャラクターの視点の同一

化が図られており、読者はあたかも男性キャラクターに憑依したかの

ごとく、女性キャラクターと恋し、セックスする。女性キャラクター

は愛し、賛美し、獲得すべき対象に他ならない。あくまでもⅡ型の読

みを意図して描かれており、Ⅰ、Ⅲ型の読みは不可能ではないが意図

的な努力を要する。シーメールものの場合には逆に読者側にⅢ型の素

養がなければⅠ型として読むほかないだろう。

　ピープ・ショウでは観客（読者）はそこで行われている行為にコ

ミットしていないので安全だが、その分、自己投影の器を見いだせな

いまま読者の欲望は空回りする。

　Ⅱの男性キャラクターを自己投影の器とするモデルでも、正統的な

ポルノ志向を採る場合には、男性キャラは透明化し、女性キャラの欲

望のみが突出して描かれる。透明な男性キャラを突き抜けた視線は女

性キャラに没入しがちになってしまう。これを避けるとすれば女性

キャラクター側の描写を抑制しなければならないが、それではポルノ

として成立しない（５）。



　Ⅲの場合、女性キャラクターへのアイデンティファイの度合いにつ

いては読者次第であろう。自覚的に憑依、あるいは女性キャラクター

を仮装する、無自覚的になんとなく女性キャラの気持ちになる。いず

れにしても、それは切実な女性化願望とは一線を画する「娯楽」であ

る。短期間の精神的女装は安全な極秘の愉しみであり、そこにはヒー

リングと異性化シミュレーションによる異性理解（新たな誤解であった

としても少なくとも意識は拡張される）がある。「女としてのボクが世界

を観る」感覚は、他者を認識するためのワークになりうるだろうし、

決して無駄でも恥ずかしいことでもない。

　これらを前提にして事実関係を述べるとすれば八〇年代末期に同人

誌に詳しい編集者・寺田洋一が編纂した、美少女同人誌アンソロジー

『TEA TIME』『ビザールコレクション』『Ｄカップコレクション』

『シーメールコレクション』が、ジェンダーに触れるもの、男女間の

性行為以外のオルタネイティブな性の様々なカタチを提示し、周縁部

を拡張する起爆剤となった。巨乳の章で述べたようにシーメールをポ

ルノに最初に導入したのはアメリカン・ハードコアである。それを北

御牧慶を中心とする巨乳漫画の描き手たちが、日本のエロ漫画シーン

に輸入した。アメリカン・ポルノは他のエンタテインメント同様に

ショウ・アップが命であり、ピープ・ショウであり、アンダーグラウ

ンドに近づくにつれてサイド・ショウじみてくる。日常と隔絶した見

世物という大前提で観客を安心させ、アモラルな性的逸脱も他人事と

して楽しませる。この「極端で奇矯ならばこその安心感」という倒錯

した構造ごと輸入された結果、シーメールは多くのエロ漫画で過剰な

性的放縦のシンボルであるかのように扱われてきた。そのいい例が、



巨乳＆巨根のシーメールが能天気かつ超ハッピーにセックスし続ける

パターンの作品ばかりを描くぐら乳頭であろう。

　だが、安全な構造を輸入したとはいえ、ブームの牽引車であった北

御牧慶や魔北葵は、情緒的であり、内省的な側面を持っていた。これ

は国民性の差異以上に依って立つ文化的な土壌の差異であり、正統派

ポルノとエロ漫画の差異であろう。北御牧の最初期のシーメールもの

「THE HUMAN RANCH」（寺田洋一編『シーメールコレクション

VOL.1』所収［図67］）は娼館に売られた少年が女性ホルモンを射たれ

て改造され、金持ちの道楽青年に買い取られるという物語である。物

語は主に少年の虚無的なモノローグによって綴られる。読者はその抑

制した語りの中に貧困と物品化され収奪される者の哀しみを読み取る

ことができる。その瞬間、ピープ・ショウではすまなくなっている。

漫画表現論的に見ても、モノローグの主体はおおむね読者の自己投影

／自己同一化の器である（６）。読者はシーメール少年の内面に自ら

を重ねるように物語空間に入っていく。これはヴァーチャルな女装と

ほぼ同じことだ。





（１）　現在でもガチンコの「男×男」漫画はあくまでもゲイ・コミュニティ

向けという特殊なポジションだ。田亀源五郎（『PRIDE』全三巻・G-Project・〇

四）、児雷也（『五人部屋』G-Project・〇四）、山田参助（『若さでムンムン』太田出

版・〇四）など注目すべき作家も多いが、一般の漫画専門店では手に入れにく

い。

（２）　ホモソシアルな男性優位社会の中で男性にとってニュートラルな（楽

な）立ち位置は「無自覚なゲイ」でしかありえない。彼らはゲイ的な社会構造

の恩恵を受けながら、ゲイを排除する。この「男にとっては不可視な構造」

が腐女子の目には丸見えになっているのだが、それを指摘されるとほとんど

の男は苦笑するか激昂する。

（３）　本書ではキリがなくなるのでマチズモ崩壊の原因を深追いしない。

ここでは仮に社会の自己最適化の一つの現れと捉えておくことにする。

（４）　女性向けでは、岸裕子『玉三郎恋の狂騒曲』（小学館・七五～八一）、

弓月光『ボクの初体験』（集英社・七五～七六）、里中満智子『ミスターレ

ディ』（講談社・七六～七七）、竹宮惠子『風と木の詩』（小学館・七六～八四）、

萩尾望都『11人いる！』（小学館・七六）、立原あゆみ『す～ぱ～・アスパラガ

ス』（秋田書店・八二～八三）、鈴木雅子『フィメールの逸話』（集英社・八三）な

ど、主要な作品だけでも相当な量に及ぶ。

（５）　逆に男性の「快楽」を克明に描くことで成功したのは世徒ゆうきの

『ストリンジェンド』（ティーアイネット・〇二）だ。猛り立ち、口唇の愛撫に

激しく反応するペニスが男性キャラクター側へと男性読者を牽引する。

（６）　永久保陽子『やおい小説論　女性のためのエロス表現』（専修大学出

版局・〇五）

シーメールとトランス：乳房と男根の意味するもの



　自己投影の器としてシーメールは極めて幻想的である。セックスの

現場でシーメールは「男性」「女性」「シーメール」の三つの役柄を

担い、さらに「攻め／受け」の属性が加わる。しかも「攻め／受け」

は作品の中でもロールが変転する。同じシーメールがある時は「サ

ディスティックな女性」の役割を果たし、別の場面では「女性に凌辱

されることを快楽とするＭ男性」としてふるまう。しかも、「攻め／

受け」は必ずしも見た目通りではない。 しい男性に鞭打たれ、激し

く凌辱され、身悶えして歓喜にむせぶシーメールが実は支配者だった

というふうな倒錯は珍しくもない。さらに個々のキャラクターごとに

「性自認」は様々だ。厳密な定義ではシーメールは生物学的な男性を

素体にモールドされた女性状加工身体ということになる。だが、シー

メールと大きく重なる「両性具有」までを含めると、天性の両性具有

者や男性体ベースの改造半陰陽だけではなく、RaTeの『Ｐ総研』のよ

うに女性の身体にペニスを生やしたタイプも数多く存在することに気

付く。しかし、シーメールを考える上で生物学的な性別や性自認は二

義的な問題であり、要は「乳房とペニス」が問題なのだ。他は乳房と

ペニスを強調するための「物語」にすぎない。

　巨乳の章で触れたように、乳房は男性サイドから見た「気持ちのい

い身体」の象徴であり、ペニスは男性読者が体感できる射精の快楽を

保証する器官である。

　また、ホモ・フォビアを多分に含む同性嫌悪（男の汚い裸なんか見た

くもない）への緩衝材としてシーメールが存在するという見方も成り

立つだろう。しかし、それだけが理由だとすれば、もっとも猛々しく

男性性を誇示するペニスを描く必要はないはずだし、レズビアンもの



がもっと多くてもいいはずである。ところが、佐野タカシの初期傑作

『プリティ・タフ』（図68）、島本晴海のラブコメ『チョコレート・メ

ランコリー』（図69）などレズビアン中心の作品はむしろ珍しい。今野

緒雪のジュニア小説『マリア様がみてる』（集英社・九八～続刊中）

ブームによってシスター・フッドを描いた作品を楽しむ男性読者が増

加しているにもかかわらず、その需要に応えるエロ漫画は
くろ

玄
がね

鉄
けん

絢の女

子学園もの『少女セクト』（図70）などが目立つもののまだまだエッジ

に止まっている。それに対しシーメールのペニスはアメリカン・ポル

ノ男優の如くそそり立ち、時には非常識なまでに巨大で凶悪な面構え

だ。立派すぎるペニス像は作者のペニス・ナイドの反映であると同時

に、男性的快楽を過剰に約束するための演出なのである。





　こうした享楽のための人工的両性化から、さらに踏み込んでいった

のがしのざき嶺の『もう誰も愛せない』『ブルー・ヘヴン』（図71）と

いった「ポスト・エヴァ」二部作であり、『キャンプ・ヘヴン』シ

リーズである。しのざきは享楽と乱淫を描きつつ、バタイユ的なタナ

トスの領域まで接近する。シーメールは身体と性とエロスと享楽を考

察する上で格好のモデルともいえるだろう。

シーメールと隣接領域

　いかに「見た目は女性と変わらない、いや場合によっては女性より

美しい」とエクスキューズを重ねてみても、シーメールという女性に

偽装した男性に対する欲望が解禁されたことには変わりがない。際物

として閉じこめることもできたはずなのに、それどころか、またたく

間にシーメールは越境し、跳梁跋扈し、ありふれた風景になってし

まった。

　すでに堤防に穴が開いてしまったのである。いや、正確には昔から

堤防が穴だらけだったことをシーメールが立証したというべきかもし

れない。

　シーメールとその隣接領域、すなわち「男性が欲望の対象となる」

あるいは「男性読者が自己投影しうる受動的な男性キャラクター」と

いう共通項を持つサブジャンル、両性具有、性転換（身体改造、魂の入

れ替わり、憑依などを含む）、女装、ショタ（少年愛、美少年、ショタ×オ

ネ、オネ×ショタを含む）もまた次々と越境を開始する。この隣接領域

を一括りにして語ることは、現実の当事者にとっては迷惑かもしれな



いが、エロ漫画の世界に限って言えば、これらの領域は相互乗り入れ

的に互いのエッジを融合させている。シーメールとトランスヴェスタ

イト（ＴＶ）とトランスジェンダー（ＴＧ）とトランスセクシュアル

（ＴＳ）とクロス・ドレッシング（ＣＤ）と性同一性障害（Gender

Identity Disorder）とドラッグ・クィーン（Drag Queen）の差異にこだわ

る読者もいるだろう。だが、ほとんどの読者は「美（少）女だけど実

はペニスがある」というアイキャッチから作品に入っていく。作品が

描かれてしまった後はもう読者の「読み」次第である。例えばシー

メールは完全性転換前の「プレオペ」とも見ることができるし、身体

まで衣装化した女装コスプレと解釈することもできる。ショタ漫画に

登場する華奢な美少年を乳房の薄いロリータ・タイプのシーメールだ

と誤読することも可能だろう（少年の多くは自ら好んで、あるいは強制的

に女装させられる）。やや特殊なのは両性具有者だが、これも「全部入

り」の「気持ちいい身体」としてシーメールの延長線上に置くことも

できる。

　上連雀三平（１）の傑作『アナル・ジャスティス』（全二巻・フラン

ス書院・九七、〇二［図72］）は女子校の両性具有者の乱交クラブ「女の

子のための勃起俱楽部」を舞台とした連作学園エロチックコメディ

で、作品全体が「全部入り」というとんでもない代物である。導入部

の語り手＝主役として登場する「ななちゃん」こと七緒はおちんちん

好きが高じて、勃起俱楽部に憧れ、女装して女子校に入学したという

経歴の持ち主。七緒は両性具有者ではないため入部できず、窃視オナ

ニーしている現場を押さえられてしまうが、それが縁で特例として入

部が認められ、歓迎会（乱交パーティ）の中で以前から恋していた彼女



＝五香ちゃん（両性具有者）と結ばれるというのが第一話のあらまし

だ。この作品では両性具有者たちの全員の性自認が「女性」である。

身体的には男性である七緒は、「女性」の一人である五香の男性器を

アヌスで受け止める。この第一話に限って見れば、「男性器と女性器

の結合」というもっともありふれたセックスは一度たりとも登場しな

い。七緒も驚いたことに両性具有者たちも「みんな、おしりの穴でし

てる……」のである。導入部としての第一話から、異装（女装）する

ことによって異界（女子校）への越境に成功した主人公が、通過儀礼

（受動的な肛門性交）を経て秘儀サークル（勃起俱楽部）に参入すると

いう神秘学的な構造を読み解くことも可能だろう。もちろん七緒に憑

依した読者もこの「男の身体を保持したまま女性性を獲得する」とい

う秘蹟に参加しているのだ。ここでもペニスはアイデンティティの器

官として有効であり、五香に肛門を貫かれながら、激しく摩擦される

七緒の男性器は読者の男性器と二重写しになる（実際に読者がオナニー

していればシンクロ率はさらに高まる）。





　七緒の男性器が生まれて初めて女性器と遭遇するのは第四話に至っ

てである。その相手となるのがディルドーベルトを装着して美少女の

アヌスを貫くことを好む高慢な美少女・京極三菜である。彼女は、か

つて両性具有者ではないため入部を拒否され、勃起俱楽部に怨みを抱

き第三話では七緒と五香を脅迫し、アナル・レイプしている。第四話

の男×女のセッションは和解と入会の儀式でもあるわけだ。ここで重

要なのは七緒の初体験だけではなく、閉鎖的なサークルが、男性（七

緒）の侵入によって変質し、女性（三菜）をも迎え入れたという事実

である。七緒によってサークルの特権性が排除され、三菜によって七

緒の「特例で入った紅一点」的な特権性も排除される。さらに下巻に

あたる『肉棒射精編』ではシーメールの女教師に率いられた男子生徒

（全員女装少年）だけの秘密サークル「玉部」が出現し、ホモソシアル

な組織の崩壊と、和解とが描き出される。我々はそこに作者の、あら

ゆる特権性を剝奪し、平等と融和を願う強靱なモラリティを見ること

ができる。

（１）　上連雀三平は小野敏洋名義で小学生向けの漫画誌でも活躍。『月刊

コロコロコミック』（小学館）連載（九二～九四）の『バーコードファイター』

第十一話ではヒロイン・有栖川桜が性同一性障害の女装少年であることを明

らかにして当時の小学生の多くにトラウマを残すと同時に「愛は性別に左右

されない」というメッセージを伝えた。

リアルな男性器と幻想の女性器



　シーメールとその隣接領域に見られる女性的な擬態は「女性は、か

弱く、可愛く、無垢で、可憐で、愚かで、優美で、柔弱で、受動的

で、従属的で、マゾヒスティックで、快楽的で、猫のように気まま

（以下略）」という女性神話に基づいている。

　ただし、シーメールに限っていえば女性性の獲得と同時に女性性か

らの逸脱も多く見られる。例えばハデでハードな激しい描写で押しま

くる享楽系には外見は女性的だが「攻め」というケースも多く、筋骨

隆々たるマッチョなシーメールが女性を攻めて絶頂に導くというフィ

ジカルな路線や鬼畜系的なベクトルを持つ作品も多い。自己投影型と

いうよりはアメリカン・ポルノ的なピープ・ショウ感覚である。しか

し、それもまた単に物珍しい激しいセックスショウというだけではな

く「男性性を擬態する女性性を擬態する」という理性をマヒさせるよ

うなコンセプトが仕掛けられていて、
すな

砂や第六天魔王グレートの描く

マニアックな筋肉女性とも通底する「めまい」を感じる。

　だが、「男性も欲望の対象となる」隣接領域全体では古典的な女性

神話「弱き者、汝の名は女なり」が生き続けている。そこに残存する

差別と偏見、さらには裏返しになったレイプ神話（男性が女性としてレ

イプされて快楽を得る）を指摘することは簡単だし、学級委員長的では

あるがポリティカル・コレクトな正論であろう。だが、それだけでは

ないところが人間の、表現物の、エロ漫画の面白さである。エロ漫画

読者にとって、神話かどうかが問題なのではない。なぜならここでは

「神話」であると同時に「設定」だからだし、コスプレイヤーのまと

う衣装であるからだ。

　しかも女性を擬態する「彼ら」は「女の子になりたい」のではな



い。正確には「女の子のようになりたい」のだ。性同一性障害とはほ

とんど関係がないし、女性化願望とも違う。男×女の古典的な図式で

描かれたエロ漫画でも女性キャラクターが徹底的に対象化されていな

い限り、男性読者が女性キャラクターに自己投影する「読み」もまた

成立することは先に論じた（１）。

　だが、そこで厄介なのが読者である「彼」の股間に存在する器官で

ある。女性器の感覚は男性器ではシミュレートできない。いくら気持

ちを女性キャラクターに重ねても、まさにそのことによって興奮して

いる器官によって裏切られる。ファンタジーに逃げることはできな

い。なぜならアナタが今読んでいるのはエロ漫画だからだ。そこには

アナタの性器とはあきらかに違う女性器が明示されていて、アナタは

それから目を背けることはできない。ここに「なぜ、エロ漫画ではレ

ズビアン物がエッジから出ていけないのか？」という疑問に対する一

つの解答がある。「女性向け」の非ポルノ小説『マリア様がみてる』

では性器が描写されることはないから、男性読者でもファンタジーを

描くことができる。

　その意味でシーメールとその周辺領域の導入は画期的だった。女性

性の美味しいところ、都合のいいところを掬い取って、なおかつペニ

スの快感を保持する。再び『アナル・ジャスティス』に目を向けれ

ば、七緒は徹底して「おちんちん好き」という設定である。ではゲイ

なのかというとそうではない。彼が好きなのは実は自分の快楽を担保

する自分のおちんちんであって、彼の前に林立する他人のおちんちん

は、その持ち主が男であろうが両性具有者であろうが、その鏡像にす

ぎないのだ。



　実際、七緒は自分と五香のペニスを型取りしたディルドーを三菜に

プレゼントし、自分のコピーペニスに貫かれる。また下巻で意識不明

となった七緒は、夢の中で幼い日の七緒と出会う。自分で自分をフェ

ラチオできないことを悔しがっている幼い七緒に、少年の七緒は自分

のペニスを舐めさせ、「ああ、あたし今、自分にフェラチオさせてる

んだ」「夢みたい」と胸をときめかせる。そこに完全にシーメール化

した大人の七緒が登場し「そう……人は自分で自分のおちんちんを

しゃぶることはできないわ（例外はあるけど）」「だから人のおちんち

んをしゃぶるのよ!!」と宣言して少年の七緒の口に自分のペニスを入

れる。「でも悲しむことはないわよ」「精液を通して人はわかりあえ

るから……ひとつになることができるのよ！」。とんでもない展開だ

が（まあ夢だし……）最後の教訓めいた理論はともかく、このオートエ

ロチックな、ウロボロスの蛇のような自分自身とのセックスからポル

ノの本質が垣間見える。つまり、我々がポルノを見て興奮するのは、

何もそこで思ってもみなかったエロチックな行為が展開されるからで

はない。我々はポルノを鏡として自分自身のエロスの実態と向き合う

ことになる。ポルノは我々の外側にはなく、常に内側に存在する。

　では、シーメールとその隣接領域に登場するキャラクターが獲得

し、コスチュームのようにまとうイデアとしての「女性性」とはいっ

たいなんだろうか？　『アナル・ジャスティス』にはシーメールと両

性具有者と女装少年とディルドー少女が登場する。ここではシーメー

ルがあたかも「男性機能を持つ女性」のように、少年と少女は「不完

全なシーメール」のように扱われるにしても、外見や心理は全員が女

性性を帯びている。



　女性性の核心は、男性を愛することでも、乳房を膨らませることで

もなく、か弱かったり、女々しかったり、子供だったり、病身だった

り、他人や状況に対して受動的・従属的な存在になることだ。

　佐野タカシが繰り返し描いた、恥ずかしいくらいになよやかなシ

シィ・ボーイズは女の子にいじめられ、犯され、おちんちんをピキピ

キに反応させ、女の子のように可憐な声を上げる。マゾヒズムも「可

愛ければ」オーライなのだ。

　主人公の受動性は天性の場合もあれば「受動性の獲得」から始まる

ことも多い。例えば「性転換」ものは身体改造、脳交換手術、薬物

（ホルモン剤や魔法の薬）による変性、魂の入れ替わり、輪廻転生など

生物学的には男性に止まるものから完全な女体化までのバリエーショ

ンがあるが、いずれにせよトランス・セクシャルな主体が女性の身体

を選ぶというケースは稀でほとんどは、暴力、脅迫による強制性転換

か、たいらはじめの『CHANGE!』（図73）のような詐術によって変え

られるか、南京まーちゃんの『僕が彼女に着がえたら』のように映画

『転校生』（大林宣彦監督）パターンによる事故だ。当然主体の性自認

は男性であり、心が男性のまま男性に凌辱されて恐怖と屈辱とマゾヒ

スティックな快楽を味わったり、女性相手に恋愛して、悩ましいよじ

れを味わったりする。





　先に挙げた岡すんどめ、毛野楊太郎、氏賀Ｙ太の作品に見られる

「四肢切断（あるいは欠損）」や改造、水ようかんの描く幼児化調教も

「弱体化による受動化＝女性性の獲得」という文脈で捉えることもで

きる。極端に表現すれば、外部からの刺激を永遠に受容し続ける幻想

の女性器としての存在である。

（１）　これはあらゆる物語、あらゆるキャラクターについても同じことが

いえる。昔、ブルース・リー主演の『燃えよドラゴン』（七三）が大ヒットし

た時、映画館から出てくる観客はみんなブルース・リーのような歩き方に

なっていた。「キャラクターに自己投影する」ということは「キャラクター

に憑依される」の言い換えにすぎない。メディア論では、そうした影響は短

期的なものとされているが、キャラクターの影響下にある時の感覚は記憶と

して残る。読者である「彼」が女性キャラクターに自己投影した瞬間、

「彼」はほとんど無意識的に脳内で女装し、物語の中に入って行く。これは

七緒が女装して女子校に入学するのとまったく同じ構造であるわけで、巧妙

な導入手法である。七緒の性的冒険は、エロ漫画を読む読者の脳内で繰り広

げられる無意識的な操作を再現したものであり、実のところ読者は知らない

うちに「エロ漫画を読むという行為」を読んでいることになる。

ショタ、またはオート・エロティシズム

　九〇年代中期、「欲望の対象としての男性キャラクター」の一つと

して「ショタ」が登場する。八〇年代末期、寺田洋一は同人誌のトレ

ンドから「九〇年代は可愛い男の子の時代」という予測を立ててい

た。この予測が九〇年代初頭の美少女系エロ漫画大弾圧によって数年



間遅れたとはいえ的中したことになる。元々「ショタ」は「やおい／

ＢＬ」のサブジャンルだった。これが男性向けジャンルに越境した背

景には様々な事情が絡んでいる。読みたい描きたいという読者／作家

の意志も重要だが、商品として成立するという経営的な判断がなけれ

ばあり得ない話である。もっと下世話な部分ではショタ志向のある男

性作家を女性向けショタ・アンソロジーにも投入できる、女性向けと

いう形式にしておけばほぼ無修正で出せるという会社の事情も手伝っ

ていた。かくして表層的には「女性向け」でありながら、実際には

「純然たる女性向け」「両性向け」「純然たる男性向け」の三タイプ

が林立することとなった（１）。

　しかし、このブームは二一世紀を目前にして失速し、一気に瓦解す

る。ここでも例によってエッジからの浸透・拡散現象が起きている。

男子同性愛的なショタは壊滅したが、美少年、中性的な少年、弟系、

女装少年、受動的な少年といった「非マッチョ的男子」キャラクター

がエロ漫画界全体に拡がる。中でも米倉けんごの『ピンクスナイ

パー』は精神的にはマッチョ（外見は美少年）で傲慢な主人公が圧倒的

強者である女教師によって「受け」を強いられるという「関係性の中

での相対的な受動性」を描き出して秀逸だった（図74）。また同作とも

関連するが、はやぶさ真吾の『Sweat & tears』（エンジェル出版・〇

一）などショタ×オネ（攻め×受けで言えばオネ×ショタ）と呼ばれる「美

少年と年上の女性」というカップリングが小ブームとなる。ホモフォ

ビアが勝利を収め、男女の図式に回帰したという側面もあるが、「攻

め×受け」は転倒している。ショタ要素の中で大きな割合を占めるの

が「受け」の性別であって、「攻め」の性別は二次的な条件だったと



いえるだろう。





　ところが〇二年には再び男性向けショタアンソロジー『好色少年の

ススメ』（図75）が登場し、『少年愛の美学』（松文館・〇三）、『少

年嗜好』（桜桃書房・〇三）がそれに続くという小ブームが起き、先行

きが不明かつ狭小とはいえ一つのジャンルとして定着している

（２）。





　ここではあくまでも男性向けの作品に限って話を進めるが、カップ

リングは基本的に少年×少年、青年×少年であり、少年×青年はほとん

ど存在しない。また少年×少年の場合、攻め／受けが固定的とは限ら

ない。たとえば陽気婢がショタブーム以前に描いたショタ的な作品

「ASOKO KINOKO」（『Magic Mushroom』）は、二人の少年のペニス

に女性状形態でしかも自律した知性を有するキノコが寄生するという

コメディである（股間からバービー・サイズのフィギュアが生えている状

態を想像して欲しい）。キノコは少年の精液を養分に生きており、その

代わりに快楽を宿主に与える。

　前半のクライマックスは少年同士のセッションで、そこでは女性状

キノコに覆われているとはいえ、少年×少年のフェラチオ・シーンが

あり、快楽に我を忘れた少年たちが抱擁し合い、濃厚にキスする中、

股間ではキノコ同士がレズビアンの快楽に身悶えするという攻めも受

けもホモもレズも渾然となったエロスが展開される（図76）。少年同士

の場合、攻め／受けは流動的だ。見た目の性差、身長・体格などで性

役割はある程度は決定されるが、あくまでも「ある程度」にすぎな

い。





　ここで注目したいのは「男の子同士の秘密」である。陽気婢の作品

ではキノコの顔が片想いの女の子であったり、エッチの現場を女の子

に見られてしまったりと「女子が意識されている」のだが、後のショ

タ系では「男の子同士」が強調され、女子の影は排除される傾向にあ

る。男の子たちだけの秘密基地への回帰であり、ホモソシアルな秘密

結社内の秘儀としての性である。そこに女性への蔑視、恐怖、嫌悪の

みならず、「外界」への恐怖と嫌悪を指摘できるだろう。

　では、男性読者が「少年キャラクター」に向ける「欲望」とはいっ

たい何だろうか？　もちろん少年キャラクターを欲望の対象とした自

覚的、無自覚的な同性愛が挙げられるだろう。この場合、一般の異性

間性愛を描いたエロ漫画と構造的には同じである。ただし「受け」も

「攻め」も男性読者と同じ性の持ち主である。肛門性交によって「受

け」が女性の代理を果たすとしても、「受け」の股間にはペニスが屹

立し、確実に「男性的快楽」を担保している。しかも肛門粘膜や前立

腺の刺激は現実に「受け」ではない男性でも力の向きこそ違え、排便

の快感として「知って」いる。作品内にある総ての快楽は体感の埒内

である。それゆえに田亀源五郎に代表されるゲイ・ポルノを無自覚な

ゲイが恐怖するのは、理解不能だからではなく実は心理も体感も実感

できてしまうからである。このホモフォビアの発動を「可愛い」が抑

制する。しかも「たかが漫画のキャラクターではないか」という大前

提がある。

　青年×少年の場合はまだ性役割が比較的固定的で、男性読者は青年

キャラクターに自己投影しやすい。しかし、語り手が少年であった

り、少年キャラクターの快楽が内面まで含めて描かれる場合には、



「受け」が女性である場合よりも、はるかに自己投影がたやすくな

る。これが少年×少年であれば、もはや、「受け」でも「攻め」でも

気持ちのままにということになる。それは「自分が可愛い男の子にな

りかわり、可愛い男の子同士でエッチなことをする」（永山薫「セク

シュアリティの変容」、東浩紀・編著『網状言論Ｆ改』青土社・〇三所収）

という幻想である。「可愛いボク＝自己の理想的モデルだと考えてい

るもの」と「可愛いキミ＝他者の理想的モデルだと考えているもの」

の間にいかほどの差異があるのだろうか？　他者に仮託されても理想

型には常にセルフイメージが投影されるものではないのか？　少年と

カップリングされる「他者」が青年であろうが中年であろうが老人で

あろうが、それはそれぞれの世代のワタシの理想像（もちろんそれが醜

貌の持ち主で邪悪なキャラクターであったとしてもだ）であろう。煎じ詰

めてしまえばショタとは「ワタシとワタシのセックス」である。

　秋緒たかみ（３）の「たまみみ」はこのオートエロチックな構造を

美しく描き出す。親友のロータと仲違いしたテルミは翌朝、自分の頭

にネコ耳が生えていることに気付き愕然となる。祖父の昔語りによる

と、会えない人への想いが募ると、その人の気配を感じようと魂が耳

をそばだてる、それが「魂耳」だというのだ。ロータにも魂耳が生え

ており、二人は相思相愛だったことに気付く。この作品でもっとも美

しいのは、魂耳を「想い人」に触ってもらうとビリビリと気持ちいい

ことに気付いた二人が互いに魂耳を愛撫し合い、頰を赤らめ、ドキド

キしていくシークェンスである（図77）。そして二人は熱くなった頰の

体温を互いにたしかめ合い、唇を重ね、身体を重ねていく。この愛撫

から性交に至るシークェンスで注目すべきは二人の差異が稀薄で、ほ



とんど見分けがつかないという点である。二人の内語がナレーション

としてコマにかぶさるのだが「触りたい」「触られたい」という主語

がテルミなのかロータなのかは判別できない。物語の語り手であるテ

ルミに読者が同一化していても、ここでどちらがテルミなのか判断で

きなくなる。だが、それは作者の意図的な操作である。魂耳愛撫から

キスに至る流れを、ほとんど鏡像のように描くことによって、二人の

等価性を強調し、愛に主も客もないというメッセージを込めたのだと

読むこともできるだろう。「たまみみ」では「キミとボクが一つにな

る」という愛の理想型で踏みとどまっているが、植芝理一の『夢使

い』（〇一～〇四）の場合はエロ漫画ではない分、容赦もない。ここ

では女装少年に誘惑されて異世界へと移行した少女たちが、ペニスを

持った自分の分身を創造し、自らも少年に変身し、自分と自分の分身

がペニスをこすりあわせる（図78）。まるで「やおい／ＢＬ」の図式化

のようにも見えるが、あくまでも主眼は「自分との交合」である。他

者性の消滅した合一はオートエロティシズムという消失点に向けて重

力崩壊を起こしていく。行き着く果ては外界のない「可愛いボク」宇

宙である。





「たまみみ」の場合は一対一、『夢使い』の場合は自分対自分という

究極のカップリングだが、オートエロティシズムに人数は関係ない。

よく描かれる多数×一人の輪姦ものでは人数が増えれば増えるほど

「攻め」の個別性は消失し、読者の意識は「受け」の少年へと集中さ

れる。レイパー軍団は「可愛いボクを犯すためだけに登場するロー

ル」と化す。これが有頂天の『スピットファイア inbreed』（モエール

パブリッシング・〇五）のように少年群の関係性に立脚するものであっ

ても結局は同じことだ。どれこれも、受けも攻めも「ボク」というこ

とになる。

　もちろんオートエロティシズムだけでショタを読み解くことはでき

ない。だが、ショタという立ち位置からこのキーワードを使ってエロ

漫画総体を脱構築することは充分に可能だし、エロ漫画のみならずポ

ルノの持つ意味を知る有効なアプローチになるはずだ。

（１）　ブームの火付け役となったアンソロジーとして『U.C.BOYS～アン

ダーカバーボーイズ～』（茜新社・九五）を挙げておく。この他、女性向け

『ROMEO』（光彩書房・九六）、男女混合の『PET.BOY'S』（司書房・九七）、男

女混合の『ネイキッドBOYs』（桜桃書房・九八）、男性向けで始まり、後に男

女比が逆転した『BOY MEETS BOY』（光彩書房・九七）、男性向け『プチチャ

イムBROS.』（桜桃書房・九七）、『ショタキング』（コアマガジン・九七）などが

男性側からの視野に入っていた。

（２）　市場がなくなったわけではなかったと見ることもできる。アンソロ

ジーの数が半分以下になって最適化され、九〇年代のブームに乗り遅れた新

しい世代の読者の登場が上手く合致した。犬丸、有頂天、など新しい世代の

作家の台頭も目立つ。



（３）　田沼雄一郎の別名。田沼名義では本書で採りあげた『SEASON』を

はじめ多数の著作がある。



終章　浸透と拡散とその後

性なきポルノグラフィ

　九〇年代中期以降の漫画、アニメ、ゲーム、ノベル、ウェブ全体、

それもオタクあるいは若い世代にセグメントされた表現物／商品を、

美少女系エロ漫画サイドに立って見渡した時に気付くのは、かつて美

少女系エロ漫画の魅力だったカワイイもの、キレイなもの、バカバカ

しいもの、おぞましいものが、他のジャンルにもおびただしく見られ

るようになったということだ。「萌え」で一括される微妙な感情を励

起させる対象と言ってもいい。本家争いなどするつもりもないが、

「それら」が内包するミームの多くが美少女系エロ漫画発であった

り、遺伝子プールであり巨大なノードでもある美少女系エロ漫画を経

由していることは書き記しておこう。

　もちろん浸透と拡散はあらゆるジャンルで起きていることだ。お互

いに越境しあい、遺伝子を交換し、互いに似通ってくる。

　例えば「萌え」の代表選手である『苺ましまろ』（メディアワーク

ス・〇三～連載中［図79］）は十六歳の女子高生と女子小学生四人組のだ

らだらとした日常をコミカルに描く、ただそれだけの漫画だ。第一巻

の後書き漫画を見る限りでは、作者・ばらスィーは「ロリロリイラス

トコーナー」のいわゆる「ハガキ職人（１）」から、編集者に「漫画

でも描いてみない？」と誘われてプロになった。可愛い女の子のイラ

スト投稿から漫画家デビューというのはよくある話で、エロ漫画では

「萌え」の先駆者の一人であるりえちゃん14歳（２）もそうだった。



りえちゃん14歳同様にばらスィーもまたデビューするまでほとんど漫

画を描いたことがなかった。当然ながら漫画家としての技術はまだま

だ未熟であり、コマ割りが変なこともあれば、間の取り方に失敗する

場合もある。





　枠組みからいえば古典的な日常生活コメディ漫画であり、リアル版

『ちびまる子ちゃん』（さくらももこ、集英社・八七～〇九）であり、中

産階級版『じゃりン子チエ』ともいえるだろうし、ヒット作『あずま

んが大王』（あずまきよひこ、メディアワークス・〇〇～〇二）を引き継

いでいると見ることもできる。

　ここでは大きな事件が起きることはないし、切実な問題も存在しな

い。レイプも児童虐待も起きない。自殺や不登校につながるようなイ

ジメもないし、ヘビースモーカーである女子高生の伸恵が補導され

て、停学処分になることすらない。平和で吞気で怠惰な日常がコミカ

ルに綴られていく。

　この漫画を読む楽しさは、勝手に遊ぶ小動物を眺める気分に近い。

主要な男性キャラクターは存在せず、しかも少女たちの内面描写が極

めて薄いため自己投影にはかなりの努力を要するだろう。おまけにそ

こには「成長」もないから育成ゲーム的な意味での疑似インタラク

ティヴな感覚も薄い。読者はただただ可愛い少女たちの無限に引き延

ばされた日常を覗き見するだけだ（図80）。構造的にいえばピープ・

ショウであり、読者の立ち位置はまさにササキバラ・ゴウの「視線化

する私」である。読者の視線にペドファイル的な欲望が含まれていた

としてもなんら不思議ではないが、むしろそれは少数派だろう。「視

線化した私」の欲望の対象は女の子たちであると同時に、いや、それ

以上に「かわいい女の子たちが戯れる居心地の良さそうなハーレム空

間」である。そこには「私」を脅かすリアルな異性も同性も存在しな

い。失敗して自分が傷つくことになるかもしれないセックスもない。

「私」は二重三重に守られた「視線」として、幽霊のように「女の子



で一杯の世界」を彷徨い歩く。これは言い換えれば不能者のハーレム

である（３）。





　エロ漫画ジャンルでは『苺ましまろ』の直前にうおなてれぴんの

『しすこれ』（図81）が登場している。両者は構造的には酷似している

ものの、『しすこれ』が単行本は成年マークなしで発売されたとはい

え成年男性向け媒体に掲載され、ノンセックスであっても「男性向け

のサービス」を意識していたのに対し、『苺ましまろ』にはそうした

対男性読者に対する意識自体薄い。





　もちろん、『苺ましまろ』は通常の意味でのポルノグラフィではな

いし、エロ漫画でもない。しかし、逆説的に言えば、不能であるが故

に、無限遠に止められた欲動の「寸止め」であるが故に、極めて猥褻

なのである。あえてセクシスト的な物言いをするならば、男性読者向

けの媒体に掲載された男性作家の脳内楽園を我々は覗き見ているの

だ。似たようなベタな日常の中でチャイルド・セックスを描く

EB110SSやみかりんの方が、少なくとも私には「健全」に感じられ

る。だが、『苺ましまろ』の読者が求めているのは「健全な雄と雌の

セックス」ではない。求められるのは韜晦され、隠蔽され、ほとんど

無意識化されたエロスであり、その意味において『苺ましまろ』は

「童貞男子のための性なきポルノグラフィ」という倒錯した商品でも

ありうるのだ（４）。

　ばらスィーが無意識的に脳内楽園を描き出しているとすれば相田裕

の『ガンスリンガー・ガール』（メディアワークス・〇二～一二［図

82］）は、極めて意識的な作品である。近未来のイタリアを舞台に不

治の病や重度の障害を負った少女たちが、福祉公社によって義体（戦

闘サイボーグ）へと改造され、政治的な暗殺者としてマフィアやテロ

リストたちと闘う。現在の「萌え」の潮流を形作る上で七〇年代末か

ら始まる「美少女の時代」及び、漫画（及びアニメ）『風の谷のナウ

シカ』に代表される「戦闘美少女（５）」の最新モードである。





　義体たちは、男性読者の持つイデアとしての少女性やペドファイル

志向を担保するだけではなく、すでに事故や犯罪被害や病によって壊

された少女という意味で過剰にフラジャイルな存在であり、義体化さ

れることによって人工性が加えられ、ピグマリオニズムやネクロフィ

リアの対象ともなり、しかもサイボーグである以上、身体的成長も性

もない。さらに重要なのが銃器の扱いだろう。全編にわたって銃器の

持つ凶悪な美しさとフェティシズムが描かれているわけだが、銃器は

着脱可能なペニスであり、その意味において義体は少女性と同時に少

年性、両性具有性まで保有していることになり、極めて多形的な存在

だといえよう（６）。

　また、義体たちは洗脳によって条件付けされ、過去の記憶を消され

（７）、成人男性の担当官とペア（フラテッロ＝兄弟）を組む（戦闘犬と

トレーナーの関係である）。義体と担当官の間には恋愛的な、あるいは

家族的な絆が生まれるのだが、それが真実の「愛」なのか、条件付け

による最適化なのかは誰にも判断がつかない（図83）。





　彼女たちは心を持った機械だが、その心すら洗脳というリプログラ

ミングによって上書きされた人工のヴァージョンである。「私は人間

なのか？」という問いかけも、その点を踏まえて捉えるべきだろう。

身体が機械に置き換えられただけではなく、自意識すらもチューンさ

れていること。「私は人間か？」という問いは「私は私か？」という

問いに等しい。この点ではポスト『エヴァンゲリオン』的な自己探求

のドラマでもあるわけだ。シンジがエヴァに搭乗するように、少女の

脳と意識は義体に搭載される。シンジは「逃げちゃだめだ」と己を鼓

舞することができるが、義体からは降りることができない。

　彼女たちのキャラクター造型は意識的かつ徹底的に行われており、

この種の作品群の中でも出色の部類に入るだろう。読者は戦闘美少女

たちの活躍や共同生活をピープ・ショウとして眺めることもできれ

ば、担当官に自己投影して、戦闘美少女を配下に持つという文字通り

の「所有と支配」を疑似体験し、その上で屈折した恋愛感情に近い保

護欲を体感できるだろう。さらに踏み込めば、義体と自己同一化し

て、少女の身体性と高い戦闘能力と生死を含めた決定権を他者に委ね

るマゾヒスティックな忠誠心と安定感と苦痛と鬱屈と悲哀を味わうこ

ともできる。

　現実的に考えれば、少女を戦闘サイボーグに改造するメリットはど

こにもない。戦闘能力に関して言えばトリエラはテロリスト少年のピ

ノッキオとの最初の闘いでは勝てないし、ＧＩＳの格闘技教官には一

方的に叩き伏せられている。それならばＧＩＳの猛者たちから志願者

を募って改造した方が、より効率的だろう。テクノロジーに関して決

して先進的とはいえないイタリアにおいて、莫大な資金を必要とする



であろうサイボーグ技術の開発が行われ、実際に運用されるというの

も無茶な話だ。誰が投資し、どうやって利益を回収しているのか？　

突っ込み始めればキリがない。だが、そうしたリアリズムにかかわる

批判は作者にも、この作品を支持する読者にも届かないだろう。ここ

では物語としてのリアリティは必要ではない。

　なぜなら本作は、まるで一つの人格であるかの如く「フラテッロ」

と呼ばれる「男性担当官×少女形義体」の関係性を巡る物語だからで

ある。フラテッロであるトリエラとヒルシャー、ヘンリエッタとジョ

ゼ、リコとジャン、アンジェリカとマルコーはそれぞれが「恋愛関係

のバリアント」を演じ、ほとんどの恋愛関係がそうであるように相補

完的であり、一見、担当官優位の「保護／被保護」の関係性も状況に

よって転換される。そもそも恋愛関係は当事者以外に対しては閉鎖的

なものだが、忠誠心を条件付けられた義体にとっては担当官とのフラ

テッロ関係のみがリアルな世界であり、その外側は空虚な幻にすぎな

い。これはエロ漫画の一つの極致であるオートエロティシズムの世界

とほぼ同じである。それが端的に現れているのは、担当官ラバロを喪

い、試験体として飼い殺し状態になっている義体クラエスの存在だ。

彼女は菜園を作り、ピアノを弾き、本を読み、ささやかだが自足した

平穏の中に暮らしている。ラバロは死ぬことによって彼女の記憶とし

て取り込まれた（侵入した／同化した）と読み取ることもできるだろ

う。その意味でクラエスは「スタンドアローンなフラテッロ」であ

り、オートエロチックの究極の形といえるかもしれない。

　こうして見てくると、これまで美少女系エロ漫画が追求してきた、

性とエロスにかかわるメンタルな部分を、成年向けではない萌え系や



オタク系と呼ばれる漫画がフォローしていることが理解できる。

　ここでは、漫画に限って見てきたわけだが、性器と性交を遠ざけつ

つ（８）、男女の恋愛感情から、フェティシズム、サドマゾヒズム、

同性愛、トランスセクシャルといった多形的な欲動までを含む「エロ

ス」への傾斜は、ライトノベルやゲームの世界にも見て取ることがで

きるだろう。「萌え」の中核には「エロス」があり、その上に何重も

の要素が重ねられ、欲動の形は韜晦されているとはいえ、「萌え」を

描き、「萌え」に享楽を見いだすことはエロチックな生産と消費の作

業なのである。

　美少女系エロ漫画という立ち位置にこだわれば、他ジャンルのこう

した「エロス化」は、あたかも美少女系エロ漫画の領域が大きく拡大

したかのようにも見える。

　これは立ち位置を変えれば「性器／性交」を隠蔽する非アダルト系

の方が、多くの読者にとっては、より扇情的であり、正しい意味での

「エロ漫画」なのだという倒錯した図式も成り立つだろう。

　制度的なアダルト／非アダルトの分割を無条件に受け入れてしまえ

ば見えるべきものも見えなくなるし、もっと気持ちよくなれるはず

の、あれこれを取りこぼしてしまうだろう。

　重要なのは区分や定義ではない。

　何が自分にとって気持ちいい表現なのかということだし、自分の脳

内楽園をもっとも活性化してくれるものは何かということである。

（１）　雑誌への常連投稿者のこと。文章投稿者も含まれる。イラスト投稿

からプロデビューするハガキ職人も少なからず存在する。町野変丸も『漫画



ホットミルク』のハガキ職人だった。

（２）　りえちゃん14歳は抒情的な美少女イラストと漫画の描き手。

（３）　本書では詳述しなかったが、ハーレム、つまり一人の男性主人公が

様々な個性（属性）を持った複数の女性キャラクターと関係（恋愛／性交）する

形式は初期のラブコメに始まり、エロ漫画にもアダルトゲームにも継承され

た。様々なタイプの女性キャラクターを用意しておけば、多くの読者に対応

できるし、カサノヴァ的な志向を持つ読者には最適というわけだ。もちろ

ん、この形式ならば連作が作りやすいという利便性もある。人気が落ちた時

には強力な新キャラクターを投入すればいい（当たるとは限らないが）。

（４）　『苺ましまろ』の先駆としては谷口敬の『フリップ・フロップ』が

ある。

（５）　戦闘美少女を巡る議論はまず斎藤環『戦闘美少女の精神分析』（太田

出版・〇〇／ちくま文庫・〇六）を、『風の谷のナウシカ』についての私見は「セ

クスレス・プリンセス～漫画『風の谷のナウシカ』の性とフラジャリティを

巡って～」（『クリエイターズファイル・宮崎駿の世界』竹書房・〇五所収）を参照さ

れたい。

（６）　多くの銃器が登場するため銃器オタクの注目をも集めている。近未

来設定にもかかわらず登場する銃器は現行の、あるいは（銃器オタクやミリオタ

が喜ぶような）第二次大戦に使われたヒトラーの電気ノコギリことＭＧ42と

か、バヨネットを装着したトレンチガン仕様のウィンチェスターＭ１８９７

といった古いタイプの銃だ（ガンマニア的には突っ込みたくなる部分もある）。この

「美少女と銃器」というミーム複合体の流れは園田健一の『GUN SMITH

CATS』（全八巻・講談社・九一～九七）にまで遡ることができるし、さらに「メ

カと美少女」の八〇年代ロリコン漫画も視野に入ってくるだろう。

（７）　第一話では記憶が消されることになっているが、第二話はリコの回

想から始まる。第四巻の帯には「懐かしい記憶、忘れたい事実……あふれる

涙が過去を語る。」とある。記憶もまた上書きされているのだろうか？



（８）　これは、自主規制を含む規制があるからだと見ることもできるが、

「萌え」ブーム以降の美少女系エロ漫画の低落傾向を見るにつけ、どうもそ

れだけではないようだ。そもそも美少女系エロ漫画は最初から直接的な「抜

き要素」以上に「萌え要素」を求められていたのではないだろうか。



文庫版増補



補章　二一世紀のエロマンガ

　元版の上梓から八年後の現在に至るまで、日々エロ漫画は描かれ、

出版され、読まれ続けている。増補にあたって、元版の各章への追補

も考えたが、〇六年以降の状況は社会的にも制度的にも経済的にも産

業的にも激変している。そこで元版の各章については最低限の加筆訂

正にとどめ、改めて別章を立てた。また、元版ではエロ漫画の通史と

その内容というテーマとのバランスで紙幅を割けなかった表現規制問

題については、〇六年以前の状況についても触れていくことにする。

ただ、この問題は複雑怪奇でドラマチックで様々な政治的な、あるい

は感情的な思惑が絡み合っており、筆者自身もその渦中にいたことも

あり、二〇〇〇年代だけでもその全体像を呈示するには膨大な紙幅が

必要になるため、ここでは概略にとどめた。

市場の縮退と業界再編

　かつてはその人間の根源的欲求に根ざす安価でお手軽な娯楽として

のニッチな市場であるがために「エロは不況に強い」といわれたもの

だが、もはやそれも伝説と化してしまった。九〇年代のエロ漫画バブ

ルを頂点に右肩下がりの長期低落も継続中だ。これは出版界全体の低

迷と無関係ではないし、リーマンショックから始まる平成大不況のミ

ニマムな挿話ということもできるだろう。しかし、エロ漫画界の落ち

込みは、それだけですべてを説明できるわけではない。エロ漫画の置

かれた特殊な位置が不況をより深刻なものにしている。



　まずエロ漫画の現状を見ていくことにしよう。

　正確な統計ではないがエロ漫画は単行本ベースで月間約五十冊、年

間六百冊弱のペースで刊行されている。九〇年代エロ漫画バブル最盛

期の約半分と考えていいだろう。

　では雑誌の方はどうか？　こちらも芳しくない。二〇〇六年以降、

年間平均六誌が休廃刊している。これは不健全図書の連続指定及び年

間累計指定による事実上の発禁（１）に対抗し、連載や作家陣はその

ままで誌名変更するケースも多いため、後継誌のない実際の休廃刊は

年間四、五誌だが、その中には『COMIC レモンクラブ』（日本出版

社）、『COMICパピポ』（フランス書院）、『コミックドルフィン』

（司書房）、『COMIC XO』（桜桃書房／オークス）、『COMIC 姫盗

人』（松文館）、『COMIC ジャンボ』（桃園書房）、『COMIC 桃姫』

（富士美出版）、『COMIC RIN』（茜新社）、『コミック　メガスト

ア』（コアマガジン［図１］）、『Ｄｏｋｉッ！』（竹書房）、『メンズ

ヤング』（双葉社）などのかつての人気雑誌や、マニアックな

『COMIX フラミンゴ』（三和出版）の復活後継誌『フラミンゴＲ』、

老舗三流劇画誌『漫画ダイナマイト』（辰巳出版）などがあり、時代

の移り変わりを痛感する。純粋な意味での創刊は年間一、二誌であ

り、休廃刊ペースの方が早い。それでも二〇一四年現在、二十八社が

五十九誌（不定期刊を含む）を刊行しており（２）、まだまだ踏みとど

まっているといえよう。





　二一世紀に入ってから業界再編の動きが激化し、出版社そのものが

減少していることも大きく響いている。〇三年にシュベール出版が倒

産。〇五年には官能劇画、三流劇画復刻の旗手だったソフトマジッ

ク、老舗の平和出版が倒産、〇六年には美少女系からＢＬに重点を移

していたビブロスが倒産。〇七年には英知出版、雄出版、桃園書房と

関連会社の司書房が相次いで倒産。二〇一〇年にはやはり老舗の、初

期には吉行淳之介が在籍したという東京三世社が業務停止した。

　倒産ではなく買収された版元もある。例えばＤＶＤ付きアダルト雑

誌で急成長した編集プロダクション岩尾悟志事務所は貸本漫画時代か

らの老舗である曙出版、メディアックス、一水社と関連会社光彩書房

を傘下に収めた。休止状態だった曙出版はアダルト雑誌出版社として

再生し、他の三社は成年コミック出版を継続している。買収に至った

経緯は不明だが、ポジティブな業界再編といえそうだ。

　また晋遊舎、大洋図書など多くの版元が男性向けジャンルから撤退

したり、休止状態にある。

　確実に市場は縮退しているが急激に失速したというよりは、なだら

かな坂道を転がり落ち続けているという感覚である。分母が小さくな

れば、当然、優れた作品、画期的な作品といった分子も小さくなる。

特に冒険的な、あるいは特殊な作品は発表の場を失っていく。マイ

ナーでマニアックな作家、作品群の受け皿となっていた雑誌の激減

は、この業界のポテンシャル、すなわち「何が飛び出すかわからな

い」期待感を大きく削ぐことになった（３）。

　発行点数が減少すれば、必然的に漫画専門店における売り場面積も

狭小化する。一般書店では区分陳列（４）（ゾーニング）などの制度的



強制もあって扱わなくなった店舗の方が多く、読者がエロ漫画を買う

のは、現場の編集者によると、

「専門店と通販が九割」

　という証言があったほどだ。エロ漫画の不可視化は着実に進行して

いる。

（１）　憲法では検閲が禁止されており、法的な意味での「発売禁止処分」

は存在しない。ただ刑法一七五条のわいせつ物頒布等の罪で有罪となった場

合は出版が事実上不可能になる。これは処罰として禁止されるのではなく、

あくまでも結果である。また著作権法違反などにより裁判所が出版差し止め

を命じる場合も被害者の権利保護が目的であり、発禁とは意味が異なる。

「東京都青少年の健全な育成に関する条例」に代表される「青少年条例」で

は、青少年の健全な育成を阻害すると判断した図書類を不健全（他府県では「有

害」）図書として指定し、青少年への販売などを制限している。これも発売そ

のものを禁止しているわけではない。ただ、出版倫理協議会（出倫協）の「自

主規制の申し合わせ」（一九六五）において決定された「帯紙措置」により、

連続三回または年間五回の都条例不健全指定を受けた雑誌は「十八歳未満に

は販売できない」ことを明示した帯を付けて販売すること、帯紙措置を受け

た雑誌は小売店から注文があった場合のみ取次から送本することになってい

る。通常の配本ではなくなってしまい、出版しても大きな赤字になるため、

ほとんどの雑誌は休廃刊に追い込まれる。筆者は「事実上の発禁」と捉えて

いるが、出版界としては「適正な自主規制」なのであろう。

（２）　あくまでも筆者が把握している男性向け成年誌とマークなしコンビ

ニ雑誌の数字。本書の守備範囲外であるアダルト向け女性誌（レディースコミッ

ク誌、ＴＬ［ティーンズラブ］誌、ＢＬ誌）は概算で十一社十七誌。

（３）　後述するが、新興勢力であるキルタイムコミュニケーションはこの



期待感を補完するような斬新なテーマアンソロジーを展開している。

（４）　成年コミックなどのマーク付き図書は、当初は業界の自主規制とし

て、売り場や棚を限定するなどの区分陳列を行っていた。この「善意の自主

規制」が、〇一年の東京都青少年健全育成条例に取り込まれ、より厳密な条

件の区分陳列の罰則付き義務化を行った。これにより、漫画専門店では売り

場、フロアを分けることが必要になり、小規模な小売店では成年コミックの

棚を青少年の手が届かない高さに設置したり、成人コーナーを作ることと

なった。

非実在青少年をめぐる攻防

　エロ漫画の凋落は一九九一年、出版業界が自主規制の一環として導

入した識別マーク（成年コミックマーク）表示に遡る。マーク導入直後

から倍々ゲームの出版ラッシュが始まり、エロ漫画バブルに突入した

ことから、「名を捨てて実を取った」という見方もできるだろうが、

長い目で見た場合「名を捨てた」ことがボディブローのように効いて

くる。

　もちろん官民マスコミが一体となったモラルパニック＝漫画表現大

弾圧の中で生き残るための方策としてはこれしかなかったのかもしれ

ない。エロ漫画家の多くが生活苦に直面した。零細出版社も経営が苦

しくなった。苦渋の選択だったことは間違いない。当時の記憶を遡れ

ば、筆者もまた、

「これで、エロ漫画出版が現状に復帰できる」

　と胸をなで下ろした一人であるから、成年コミックマーク導入を批

判する資格はない。しかし、「成年コミックマークの導入は『表現の

自由』と『漫画文化』よりも、企業の存続と個人の生活を優先した選



択であった」という苦い自覚はある。重要なのは、送り手側が「青少

年には読ませてはならない図書」を定義してしまったことである。こ

れが、その後のエロ漫画と読者の動向に大きな影響を与えることにな

る。

　ただ、欧米先進諸国におけるポルノ規制は、

「ポルノに青少年を出演させること、ポルノを青少年に見せることは

禁止すべきだが、成人は出演も閲覧も自由」

　が趨勢であり（１）、その意味では「成年／未成年」の区分は一種

の国際化への欲望と圧力ともいえるだろうし、遅かれ早かれ訪れたこ

となのかもしれない。ただ、日本の場合、法学者の多くが「憲法違反

のおそれ」を指摘する刑法一七五条が存在するため「ポルノの解禁＝

大人なら何を見ても自由」は起こり得なかった。「大人の自由」なき

「成年／未成年」区分は「成年」ジャンルの隔離／分断統治にほかな

らない。〇二年の松文館事件、一三年のコアマガジン事件（２）に見

られるように、取り締まり当局は時折、伝家の宝刀を抜く。成年マー

クは「区分」のためのボーダーラインではなく、「看守が支配し、囚

人が囚人を監視する」ゲットーであり、ゲットーの外にも自由はな

い。倫理と民意の名の下に強制された自主規制は巧妙な圧政と呼ぶべ

きだろう。

　成年マークの導入によってハードコア的な性表現は刑法で、ソフト

コア的な性表現は青少年条例でコントロールするという効率的な分業

体制が整った。これ以降、各自治体は成年コミックを調査の対象から

除外することになる。ただし、これは成年マーク付きの図書を有害

（不健全）指定の対象としないということを意味していない。あくま



でも、業界と行政の「紳士協定」であって、法的な裏付けはない

（３）。

　成年コミックマーク導入後も自主規制を含めて表現規制は強化され

ていく。一九九六年にはそれまで各社ごとに独自の表示だった「成年

向け雑誌」マークが統一された。東京都の不健全図書指定は「九九年

後半からは十点前後に急増し、二〇〇〇年には十五点に達した月も

あった」（長岡義幸『マンガはなぜ規制されるのか』平凡社新書・一〇）と

いう。〇一年には東京都青少年条例改正で表示図書（成年マーク付きの

図書類）及び不健全指定図書と一般図書の区分陳列が、〇四年の改正

では包装の義務化が行われた。表示図書でも不健全指定図書でもない

が、多分に性表現を含むグレーゾーン図書は条例ではなく流通サイド

の自主規制が行われている（４）。東京都以外では茨城県で〇七年八

月に、小学館の少女向けコミックス二冊が有害図書指定を受けてい

る。

　ここまでは出版界の抵抗に遭いながらも着実に規制強化を進めてき

た東京都だったが、二〇一〇年、東京都議会に提出された青少年条例

改正案は大規模な反対運動を巻き起こすことになる（５）。改正案

は、実態とかけ離れた「青少年性的視覚描写物のまん延」を前提に、

思想統制色の強い内容で、「非実在青少年」なる新概念を盛り込み、

漫画・アニメ・ゲーム等の架空表現のキャラクターの性的表現規制を

目的とした条文を含んでいた。

　年齢又は服装、所持品、学年、背景その他の人の年齢を想起させる



事項の表示又は音声による描写から十八歳未満として表現されている

と認識されるもの（以下「非実在青少年」という。）を相手方とする又

は非実在青少年による性交又は性交類似行為に係る非実在青少年の姿

態を視覚により認識することができる方法でみだりに性的対象として

肯定的に描写することにより、青少年の性に関する健全な判断能力の

形成を阻害し、青少年の健全な成長を阻害するおそれがあるもの。

（第七条二）

　この改正案が成立すれば、高校生キャラクターが登場するラブス

トーリーもセックスを描けばアウトだし、法で定められた婚姻可能年

齢である十六歳の女性をヒロインとした新婚ラブコメも描ける幅は限

られてしまう。いや、児童性虐待を告発する社会派作品も当局の判断

次第で不健全図書のレッテルを貼られてしまいかねない。

　もちろん「みだりに性的対象として肯定的に描写」していることが

条件になるわけだから、「そんなムチャな指定はしないだろう」とい

う見方も成り立つ。しかし「みだりに」は曖昧な定義であり、「肯定

的に描写」についても何をもって「肯定的」と判断するのか理解でき

ない。

　そもそも改正案は現行条例では規制できない作品を規制するための

もので、騒動が拡がった後、当時の猪瀬直樹副知事は自身のブログで

「エロ規制はあったが、ロリ規制がなかった」（一〇年三月三〇日付）

と言明している。つまり、規制の対象になるのは「キャラクターが十

八歳未満で、なおかつ成年マークを付けないレベルの性表現が含まれ

る図書」ということになる。副知事が例として採り上げて糾弾したの



は、巨乳漫画で知られる松山せいじの『奥サマは小学生』（秋田書

店・〇八［図２］）だったが、副知事が指摘するようなセックスシーン

はなく、バナナや練乳を使った隠喩表現でしかなかったし、副知事の

説明を論理的に解釈すると「エロではなく、近親相姦や強姦を繰り返

すもの」が蔓延しているという不思議な話になってしまう。後の石原

慎太郎都知事の発言も、どう考えても実態を踏まえてというよりは、

規制したい欲望が際だっているように感じられてならない。





　以前から改正案提出の動きを摑み、民主党都議らに反対の働きかけ

を行っていた「コンテンツ文化研究会」や、漫画評論家で明治大学准

教授の藤本由香里らが呼びかけを行い、「非実在青少年条例」の話題

は一気に広がり、次々と市民、読者、漫画家、有識者が反対を訴え、

運動の形を取り始める。三月一五日の民主党総務部会のヒアリングに

は山口貴士弁護士、呉智英（日本マンガ学会会長）、宮台真司教授（首

都大学東京）、森川嘉一郎准教授（明治大学）、矢部敬一（日本書籍出版

協会）、漫画家のちばてつや、竹宮惠子、里中満智子、永井豪が出席

した。同日、都議会議事堂において緊急集会が開催され、会議室の定

員の三倍にあたる三百人を集めた。筆者も集会に参加したが、顔見知

りの漫画家、同人誌関係者、漫画評論家、研究家が多数参加している

ことに驚いたものだ。

　この後も、松下玲子都議（民主）、福士敬子都議（自治市民'93）など

が集会を開催、ニコニコ生放送などでも番組が組まれ、三月二九日の

ＢＳフジ『プライムニュース』では、改正を訴える猪瀬副知事と渡辺

真由子（慶応大学非常勤講師）が反対を訴える藤本由香里、里中満智子

と論戦を交わした。五月一七日には豊島公会堂に千人近くを集める集

会（６）が開催され、反対論が沸騰していく。

　こうした運動の盛り上がりと、議会における民主党、共産党、生活

者ネット、自治市民'93の反対により、六月十六日、非実在青少年条例

改正案は否決された。これは漫画表現の自由を希求する人々にとって

はほとんど初めてといっていい大きな勝利といえるだろう。

　しかし、漫画表現をコントロールしたい人々の攻勢は止まらない。

すぐさま新しい改正案が浮上した。新改正案では非難が集中した「非



実在青少年」の文言が削除されたが、それに代わって登場したのが以

下の第七条二である。

　漫画、アニメーションその他の画像（実写を除く。）で、刑罰法規に

触れる性交若しくは性交類似行為又は婚姻を禁止されている近親者間

における性交若しくは性交類似行為を、不当に賛美し又は誇張するよ

うに、描写し又は表現することにより、青少年の性に関する健全な判

断能力の形成を妨げ、青少年の健全な成長を阻害するおそれがあるも

の。

　ここで重要なのはさらに明確に表現規制に踏み込んでいる点だ。た

とえフィクションであっても「刑罰法規に触れる性交若しくは性交類

似行為」と「近親者間における性交若しくは性交類似行為」を描いた

作品は不健全指定の対象になる。これが表現に対する規制でなければ

なんだというのだろうか？　さらに「不当に賛美し又は誇張するよう

に」という主観的で曖昧な基準が設けられているのも問題である。

　当然、反対運動はさらに盛り上がり、一二月三日には都庁記者クラ

ブにおいて「東京都青少年健全育成条例改正を考える会」が記者会見

を開催した。記者会見には『あばれはっちゃく』で知られる児童文学

者の山中恒、日本マンガ学会の呉智英会長、漫画家のこうの史代、竹

宮惠子が登壇し、記者の質問に答えた。一二月六日に、なかのＺＥＲ

Ｏで開催された反対集会（７）には千五百人が詰めかけた。

　他にも集会やニコニコ生放送の番組で反対論がさらに拡大していっ



たが、民主党が賛成に回ったため、可決成立してしまう。ところが、

二〇一一年七月一日の全面施行から一四年二月現在に至るまで、改正

によるいわゆる新基準で指定された図書は一冊もない。東京都青少年

課はこれを「業界の自主規制によって、指定すべき図書が成年マーク

なしで出版されなかったから」という立場である。実際に自主規制が

行われたかどうかは調べようがないが、「そもそも新基準は必要がな

かった」という見方も成り立つ。なぜなら新基準は、すでに解釈次第

ではオールマイティだった旧基準に屋上屋を架した条項にすぎなかっ

たからだ。

　青少年条例の図書規制は東京以外でも着実に進んでいる。二〇一〇

年四月には大阪府が都条例改正を援護射撃するかのようにＢＬ雑誌八

誌、ＴＬ雑誌三誌に対して有害指定を行い、波紋を投げかけた。その

頃までは、編集者の間でも「ＢＬはゲイコミックと同じように特殊な

人々が読むジャンルだと思われているので、内容がハードでも成年コ

ミックマークをつけなくても平気」といわれていたのである。現在で

も東京都青少年健全育成審議会の議事録や自主規制団体の意見聴取に

おいても、ＢＬを特殊視する発言を散見するが、ＢＬやレディースコ

ミックといった女性向けジャンルもコンスタントに指定を受けるのが

現状だ。

（１）　「京都府児童ポルノの規制等に関する条例」（二〇一一年公布）の策定

に携わった 山佳奈子教授（京都大学）は「見たい大人が見ることを禁止して

いる国は減ってきている。処罰根拠がないんじゃないかということです」と

述べている。これは 山教授の師匠筋である刑法学の権威・平野龍一の考え



でもあるそうだ。ちなみに同条例は山田啓二京都府知事が「日本一厳しい児

童ポルノ規制条例を作る」というマニフェストから生まれた。有償取得禁止

に限定して所持規制を行っている。これは販売利益のための製造を抑止する

という発想で、児童ポルノ禁止法改正案の単純所持禁止より抑制的で、児童

保護を主目的としている。引用は『マンガ論争10』（永山薫事務所・一三）所載

の記事「なぜ為政者は性表現を制限したがるのだろう？　表現規制の現状を

語る楽しい講演会＠京都大学11月祭・白田秀彰准教授講演レポート」より。

（２）　一三年四月一九日、警視庁はコアマガジンを刑法一七五条違反容疑

で家宅捜査し、注意勧告を行った。容疑の対象となったのは『コミック　メ

ガストア』と実写グラフ誌『ニャン２俱楽部』の五月号。同社は、それぞれ

六月号より休刊としたが、その三カ月後の七月二五日、二誌の編集長とその

上司にあたる同社役員が逮捕されるという展開に。『コミック　メガスト

ア』は一〇月八日、『ニャン２俱楽部』は翌九日の公判で、容疑を認め、一

〇月二四日に判決が下った。『コミック　メガストア』は罰金刑のみだった

が『ニャン２俱楽部』は執行猶予付きの実刑判決だったため、なおも係争中

となっている。この事件の結果、成年コミック誌の修正が大きくなり、この

余波で成年向け同人誌の修正の程度を巡って混乱がおきたことも記しておこ

う。

（３）　〇七年、京都府は表示図書類を大量指定している。

（４）　コンビニの自主規制はチェーンによって温度差があるが、性表現だ

けではなく、残酷描写についても行われており、青少年条例よりも厳しいと

の声がある。〇四年、日本フランチャイズチェーン協会（ＪＦＡ）は出版倫理

協議会に自主規制強化方針を提示。その結果、グレーゾーン図書の小口シー

ル止めが義務化される。また、一三年六月一〇日に開かれた「第六三六回　

東京都青少年健全育成審議会」では匿名の委員により『平成二四年度版コン

ビニエンスストア・セーフティステーション活動リポート』の紹介と報告が

行われた。成年向け雑誌について「協会全体としては、取り扱わないという



ことをもっと全面的に意思統一できればということはございますけれども」

と述べている。一委員の発言とはいえＪＦＡの姿勢を窺うことができる。同

リポートによれば成年向け雑誌「取り扱いなし」は二五・三％となってい

る。

（５）　都は改正案提出以前に改正案素案を公表し民意を問うパブリックコ

メントを募集していた。西沢けいた都議（民主党）の開示請求後、都議会会期

を超えた六〇日後に開示されたパブリックコメントは全一五八一通で、賛成

三二通、反対一〇三七通（数値はいずれも西沢都議による集計）で圧倒的多数が素

案に反対していた。その中には日本雑誌協会、日本書籍出版協会、出版労

連、出版倫理懇話会などの諸団体からの反対意見も含まれていた。出版と表

現の自由に敏感な人たちが反応すれば反対意見が多いのは当然としても賛否

が二桁違うのは驚きだった。しかも開示されたコメントは個人情報のみなら

ず、素案に携わった東京都青少年問題協議会議事録における委員発言に対す

る批判や引用さえ「誹謗中傷を含む」として黒塗りされていた。議事録は発

言した委員の名前を含め公開されているのだが。

（６）　この集会では西谷隆行（日本書籍出版協会）、中村公彦（全国同人誌即売

会連絡会）、モバイルコンテンツ審査運用監視機構（ＥＭＡ）の岸原孝昌と吉岡

良平、環乃夕華（ＰＴＡ役員）、川端裕人（作家）、兼光ダニエル真（翻訳家）、

田島泰彦教授（上智大学）、河合幹雄教授（桐蔭横浜大学）、宮台真司教授が次々

と登壇。最後のセッションでは竹宮惠子、山本直樹、うめ（小沢高広）、有馬

啓太郎、水戸泉（ＢＬ作家）が登壇し、反対を訴えた。また、谷岡郁子参議院

議員、民主党の吉田康一郎都議、松下玲子都議、栗下善行都議が駆けつけた

（所属は当時）。

（７）　藤本由香里が司会に立ったこの集会では、とり・みき、樹崎聖、近

藤ようこ、水戸泉、山本弘（ＳＦ作家）、呉智英、鈴木力（元『週刊プレイボー

イ』編集長）、西谷隆行、河合幹雄教授、兼光ダニエル真、保坂展人（前衆議院

議員）が登壇した。衆議院議員の城内実（無所属）、宮崎タケシ（民主党）、共



産党からは吉田信夫都議、民主党からは吉田康一郎都議と淺野克彦都議が登

場。淺野都議から賛成に転じる衝撃発言が飛び出し、場内が呆然となった。

後日、淺野都議と筆者はニコニコ生放送「特集・都条例Ｉ～可決から60日

～」（一一年二月一三日）で激論を交わすことになる。同番組には渋井哲也

（ジャーナリスト）、根来祐（映像作家）も出演した。ちなみにニコ生は既存のマ

スメディアが後手後手に回る中、積極的にこの問題を採り上げている。例え

ば『マンガ・アニメの危機!?　徹底検証「都青少年育成条例」』（一〇年一一月

二九日）には筆者、赤松健、東浩紀、山口貴士、高沼英樹（日本雑誌協会・編集倫

理委員会副委員長）、西谷隆行がパネリストとして出演（所属は当時）。

青少年が表現規制の焦点に

　二〇一〇年前後の漫画表現規制のキーワードは「青少年」だった。

刑法一七五条による立件は今後もあるだろう。また、韓国の児童ポル

ノ禁止法であるアチョン法は創作物規制を盛り込んだ形で成立したた

め、多くの若い世代のオタクが逮捕されるという事態に立ち至ってお

り、社会問題と化している（１）。とはいえ先述のように海外の趨勢

は「大人が見る自由」へと傾いている。現実問題として、実写ポルノ

に関してはネットに接続すれば自由に閲覧できてしまう。事実上「野

放し」といってもいい。そんな時代に公序良俗という倫理観で国内

の、それも急速に読者を減少させている成人限定の成年向け雑誌や成

年コミックを取り締まるのは無理がある。それ故に、今後の表現規制

の焦点は「青少年」へとシフトしていくだろう。自民党は以前から

「青少年有害社会環境対策基本法案」（通称「青環法」〇二）、「青少

年健全育成基本法案」（通称「青健法」〇四）を成立させようとして失



敗してきたが、一二年の選挙公約では「青健法」の法案整備を謳って

いる。どのような内容になるのか詳細は未だ不明だが、都道府県の青

少年条例を上書きする法律になるのではないかと予想されている。

ネットでポルノを視聴しているような大人たちにはもはや手の打ちよ

うがないが、そういう不健全な大人に育たないように「健全育成」し

ようということだろうか？

　青少年条例が「青少年に見せない／読ませない」ための規制である

のに対し児童ポルノ禁止法は「青少年を出演させない」ための規制で

ある。

　京都府の児童ポルノ禁止条例に続いて。二〇一二年には大阪府でも

改正の準備に入っており、そこでも児童ポルノに関する条文が改正案

に加えられる可能性がある（現在は休止中）。また、奈良県、栃木県に

も児童ポルノに関する条項がある。ただ、これらの条例における児童

ポルノは現行法同様にあくまでも被害児童が実在する実写の児童ポル

ノ（及びそれに類する物）の所持規制であって、漫画、アニメなどの創

作物規制には踏み込んでいない。当たり前だが、漫画やアニメには実

在の青少年が出演していないからだ。そもそも児童ポルノ禁止法は実

在児童の権利保護、被害児童の救済が最大の目的であって表現規制の

ための法ではない。従って、実在児童の保護／救済の実効性を制度的

に担保し、児童ポルノの定義については、製作過程における児童虐待

／児童性虐待の有無に絞り込む方向での改正こそが望ましいにもかか

わらず、何故、現行法の曖昧で恣意的運用が可能な定義（２）をその

ままにして、創作物規制にまで踏み込もうとしているのか？

　児童ポルノ禁止法改正案は、日本ユニセフ協会、エクパット（ＥＣ



ＰＡＴ／アジア観光における児童買春根絶国際キャンペーン）などのキャン

ペーンもあり、何度か表現物規制の動きがあったものの、むしろ水面

下での戦いが続いていた。二〇一二年末の総選挙で自公が大勝利を収

めて、動きが本格化する。これに対するカウンターとして、表現の自

由の擁護を目的とするＮＰＯうぐいすリボン、コンテンツ文化研究会

が中心となって各地で論点整理の講演会を開催。うぐいすリボンは各

地の表現の自由を守る団体の立ち上げを支援し、コンテンツ文化研究

会はロビーイングの勉強会を開催するなど、長期的視野に立った運動

を構築している。大規模な集会はデモンストレーション効果はある

が、その反面継続的な運動展開には直結しにくい。その意味で、両団

体の動きは、赤松健を中心とする漫画家個人による独自のロビーイン

グ活動と併せて注目に値するだろう。

　興味深いことに改正を後押ししていた団体もまた大きな動きは見せ

ていない。しかし自公は着々と作業を進め、二〇一三年五月二九日、

第一八三回国会に改正案を提出する。改正案で問題視されているの

は、単純所持禁止と性的好奇心目的所持の処罰化、附則第二条の「児

童ポルノに類する漫画等（筆者註：漫画、アニメ、ＣＧ、擬似児童ポルノ

等をいう）と児童の権利を侵害する行為との関連性に関する調査研

究」の二点である。現行法における児童ポルノの曖昧な定義のまま単

純所持禁止と処罰化は恣意的な法運用、冤罪、別件捜査の温床になる

可能性があると同時に、過去の作品、出版物の焚書にもつながりかね

ない。また、性的目的所持の処罰化は、何をもって「性的目的である

ことを証明するのか？」という素朴な疑問に突き当たる。「大量に所

持していれば性的目的であることが推測可能」という見方もあるらし



いが、人間の欲望そのものを裁く条文として、憲法で保障されている

内心の自由の侵害に抵触するおそれもある。

　しかし、漫画業界的に最大の関心事は、言うまでもなく附則第二条

だ。こちらは今すぐ漫画における性表現に踏み込むものではなく、三

年後の同法見直しに向けての調査研究だが、そもそも「児童ポルノに

類する」という偏向した文言が問題であろう。また「漫画等」の一つ

として例示される「疑似児童ポルノ」は、かねてより問題視されてい

るジュニアアイドル物の写真集や動画ではなく、小柄で童顔な成人女

性が出演するＡＶを指すのではないかとの指摘もある。創作物の影響

については一九九九年の科学警察研究所とハワイ大学の共同研究や、

二〇一二年のデンマーク刑法審議会答申などでフィクションと性犯罪

の因果関係を否定する先行研究があるにもかかわらず、改正案に盛り

込むこと自体が奇妙だし、以前から指摘されている因果関係を証明し

たエビデンスがないことも考慮していない。

　このことから国会における改正反対論の中心である山田太郎参議院

議員（みんなの党）は、表現規制ありきの条文ではないかと批判して

いる。この改正案は、第一八三回国会では審議入りせず、継続審議の

まま宙ぶらりんの状態が続いており、一四年二月の時点でも動きが見

えてこない。これには自民党内部でも若手議員からの反発が起きて附

則第二条を削除して、単純所持規制に絞ってくるのではないかとの観

測もある。いずれにせよ、今後の動きは不透明で、様々な情報が飛び

交い予断を許さない状況が、この原稿を書いている間にも進行してい

る。

　それにしても、表現規制を強化したい、表現を法的にコントロール



したいという欲望は一体どこからきているのだろうか？　ざっと思い

つくまま表現規制を求める側の論拠を列挙してみよう。

①公序良俗、社会秩序維持 為政者の論理、統治思想。一七五条がす

でに存在する。

②犯罪誘発性 エビデンスがない。統計的にはむしろ逆。

③性的搾取 被害者が実在しない。

④対外的体面 怪しいグローバリズム。実態とは乖離した「日本

像」。

⑤青少年の健全育成 エビデンスがない。すでに条例がある。

⑥性差別の抑止。

　表現規制に反対する立場からすれば、いずれも論理性に乏しく、感

情論が多分に含まれている。⑥は最近気になる論調。フェミニズムの

立場から「ポルノ＝女性差別」とし、批判を加える言説自体は昔から

存在した。これには「批判はするが言論表現の法的規制には反対す

る」と「法的規制を求める」の二つの立場があった。後者は「ポルノ

表現は、女性に対する人権侵害を助長し、そういう社会的風潮を醸成

する」という、集団的人権と影響論とを組み合わせたようなロジック

で用いられる。集団的人権論は無限定に認めてしまうと、特定の党

派、宗教、団体への批判すら集団的人権侵害になりかねない危うい論

理だと思う。人種間憎悪を煽動するようなヘイト犯罪に限定すべきだ

ろう。

　では表現規制強化に反対するロジックはどうだろうか？

①基本的人権（表現の自由／思想信条の自由／内心の自由）侵害への危

惧。



②冤罪／恣意的運用／別件捜査／入口捜査への危惧。

③性犯罪の抑止効果がある。

④チリングエフェクト（萎縮効果）の危惧。

⑤文化資産の保護。

⑥幸福追求権の保護。

　実際には感情論に走る人もいるが、意見の内容はかなり論理的で説

得力がある。ただ、護憲的なロジックは濫用され、「憲法が保障す

る」はもはやクリシェと化している。私見だが、内心の自由は原理的

に不可侵であり、法による保護はそれを追認しているにすぎない。

　いずれにせよ、冷静な論議が必要なのだが、賛成反対にかかわらず

感情論はそれなりの説得力を持つ。また表現規制と表現の自由という

問題について世間の大多数は無関心であり、報道の自由を標榜するマ

スメディアも不勉強だ。おまけに選挙の論点としても弱い。

　表現規制の是非、あるいはその程度について論議は未来永劫続くだ

ろう。

（１）　アチョン法（児童青少年性保護法）は一一年に改正され、漫画やアニメ

の幼く見えるキャラクターにまで規制範囲を広げた。改正後、犯罪件数は約

二十二倍になり、四千人の若者が逮捕されたという。しかも、成人女性に対

する強姦よりも、ロリコン漫画配布の方が重罪という倒錯した罰則規定に

なっている。ここでいう「配布」はＰ２Ｐでの「流出」も含まれるようだ。

（２）　児童ポルノ禁止法（児童買春、児童ポルノに係る行為等の処罰及び児童の保護

等に関する法律）における「児童ポルノ」の定義（第二条３）は、以下のように

なっている。



一　児童を相手方とする又は児童による性交又は性交類似行為に係る児童の姿態

二　他人が児童の性器等を触る行為又は児童が他人の性器等を触る行為に係る児

童の姿態であって性欲を興奮させ又は刺激するもの

三　衣服の全部又は一部を着けない児童の姿態であって性欲を興奮させ又は刺激

するもの

特に最後の、よく「三号ポルノ」と呼ばれる定義は曖昧すぎて、どうとでも

解釈可能。

ネットはエロの敵か？

　〇六年以降、大きく様変わりしたのはネットと漫画の関係である。

　ネットの一般化はエロ系メディアに大打撃を与えた。これは実写の

写真集、グラビア誌、アダルトビデオについては正解といえるだろ

う。なにしろ、ネットに接続すれば、ほぼ無制限に刑法一七五条に抵

触する無修正のポルノ画像／動画を無料で観ることができる。粗製濫

造されたセックスビデオから、マニアックな需要に応えるＳＭ、各種

フェティシズムをモチーフにしたものまで、検索すればいくらでも見

つかるのだから、グラビア誌やヘアヌード写真集やモザイク入りのア

ダルトビデオの購買層（レンタルユーザーも含む）がネットで欲望を満

たすのも当然といえば当然の話である。「エロの敵（１）」と特定さ

れても仕方がない。

　ではエロ漫画はどうか？



　デジタルコミックは大容量で安価な記録媒体であるＣＤ‐ＲＯＭの

普及を背景に一九八九年に登場した。初期にはＰＣエンジンなど家庭

用ゲーム機で再生するゲームソフトの一ジャンル的な商品が主流だっ

たが、ゲーマーから見ればゲーム性が薄く、ブレイクスルーはしな

かった。その後パソコンで視聴するマルチメディアコンテンツのパッ

ケージが登場した。筆者の手許には九六年にスタートしたソフトバン

ク発売の『マンガＣＤ‐ＲＯＭ俱楽部』の第一弾『雲にのる』（本宮

ひろ志）と、第二弾『紫電改のタカ』（ちばてつや）の二冊が残ってい

る。前者は表題作全話一二七一ページ分、後者は一一九八ページ分を

収録し、それぞれ作者インタビューや世界観の解説を加えている。こ

のシリーズは『キャンディ・キャンディ』（いがらしゆみこ／原作：水

木杏子）、『佐武と市捕物控』（石ノ森章太郎）、『
テラ

地球へ…』（竹宮

惠子）など錚々たるラインナップだった。エロ漫画で手許に残ってい

るのは九七年に太田出版がスタートさせた『デジタル・ムービー・コ

ミック』だ。このシリーズには『山本直樹Collection』（図３）のほか、

唯登詩樹、うたたねひろゆきのコレクションがリリースされている。

こちらは「コミック新世紀！　過激度２００％アップ！　これまでの

デジタル・コミック、ゲームとは一線を画したあなたの本能を増幅さ

せる前代未聞の新メディア」（『山本直樹Collection』のパッケージより）

と、よりインタラクティブ性、マルチメディア志向の強い商品となっ

ている。





　これはこれで面白い試みだったが、加速度的なパソコンとネットの

進化はＣＤ‐ＲＯＭベースのデジタルコミックをたちまち過去の遺物

としてしまう。

　二〇〇〇年に入るとイーブックが電子書籍、デジタルコミックのダ

ウンロード販売を開始し、二〇〇〇年代半ばには現在、携帯コミック

や電書配信を行っているサイトが出揃っている。そして二〇一〇年に

は「電子書籍元年」という言葉が喧伝されるがほぼかけ声に終わって

いて、二〇一一年も「電子書籍元年」と呼ばれたりもした。結局、二

〇一二年の黒船＝Kindle上陸でようやく「元年っぽく」なった。

　デジタルコミックについてはむしろ携帯配信の方が先んじていた。

「最新メディアの大衆化はアダルト・コンテンツが先導」するという

先例を踏襲しているようだった。エロ漫画をはじめ、レディースコ

ミック、ＢＬ、ＴＬのエロチックな作品が配信され、エロ漫画家の中

には数百万円の印税を稼ぎ出す者もいた。

　携帯配信は、液晶の表示部が狭小で低解像度だったため、いわゆる

ページ単位ではない「コマ見せ」編集がほとんどだった。オーサリン

グツールでコマ単位に分割し、カラー化したり、ヴィジュアルや音声

エフェクトを加えたりして再編集したものが主流だった。この方式の

場合、性器や性交のコマを省略することによって表現をソフトにし

て、流通しやすくすることが可能だった。そのためエロ漫画は携帯配

信に向いているといわれることもあった。実際今やガラケーと呼ばれ

る携帯電話機の漫画コンテンツの多くはエロコンテンツだった。その

読者層は「普段あまりペーパーコンテンツを購読していないライト

ユーザーが携帯で手軽に、しかも他人の目を気にせず気軽に読めるか



ら携帯コミックを読む」という。

「帰宅した二十代後半のＯＬがベッドに寝転がって読むイメージで

す」

　という人もいる。これが正解かどうかはわからないが、さほど大外

れではない。通常の漫画読者がそのまま携帯コンテンツに流れたのと

は違う売れ方だった。作者や作品の知名度や、その作品が新しいか古

いかはあまり関係がない。携帯配信には卑語などのＮＧワードがあ

り、また、より売りやすく（読者が食いつきやすく）するためにタイト

ルさえ変えてしまう。筆者の知り合いのエロ漫画家は別のペンネーム

を使っていた。ペーパーコンテンツとは全く別の世界と考えた方がわ

かりやすいだろう。

　スマートフォンでは、ページビュー方式が主流で、元データのペー

ジをそのままの形で表示することが可能となった。オーサリングのコ

ストが抑えられ、ユーザーも通常の漫画を読むのと近い感覚で電書を

読むことができる。スマフォとタブレットの普及に従って、ガラケー

配信市場は冷え込んでいったが、壊滅するまでには至らなかった。

　キャリアとメーカーはスマフォ移行を促進したものの、完全に移行

させることはできなかった。何故ならユーザーの多くがスマフォを必

要としなかったからだ。ガラケーを使い続けたり、逆にスマフォから

ガラケーに戻したりするユーザーが少なからず存在し、携帯コミック

版元によって大きくバラつきはあるが、未だに各社二～七割がガラ

ケーであるとも聞く。

　ＤＭＭに代表されるデジタルコミック配信全体（２）は時期によっ

て凸凹はあるものの、長い目で見た場合、着実に成長している。もち



ろん成年コミックや同人誌も配信されており、オリジナルコンテンツ

も登場している。最近ではデジタルコミック配信や、Ｗｅｂマガジン

初出の作品がコミックス化されるという逆流現象も起きている。最近

の例ではネットで人気を集めた片山誠のハーレム物の『淫貝島　上下

巻』（図４）がコミックス化されて東京都の不健全指定を受けている。





　赤松健が立ち上げた、絶版漫画を広告付きで配信し、広告収入を漫

画家に還元するＪコミでも、成年コミックを扱い始めた。読者は絶版

漫画を無料で購読できて、漫画家はこれまで再版・復刊もままならず

一円にもならなかった旧著が多少なりとも収益を生む（３）。

　また、Amazonの電子書籍配信Kindleが自主制作・配信サービスをス

タートさせ、漫画家が版元化する動きも見え始めた。その先鞭を切っ

た鈴木みそ、うめは一定の成功を収めている。彼らはノウハウを積極

的に公開しており（４）、これが後々、商業のみならず、事実上のイ

ンディーズ出版である同人誌界にも波及していくはずだ。ただ、エロ

漫画に関しては後述するが様々な制約があり、鈴木みそモデルをその

まま踏襲できるとは限らない。

　また、Amazonでは電子書籍にも成人向けカテゴリがあるにもかか

わらず、二〇一三年七月にはワニマガジン社や茜新社をはじめとする

週間ベストセラー百位中四十六作品が突如削除されるという「事件」

が起きている。Amazon側は「法令等に基づいて随時対応している」

として個々の作品については回答を控えているが、成年カテゴリは基

本的にマーク付きであり、四十六作品も同時に一七五条で立件された

などという事実はない。一一月にも、三和出版とオークスの図書が一

気に削除されているが、これも基準が明らかになっていない。以前か

らAmazonは不健全指定図書の撤去が他のネット書店に比べて迅速

だったり、『COMIC LO』（茜新社）の取り扱いを突如中止したり（二

〇一二年）、と独自の対応を行っており、Apple社ほどではないがエロ

には厳しい印象がある。

　成年コミックの配信はほとんどが有料であり、クレジットカードで



決済するため、年齢認証の問題はクリアしているのだが、流通には流

通の基準があるということか。

　ネットの普及はいいことばかりではない。Ｐ２Ｐ（５）を悪用した

違法ファイルの交換はその最たるものだろう。Ｐ２Ｐは違法行為を取

り締まる警察官や、情報漏洩があってはならない自衛官、公務員にま

で広がったのだから、一般への浸透は想像を超えている。Winnyなど

のＰ２Ｐを利用した違法アップロード／ダウンロードファイルには当

然ながら漫画もエロ漫画も含まれている。違法ダウンロードが処罰化

されても、摘発される危険性は交通事故レベルだ。しかも漫画の違法

アップロードは著作権法違反となるが、ダウンロードが処罰されるの

は音楽ファイルと動画ファイルであって漫画は処罰されない。著作権

に詳しい弁護士によると漫画の違法ファイルダウンロードが処罰化さ

れなかったのは、音楽業界が積極的に動いたのに対して、出版界が消

極的だったからだそうだ。

　違法ファイルの共有も日進月歩で、Ｐ２Ｐでは時間がかかる大容量

ファイルのダウンロードにはTorrentが利用されるようになった。その

上、大容量ファイルをサーバーに保存、共有するファイルストレー

ジ・サービスが悪用されるようになる。中でも世界最大のシェアを誇

るストレージ・サービスMegauploadは、自社プログラマが違法ファイ

ルをアップロードしたり、著作権者からの違法ファイル削除請求に対

して複数あるファイルの一部のみを削除してごまかしたりしていたと

され、ついに司法当局により摘発、経営陣が逮捕されるに至った。

Megaupload事件は単なる著作権侵害事犯というだけではなく、ネット

上でも著作権を強化しようとする知財ビジネスサイド（著作権ホルダー



企業、政府）と、ネットの自由、表現の自由を標榜するサイドの闘争

という側面もあり、事件直後にはアノニマス（６）によるサイバーテ

ロも行われ、単純な構図では語り得ないだろう。

　Megaupload事件直後は違法ファイルを削除し、閉鎖したストレージ

サービスも多かったが、ほとぼりが冷めるにつれて違法アップロー

ダーが復活。Megaupload全盛期ほどではないにせよ、著作権者の削除

要請とイタチごっこが現在も続いている。漫画ファイルの大半は人気

雑誌と一般のコミックスだが、成年コミックも少なくない。また、海

外のアダルト系画像投稿サイトの中には、欧米のポルノコミックやイ

ラストだけではなくエロ漫画単行本やエロパロ同人誌のＲＡＷファイ

ル（７）や英語、韓国語スキャンレーションファイルを大量に扱って

いるところもある。こうした違法ファイルの横行がどれほどの被害を

エロ漫画にもたらしているか数値化することは困難である。違法ファ

イルをダウンロードするフリーライダーが「無料だからダウンロード

する」タイプばかりなら出版社と著作者の被害推定額は小さくなるが

「違法ファイルがなければ正規品を購入する」タイプが多ければ被害

は大きくなる。違法アップロード／ダウンロードが出版不況の真犯人

ではないにせよ無罪とはいえないだろう。

　こうした様々な功罪を抱えながらもネットはまだまだ可能性に満ち

た世界である。エロ漫画に限らず、作家の個人出版社化、ブログでの

作品発表、Twitter、pixivなどのＳＮＳを新しい発表場所とする作家の

登場など、ペーパーメディア時代には見られなかった動きが常に起

こっており、今後とも目を離すことはできない。

　ネットはエロ漫画の「敵」ではない。しかし、ネットと携帯電話に



よって多様化した安価な娯楽が、かつてはエロ漫画へと向けられてい

た読者層の可処分所得を削り落としていることはまぎれもない事実

だ。端的にいえば「エロ漫画でなければ」という読者は残り、「エロ

漫画でもいいや」という読者の軸足はよそに移っていくということ

だ。

（１）　安田理央、雨宮まみ『エロの敵　今、アダルトメディアに起こりつ

つあること』翔泳社・〇六

（２）　デジタルコミックの配信には様々な方法がある。読者は配信サイト

に接続してオンラインで読むか、ファイルをダウンロードしてそのファイル

に対応したビュワーか汎用のビュワーを使って読む。出版社やウェブマガジ

ンは前者が多く、配信サイトは後者が多い。携帯コミックは一ページずつリ

アルタイムで配信するストリーミング方式が多い。

（３）　収益は漫画家によってもバラつきがある。コンスタントに新しい

ファイルを公開するなど、漫画家側にもある程度の努力が必要だ。

（４）　鈴木みそ『ナナのリテラシー　１』（ＫＡＤＯＫＡＷＡ／エンターブレイ

ン・二〇一四）に詳しい。Kindle版の版元は鈴木みそ本人。

（５）　Peer to Peer（ピアツーピア）。ネットを介して個々のＰＣを接続する技

術。共通のソフトを使うユーザー間のファイル共有／交換に使われる。この

技術自体はニュートラルで犯罪性はないのだが、違法なアップロード／ダウ

ンロードの温床にもなっている。また、ダウンロードしたファイルは自動的

に他のユーザーのダウンロードの対象になるため、知らないうちに違法アッ

プロードをやってしまうケースが多い。またウイルスに感染し、ハードディ

スクのファイルすべてが「公開」されてしまうこともある。

（６）　元の意味は「匿名」。Ｐ２Ｐ規制、ポルノ規制、ウィキリークス弾

圧に反対し、各国政府、機関、企業に抗議し、あるいはサイバー攻撃を仕掛



ける。抗議や攻撃が同時期に特定の機関などに集中するためあたかも団体で

あるかのように見えるが、実体としての組織はない。

（７）　漫画をスキャン（自炊）して圧縮ファイルにまとめただけのもの。翻

訳を加えたものがスキャンレーション。アニメの場合はＲＡＷ 翻訳字幕付

きのファンサブ。

多様化する表象と欲望

　本書を書く上で大きな枠組みとして考えていたのが、戦後一貫して

進行するマチズモの崩壊とそれに伴う、性的嗜好の多様化、細分化と

いう問題だった。エロ漫画は世相を正確に映す鏡ではないが、そこに

は確実に時代時代の読者の内面が反映される。さらに言葉を重ねると

すれば、エロ漫画で描かれる性の形はいずれはリアルにも立ち現れ

る。

　とはいえ〇六年に見た「様々な性のカタチ」の枠組みは変わってい

ないし、あくまでも男性×女性というストレートなカップリングがデ

フォルトの多数派であることには違いない。しかし市場が圧縮された

にもかかわらず、一時は「抜き」重視路線によって薄まったかに見え

た多様性が復活した。しかし、一通りの区分はすでに埋め尽くされて

おり、その中でのバリエーションや深化という方向性を取る。

　例えば、九〇年代から顕著となった「ショタ＝可愛い男の子」路線

は小規模ながら定着し、ショタテーマの同人誌即売会も複数存在す

る。さらにショタで女装の男の娘ブームへと展開。後にアニメ化され

た柊柾葵の『少年メイドクーロ君』シリーズ（松文館・〇五～［図

５］）、ＢＬジャンルでも活躍する鹿島田しきの『治さない病』（メ



ディアックス・〇九）、蒔田真記の『ぼくの彼氏』（モエールパブリッシ

ング・〇七）、星逢ひろ、チンズリーナ、稲葉ＣＯＺＹ、コインＲＡ

ＮＤなどが活躍するアンソロジーシリーズ『オトコのコHEAVEN』

（司書房 メディアックス・〇七～）など充実した小宇宙を展開してい

る。当然ながら、男同士の性愛が描かれるわけだが、そこにはもはや

エクスキューズはなく、快楽だけが屹立している。





　純ショタ路線は一般誌には露骨な形では拡散しなかったが、男の娘

キャラが主人公として、あるいは脇役として登場する漫画はもはや一

般誌でも珍しくない。遠藤海成の『まりあ†ほりっく』（メディアファ

クトリー・〇六～）、松本トモキの『プラナス・ガール』（スクウェ

ア・エニックス・〇九～一三）がその代表的作品と言えるだろう。成年

コミック枠ではない男の娘漫画誌『わぁい！』（一迅社・一〇～一

四）、『おと☆
ニヤン

娘』（ミリオン出版・一〇～）まで出てしまうという事

態にまで発展する。

　何故、男の娘なのか？　ということは元版のショタの頃で述べたよ

うに、「可愛いくて愛されるボク」ファンタジー、オートエロチック

な文脈で読み解くとわかりやすい。しかし、ジェンダーロールの表象

である衣服とその混乱を持ち込むことによって、内面だけではなく社

会における性差とはという問いかけすら含んでいる。

　男性が女装することや、女装者に惹かれる要因には、「美しく、愛

らしく、弱く、儚い存在」という女性性のファンタジーが大きく作用

しているだろう。幻想の女性性を獲得し、支配したい／支配されたい

という欲望は、現実の女性性、あるいは現実の女性が自明のものとし

ている「ワタシの女性性」とは当然ながら乖離しており、それは賛美

であると同時に差別である。だが、その差別構造の中にこそ快楽が含

まれていることもまた事実なのだ。これはＢＬにおける女装が時とし

て男性性の剝奪により地位を陥落させるという形式を取ることとセッ

トで考察すると興味深いと思う。

　男の娘ブームで面白いのは漫画の影響がどこまであるかは不明だ

が、同時期にリアル男の娘が増殖した点だ。コスプレ 女性キャラコ



スプレ 女装という流れで男の娘デビューしたケースもあり、実際の

個々人の内面までは推測できないとしても、十年前、二十年前よりも

はるかに異性装のハードルが低くなっている。注目すべきはこれが国

内だけに止まらず海外でも起きており、ロリータファッションから派

生した男の娘ファッション「Brolita」というニッチなジャンルまで存

在する。もりしげのロリータ女装ラブコメ『フダンシズム～腐男子主

義～』（スクウェア・エニックス・〇七～一〇）、『フダンシフル！』

（同・一〇～一一）は現実でも起きているわけだ。

　性と差別と快楽という黄金のトライアングルはサドマゾヒズムの構

造でもある。〇六年以降のエポックとして重要なのは男性マゾヒス

ト・テーマの増加だろう。一二年には不定期刊ながらついにＭ男性向

けの専門漫画誌『Girls for M（ガールズフォーム）』が創刊された。も

ちろんＭ男ものはそれ以前にも単発的には存在した。古くは八〇年代

に小本田絵舞がパンスト姿で女性に嬲られる男性キャラを登場させ、

米倉けんごは徹底して女性優位の男女関係を描き、にったじゅんは執

拗なまでに童貞少年に対する性虐待を描き続けた。面白いことに受動

的な男性が能動的な女性に支配される作品を描いたこの三人の内二人

が女性作家である。彼女たちは一部の単純な、あるいは自分の欲望の

深淵を覗き込めない男性読者の一部から反発されたわけだが、多くの

男性読者を獲得したこともまた事実なのだ。

　この男性マゾヒズムのひとつのあらわれがネトラレ（ＮＴＲ）の小

ブームである。これは文字通り、最愛の妻や恋人を他の男に奪われる

物語だ。「ネトラレ」「寝取られ」を冠した単行本にはＬＩＮＤＡ

『ネトラレヅマ』（ワニマガジン社・〇六）、榊歌丸『妻の寝取られ記



念日』（エンジェル出版・一三）、『寝取られアンソロジーコミックス

Vol.1』（図６）などがある。このサブジャンルにも人妻陵辱ものの変

奏、報復もの、淫女もの等々、様々なパターンがあり、ネトラレのタ

イトルに惹かれて買ったら、単なる人妻浮気漫画というオチも多い。

またネトラレよりも寝取りの要素が強い場合もある。





　ノーマルを自認する読者であれば理解しがたいエロスの形かもしれ

ないが、古来より「一盗、二婢、三妾、四妓、五妻」といわれるよう

に、人妻を奪うのはマッチョな男振りの定番であり、三流劇画時代か

ら無数の人妻物が描かれてきたことを想起して欲しい。ただ、これま

では「寝取る」快楽がメインだったのに対し、ネトラレではそれが逆

転している。これはマチズモの裏返しであって、未だに男性の女性に

対する所有欲、支配願望の強さを物語っているともいえよう。もちろ

ん、そうした快楽は伏流水のように「寝取るのは男の甲斐性」という

ファンタジーの裏側に流れていたのではあろう。

　欲望のカタチが出尽くした後、複数の欲望の順列組み合わせ、深化

が試みられる。中でもキルタイムコミュニケーションの「コミックア

ンリアルアンソロジー」は、催眠セックス、触手、ハメ撮り、女スパ

イ、性転換、強制露出、アヘ顔、孕ませ、搾乳、敗北ヒロイン、など

マニアックなテーマアンソロジーを次々発売している。中にはニッチ

すぎるテーマもあって、一つ間違うと大外れしそうだが、ニッチであ

る分、一定数のファンが存在すれば確実に売れるという計算も成り立

つのだ。近刊予定の『スライムにまとわりつかれて絶頂する美少女た

ち』（一四）はまだしも、『ひょっとこフェラ顔を晒す美少女たち』

（一四）というのはかなりチャレンジングなタイトルだと思う。た

だ、同シリーズは同人アダルトゲームからインスパイアされているの

ではという指摘もあり、綿密なリサーチを行った上の企画なのかもし

れない。いずれにせよ、従来のテーマに飽き足らない読者や、これま

でエロ漫画に触れてこなかった読者の掘り起こしの試みであろう。

　ただエロ漫画全体としては、規制、売れ行き不振などから売れ筋の



作品に倣う傾向が強い。これが「単行本はそれなりに売れるが雑誌が

売れない」原因の一つではないかという見方もある。

　ジャンルとしてのエロ漫画の今後は決して明るくはないが、個人的

には多様性と意外性という魅力が失われない限り、漫画好きにとって

の隠し金山であり続けるだろうと思う。



あとがき

　不可視の王国の年代記と地図を、たとえ大雑把な代物としても書け

るのは自分しかいないという自負があった。

　本書には偏りもあれば、取りこぼしも多い。触れることができた作

家と作品はほんの氷山の一角に過ぎない。

　そもそも小なりとはいえ手引き書の一冊や二冊で語り尽くせるほど

狭小な王国ではないのだ。

　私自身、まだまだ語るべきことを残している。

　漫画とエロティシズムについても、オタクという幻想の集合体につ

いてもだ。

　とはいえ、本書によって心の中にある障壁が多少なりとも低くなっ

てくれれば、また、越境者が増えれば、それに尽きる喜びはない。

　一人でも多くの人が本書を手がかりに気になる作家と作品を実際に

手に取ってくれればと願う。

　時にはあなた好みではない作品とぶつかってしまうかもしれない

が、それもまた楽しみの内だ。

　きっといい作品に出会えるからね。

　本書の成立には多くの人々がかかわっている。

　まず二十年近く前『漫画ホットミルク』（白夜書房）編集長だった

斎藤Ｏ子さんが、書評や漫画評を書いていた若造に「エロ漫画単行本

のレビューをやらせよう」なんて思いつかなければ本書は存在しな



かっただろう。

『網状言論Ｆ改』の友人たちにも感謝したい。あなたたちの刺激がな

ければ、本書を書こうなどという意欲はわかなかっただろう。

　知遇を得た漫画家のみなさん、マンガ史研究会と、おたくやおい部

会に集う漫画研究者、漫画評論家、編集者、漫画読者のみなさんから

も様々な助言と励ましとプレッシャーをいただいた。

　ただ残念なのは本書を真っ先に読んで欲しかった岩田次夫さん、細

野晴彦さん、米澤嘉博さんの三氏に、本書を直接手渡せなくなってし

まったことだ。

　岩田さんとは淡いおつきあいで終わってしまったが、コミケと同人

誌の歴史についてもっと教えを乞いたかった。

　若い友人であり、仕事仲間でもあった細野さんとは何度も本書の内

容について語り合い、多くの重要な示唆をいただいた。

「戦後エロマンガ史」を『アックス』（青林工藝舎）に連載されてい

た米澤さんが「九〇年より後はよくわかんないから、まかせたよ」と

言ってくれなければ、さっさと任務を放棄して脱走していたかもしれ

ない。

　みなさん、遅くなってごめんなさい。

二〇〇六年秋　永山薫



文庫版あとがき

　二〇〇六年に元版を上梓した時、これで書くべきことを書いたと

思った。書きたいことを書きたいように書いたし、エロ漫画界と漫画

界に多少は恩を返せたとも思った。

　しかし、増補を書き始めると、書いても書いても書ききれないこと

に気づいた。例えば擬人化ジャンルだ。元版でも多少は触れたけれ

ど、これが一時期とんでもない展開を見せてくれた。ＢＬ同人誌のガ

イドブックを編集した時には「土砂崩れ×土囊」というネタの極致に

遭遇したし、エロ漫画ジャンルでも元版が出た〇六年には小梅けいと

が『花粉少女注意報！』（ワニマガジン社）を描いている。

　ベーシックな動物擬人化は洋の東西を問わず幼年向けとして昔から

人気を集めている。そうした幼時のアニメ体験の影響なのか、欧米で

は日本では少数派のファーリー（Furry）と呼ばれる
フアー

毛皮好きが一大勢

力を築いている。もちろん子供向けだけではない。エロ漫画誌もあれ

ば、ネットコミック界隈でも賑わっている。毛皮どころかイルカ、

蛇、恐竜の擬人化を好むマニアもいれば、ケモノでゲイ、ショタ、女

装、幼児プレイ、ＳＭといった多様化／細分化も進行している。文化

のバックグラウンドの違いもあり、「人間じゃないから」というエク

スキューズもはたらいているのだろうが、世界的にも未踏の大地は拡

がっているのである。

　漫画と著作権の問題も書ききれなかったことの一つだ。エロパロを

含むパロディ同人誌は、これまで「同人誌だから」「お互い様だか



ら」「人気のバロメーター」だからというロジックを背景にグレー

ゾーンとして存続してきた。これが今後どうなるか？　ＴＰＰ交渉の

推移によって、アメリカ側の知財要求を丸吞みするようなことになれ

ば、フェアユースなき非親告罪化、死後著作権保護期間延長、法定賠

償制度の導入という最悪の形での法改正を迎えることになる。パロ

ディ同人誌は新しい才能の登竜門の一つであり、そこで萎縮が始まれ

ば影響は漫画業界全体に波及し、さらには出版業界の斜陽産業化が加

速されてしまうだろう。

　漫画界の今後に関してはポジティヴな話題ばかりではない。〇六年

以降も厳しい状況が続いている。だが、長年エロ漫画と漫画に付き

合ってきた私は出版不況が続こうが、表現規制が強化されようが、

先々著作権が面倒くさいことになろうが、そんなに悲観はしていな

い。なぜなら危機が迫るほど面白いものが飛び出してくるのが漫画の

面白いところだからだ。規制ギリギリのところで身をかわし、ニッチ

を開拓し、新機軸を開発する。いや、それどころか従来のエロ漫画や

漫画といった枠組みに拘泥せず、あたらしい「漫画」を作ってしまい

かねない。

　エロ漫画、いや漫画という表現形式そのものが、しぶとく、図々し

く、破天荒でワンダーなジャンルなのだ。

　さて、エロ漫画という王国の地図は日々、塗り替えられている。増

補改訂にあたって、迷子になりがちな私だけでは心許ないということ

もあり、エロ漫画研究家である稀見理都氏に監修をお願いした。エロ



漫画家インタビュー同人誌『エロマンガノゲンバ』を主宰する彼のツ

ボを押さえた指摘がなければ、確実に道に迷ったに違いない。

　畏友東浩紀氏の解説にも感謝したい。東氏編著の『網状言論Ｆ改』

に参加することがなければ『エロマンガ・スタディーズ』は生まれな

かった。それを想うと感慨深いものがある。

　ほかにも、現役のエロ漫画編集者からは「○○には絶対に触れるべ

きです」と助言された。また別件の打ち合わせや取材の過程で新たな

情報や知見を持つ人々と出会った。私は一人で歩いているつもりだっ

たが、周囲を見渡せば決してそうではなかったのだ。

　最後になるが元版と文庫版それぞれの担当編集者、関係者、長い間

待っていてくれた読者諸賢にもお礼を言いたい。

　みなさん、ありがとうございました。

　また、お会いしましょう。

二〇一四年三月　永山薫

※本電子書籍版では、「解説」を割愛いたしました。
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なお、電子化にあたり、改変を施した。
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